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はじめに

　植物に寄生・共生する菌類については，生態学，菌学や植物病理学など様々な分野で精力

的に研究が行われてきた。特に植物病理学分野では日本植物病理学会による目本植物病名目

録など，植物寄生性菌類データベースの蓄積がある。しかし，記載されているのは主に栽培

作物，樹木など有用植物に寄生する菌類に限られ，野生植物（草本類）に寄生する菌類の目

録としては不十分である。また，記載は植物寄生性菌類に限られ，エンドファイト（植物内

生菌）や菌根菌などの共生菌類，植物体上で常在的に生息する菌類，あるいは枯死茎上に腐

生的に発生するキノコ類などを含めて記載した例はない。

　一方，生物生息環境（地球環境）の変化に伴う絶滅危惧生物種の激増により，近年生物多

様性維持の観点から絶滅危惧生物種リスト（レッドデータブック）の整備が急がれている。

また，産業未利用生物の洗い出しなどを目的とした生物種インベントリー（財産目録）作成

が世界各国で急ピッチで進んでいる。わが国でも動植物ではこれらデータベースの整理が進

み，国内各地域ごとに完成しつつあるが，糸状菌類，細菌類などの微生物では全く手が着け

られていない。

　そこで本資料では，これまで日本国内で報告された野生植物寄生・共生・生息菌類を体系

的に目録化し，菌類インベントリー作成の端緒とすることを目的とした。対象菌類はエンド

ファイトや菌根菌などの共生菌類を含めたわが国の野生植物上で発生が報告されている糸状

菌類および細菌類とした（藻類寄生性菌類は除く）。対象寄主植物は野生草本類のみとし，

日本植物病名目録で寄生菌類がよく整理されている樹木，木本性のつる植物およびタケ・サ

サ類は除いた。文献としては各種菌類目録，図鑑，原著論文等の他，農林水産省の微生物ジ

ーンバンク事業による微生物遺伝資源配布目録も参考にした。

　なお，本稿の入力にあたり，インターネットで公開されていた三重大学生物資源学部のう
どんこ病菌宿主範囲データベース（http：〃www。bio．mie－u．acjp／docsO／seisan／byori／download。html）をダウンロー

ドして利用した。また，文献情報を提供していただいた大畑貫一博士，名城大学稲垣公次教

授，農業技術研究機構近畿中国四国農業研究センター宮川久義博士に，さらにデータ入力を

お手伝い頂いた鈴川亜由美，鍾　文豊，石塚妙子の各氏に厚く御礼申し上げる。
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1　凡例

1．この菌類目録には，わが国で報告された野生植物体内および体上で寄生・共生・生息す

る糸状菌種および細菌種を記載した。野生植物からは栽培植物，木本植物（樹木），っる性

木本植物，タケ・ササ類および藻類を除外し，野生草本植物に限り菌種を記載した。

2．この菌類目録に収録した菌種は312属1302種（亜種等を含む），寄主植物は95科1626種

（亜種等を含む）である。配列順序は宿主植物を自然分類により配列し（科以下は学名のア

ルファベット順），これに寄生する菌類を菌和名ないし学名のアルファベット順で配列した。

3．記載した菌種は，日本国内で現在までに発生が報告されているものを可能な限り網羅し

た。樺太，台湾，朝鮮半島，中国東北部など国外での記録は除外したが，採集地不明等によ

り一部混在することもある。

4．各菌種については菌和名があるものはこれを記載し，加えて学名［異名（synonym）］，発生

植物和名，文献を記載した。また，必要に応じて各菌の学名についての疑義，中間寄主等を

備考として記載した。文献は必ずしも初出文献を記載していないが，各菌種について十分な

情報が得られるものを挙げている。

5．各菌種の学名は原則として小林ら（1992）によったが，以下に示す菌類の学名については

一部下記の参考文献によった。

　クロボキン類：Vanky，K．（1994）：EuropeanSmutFungi，570p，，GustavFischerVerlag，NY

　分生子果不完全菌類：S戚on，B．C．（1980）ITheCoelomycetes，696p。，CMI，England

　糸状不完全菌類
　　暗色線菌科：Ellis，M。B，（1971）：DematiaceousHyphomycetes，608P，，CMI，England

　　　　　　　Ellis，M．B．（1976）l　More　Dematiaceo媒s　Hyphomycetes，507p．，CMI，England

　　C67005po7αとその類縁菌：GuoY、一1。＆Hsieh，W．一h．（1995）：TheGenusP5ε慮ocθ700甲07αin

　　　　　　　China，Mycosystema　monographicum　series　No。2，388p．，IAP，China

6．各菌種が原著あるいは日本植物病名目録で，当該植物の病原菌として記載されている場

合には，菌種名をr～病菌英名」とし，そうでない場合にはr～菌（英名）」と記載した。

7．記載例

キオン類　Senεo’ospp．　　　　　　　　　一一→寄主植物属和名，属学名

ハンゴンソウ　＆cαnηαわヴb1訪5Less．

サワオグルマ　s，ρ∫θ70’”Miq．

濯伽go∫7αgopogoκ∫5（Pers．）Gray（白さび症状

［発生植物］サワオグルマ

［文献］伊藤，147，1936a

一一→寄主植物種和名，種学名

一一→菌種学名（寄生症状）

一一→発生植物和名

一一→文献著者名，記載ぺ一ジ，発行年
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H　菌類目録

1．シダ植物寄生・共生菌類

チャセンシダ科　ASPLENIACEAE　シダ植物

チャセンシダ類オ卿1εn加醒spp。

オオタニワタリ　オ．αn’ig襯加Makino

トラノオシダオ．’n6∫5μ所Thunb．

コタニワタリ　．4．5co’opεη47敵川L，

ホビシダ　イ．朔’1認θ7α1e　Lam．

褐色葉枯（かっしょくはがれ）病菌　Brown　leaf　blight

（1）P5副・規・nα39励01’pv．91α4’・1’Seve血i1913

（2）漁n’hoη20nα5　0α即θ5か∫s　（Pammel　l895）Dowson

1939

［発生植物］オオタニワタリ

［文献］畔上・上原，1993；西山ら，2001

届ε1α5履α5colopε雁痂Jaap（黒紋症状）

［発生植物］コタニワタリ

［文献］白井，357，1917；小林ら，374，1992

さび菌（Rust）

（1）餓1e5吻卿1εn”一’π・’s田irats．£exS．Uchida

［発生植物］トラノオシダ

［文献］伊藤，24，19381Hhatsuka　et　al．，62，lgg2

（2）盈’θ5’nα5μわ1θv∫5（FauU）Hirats．f

［発生植物］コタニワタリ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアオト

ドマツに形成（葉さび病）。

［文献］伊藤，37，1938；Hiratsuka　et　al．，g3，1992

（3）しケeJoρoヶpo謝一5塑εヴ｝o’α1な（Hirats．f）Hirats。f

［発生植物］ホビシダ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，1132，1992

シシガシラ科　BLECHNACEAE　シダ植物

［発生植物］シシガシラ

［文献］伊藤，47，1938；Hiratsuka　et　a1．，63，1992

（4）　ノレ61εs’nα加η2ε’αnαHirats．£

［発生植物］オサシダ

［文献］伊藤，46，1938；Hiratsuka　et　a1．，85，1992

コモチシダ類　昭oo4欄r41αspp，

オオカグマ　FVノαponf6α（L．£）Sm

コモチシダ　躍．07’εn’α1∫sSw．

さび菌（Rust）

（1）砺α10P5074po卯o謝（Diete1）Magnus

［発生植物］コモチシダ

［文献］伊藤，51，19381Hiratsuka　et　a1．，43，1992

（2）雌1ε3加1o伽α9α’Hirats．f

［発生植物］オオカグマ

［文献］伊藤，48，19381Hiratsuka　et　a1．，95，1992

コバノイシカグマ科

物

DENNSTAEDTIACEAE　シダ植

コバノイシカグマ類Z）θ刀n3惚4加spp．

イヌシダ　1）．h∫75躍α（Hance）Ching

コバノイシカグマ　P．50αδ〆α（Woll．et　Hook．）Moore

さび菌（Rust）

（1〉　ル霞1ε5加α㎝∫g㍑α（Fau11）　Faull　ex　Hirats．£

［発生植物］コバノイシカグマ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はモミ，

アカトドマツ等に形成（葉さび病）。

［文献］Hiratsuka　et　al。，74，1992

（2）〃i’1ε5’nα加αo卿07αHirats．f

［発生植物］イヌシダ

［文献］伊藤，32，19381Hiratsuka　et　al．，86，1992

ヒリュウシダ類　β1εoh朋〃2spp．

オサシダ　丑α溺α6’1θMakino

シシガシラ　B．nψon’6腋（Kunze）Makino

ヒリュウシダ　β．07∫εn’α1εL．

さび菌（Rust）

（1）功ノα1・P5・7αα・㍑1εα‘αKamei

［発生植物］シシガシラ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアオト

ドマツに形成（葉さび病〉。

［文献］伊藤，57，19381Hiratsuka　et　a1．，35，1992

（2）1加10p507αρo卯oの（Diete1）Magms

［発生植物］オサシダ，ヒリュウシダ

［文献］Hiratsuka　et　al。，43，1992

（3）　騒〃ε5inαわ1εoh“∫oo1αHirats．f

イワヒメワラビ類伽01吻5spp．
イワヒメワラビ　且ρ槻‘’α’α（Thunb．）Mett．ex　Kuhn

さび菌（Rust）

ル五1ε3’nαεx’9㍑α（Faull）　Faull　ex　Hirats。£

［発生植物］イワヒメワラビ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はモミ，

アカトドマツ等に形成（葉さび病）。

［文献］Hiratsuka　et　al．，74，1992

フモトシダ類　雌0701ゆ’αspp．

イシカグマ　M．5垣go5α（Thunb，）Presl

一4一



日本野生植物寄生・共生菌類目録

さび菌（Rust）

枷1ε5∫nα伽9襯（Faull）FaullexHirats．f

［発生植物］イシカグマ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はモミ，

アカトドマツ等に形成（葉さび病）。

［文献］伊藤，42，1938；Hiratsuka　et　al．，74，1992

ワラビ類　P’酬伽溺spp．

ワラビ　P．αg麗’1’n麗用（L．）Kuhnvar．1α∫珈so躍躍規（Dresv．）

Underw．ex　A．Heller

さび菌（Rust）

（1）　Urθ4’nOP5’s㎞η2θ∫αnαFaull

［発生植物］ワラビ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はトドマ

ツ類，シラビソ等に形成（葉さび病）。

［文献］Hiratsukaetal．，168，19921小林ら，529，1992

（2〉U7ε4加op5∫3με7雌5Dietel＆Holway

［発生植物］ワラビ

［文献］伊藤，20，1938；Hiratsuka　et　al。，174，1992；小林ら，

529，1992

葉斑（ようはん）病菌

P5εμ400εκ05pom　μεア’漉5　（Siemaszko）　Guo　＆　Liu

［Cεκo甲07αμε7雌5Siemaszko］

［発生植物］ワラビ

［文献］澤田，111，19581山本・前田，71，19601Katsuki，

75，1965

オシダ科　DRYOPTERIDACEAE　シダ植物

カナワラビ類オrαohn∫04e3spp．

ヤクカナワラビ左．佛αb’1∫3（Bl．〉Tindale

ホソバカナワラビオ．εx’1’5（Hance）Ching

ハカタシダオ．s加p1’o∫07（Makino）Ohwi

リョウメンシダ　オ．5’砒4’5h’∫（T。Moore）Ohwi

さび菌（Rust）

（1）ル霞1ε5’nα4りり炉α’4∫3Kamei

［発生植物］リョウメンシダ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアオト

ドマツに形成（葉さび病）。

［文献］伊藤，43，19381Hiratsuka　et　a1．，69，1992

（2）　ル命1ε5’nαηπ∫ゐ6n5’5Hirats。£ex　S．Uchida

［発生植物］ヤクカナワラビ，ハカタシダ

［文献］Hiratsuka　et　al．，87，1992

Tαph吻αco7腓cε剛Giesenh．（腫葉症状）

［発生植物］ホソバカナワラビ

［文献］伊藤，203，1964

カツモウイノデ類　C卿濡spp．

キヨスミヒメワラビ　C溺砿加ow∫oz’α澱Ching

カツモウイノデ　（二sめg1αn4μ10sα（Hance）Ching

さび菌（Rust）

ル61ε5加αεx∫g㍑α　（Faull）　Faull　ex　Hirats．£

［発生植物］キヨスミヒメワラビ，カツモウイノデ

［文献］Hiratsuka　et　al．，74，1992

ヤブソテツ類　（｝吻履麗溺spp．

メヤブソテツ　C．oα伊of’4εμ〃2Presl

オニヤブソテツ　Cル10α躍吻（L．f）Pr。

ヤブソテツ　σ力7’襯ε1J．Sm．

ヤマヤブソテツ　C／b繊顧vaL　O1醜ooJα
Tagawa

（Mak。）

さび菌（Rust）

（1）ル創εs’nαoh漉μgoεη5’s　Hirats．£ex　S。Uchida

［発生植物］ヤブソテツ

［文献］Hiratsuka　et　a1。，66，1992

（2）ル醒e3’nαルκ〃∫砒αHirats．f＆Uemura

［発生植物］メヤブソテツ，オニヤブソテツ，ヤブソテ

ツ，ヤマヤブソテツ

［文献］伊藤，26，19381Hiratsuka　et　al．，76，1992

オシダ類DぴOP‘εr∫S　SPP．

シラネワラビ　n側3’7耽4（Jacq．）Woynar

ヤマイタチシダD，わ∫5sε磁nαC．Chr

ホソバイタチシダ1）．わ’33ε磁澱var．5α6705αno‘αH．lto

サイゴクベニシダn　o加〃2p’on’∫Ching

ミサキカグマ　D．oh’nεns’sKoidz．

オシダ　D．67α55f7h∫zo〃2αNakai

ベニシダnε膨h7050m（Eat．）0．Ktze．

サクライカグマ　ng照nophア磁（Bak．）C．ChL

クマワラビD．」αoεm（Thunb．）0．Ktze．

ミヤマベニシダD．脚η！∫oo1αC。Chr

ミヤマイタチシダD．灘δε’C．Chr

イワイタチシダnsαx静αgαH．Ito

ナガバノイタチシダn3ρα溜αKuntze

ナンカイイタチシダD．vα7’α（L，）0．Ktze．

イタチシダモドキ　nyαわε’Hayata

さび菌（Rust）

（1）盈1ε5加α・α脚’・耀溺Hyl．，Jorst．＆Namf［砿．

oα脚’加Wr6b1．］

［発生植物］オシダ

［文献〕伊藤，32，1938；Hiratsuka　et　al．，64，1992

（2）　ハ壷1ε5’nαθりπh70so7α（Faull）　Hirats．£

［発生植物］ベニシダ，ヤマイタチシダ，ホソバイタチ

シダ，サイゴクベニシダ，クマワラビ，ナンカイイタチ

シダ

［文献］伊藤，31，19381Hiratsuka　et　al．，71，1992

（3）ル配e5’槻伽o伽05α（Faull）Hirats．£
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［発生植物］ミサキカグマ，サクライカグマ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，79，1992

（4）雌1ε5’nα’∫oαnαKamei

［発生植物］オシダ，ミヤマイタチシダ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアカト

ドマツ，アオトドマツ等に形成（葉さび病）。

［文献］伊藤，29，19381Hiratsuka　et　al．，81，1992

（5）磁’召5’nα吻伽’Kamei

［文献］伊藤，28，1938；Hiratsuka　et　a1．，88，1992

［発生植物］オシダ

（6）雌1θ5’nαv・9ε5∫α・α（Faull）H．＆P．Syd．exHirats，£

［発生植物］ヤマイタチシダ，イワイタチシダ，ナガバ

ノイタチシダ，ナンカイイタチシダ，イタチシダモドキ

［備考］夏・冬胞子世代。

［文献］伊藤，40，1938；Hiratsuka　et　al．，96，1992

（7）U7ε4εnOP5∫s　o3畷bη毎5Kamci

［発生植物］シラネワラビ，ミヤマベニシダ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアカト

ドマツ，アオトドマツ等に形成（葉さび病）。

［文献］伊藤，15，1938；Hiratsuka　et　a1．，173，1992；小林ら，

529，1992

シダガマノホタケモドキ

Cε胱〃・psな吻・卿7i漉5（lmai）Comer

［発生植物］シラネワラビ（腐葉上）

［文献］伊藤，77，1955

腫葉（しゅよう）病菌

Tbphπnαvε5’θ797εηむGiesenh。

［発生植物］クマワラビ

［文献］伊藤，204，1964

さび菌（Rust）

（1）盈1εs’nα顔9襯（Fau11）FaullexHirats．£

［発生植物］イノデ，サカゲイノデ，ジュウモンジシダ

［文献］伊藤，42，1938；Hiratsuka　et　al．，74，1992

（2）伽4・sα9α漉n32sHirats。£＆S．Uchida

［発生植物］オリヅルシダ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，lI35，1992

トクサ科　EQUISETACEAE　シダ植物

トクサ類　Eg鳩飽〃2spp。

スギナ　E．群vθn5θL．

Py孟h∫㍑〃24e加ッ伽μ溜Hesse（根腐症状）

［発生植物］スギナ

［文献］白井，577，1917

Rh∫zoo～o吻ル雁gα’α（Nakata　ex　Hara）Gunnell＆Webster

（菌核症状〉

［発生植物］スギナ

［文献］神尾ら，2000

シロジクウツボカビ
D’αohαεαε1ε9αn5Fr．

［発生植物］スギナ（茎葉上）

［文献］白井，199，1917

π∫αε05pom　θ9め3θだ　（Desm．）　Vassiljevsky　apud

VassiUevsky＆Karak．［Sゆ’o吻6g躍5εだDesm．in　Moug．］

（葉枯症状）

［発生植物］スギナ

［文献］白井，613，1917

ナライシダ類　Lゆ1on‘〃30hm　spp．

ナライシダL．雁gμε加nσC．Chr

ホングウシダ科　LINDSAEACEAE　シダ植物
さび菌（Rust）

M’」ε伽αcα脚ご・耀醒Hyl．，Jorst．＆Nannf［M．cα脚‘’cα

Wr6b1，］

［発生植物］ナライシダ

［文献］伊藤，32，19381Hiratsuka　et　al．，64，1992

イノデ類　Poケ5’蜘溺SPP．

オリヅルシダP1印’40σ側10nJ．Sm．

イノデ　Pρo砂わ1弓ρhα耀〃2（Roem．ex　Kunze）Presl

サイゴクイノデ　Rρsε認o一溺αえ’no’Tagawa

サカゲイノデ（ツヤナシイノデ）　P．7α7050rρα1εαoε泌2

（Kodama）Tagawa

イノデモドキ　P’αgαwα耀溺Kurata

ジュウモンジシダE孟吻’ε70n（Kunze）Pr．

L曜OPθ庸ノ卯0η’ωKatum．

［発生植物］サイゴクイノデ，イノデモドキ（生葉上）

［文献］Katumoto，1980

ホングウシダ類　加45αeαspp．

サイゴクホングウシダ　L．ノゆon’o召（Bak。）Diels

エダウチホングウシダL．oh’θn∫’Ching

さび菌（Rust）

（1）U池401∫nぬαθαεブαpon∫oαθHirats。£＆Uchida

［発生植物］サイゴクホングウシダ

［文献］Hiratsuka　et　al．，1117，1992

（2）　U7θ40nαn加’εn5’5Uchida

［発生植物］エダウチホングウシダ

［文献］Hiratsuka　et　al．，1123，1992

ホラシノブ類　助heηo〃2ε溜spp．

ホラシノブ　3，0h’nεns’5（L．）Maxon

さび菌（Rust〉

ル醒θ5∫nα040班030παεHirats．£
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［発生植物］ホラシノブ

［文献］伊藤，47，19381Hiratsuka　et　al．，gO，lgg2

タチシノブ類　Onッ6h’襯spp．

タチシノブ　（λノαpon∫c配〃～Kunze

ツルシダ科　OLEANDRACEAE　シダ植物

タマシダ類煽印h70＠ごεspp．

タマシダN．α副oμ1α’α（L．〉Trimen

さび菌（Rust）

U戸θ40　cりP！09躍’ηη1ε5　（Dietei）　Hirats．　£　［瀬’1ε3’nα

cリィρ1og7α規溺ε5（Diete1）Hirats．£］

［発生植物］タチシノブ

［文献］伊藤，36，19381Hlratsuka　et　al．，1092，1992

さび菌（Rust）

U肥40∫召π躍5（Faul1）Hirats．£

［発生植物］タマシダ

［文献］Hiratsuka　et　al。，1142，1992

ホウライシダ科　PARKERIACEAE　シダ植物

クジャクシダ類　オ4iαn伽2spp．

クジャクシダオ．ρe4α伽多L．

さび菌（Rust）

U7ε4∫nops’5α漉αn1h∫Kom。

［発生植物］クジャクシダ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアオト

ドマツに形成（葉さび病）。

［文献］伊藤，6，1938；Hiratsuka　et　al。，156，19921小林ら，

529，1992

エビガラシダ類　Chεぬn∫hθ5spp．

ミヤマウラジロ　C勧hn”Chingvar，扉伽41”Tagawa

さび菌（Rust）

砺α10ρ30耀ρo卯o融（Dietel）Magnus

［発生植物］ミヤマウラジロ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，43，1992

キジノオシダ科　PLAGIOGYRIACEAE　シダ植物

キジノオシダ類　P1αg’og卿αspp．

オオキジノオ　P。ε塑h1εゐiα（Kunze）Mett．

キジノオシダP。戸poni6αNakai

ヤマソテツ　P．〃2α’sμ耀7齪nαMakino

タカサゴキジノオPrα繍αnθn3’5Hayata

さび菌（Rust）

U7θ40h加魏勧（Morim．）Uchida

［発生植物］オオキジノオ，キジノオシダ，ヤマソテツ，

タカサゴキジノオ
［文献］Hiratsuka　et　ai。，1105，1992

ウラボシ科　POLYPODIACEAE　シダ植物

イワヒトデ類　Co加∫5SPP．

イワヒトデ　Cε〃ψ”oα（Thunb．）Ching

オオイワヒトデ　Cρo’hl／b伽Presl

さび菌（Rust）

U剛oP・伽o繊一s膨ゆ’α1’5（Hirats．£）Hirats。f

［発生植物］イワヒトデ，オオイワヒトデ

［文献］Hiratsuka　et　al．，1132，1992

イワガネソウ類　Con’097卿2’nεSPP．

イワガネゼンマイ　C耽ε7耀4∫αHie「on。

イワガネソウ　（ニノαpon’cα（Thunb．）Diels

さび菌（Rust）

（1）1堕1εs∫ηαcon’09照刑雁oo～αHirats．f［ル’．ωn’097α朋ηε5

Hirats．f］

［発生植物］イワガネゼンマイ，イワガネソウ

［文献］伊藤，25，19381Hiratsuka　et　al，，67，1992

（2）伽4・ωη’・97α溺耀εsHirats．£

［発生植物］イワガネゼンマイ，イワガネソウ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，1090，1992

（3）U7θ4・アα脚4αnα（Hirats。£）Hirats。£［伽1・P5・耀

アα脚伽αHirats．£］

［発生植物］イワガネゼンマイ

［文献］伊藤，52，19381Hiratsuka　et　al．，1146，1992

ミツデウラボシ類　Cαpε伽s　spp．

ミツデウラボシ　（二hα5縦螂（Thunb．）Copel．

ミヤマウラボシ　C　vθi’6h∫’（Baker）Cope1。

さび菌（Rust）

（1）　ル倉1θs’nα“π’鳶εns’s　Hirats．£ex　S．Uchida

［発生植物］ミツデウラボシ

［文献］Hiratsuka　et　al．，87，1992

（2）Urε40　肋汝o溺επsθ　Hirats．f　［的α’oρ307αノαpoη’oα

Dietel］

［発生植物］ミヤマウラボシ

［文献］伊藤，56，1938；Hiratsuka　et　a1。，1113，1992

エゾデンダ類　Po卯04勲SPP．

オオェゾデンダ　P畷9謝5L。
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さび菌（Rust）

盈’ε3加∫εzoε胤5Kamei＆Hirats。£

［発生植物］オォェゾデンダ

［備考］夏・冬胞子世代。精子器はアオトドマツに形成。

［文献］伊藤，38，19381Hiratsuka　et　al．，83，1gg2

ヒトツバ類Pアrro3’αSPP．

ヒトツバ　　P，1加gμα（Thunb．）Farwen

p5ε謁o‘θ700Ψ07α砂7705惚Togashi＆Katsuki（斑点症
状）

［発生植物］ヒトツバ

［文献］Katsuki，76，1965

イノモトソウ科　PTERIDACEAE　シダ植物

イノモトソウ類P1θ鷹spp．

オオバイノモトソウ　P．07e廊αL。

アマクサシダ　P4’卿ε7Kunze

ハチジョウシダ　Pルμ7’ε’Hieron．

ニシノコハチジョウシダ　P．え’μ5ch’鰐n5∫5Hieron．

イノモトソウ　R泌㍑1雌吻Poir．

ヤワラハチジョウシダ　R　nα”en5’5Tagawa

さび菌（Rust）

ル配εs加αμθ7泌601αHirats．£［M．oonio9ア卿捌ε5Hirats．f］

［発生植物］オオバイノモトソウ，アマクサシダ，ハチ

ジョウシダ，ニシノコハチジョウシダ，イノモトソウ，

ヤワラハチジョウシダ

［文献］伊藤，25，45，1938；Hiratsuka　et　al．，91，1992

ミヤマワラビ　Tρhεgop’θ7’5（L．）Sloss．exR．ydb．

ヒメワラビ　T1077ε3’αnα（Gaudich，）Alstonvar．o’αvα’α

（Baker）K．Iwats．

さび菌（Rust）

（1）珈α10pso確po卯04”（Diete1）Magnus

［発生植物］ゲジゲジシダ，ハシゴシダ，ヤワラシダ

［文献］伊藤，51，1938；Hiratsuka　et　al．，43，1992

（2）　ルπ1θs’nαε頂gμα（Faul1）　Faull　ex　Hirats．£

［発生植物］コハシゴシダ，ヒメワラビ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はモミ，

アカトドマツ等に形成（葉さび病）。

［文献］Hiratsuka　et　a1。，74，1992

（3）M’1ε5’nα耽7・3po7αHirats．£

［発生植物］ホシダ

［文献］伊藤，32，19381Hiratsuka　et　a1．，86，1992

（4）U陀伽0卿sμo’nαMagms

［発生植物］ミヤマワラビ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はウラジ

ロモミ，アオトドマツ等に形成（葉さび病）。

［文献］伊藤，13，1938；Hiratsuka　et　a1．，162，19921小林ら，

529，1992
（5）U7ε4fnop5∫3hかosαた’επs’s　Kamei＆Hirats．£

［発生植物］ヒメシダ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアオト

ドマツに形成（葉さび病）。

［文献ユ伊藤，16，19381Hiratsuka　et　al．，164，19921小林ら，

529，1992

Tαph7’襯h加醜えαεNishida（腫葉症状）

［発生植物］ヒメシダ

［文献］澤田，141，1952a；伊藤，202，1964

ヒメシダ科　THELYPTERIDACEAE　シダ植物 シシラン科　VITTARIACEAE　シダ植物

ミゾシダ類　S加り！p’θア∫5spp．

ミゾシダ　＆ρα1μ5’7’3（Salisb．）Schott

シシラン類　の”α吻spp．

シシラン　Vアεxμ03αF6e

さび菌（Rust）

（1）功α10p50mρo卯o繊（Diete1）Magnus

［発生植物］ミゾシダ

［文献］伊藤，51，1938；Hiratsuka　et　a1．，43，1992

（2）M∫’e5∫nα溺∫α・5P・7αHirats．£

［発生植物］ミゾシダ

［文献］伊藤，32，19381Hiratsuka　et　al．，86，1992

さび菌（Rust）

U’で40vごπαノe∫αεS．Uchida

［発生植物］シシラン

［文献］Hiratsuka　et　al．，1144，1992

イワデンダ科　WOODSIACEAE　シダ植物

ヒメシダ類　τh召伽’疏s　spp．

ホシダ　Tαoμ雁nα1α（Houα．）Morton

コハシゴシダ　丁硯gμ51静on3（Miq．）Ching

ゲジゲジシダ　T4θo郷’vεツ∫nnα1α（H。C．HaII）Ching

ハシゴシダ　Tg1αn4μ1’9εm（Kunze）Ching

ヤワラシダ　T1αxα（FLetSavat。）Ching

ヒメシダ　Tρα1麗5’7ど5（Salisb．）Schott

メシダ類オ’hッ吻醒spp．

カラクサイヌワラビ　オ．01∫v’σ01αTagawa

ミヤマシダ　オ．07θn伽〃！Rupr。var。gJαゐ耀溺Tagawa

オトメイヌワラビイ．ε1εgαη3Tagawa

ホソバイヌワラビ。4．∫5ε碗μ〃2Rosenst．

メシダ　オ．溺ε1伽01εp’5H．Christ

ヌリワラビ　オ．耀5050耀〃2Mak．
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サトメシダイ．〃躍1峨4脚Rosenst．var．4θ1～o’4e解吻Nakai

イヌワラビ！f，nψpon∫σμ海Hance．

タニイヌワラビオ．o∫opho耀溺Koi（1z

オメシダイ．ρ’8707α‘h’5H，Christ

ヤマイヌワラビ　え．v∫4αJllNakai

ヘビノネゴザオ．アoκ050θn5θ（Fr．etSav。）H。C㎞ist

さび菌（Rhst）

（1）砺α10P50耀4ψ」αzπHirats．£

［発生植物］ミヤマシダ

［文献］Hiratsuka　et　al．，39，1992

（2）1肋10μompo卯04”（Dietel）Magms

［発生植物］ホソバイヌワラビ，メシダ，イヌワラビ，

オメシダ，ヘビノネゴザ

［文献］伊藤，50，19381Hiratsuka　et　a1．，43，1992

（3）U7ε伽・螂α’hy7’∫Kamei

［発生植物］メシダ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアオト

ドマツに形成（葉さび病）。

［文献］伊藤，10，19381Hiratsuka　et　al．，158，19921小林ら，

529，1992
（4）U7ε伽・ps’5面5θnεn5∫sHirats．£

［発生植物］カラクサイヌワラビ，サトメシダ，タニイ

ヌワラビ，ヤマイヌワラビ
［文献］伊藤，9，19381Hiratsuka　et　a1．，160，19921小林ら，

529，1992
（5）伽伽・Pε～ε襯鰍ε伽Kamei

［発生植物］ミヤマシケシダ，ヌリワラビ，オメシダ

［備考］夏・冬胞子世代，精子・さび胞子世代はアオト

ドマツに形成（葉さび病）。

［文献］伊藤，10，1938；Hiratsuka　et　a1．，166，19921小林ら，

529，1992
（6）U7ε4’nO卿諏・襯9α～αえεn515Hirats．f

［発生植物］ヘビノネゴザ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はシラビ

ソに形成（葉さび病）。

［文献］Hiratsukaetal．，170，1992；小林ら，529，1992

（7）ひε40α7isαηeη5εHirats．£

［発生植物］オトメイヌワラビ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，1086，1992

オオシケシダ類　D甲α吻spp．

ミヤマシケシダ　nρ脚躍0507α（H．Christ）M．Kato

さび菌（Rust）

局ノα」OP507αhαえ04α陀η5∫3Hirats．£

［発生植物］ミヤマシケシダ

［文献］伊藤，55，19381Hiratsuka　et　a1．，40，1992

ヘラシダ類Dψ1α2’μ配spp．

ヒロハノコギリシダZ）．4∫1α嬬μ溺Blume

ホソバシケシダ　n　gm〃2〃2∫’o∫4ε5Presl

ミヤマノコギリシダ　Z）．耀舵n∫α朋規C．Chr．

シケシダ　D．osh加εn3εH，Ito

シロヤマシダ　n3∫70四脚ε履εTagawa

キヨタキシダ　D．3g襯癖gε耀溺H．Christ

ノコギリシダD．瞬6hμmεDiels

さび菌（Rust）

（1）砺α10P3・7α姻αz祀irats．f

［発生植物］キョタキシダ

［文献］Hiratsuka　et　al．，39，1992

（2）砺α10pso7α鰍04α陀n5’sHirats．f

［発生植物］ヒロハノコギリシダ

［文献］Hiratsuka　et　al，，40，1992

（3）砺α10pso耀ρo卯04”（Dietel）Magnus

［発生植物］ホソバシケシダ，シケシダ，シロヤマシダ，

キョタキシダ，ノコギリシダ

［文献］伊藤，50，1938；Hiratsuka　et　al．，42，1992

（4）餓1ε伽αか脚5απαHirats．f

［発生植物］ミヤマノコギリシダ

［文献］Hiratsuka　et　a1。，78，1992

（5〉U7θ404ψ1召zガ（Hirats．f）Hirats．f［ル行1e3加α4∫5μαz”

Hirats，£］

［発生植物］シロヤマシダ，キョタキシダ

［文献］伊藤，27，1938；Hiratsuka　et　al，，1096，1992

ウサギシダ類　C甥nooα吻μ溺spp．

ウサギシダ　σ4ワop！ε加（L．）Newman

ナヨシダ類　⑪’op～ε廊spp．

ナヨシダC加9∫1’3（L．）Bemh．

さび菌（Rust）

珍α10p50槻ρo卯04∫∫（Diete1）Magnus

［発生植物］ナヨシダ

［文献］伊藤，50，19381Hiratsuka　et　al．，42，1992

さび菌（Rust）

砺α10P50耀α5P翅伽s（Magnus〉Magnus

［発生植物］ウサギシダ

［文献］伊藤，54，1938；Hiratsuka　et　a1．，37，1992

クサソテツ類Mαf蜘顔αspp．

イヌガ’ンソク　M．07’εn∫α1’5（Hook．）Trev．

クサソテツM．5’耀磁op’ε7∫3（L．）Todaro

さび菌（Rust）

（1）1加10p507αρo卯04”（Dietel）Magms

［発生植物］イヌガンソク

［文献］伊藤，51，1938；Hiratsuka　et　al。，43，1992
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（2）Ur¢4伽oPεなsか曜所o嬢α雌s　St6rmer　ex　Dietel

［発生植物］クサソテツ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はモミ，

アカトドマツ等に形成（葉さび病）。

［文献］伊藤，18，19381Hiratsuka　et　a1．，176，19921小林ら，

529，1992

腫葉（しゅよう）病菌

㌃phπηαhかα醜καθNishida

［発生植物］クサソテツ

［文献］伊藤，202，1964

コウヤワラビ類　Ono1εαSPP．

コウヤワラビ　05εn3め’傭L．var．∫n緋耀ρ’αMaxim．

イネ苗立枯細菌病菌

βμ沈ho14e吻μαn！副’（Azegami　et　a1．1987）Urakami　et　aL

1994［P3εμ40溺o襯3μαn‘α漉Azegami　et　aL］

［発生植物］コウヤワラビ

［文献］田中ら，1994

腫葉（しゅよう）病菌（茶斑病菌）

T4ph7’nαhかα孟5μκαεNishida

［発生植物］コウヤワラビ

［文献］澤田，141，1952a；伊藤，202，1964

イワデンダ類　照oo45’αSPP．

フクロシダ　レV〃2αno加7∫8n5’sHook．

イワデンダ　玖po砂5∫∫cho’4e5Eat．

さび菌（R』ust）

（1）砺α10p50〆αρo卯o謝（Dietel）Magms

［発生植物］フクロシダ

［文献］Hiratsuka　et　al．，43，1992

（2）U〆θ4加OP5なwoo4s∫αεKamei

［発生植物］イワデンダ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアオト

ドマツに形成（葉さび病）。

［文献］伊藤，23，1938；Hiratsuka　et　a1．，179，19921小林ら，

529，1992

2．単子葉植物寄生・共生菌類

オモダカ科　ALISMATACEAE　単子葉植物

ヘラオモダカ類肋鋤αspp．
ヘラオモダカ　オ．oαnα1’oμ1α！μ〃2A．BLetBouch6

サジオモダカ　オ．ρZα惚go一岬観碗αL．var．07’εn∫α1θ

Samuels．

黒穂菌（Leafsmut）

Doαs5如nαα1’s配α”5（Nees）Comu

［発生植物］サジオモダカ

［文献］伊藤，134，1936b；柿篇，33，1982

Ph脚04ε7〃2α〃2αoμ」α7εWaIIL（斑点症状）

［発生植物］ヘラオモダカ，サジオモダカ

［文献］伊藤，55，1936al宇田川ら，上224，1977

オモダカ類Sαg∫∫∫α吻spp．

オモダカ　＆’ゆb伽L．

01，n4700σηワoη5αg，勲7∫αεNegishi（斑点症状）

［発生植物］オモダカ

［備考］オモダカ類に対する微生物除草剤

［文献］岸，1208，1998

黒穂病菌　Leafsmut

1）oα5sαn5’β4∫sだchαIto

［発生植物］オモダカ

［文献］伊藤，134，1936bl柿罵，33，1982；岸，1208，』1998

ヒガンバナ科　AMARYLLIDACEAE

キンバイザサ類　Cμ7cμ1なo　spp．

キンバイザサ　（二〇κh’o∫4¢s　Gae血．

さび菌（Rust）

Pμ06’n砂σ材κ麗1なonなRacib．

［発生植物］キンバイザサ

［文献］Hiratsuka　et　al．，720，1992

単子葉植物

サトイモ科　ARACEAE単子葉植物

クワズイモ類　∠100α5∫αspp．

クワズイモ　孟．〃2α07077h’zα（L．）Schott

Cε700柳o旧α100α5’館Sawada（斑点症状）

［発生植物］クワズイモ

［文献］Katsuki，11，1965

さび菌（Rust）

砕ε40α’ooα5’αθH．＆P，Syd。

［発生植物］クワズイモ

［文献］Hiratsuka　et　al．，1083，1992

テンナンショウ類オ7’sαε脚spp．

ヒメウラシマソウ　オ．え∫μ5’α朋〃～Makino

ムサシアブミ　オ．7’ηgεn5（Thunb，）Schott

さび菌（Rust）

，4θc励配’ηsα応吻2εn5εHirats．£
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［発生植物］ヒメウラシマソウ，ムサシアブミ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，1071，1992

［文献］山本・前田，45，1960；Katsuki，11，1965

ヒメカイウ類Cα伽spp．
ヒメカイウ（ミズイモ）　C解1㍑s孟7’s　L．

301ε70’伽〃2　70加〃　Sacc．　［伽06hn㍑5　0ε〃かヴ諺9㍑5　（L6v。）

Tul，］（白絹症状）

［発生植物］ヒメカイウ

［文献］白井，291，1917

カンナ科　CANNACEAE　単子葉植物

ダンドク（カンナ）類Cαn照spp．

ダンドク　　σ加‘1∫cαL．var．07尼n幻」なHook．f

さび菌（Rust）

P㍑oo’n’α1hα1’αεDiete1

［発生植物］ダンドク

［文献］Hiratsuka　et　a1．，726，1992

ハブカズラ類1ψψ7醐朋吻spp．
ハブカズラ　E．p∫nηα’観ε（L．〉Engl．

カヤツリグサ科　CYPERACEAE単子葉植物
さび菌（Rust）

P㍑o（フ’n’αhαsh’o為α∫Hirats．f

［発生植物］ハブカズラ

［文献］Hiratsukaet　al．，698，1992

ウキヤガラ類β01わosohoenμ5spp．

ウキヤガラ　B．ノ1㍑v’αf11ごs（Torr．）Koyama　subsp。”gα雌

（Ohwi）Koyama

ミズバショウ類Lタ5∫‘h’10ηspp、

ミズバショウ　L．oα〃欝ohα1oεn5ε（L．）Schott

さび病菌　Rust

オ顔伽溺卿oh漉Jorst。

［発生植物］ミズバショウ

［文献］Harada，1980；Hiratsuka　et　al．，1054，19921岸，

1226，1998

ザゼンソウ類の贋Plooα脚SSPP，

ザゼンソウ　＆～enびb伽s　Schott　ex　Miq。

さび菌（Rust）

U70，πアoε55碗ρ’一溺α7i’枷’Hirats，f＆Yoshinaga

［発生植物］ウキヤガラ

［文献］Hiratsuka　et　al．，924，1992

ハタガヤ類B幽03麟3SPP．
ハタガヤ　β．加7加∫α（Rottb．）Kunth．

黒穂菌（Smut）

So705po7如〃1えμw4noαn鍵耀Togashi＆Maki

［発生植物］ハタガヤ

［文献］柿罵，48，1982

黒色円斑病菌

砿α070spo7敵η25アηψ100α7P’Syd．

［発生植物］ザゼンソウ

［備考］本菌はオ11εr澱吻属に移すべきとされる。

［文献］白井，337，19171澤田，102，1958

さび菌（Rust）

（1）オec伽mかs∫c棚Jorst．

［発生植物］ザゼンソウ

［文献］Hiratsuka　et　al．，1054，1992

（2〉Pμoo’n’α叩α’hアθ徽θM　Miura　ex　Hirats．£

［発生植物］ザゼンソウ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，699，1992

リュウキュウハンゲ類　乃phon彪溺spp、

リュウキュウハンゲ　T4’vα7’oσ珈規（L。）Decne．

斑点病菌
1
C
α co卿orααπ5αθ〃2‘z6Tai

［発生植物］リュウキュウハンゲ

スゲ類　Cα7εX　SPP。

ミノボロスゲ　C．α1加’αBoott

エナシヒゴクサ　C岬加π01εp5∫3Fr．etSav、

クロカワズスゲ　C俳εn’co1αFr．Schm．

ショウジョウスゲ　C旋phαヂ∫cα甲αFr．

アオスゲ　C，わ7εv’o麗’〃2’s　R．Br．

ヒメアオスゲ　C　扉εv’c躍加s　subsp．αphαnαn4耀　丁．

Koyama
イトアオスゲ　C，わ7εv’c麗1加5subsp．ゴ～sco∫4εα（Boott）

Boott

ハマアオスゲ　（二わ7θv’cμ’薦subsp．勲〆’〃05α（FL　et

Sav，）　K“kenth．

コゴメスゲ　（二わ耀nnεαThunb．

タルマイスゲ　C，加x肋μ溺”Wahl．

カブスゲ　Coαε卿105αL．

ハリガネスゲ（エゾマツバスゲ）　C　oαρ’磁oεαe　Boott

チャシバスゲ　（二〇曜yop妙〃θαLatour　var、〃2fo70‘7’ohα

（Fr．）　KUkenth．

ヒメカンスゲ　Coon’oαBoott

ll
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ハナビスゲ　C．c7μc泌αWahlenb．

ハクサンスゲ　Coμ7’αGooden。

ダイセンスゲ　C4α’sεnεη5’5Nakai

アゼナルコ　（二4’〃20ψho1《ρ’s　Steud．

カサスゲ　C4’卿α1α’αBoott

ミヤマカン’スゲ　C401’cho51α‘妙αHayatavar．

g1αわα7枷α（Ohwi）T．Koyama

シラスゲ　C40n’αnαSpreng．

ケスゲ　Cゴ麗vα1∫α肥Fr．etSav．

ビロードスゲ　C漁4’αNees　var．吻7αわε’（Franch。）

Koyama
イトスゲ　C漁撒α’4’αnαL創．etVaniot．

ヤマテキリスゲ　C／1励θ〃α～αL6v．etVaniot，

ヒカゲスゲ　C／107∫蝕nぬ（Korsh．）Meinsh．

オクノカンスゲ　C／b1’os∫s5助αFr．Schm．

タニガワスゲ　C／bげ｝o躍αFr，etSav．

マスクサ　σgめ加Wahl．

ネムロスゲ（二g溺e1’n’∫Hook．etAm．

ヒナスゲ　C　g7α〃α～07’αMax．

コハリスゲ　（二h畝oηεη5ご3Fr．etSav．

ムニンナキリスゲ　C　h確o吻肥
ヤマアゼスゲ　（二hθ1ε701ゆ誌Bunge

カワラスゲC’no’sαBoott．

ジュズスゲC∫50hno5’σch即Steud．

ヒゴクサ　（二戸pon’oαThunb．

テキリスゲ　Cえ’o！εn5’5Fr．etSav．

コウボウムギ　Cえo加耀㍑9ごOhwi

ナキリスゲ　C’ε加αD．Donvar．1θη！α

ヤチスゲC1肋osαL．

ヤラメスゲ　Cl即gわε’Homem，

タチスゲ　C〃2αcμ1α’αBoott，

ゴウソ　C灘x吻ow’cz’∫Miq．

ミタケスゲ　C〃2’ohα嬬iαnαBocklr，var．α3’α∫’cα（Hult．）

Ohwi

トマリスゲ（クロスゲ）　C耀4漉〃40げ～’Fr．Schm．

ヒメシラスゲ　C川011io㍑1αBoott

カンスゲ　C加0770｝ソ”Boott．

ホソバヒカゲスゲ　C　nαnε〃αOhwi

ヒゲスゲ　C　oαh肥n5’5C。A．Mey　var．70伽5～αFr。et　Sav．

ミヤマシラスゲ　Co1∫vαc8αBoottvar．硯g麗5”07K茸kenth．

オクシリカンスゲ　C盈μ5h’7’επ5’5Akiyama

カワズスゲ　C．oη！’αηαFr。etSav．var．｝ηoη’∫co’αOhwi

ヒメスゲ　Coκyαn4耀（Fr．etSav．）Kudo

サッポロスゲ（ハナマガリスゲ）　Cρ’105αScop．

タヌキラン　（二ρoゴogソnαFr。etSav。

ツルスゲ　Cρ3θμ40c礎α’oαFLSchm．

コウボウシバ　Cρ㍑〃～’1αThunb。

ホソシラコスゲ　C7h’zopo磁Maxim．f　lo〃g’07Maxim．

オオカサスゲ　C7妙nohophアsαMey

ヤブ’スゲ　（二700h帥耀niiFr．etSav．

クサスゲ　o耀gα1αOhwi

カミカワスゲ　Csα々ynβn5なLess．

ゴンゲンスゲ　C3αchα1’nθη5’3Fr．Schm．

オオイトスゲ　C　sαohα伽θn5’5var．読ε7η卯om（Franch．）

　Ohwi

ベニイトスゲ（シコクイトスゲ）　C5αch襯ηeη廊vaτ．

s鴻o窺αnα（Fr．et　Sav．）Ohwi

サドスゲC3必oen5ごsFranch，

シオクグ　C5‘始7⑳11αSteud．

アズマナルコ（ミヤマナルコ）　C5h加’4zεn5’5Franch．

タガネソウ　（二5’4e70s∫∫o’αHancc

イワスゲ　C51εnαn！hαFr．et　Sav．

ニシノホンモンジスゲ　C5～εno5’αoh”Fr。et　Sav．

ミチノクホンモンジスゲ　（二5∫εη051αoh脚var．c襯εαf4

（Ohwi）Ohwi　et　T．Koyama

オオカワズスゲ　（二5吻α’αMuhlenb，

ノスゲ　C‘α5毎roαηαOhwi

アゼスゲ　C’h瑠加ヂ9’∫Steud．

モエギスゲ　C’π5’4‘妙αThunb。

コツブモエギスゲ　C～r’s1α6h脚var．poo’11の7加5

Kuekenth．

オニナルコスゲ　C．vεs∫oα7∫αL。

C1α5陀～o躍07’μ溺ノ1αgε11α！μ溺（Syd．〉　Elhs

［発生植物］クサスゲ

［文献］津田，1992a

褐斑（かっぱん）病菌
Sqワ∫oガ‘z1’nε〃’αnαSacc．

［発生植物］スゲ類の一種

［文献］澤田，62，1958

黒穂病菌　Smut
（1）　、4n‘h7αooi4εαわεπわα麗〃2だKukkonen　［C’nか・αoがα

5め91・δ・3αS．lto］

［発生植物］タルマイスゲ，ヤチスゲ

［備考］伊藤は本菌をc5めglo加諏としたが，柿罵はオ．

わ雄加麗雁1を採用した。

［文献］伊藤，69，1936bl柿罵，26，1982

（2）　。4n’h7αco14εα　oα7’o∫5　（Pers。）　Bre驚ld　［α雇7‘zα’α

o副o∫3（Pers．）Magnus］

［発生植物］ショウジョウスゲ，アオスゲ，ハリガネス

ゲ，チャシバスゲ，ヒメカンスゲ，カサスゲ，ミヤマカ

ンスゲ，オクノカンスゲ，ヒナスゲ，ヒカゲスゲ，カン

スゲ，ヒメスゲ，サッポロスゲ，カミカワスゲ，ゴンゲ

ンスゲ，オオイトスゲ，ベニイトスゲ，ミチノクホンモ

ンジスゲ

［文献］伊藤，68，1936b；柿篤，26，1982

（3）加h7α・・i4θαoの・phツ11θαεKukk・nen

［発生植物］チャシバスゲ

［文献］Vanky＆Harada，1989

（4）。4n∫h雌σ0148α1伽05α（H．Syd．）Kukkonen

［発生植物］ヤチスゲ

［文献］Vanky＆Harada，1989

（5）加h㍑o’4εα加・7・5・雌（Syd．）Kukkonen

［発生植物］ヒメカンスゲ，ケスゲ，オクノカンスゲ，

ニシノホンモンジスゲ

［文献］柿罵，28，1982

（6）オn～h7αω’4εαoわovo’4εα（Togashi＆Maki）Kakish．

［発生植物］イトスゲ
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［文献］柿罵，28，1982

（7）肋孟hrα・・∫4ε曜1・3αθV直nky

［発生植物］サッポロスゲ

［文献］Vanky＆Harada，1989

（8）。4n’h耀oo∫4εα5㍑わ’no’μ5α　（K6m．〉Brefbld　［αnかαα’α

5癒nぬ5α（K6m．）Magnus］

［発生植物］ビロードスゲ，タガネソウ，スゲの一種
（σα燃sp．）

［文献］伊藤，70，1936bl柿鳥，28，19821Harada，1983b

（9）　Zn’h7αoo’4εα　vαガαわ’1’s　（S．　Ito）　Kakish．　［C∫ηケαo！’α

vα7’αわ’1’5S．Ito］

［発生植物］クロカワズスゲ，カブスゲ

［文献］伊藤，70，1936b；柿鳥，29，1982

（10）Eαり73ぬルた㍑5hぬnαS，Ito＆Homma

［発生植物］コウボウシバ

［文献］伊藤，137，1936bl柿罵，41，1982；Harada，1983b

（11）Eα脚伽伽廊h齢（P，Henn．〉H．＆P．Syd．

［発生植物］ナキリスゲ

［文献］伊藤，61，1936b；柿鴬，41，1982

（12）F岬5’α’h麗醐εn∫’（Flsch．Waldh．）Nann£［αn惚o加

01’vαoθαTuL，F，cα7’αs　（DC．）Liro，E　o1’vαoεα　（DC．）

Syd．］

［発生植物］カサスゲ，ミタケスゲ，シオクグ

［文献］白井，135，19171伊藤，60，1936bl柿罵，40，1982

（13）S6h∫zon召11α’nθ’αnogm溺η2α（DC．）Schr6t．

［発生植物］オオイトスゲ

［文献］vanky＆Haτada，1989

にせ黒穂病菌　False　smut

ル須ε1αno40’h∫50副o∫5Amold

［発生植物］カサスゲ，テキリスゲ，トマリスゲ，カワ

ズスゲ

［文献］Katumoto＆Harada，1987；岸，1217，1998

さび病菌　Rust
（1）　Pμcc’n’ααεo’4π一1εμαzn！hε〃πFisch．

［発生植物］ヒメスゲ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，613，1992

（2）Pμ・伽∫αα1わゆ・mOno＆Kakish．

［発生植物］ヒメカンスゲ，ミヤマカンスゲ，クサスゲ，

オオイトスゲ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はホウチャ

クソウ，チゴユリに形成。

［文献］Ono　et　a1．（2001b）

（3）　Pμごo加∫ααo溺oπθn3’5H．＆P．Syd．

［発生植物］ヒカゲスゲ，ホソバヒカゲスゲ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はオケラ

等に形成。

［文献］Himtsuka　et　al。，616，1992

（4）Pμoc’n’αわrεv記μ’雁5Diete1

［発生植物］アオスゲ，イトアオスゲ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，617，1992

（5）、Pμco’n’αo伽o∫一α4θnoc副’Kakish．，M．Yokoi＆Y．

Harada

［発生植物］コハリスゲ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はノブキ

に形成。

［文献］Kakishima　et　al．，1999

（6）　P麗（ア（ゴn∫αoακご∫s　Rebent．

［発生植物］ハクサンスゲ，ミタケスゲ，ミヤマシラス

ゲ，ビロードスゲ，タニガワスゲ，ネムロスゲ，ジュズ

スゲ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はホソバ

イラクサ等に形成。

［文献］白井，513，1917；Hiratsuka　et　al．，619，19921Harada，

1994

（7）　Pμcご∫躍’αoαπσ5一α5陀7’nαHarada

［発生植物］ビロードスゲ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はノコン

ギク，ゴマナ等に形成。

［文献］Hiratsuka　et　a1．，621，1992

（8）Pμ・・’吻・α7’・∫5一わ1甲h副・α脚εHirats．fexS．lto＆

Muray。

［発生植物］ショウジョウスゲ，ミヤマシラスゲ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はサルト

リイバラに形成。

［文献］Hiratsuka　et　a1．，622，1992；小林ら，527，1992

（9）Pμ60’n’αo副6∫5．わoo伽nαHirats．£

［発生植物コヒゲスゲ，コゴメスゲ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はツワブ

キに形成。

［文献］Hiratsukaeta1．，623，19921小林ら，527，1992

（10）P麗‘o’n’α6α7’‘’5一わ7襯ηεαεDiete1

［発生植物］ナキリスゲ

［文献］Hiratsuka　et　al．，624，1992

（11）P麗60∫n1αoα7’o’3－oかoαθα耀’ηY．Harada

［発生植物］アズマナルコ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はウシタ

キソ等に形成。

［文献］Hiratsuka　et　al．，625，1992

（12）P麗oo’n1αo副c’5，00nloαεHomma

［発生植物］ヒメカンスゲ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，626，1992

（13）Pμごo∫n’αcα7’c’s－4α’5ε肥πs’5Morim．

［発生植物］ダイセンスゲ，コツブモエギスゲ

［文献］Hiratsuka　et　al，，627，1992

（14）Pμoc’n’αo副o’5－4珈oψhoゆむMorim．

［発生植物］アゼナルコ，ヤマテキリスゲ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，628，1992

（15）P麗・・∫n’α・α顧5乖4∫αεHarada

［発生植物］ビロードスゲ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はコナス

ビに形成。

［文献］Hiratsuka　et　a1．，629，1992

（16）Pμoご’雇αcα7’oな耀”‘’π‘zεBarclay

［発生植物］ハナビスゲ

［文献］Hiratsuka　et　al。，630，1992

（17）、Pμcdn’αoαπα5－gめ加θDietel

［発生植物］ナキリスゲ，アゼナルコ，マスクサ，モエ

ギスゲ
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［文献］Hiratsuka　et　al．，632，1992

（18）P解o伽’αc副廊一hθ∫ε701ゆs　Morim．

［発生植物］ヤマアゼスゲ

［文献］Hiratsuka　et　al．，633，1992

（19）Pμcc∫η∫αcα7∫c∫sゴαpo海cαεDietel

［発生植物］シラスゲ，ヒゴクサ

［文献］Hiratsuka　et　al．，634，1992

（20）Pμo伽∫αo副o∫s一たoμ砂α〃2ε〃s∫s　Morim．

［発生植物］コゴメスゲ

［文献］Hiratsuka　et　al．，635，1992

（21）Pμ60’nfαo伽o’5．1απcεo’徽εMorim．

［発生植物］ヒカゲスゲ

［文献］Hira重suka　et　a1。，636，1992

（22〉Pμoo∫n∫αωガo∫s覗ααooゆhα1αεDietel『

［発生植物］コウボウムギ，コウボウシバ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はフクドに

形成。

［文献］Hiratsukaαal．，637，1992

（23）P麗oση∫αoα7’o’s一’ηακ枷o吻o躍Homma

［発生植物］ゴウソ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，638，1992

（24）Pμ・o’n’α伽・’5一規・1伽1αeH。＆P．Syd。

［発生植物］カサスゲ，オオカサスゲ，ヒメシラスゲ，

オニナルコスゲ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はエゾイ

ラクサに形成。

［文献］Hiratsuka　et　a正．，639，1992

（25）　Pμcc’n’αoαr’o∫5一η20n∫4nαεFisch．

［発生植物］ヒカゲスゲ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，641，1992

（26〉　P㍑ごo∫η’αcα7’c’s－oえμshか’en3’3Ho㎜a

［発生植物］オクシリカンスゲ

［文献］Hiratsuka　et　al．，642，1992

（27）Pμ・・’n’α伽・’sヲε！αs勲5Harada

［P，σα7’c’5アα加11αホαεHarada，P．oα7fo∫5ア040gソnαεHaradal

［発生植物］ヤマテキリスゲ，タヌキラン，サドスゲ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はフキに

形成（さび病）

［文献］Hiratsukaαa1．，631，643，646，19921小林ら，527，

199210noetal．，2001a

（28）Pμo伽如o副oなrμ103αθMiura　ex　S．Ito＆Homma

［発生植物］サッポロスゲ（ハナマガリスゲ）

［文献］Hlratsuka　et　a1．，644，1992

（29）Pμooごn’αoα7’o’3rρo‘∫11クb7雁5Morim．

［発生植物］コツブモエギスゲ

［文献］Hiratsuka　et　al，，645，1992

（30）Pμの廠　o副o’5－rh∫2叩oぬe　Miura　ex　S．Ito　＆

Homma
［発生植物］ホソシラコスゲ

［文献］Hiratsuka　et　al。，647，1992

（31）P㍑oo加iαoα7∫o’5．5α406ηs∫5Homma

［発生植物］サドスゲ

［文献］Hiratsuka　et　al。，648，1992

（32）Pμoo∫π如oα漉∫5－5h枷’ゴ2εns’s　Homma

［発生植物］アズマナルコ（ミヤマナルコ）

［文献］Hiratsuka　et　a1．，649，1992

（33）Pμoo’n∫αoα～∫o’5－5’4θ70語o1αεDiete1

［発生植物］タガネソウ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はカニコ

ウモリ等に形成。

［文献］Hiratsuka　et　al．，650，1992

（34）P躍oc’吻o副o’s－s’κoえ1αnαMorim．

［発生植物］ベニイトスゲ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，652，1992

（35）Pμodπ’αoαπoi5－501ご4α9’n’3Arth．

［発生植物］ミノボロスゲ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアキノ

キリンソウに形成。

［文献］白井，517，1917

（36）P麗cσn∫αcα7ioむ一s’ψ躍αεHarada

［発生植物］オオカワズスゲ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はヨモギ

に形成。

［文献］Hiratsuka　et　al。，653，1992

（37）P麗oo’n’αoα漉’3一’h襯わαgガHomma

［発生植物］アゼスゲ

［文献］Hiratsuka　et　al、，654，1992

（38）、P㍑oo’〃’αoα7’6’5一’7∫oho5‘y1’s　Dietel

［発生植物］アゼナルコ，ヒゴクサ，タチスゲ

［文献］Himtsuka　et　a1．，655，1992

（39〉Pμo伽’α漉o∫oαεMagnus　var，雁αoμn伽Ono

［発生植物ユハマアオスゲ

［文献］Hiratsuka　et　al，，658，1992

（40）Pμooin∫αε螂θπ3’oo1αPlOWL

［発生植物］オオカワズスゲ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はセイタ

カアワダチソウ等に形成。

［文献］Hiratsuka　et　al．，660，1992

（41）　Pμoo∫η∫αhακ04α陀π5’5Hirats．f

［発生植物］コウボウシバ

［文献ユHiratsuka　et　al．，663，1992

（42）P㍑oo’吻hめαアαη2eη傭Morim．

〔発生植物］オオイトスゲ，ミヤマカンスゲ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はウバユ

リ等に形成。

［文献］Hir＆tsuka　et　al．，664，1992

（43〉　P麗oo∫n∫αho加用αεS。Ito

［発生植物］ハリガネスゲ（エゾマツバスゲ）

［文献］Hiratsuka　et　al．，666，1992

（44）Pμo‘加ごαhッα1’nαDietel

［発生植物］タガネソウ，イワスゲ

［文献］白井，535，1917；Hiratsuka　et　al．，667，1992

（45）Pμoo’吻か’en5∫s　Morim．

［発生植物］アゼナルコ，ゴウソ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はサルト

リイバラに形成。

［文献］Hiratsukaeta1，，668，1992；小林ら，527，1992

（46）　Pμoσnfα肋紹1’oαTranzschel

［発生植物］トマリスゲ（クロスゲ）

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はツマト
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リソウに形成。

［文献］Hiratsuka　et　a1．，669，1992

（47）　Pμoo’n’αんαwαんα規’εn甜5Kakish．＆S．Sato

［発生植物］オクノカンスゲ，ホソバヒカゲスゲ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はタニタ

デに形成。

［文献］Hiratsuka　et　al．，670，1992

（48）P躍60inぬ伽05αθMagnus

［発生植物］コハリスゲ，ヤチスゲ，ツルスゲ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はハマボ

ッスに形成。

［文献］Hiratsuka　et　al．，672，1992

（49）　Pκoσnぬ1∫nεα7〃わ■〃π5H．＆P。Syd．

［発生植物］ビロードスゲ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，673，1992

（50）　Pμooln’α1∫no呪ソ7’4’一αzヂ∫o’5E．Fisch．

［発生植物］ホソバヒカゲスゲ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はシラヤ

マギクに形成。

［文献］Hiratsuka　eta1．，674，1992

（51）P躍co’n’奴ソng蝕Miura　ex　H．＆P．Syd，

［発生植物］ヤラメスゲ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，675，1992

（52）P配ooln∫α脚nd5h副oαMiura

［発生植物］タガネソウ

［文献］Hiratsuka　et　al．，676，1992

（53）P扉cc∫n∫α加c70507αK6m．exFuckel

［発生植物］ビロードスゲ，オオカサスゲ，オニナルコ

スゲ

［文献］Hiratsuka　et　al．，677，1992

（54）Pμo伽’α吻α舵’H。＆P．Syd．

［発生植物］タガネソウ

［文献］Hiratsuka　et　a1，，678，1992

（55）Pμoσ’吻1ηo加θn傭Miura　ex　H．＆P．Syd．

［発生植物］シラスゲ，ヒカゲスゲ，ヒゴクサ，オオイ

トスゲ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，679，1992

（56）P㍑cc∫廠nfg7σ伽ε備Okane＆Kakish．

［発生植物］ミヤマカンスゲ

［備考］冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアキグミに
形成。

［文献］Okane＆Kakishima，1992

（57）　」Pμoαn’αnoπθn5∫5Henn．

［発生植物］スゲ類（Cα7εx　sp．）

［文献］Hiratsuka　et　a1．，680，1992

（58）　Pμoo’n’αoh3αwαεn5’s　Kakish．

［発生植物］ヒメアオスゲ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はヤハズ

ヒゴタイに形成。

［文献］Hiratsuka　et　al．，681，1992

（59）P麗cαn卯hαe・5P・7αKakish。＆On・

［発生植物］エナシヒゴクサ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はカテン

ソウに形成。

［文献］Hiratsuka　et　al．，682，1992

（60）Pμ・6’nゆ’1θα1・Ψ・耀Kakish．＆S．Sato

［発生植物］ホソバヒカゲスゲ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はオクモ

ミジハグマに形成。

［文献］Hiratsuka　et　a1．，684，1992

（61）P繭加ゆ廟g5hε’履αnαKlebahn

［発生植物］ヤラメスゲ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はスグリ

類に形成（さび病）。

［文献］小林ら，528，1992

（62）P㍑・・’n∫α躍・hθ〃αOn・＆Kakish．

［発生植物］エナシヒゴクサ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はタチツ

ボスミレ等に形成。

［文献］Hiratsuka　et　al．，685，1992

（63）P顧廊吻・εn5’5Hira童s。£＆S．Sat・

［発生植物］ヒメカンスゲ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，690，1992

（64）Pμoσn∫α5’κo窺αnαDiete1

［発生植物］ヒメカンスゲ，ナキリスゲ，シオクグ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，691，1992

（65）　P麗oo’n∫α5”vαだoαSchr6t．

［発生植物］アオスゲ，トマリスゲ，ヤブスゲ，クサス

ゲ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はタンポ

ポに形成するとされる。

［文献ユ白井，563，19171Hiratsuka　et　aL，692，1992

（66）P㍑ooごn’α～αgαnε5μgεMiura　ex　S．Ito＆Homma

［発生植物］アオスゲ，アゼナルコ，タガネソウ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，693，1992

（67〉　P配oαn’αvθ1μ’∫nαKakish．＆S．Sato

［発生植物］ナキリスゲ

［備考］冬胞子世代。精子・さび胞子世代はグミ類に形

成（さび病〉。

［文献］Hiratsuka　et　al．，695，19921小林ら，528，1992

（68）Pκ・・加ゆoえ09μ7αεHem．

［発生植物］ヒメシラスゲ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，696，1992

（69）Pμcc’n’αyo左o’εn5∫5Miura　ex　H，＆P．Syd．

［発生植物］ヒメカンスゲ，ダイセンスゲ，ミヤマカン

スゲ，イトスゲ，ニシノホンモンジスゲ，ノスゲ
［文献］Hiratsuka　et　a1．，697，1992

（70）P㍑ω痂sp．

［発生植物］ムニンナキリスゲ

［文献］佐藤，1995

（71）Uκ400副伽一ino’sαe　S．Ito　ex　S．Ito＆Muray．

［発生植物］カワラスゲ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，1088，1992

（72）U陀40ゐyα伽αDictel

［発生植物］タガネソウ，イワスゲ

［文献］Hiratsuka　et　a1。，1107，1992

（73）U70〃2アoe50α吻’5一ケ襯nεαεMorim．

［発生植物］コゴメスゲ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，920，1992
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さび菌重複寄生菌
5ρhααellop5i5　ノ～1μ溺　　（Biv．：FL）　Sutton　［Dα71麗oα　プ～如卿

Cas重．］

［発生植物］コウボウムギ，ヒゲスゲ

［文献］白井，195，19171佐藤，19951微生物目録，250，

1998

S’αgoη05pom　c∫77α～αPat．（葉枯症状）

［発生植物］ミヤマカンスゲ

［文献］白井，633，1917

カヤツリグサ類　qpε耀5spp．

クグガヤツリ　C　oo襯P7ε35硲L．

クグ（二の！pe70’4e3（L．）Kuntze

タマガヤツリ　C4蜘老痴3L．

ホウキガヤツリ　C4醜伽sL．

カンエンガヤツリ　（二　εxα〃α！昭　Retz．var．’wα5α履

（Makino）Koyama

アゼガヤツリ　Cgloわ05㍑sAII．

ヌマガヤツリ　（二g’o〃2εm燃L．

コゴメガヤツリ　（二加αL。

カヤツリグサ　（二〃1’07017’αSteud．

ウシクグ　（二〇7’ho5’αoh卿5Fr．etSav。

オニガヤツリ　Cρ∫105鰐Vahl

イガガヤツリ　Cρoリノs’αc妙os　Rottb。

ハマスゲC70’襯ぬsL．
ミズガヤツリ　C5ε70∫∫n麗s　Rottb，

葉枯（はがれ）病菌　Leafblight

（1）α7v吻吻言o〃2α’o（Ellis＆Barthol．）Munt．

［B君αch卿・7珈1・剛o（Ellis＆Ba貰hol、）Hiroe＆
Watanabel

［発生植物］コゴメガヤツリ

［文献］廣江，19351小林，550，1992

（2）加o叩07励2アα襯4αn襯（Matsuura）Tsuda＆Ueyama

［発生植物］カンエンガヤツリ，コゴメガヤツリ

［文献］Tsuda＆Ueyam亀19821小林，592，1992；津田
1992a

（2）Rh’zoαon’αoり⑳εRyker＆Gooch

［発生植物］コゴメガヤツリ

（3）Rhセ・・！・吻5・1傭K茸hn［伽・・hημs5α3㈹Shirai］

（紋枯症状）

［発生植物］コゴメガヤツリ，カヤツリグサ，ハマスゲ

［備考］菌糸融合群AG－1およびAG2－2が発生する。

［文献］白井，293，19171神尾ら，2000

球状菌核（きゅうじょうきんかく）病菌
Sc1ε70∫∫μη2hア470ph’1麗醒　Sacc．

［発生植物］コゴメガヤツリ，ミズガヤツリ

［文献］中田・河村，81，19391神尾ら，2000

Phア！・ρhごh・瓶・γP副（Ideta）It・

o》脚7，．70∫麗n4副Sawada］（斑点症状）

［発生植物］ハマスゲ（葉）

［文献］伊藤，124，1936a

［Phア∫・ρh∫h・7α

さび病菌　Rust
（1）　Pμcoln∫αoαnα1∫oμ1α’σ（Schwein．）　Lagerh．

［発生植物］クグガヤツリ，タマガヤツリ，ホウキガヤ

ツリ，コゴメガヤツリ，カヤツリグサ，イガガヤツリ
［文献］Hiratsuka　et　al．，618，1992

（2）P40‘’n’αのpε揮Arthur

［発生植物］クグ，コゴメガヤツリ

［文献］白井，523，19171Hiratsuka　et　al．，656，1992

（3〉Pμ・・’吻卿8吻〃05iH・mma

［発生植物］オニガヤツリ

［文献］Hiratsuka　et　al．，657，1992

（4）Pμco∫吻gpε7’イαgαヴb7加5F，Kem［U泥400塑εr’一

ガα9ε⑫禰sHenn．］

［発生植物］カヤツリグサ類

［文献］白井，685，1917

（5）P秘c伽∫叩h’1卯nεn5∫5H．＆P。Syd．

［発生植物］ハマスゲ

［文献］Hiratsuka　et　al．，683，1992

（6）P解ofnぬ∫のノohかεn5’5Hirats。£

［発生植物〕ウシクグ

［文献］Hiratsuka　et　al．，694，1992

いもち菌（Blast）

み7蜘1α吻sp．

［発生植物］カヤツリグサ

［文献］微生物目録，228，1998

5・1醐珈7・伽Sacc．［伽・・hnμ5cεn∫瞬9㍑s（L6v．）

Tul．］（白絹症状）

［発生植物］コゴメガヤツリ

［文献］白井，291，1917

褐色菌核（かっしょくきんかく）病菌
Rh彪oo∫o吻o’フ2αε一5α1∫vαε（Sawada）Mordue［So1θ70加η2

0り～zαε一sαf∫vαεSawada］

［発生植物］ミズガヤツリ

［文献］中田・河村，73，1939

シロジクウツボカビ

D’αohαεαε1ε9αη5FL

［発生植物］カヤツリグサ（茎葉上）

［文献］白井，199，1917

Rhizoctonia菌

（1）Rh∫zoαon’αル吻磐観α　（Nakata　ex　Hara）Gunne11＆

Webster

［発生植物］コゴメガヤツリ，カヤツリグサ

ハリイ類E1εoohα7∫sspp．

ハリイ（オオハリイ）　亙oongε31αD．Don

クログワイ　Eた躍og㍑wα∫Ohwi

一16



日本野生植物寄生・共生菌類目録

麦角菌（Ergot）

ααv’oεP5n’9万αzηs　TuL

［発生植物］クログワィ

［文献］白井，145，1917

Dθ雁脚h’ε磁sp．（榿色楕円斑症状）

［発生植物］クログワィ

［文献］岸，1212，1998

助’cocoo30耀5nθ〃礁03po7螂（輪紋黒点症状）

［発生植物］クログワィ

［備考］クログワイに対する微生物除草剤。菌属種名は

未提案。

［文献］鈴木，1991；岸，1212，1998

Nigrospora菌

（1〉1Wゆo卿o耀oり～zαε（Berk．＆Broome）Petch

［発生植物］』クログワイ

［文献］微生物目録，196，1998

（2〉／〉喀70ερ07α躍hα副oα（Sacc．）Mason

［発生植物］クログワイ

［文献］微生物目録，197，1998

Rh’zoo1o死’α　　o町ソzαε一5αだvαθ

状）

［発生植物］クログワイ

［文献］神尾ら，2000

（Sawada）Mordue（菌核症

さび病菌　Rust

P㍑oσn∫αε1ε06hα7醸5Arthur

［発生植物］ハリィ

［文献］Hiratsuka　et　al．，659，1992

（2）αn耽磁伽わ7碑1’s一溺伽・εα8（P．Henn．）S．lt・

［発生植物］ヒデリコ

［文献］伊藤，71，1936bl柿罵，30，1982

（3）αn耽1ゆμ1ch7αS．Ito

［発生植物］ヒデリコ

［文献］伊藤，72，1936b；柿篇，31，1982

（4）　筋εc叩ho耀‘z1ε77吻αTuL

［発生植物］ハハジマテンツキ

［文献］柿罵，56，1982

Rhizoctonia菌
（1）1～h彪oαon’α〆レ溺∫gα如　（Nakata　ex　Hara）Gunnell＆

Webster

［発生植物］ヒデリコ

［文献］神尾ら，2000

（2）　Rh’zoαoη’α　501απ’Khhn　［伽ooh〃μs　5α3α短’Shirai］

（紋枯症状）

［発生植物］ヒデリコ

［備考］菌糸融合群AG－1およびAG2－2が発生する。

［文献］白井，293，1917；神尾ら，2000

さび菌（Rust）

（1）P㍑6σn如ノ肋翻∫5ケ1’4なArthur

［発生植物］ハジマテンツキ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，661，1992

（2）　Pμoαn’αノZαvψθ3H．＆P．Syd．

［発生植物］ヒメヒラテンツキ，テンツキ，ヒデリコ，

ヤリテンツキ，アゼテンツキ，ヤマイ
［文献］Hiratsuka　et　al．，662，1992

（3）U70加アoε3㎞n磐α加θnsなShimab．ex　Hirats．f

［発生植物］テンツキ

［文献］Hiratsuka　et　al．，922，1992

榿色茎枯（とうしょくくきがれ）病菌　Orange　stem
spot

筋伽砂α50疏ρfoo1α（Fuckel）Simmons

［発生植物］クログワイ

［文献］Harada，1992；岸，1213，1998

赤色菌核（せきしょくきんかく）病菌

肱’蜘oか伽伽Warcup＆Talbot
Ryker＆Gooch］

［発生植物］ヒデリコ

［文献］中田・河村，136，1939

［Rh’z・α・n’αo’脚e

テンツキ類F’融7∫sヶ1f5spp．

ヒメヒラテンツキ（ヒメテンツキ）　F．側伽2n必s（L．）

Roem．et　Schuk．

テンツキ　E4∫凶o’o溺α（L．）Vahl．

ナガボテンツキ（オオテンツキ）　E　longψ∫oαSteud、

ハハジマテンツキ　E　loπgψ’cαvaL　hαh4〃2εn傭Ohwi

ヒデリコ　丑〃2’1’αoεα（L。）Vahl

ヤリテンツキEovα∫α（Bum1．fil．）Kem

アゼテンツキ　E5g襯770諏Vahl

ヤマイ　E5めわ’卿ioα如NeesetMeyen

黒穂菌（Smut）

（1）αn惚o！’ααx’oo1α（Berk，）Comu

［発生植物］テンツキ

［文献］白井，133，19171柿罵，30，1982

ヒメクグ類　ゆ1伽gαspp．

ヒメクグκ6rεv⑳1’αRottb．subsp。1ε’01βρ’5（Fr．et

Sav．）T．Koyama

白葉枯（しらはがれ）菌

澱zn’ho溺oηα50平アzαεpv、oり～z‘zεSwings　et　aL1990

［発生植物］ヒメクグ

［文献］田上・水上，54，1962

いもち病菌　Blast

砂7卿1α枷h’99’励Lu廿rell

［発生植物］ヒメクグ

［文献］Hashioka，1973
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Rh伽o！on’α30Zαn∫K曲n［伽oohnμ55α5α航Shirai］（紋枯

症状）

［発生植物］ヒメクグ

［文献］自井，293，1917

さび菌（Rust）

・Pμ‘碗∫α姻1∫ng∫αε一わ7εvψ”αεMlura　ex　S．Ito＆Homma

［発生植物］ヒメクグ

［文献］Hiratsuka　et　al．，671，1992

［文献］白井，293，1917

さび菌（Rust）

Pμoo’n彪5c耽ρi　DC，

［発生植物］ホタルイ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアサザに

形成。

［文献］Hiratsuka　et　a1．，687，1992

ミカヅキグサ類　Rh卿ohoΨ07αspp．

ミカヅキグサ　R．α1加（L．）Vah1．

トラノハナヒゲ　R．わ70wπ1’Roem．et　Schult．

イトイヌノハナヒゲ　R．ルわθ7∫C．B．Clarke

オオイヌノハナヒゲ　R．ル励6Franch．

黒穂菌（Smut〉

（1）αηかαα∫α1εvε∫〃εαnαR．Maire

［発生植物］オオイヌノハナヒゲ

［文献］伊藤，71，1936bl柿罵，30，1982

（2〉αn！7αα如η～o廠g腋（Tul．）Magnus

［発生植物］ミカヅキグサ

［文献］白井，135，1917；伊藤，66，1936bl柿罵，31，1982

（3）　C’nか・αo’∫α’α麗わθアだαnα　（P．Henn．）　Clinton

［発生植物］ミカヅキグサ，トラノハナヒゲ，イトイヌ

ノハナヒゲ

［文献］伊藤，65，1936bl柿罵，31，1982

さび菌（Rust）

（1）Pμo・’n’α吻n・ho卿07αεH．＆P．Syd．

［発生植物］ミカヅキグサ，オオイヌノハナヒゲ

［文献］Hiratsuka　et　al．，686，1992

（2）U7・規アごε5吻雌ch・5P・耀Ellis

［発生植物］ミカヅキグサ，イトイヌノハナヒゲ

［文献］Hiratsuka　eta1．，923，1992

アブラガヤ類So’脚5SPP．

コマツカサススキ　＆ル∫7εno14ε8Maxim．

マツカサススキ　51履’5磁μ7’αnμ3Makino

クロアブラガヤ　S，3γ1vα∫∫o麗s　L．var．〃2αx珈ow’cz〃Rege1

アブラガヤ（アイバソウ，エゾアブラガヤ）　Sl
w’ohμ耀εB6cklr．

オオアブラガヤ　＆∫θ7nα’α朋3Reinw．

さび菌（Rust）

（1）Pμoc’n加π飾’伽Peck

［発生植物］マツカサススキ，クロアブラガヤ，アブラ

ガヤ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はシロネ

類に形成。

［文献ユHiτatsuka　et　al．，614，1992

（2）P㍑・・’n’α5・ゆイε7㍑磁n’Hirats．£

［発生植物］オオアブラガヤ

［文献］Hiratsuka　et　al．，688，1992

（3）U70’ηycε5hα7αεαnμ3H．＆P．Syd．

［発生植物］コマツカサススキ，アブラガヤ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，921，1992

シンジュガヤ類So’ε7’αspp．

シンジュガヤ　＆1ev∫5Retz．

オオシンジュガヤ　＆紐7ε3‘7∫3（L，）Fassett

フトイ類SchoθnOP1θ伽SSPP．

ホタノレイ　＆ノ襯oo∫4ε5　Palla　subsp．ho～α耀’　（Ohwi）

Koyama

イネ苗立枯細菌病菌

B麗沈ho1Je吻μαη’α7∫∫（Azegami　et　al．1987）Urakami　et　aL

1994

［発生植物］ホタルイ

［文献］宮川，2000

Rhizoctonia菌

（1）Rh彪oαon∫αoσzαε一躍’vαe（Sawada）Mordue

［発生植物］ホタルイ

［文献］神尾ら，2000

（2）Rh’zoo！on∫α5・1卿KUhn［伽・・hn麗5sα5α履Shirai］

（紋枯症状）

［発生植物］ホタルイ

さび菌（Rust〉

（1）Pμ・・’n加ng雄伽Peck

［発生植物］オオシンジュガヤ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はシロネ

類に形成。

［文献］Hiratsuka　et　a互．，614，1992

（2）Pμσo’漁30ゆイθrn伽躍Hirats．£

［発生植物］シンジュガヤ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，688，1992

（3）　P㍑oo’n’α361εアfαε（Pazschke）　Arthur

［発生植物］オオシンジュガヤ

［文献］Hiratsuka　et　al．，689，1992

ツユクサ科　COMMELmACEAE単子葉植物

イボクサ類肋ε’1ε灘spp，

イボクサィ．舵∫5畝Hassk．
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黒穂菌（Smut）

α3だ1αgoαnε11ε脚θS．lto

［発生植物］イボクサ

［文献］伊藤，39，1936b

Rh’zoclon∫αoσzαε一5副vαε

状）

［発生植物］イボクサ

［文献］神尾ら，2000

Sawada）Mordue（菌核症

ツユクサ類　Co襯eJ∫nαspp．

ホウライツユクサC．側7’oπ’α∫αBlume

マルバツユクサ　C加ngα1εn5’5L．

ツユクサ　C．oo加吻μn∫sL．

シマツユクサ　（二φ幽諏Bum、。

白斑（はくはん）病菌

κo～めノαnαoo吻用ε」’nαεSawada

［発生植物］ツユクサ

［文献］伊藤，56，19551宇田川ら，下800，1977

斑点病菌

Ce7005po7αoo〃1〃昭1in∫oo1αChupP

［発生植物］マルバツユクサ，ツユクサ，シマツユクサ

［文献］山本・前田，52，19601Katsuki，19，1965；宇田川

ら，下894，19771岸，1225，1998

黒穂菌（Smut）

U語1αgoωη2耀1∫nαε（Kom．）Zmdel［T’11α’αoo刑溺ε1’襯ε

Kom．］

［発生植物］ツユクサ

［文献］伊藤92，1936b；柿罵，80，1982；Harada，1983b

円斑（まるはん）病菌

畝α070pho〃2α‘o溺〃昭1’nαεTogashi

［発生植物］ツユクサ

［文献］澤田，45，1958

Rhfzoc～on’αso1αη∫K曲n［砺poohnμs　sαsα航Shirai］（紋枯

症状）

［発生植物］シマツユクサ

［文献］白井，293，1917

さび病菌　Rust

（1）Phαえop50m陀ααJackson＆Holway　ex　Jackson

［発生植物］ツユクサ，シマツユクサ

［文献］Hiratsuka　et　al，，332，1992；小林，526，1992

（2）Ur・贋ycε5・・醒醒ε1伽eCooke

［発生植物］ホウライツユクサ，ツユクサ，シマツユク

サ

［文献］Hiratsuka　et　al．，926，1992

S・」87・伽規7・晦Sacc，［砺P・・hnμ5・傭吻9μs（L6v．）

Tul．］（白絹症状）

［発生植物］シマツユクサ

［文献］白井，291，1917

ヤブミョウガ類Po1肋SPP．

ヤブミョウガ　P∫αpon’oαThunb．

葉枯病菌

P5θ麗400θκospo7α　ρo〃’αθ　Sawada　ex　Goh　＆

［Cεκo平omρo〃’αεSawada］

［発生植物］ヤブミョウガ

［文献］山本・前田，70，1960；Katsuki，19，1965

さび菌（Rust）

U70加アoes　coη3〃7ε1加αe　Cooke

［発生植物］ヤブミョウガ

［文献］Hiratsuka　et　al．，926，1992

ヤマノイモ科　DIOSCOREACEAE単子葉植物

ヤマノイモ類D∫05007θαspp．

ニガカシュウ（マルバドコロ）　D．
5pon’αnεα（Makino）Makino　et　Nemoto

Hsieh

δμ1わヴセrα　L．　£

ソメモノイモ1）．c’77ho5αLouτ．

ウチワドコロ　D．nψpo雌’cαMakino

カエデドコロ　D．9μ∫π卿eJo加Thunb．

キクバドコロ　Z）．5θp1θ〃1’o加Thunb，

オニドコロ（トコロ）　D．～醜070Makino

斑点病菌　Leafspot

（1）Phαeo7α襯1α吻4’osoo7θαε（Ellis＆Martin）Deighton

apud　Ellis［Cε7co3ρ07α4’05007eαθEIlis＆Martin］

［発生植物］カエデドコロ，オニドコロ

［文献］山本・前田，55，19601Katsuki，28，1965

（2）Pseμ400εκoΨ07αoonかα7’α（H．＆P．Syd．）Deighton

［Cεκ・脚m・・n’7α吻H．＆P．Syd、］

［発生植物］カエデドコロ

［文献］Katsuki，27，19651小林ら，543，596，1992

（3）　P5ε麗400εκo甲07αの漉π‘かα’α　（Chupp＆Linder）　Pons

＆Sutt・n［Cεr・・Ψ・7ασ1in4勲ChupP＆Linder］

［発生植物］キクバドコロ

［文献］山本・前田，54，1960

（4）P5εμ40cεκ03ρom　hかα’3μ肋nα　（Togashi＆Katsuki）

Deighton［Cθ～oo解07αhかα孟5μ肋nαTogashi＆Katsuki］

［発生植物］カエデドコロ

［文献］Katsuki，28，19651小林ら，543，597，夏992

（5）Psε躍400εκ03ρo耀め1（Racib．）Deighton［Cθκ03ρ07α

αわ’％c量b．ユ

［発生植物］ニガカシュウ（マルバドコロ）

［文献］山本・前田，77，19601Katsuki，28，1965

角点（かくてん）病菌

Cθκospo7θ〃α4’05co7θαεSawada

［発生植物］キクバドコロ
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［文献］澤田，92，1958

黒穂菌（Leafand　stem　smut）

U70卿’54’osω脚εH．＆P、Syd．［Tμ加7c’n’α4∫・500脚ε

（Syd．）Liro］

［発生植物］オニドコロ

［文献］伊藤，112，1936bl柿罵，71，19821小林ら，256，

588，1992

［発生植物］ヤマヌカボ，ヌカボ，バケヌカボ

［文献］善林ら，19961榎本ら，1998；浅野ら，19981島貫

ら，2000

黒穂菌（Smut）

U窒’∫1αgo謝⑳禰5（Westend．）Niessl

［発生植物］ヌカボ

［文献］伊藤，32，1936bl柿罵，94，1982

ルひcovε〃05∫ε〃α　4εむhloni∫Katsuki　＆　Harada　apud　Katsuki

（斑点症状）

［発生植物］ウチワドコロ

［文献］宇田川ら，下901，1977

さび菌（Rust）

P扉CC∫n～αゴご0εω7εαεKQm．

［発生植物］ソメモノイモ，ウチワドコロ，カエデドコ

ロ，キクバドコロ
［文献］Hiratsuka　et　a1．，722，1992

裏すす病菌

Cε7003po7αραohア4e7用αH。＆P．Syd。

［発生植物］ニガカシュウ，オニドコロ

［文献］山本・前田，67，1960；Katsuki，28，1965

イネ科　GRAMINEAE単子葉植物

ヌカボ類！｛g70s～’5spp．

コヌカグサ　オ．α1加L．

ヒメヌカボ　。4，‘α雇nαL．

ヤマヌカボ’オ、01αvα確Trin．var．01αvα～α

ヌカボ　．4．01αvα如Trin．var，n㍑肋わ00hwi

バケヌカボオ．4加o胆hole〃2〃2αOhwi

ミヤマヌカボ　オ．アαco’磁Hack．

麦角病菌　Ergot

C1αv∫oゆ5ρ既ρμκα（Fr．：Fr．）　TuL

［発生植物］ヌカボ，ヤマヌカボ，コヌカグサ

［備考］Cρ㍑脚7θαvaL　P叩μ7εαとvaLα10pεo〃7’Tanda

が混在する。

［文献］徳永，19381丹田，1978b

べと菌（Downymildew）
So1αophずho雌溺αα03ρ07α（Sacc．）Thirum．，Shaw＆Naras．

［So1α05po耀o弓～躍εBrizi］

［発生植物］コヌカグサ

［文献］伊藤，152，1936a

Phaeosphaeria菌（褐斑葉枯症状）

（1）Phαθo卿hαe吻伽んε1’・∫4ε3Katsuki

（2）　PhαεoΨhαε7∫αvαgon5（Niessl）　Erikss．

［発生植物］ヤマヌカボ

［文献］小林ら，519，1992

さび病菌　Rust

（1）　P㍑ocごn’αco70nα’αCorda　var．co70nα’α

［発生植物］コヌカグサ

［文献］Hiratsuka　et　al．，524，1992

（2）P麗・・∫伽6070n傭Cordavar．h伽1伽5Barclay

［発生植物］コヌカグサ

［文献］Hiratsuka　et　al．，529，1992

（3）Pμoo’n’α9君佛’廊Pers。：Pers．subsp．97佛∫廊Cummins

［発生植物］コヌカグサ，ヒメヌカボ，ヤマヌカボ，ミ

ヤマヌカボ

［文献］白井，531，19171Hiratsuka　et　a1．，541，1992

（4）Pμoo’nぬ陀con4”αRoberge　ex　Desm．［Rαg705’泌3

Plowr。］

［発生植物］コヌカグサ，ヤマヌカボ，ヌカボ

［文献］白井，503，1917；Hiratsuka　et　al．，584，1992

（5）Pμcc’n’α5’吻b7η2なWestend．var．s’吻b7幡

［発生植物］ヌカボ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，591，1992

乃phμ1α’n6曜nα’o　Lasch　ex　Fr．（褐色小粒菌核雪腐症状）

［発生植物］ヌカボ類

［文献］微生物目録，261，1998

スズメノテッポウ類イ10pεoμ川5spp．

スズメノテッポウ　オ．αεgμα1∫s　Sobol．var．

（Komar。）Ohwi

セトガヤオ．ノαpon’o粥Steud．

白葉枯（しらはがれ）菌

ぬn∫ho溺onα50’アzαθpv．o’ア顕εSwings　et　a1，1990

［発生植物］スズメノテッポウ（根から検出）

［文献］田上・水上，55，1962

α〃2μ7εns’S

Do，h，4θ11飯05θns，5Hem．（斑点症状）

［発生植物］ヌカボ

［文献］白井，215，1917

麦角病菌　Ergot

C1αvf6ep3ρμψμ7εα（Fr．：Fr．）　TuL　vaLα10pεoμπTanda

［発生植物］スズメノテッポウ

［文献］丹田，1977d；小林ら，513，1992

エンドファイト　Endophyte

地oり励o伽溺sp，
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べと菌（Do㎜ymildew）
S・1ε7・phlh・耀脚c7・Ψ・7α（Sacc．

［So1εア03poアαoり熔αθBrizil

［発生植物］スズメノテッポウ

［文献］伊藤，152，1936a

Cαoo3ρoガ4∫㏄醒　9耀溺1n∫5

［Sω1εωか’oh躍吻97α加π’sFuckel］

［発生植物］スズメノテッポウ

［文献］西原，12，1962

Thirum．，Shaw＆Naras．

Fucke1）　Deighton
（すじ葉枯症状）

葉枯（はがれ）病菌　Leafblight

（1）C酬吻禰10溺α’o（Elhs＆Ba質hol，）Munt．

［β7αoh脚po7’麗η2　10η2α！o　（Ellis　＆　BaτthoL）　Hiroe　＆

Watanabe］

［発生植物］スズメノテッポウ

［文献］廣江，1935；小林ら，550，1992

（2）Z）7ε‘h31e旧sp．

［発生植物］セトガヤ

［文献］西原，96，1991

［発生植物］メリケンカルカヤ

［文献］宮川，2000

ハルガヤ類肋～ho顯’加醒SPP．

タカネコウボウ　オ．∫妙oη’ω（Maxim．）Hack

さび菌（Rust）

Pμoo’n’α7εωだ4加Roberge　ex　Desm．［P吻艶η5’s　S．Ito］

［発生植物］タカネコウボウ

［文献］西原，139，1962；Hiratsuka　et　al．，584，1992

オオカニツリ類肋h8刀α’he耀溺spp，

オオカニツリ　オ，ε」α燃（L．）Presl。

黒穂菌（Smut）

U蛾1αgoαvθnαθ（Pers．）Rostr．［Uρθ7θnnαn5R．ostr．］

［発生植物］オオカニツリ

［文献］伊藤，15，1936b；柿鳥，79，1982

黒腫菌（Leaf　smut）

Enケ10溺αα’OPεo㍑7∫Sawada

［発生植物］スズメノテッポウ

［文献］原，237，1936

うどんこ菌（Powderymildew）

B1珊2επαg7α加n’s（DC．）Speer［Eα5ψhεg7α加η’5DC．］

［発生植物］オオカニツリ

［文献］白井，223，1917

黒穂菌（bunt）

乃〃α励ακ’卿照（Bre琵ld）Sacc．＆Syd，

［発生植物］スズメノテッポウ，セトガヤ

［備考］伊藤は本菌をT　oo70襯Scrib．としたが，柿篇は

丁加70Z妙αnαを採用した。

［文献］伊藤，96，1936bl柿鳥，59，1982

なまぐさ黒穂病菌　Bunt

π〃e吻α10Pθ側π（Sawada）Ling

［発生植物］スズメノテッポウ

［文献］柿罵，58，1982；小林ら，254，1992

さび病菌　Rust

U70’ηアcε54αのノ1翅s　Otth　var．ρoαε（Rabenh．）Cummins

［発生植物］スズメノテッポウ，セトガヤ

［文献］Hiratsuka　et　al．，912，1992

5ゆ’o吻加”o’Roberge　ex　Desm．［Sl　g7α雁nμ加Desm．］

（葉枯症状）

［発生植物］スズメノテッポウ

［文献］白井，613，1917

コブナグサ類イ7’h燃on　spp．

コブナグサ　オ．h∫sp∫ぬs（Thunb．）Makino

白葉枯（しらはがれ）菌

X己nfhoη20濯α50り～zαεpv、oり～zαεSwings　et　al．1990

［発生植物］コブナグサ

［文献］田上・水上，54，1962

べと病菌Downymildew
β7ε加α97α癬n∫oo1αNaumov

［発生植物］コブナグサ

［文献］伊藤，237，1936a；宇田

62，1992

ら，上251，19771小林ら，

葉枯病菌

五昭osphαε吻’α加αnεn5∫5（Matsumoto＆Yam。）Yen＆

Chi［Cε700躍07α顔wαnεn5∫s　Matsumoto＆Yam．］

［発生植物］コブナグサ

［文献］Togashi＆Katsuki，1952；山本・前田，76，19601

Katsuki，74，1965

ウシクサ類肋470pogon　spp．

メリケンカルカヤオ．v17g’n’oμsL．

イネ苗立枯細菌病菌

Bμ沈ho14ε惚p1磁艀∫’（Azegami　et　aL　l987）Urakami　et　aL

I994

いもち菌（Blast）

Pyr’o麗1α7∫αsp。

［発生植物］コブナグサ

［文献］微生物目録，227，1998

さび病菌　R』ust

Pμo伽’α碗h耀xoη’s．o∫1’謝5Cummins
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［発生植物］コブナグサ

［文献］Hiratsuka　et　al．，513，1992

ダンチク類肋‘η40spp，

ダンチク　オ．40n砿L．

葉枯（はがれ）病菌

Hε1〃πnlho5po7’㍑規α耀n4∫n’s　L6v．

［発生植物］ダンチク

［文献］西門，128，1928

さび菌（Rust〉

Pμoo’n’αα7μn4f漉s－40η‘zσs　T．Hirats．

［発生植物］ダンチク

［文献］Hiratsuka　et　al。，516，1992

黒穂菌（Smut）

こなだZαgo　shかα’α雌αP．Henn，

［発生植物］ダンチク

［文献］柿罵，91，1982

トダシバ類オ耀n4∫nε〃αspp．

トダシノミ　。4．h’7’α（Thunb．）　Tanaka

アーバスキュラー菌根菌（Arbuscular　Mycorrhiza）

σJo耀5sp．（σ9εoερo耀彫に類似）

［発生植物］ススキ

［文献］Murakoshi　et　al．，1998

麦角病菌　Ergot

C’αv’oεP5ηπα05po雌Tanda

［発生植物］トダシバ

［文献］徳永，19381西原，158，19621Tanda，1985；小林ら，

513，1992

べと菌（Downymildew）
Sc1αoph‘ho7α規α0705ρ07α（Sacc．）Thirum．，Shaw＆Naras．

［Sc1α05po7αoりzzαθBτizil

［発生植物］トダシバ

［文献］伊藤，152，1936a

黒穂菌（Smut）

（1）So70叩07吻川α耀n4腕ε〃αεH．＆P．Syd．

［発生植物］トダシバ

［文献］伊藤，76，1936bl柿罵，46，1982

（2）U頭’αgo左麗s伽o’H．＆P。Syd．［Uα耀n4’nε〃α召一hか’αθ

S．Ito］

［発生植物］トダシバ

［文献］伊藤，22，1936b；柿罵，85，1982

Oph’040∫h’5α耀η4’ηε11αεHenn．

［発生植物］トダシバ（葉鞘）

［文献］白井，401，1917

さび病菌　Rust

（1）P麗cαn∫αα耀n4inθ11αθ一伽oη2α’αεDietel

［発生植物］トダシバ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はイヌゴ

マに形成。

［文献］Hiratsuka　et　a1．，514，1992

（2）U陀40nα肋加3h謝’Henn．

［発生植物］トダシバ

［文献］Hiratsuka　et　al．，U22，1992

U蛎1α9’no∫4εαα耀η4∫nε1」αεHenn．

［発生植物］トダシバ（花穂）

［備考］稲こおじ病菌と同属だが，発生に疑問有り。

［文献］白井，715，1917

アズマガヤ類廊ρε■ε伽SPP．

イワタケソウ　オ．ノαpon’oαHack．

アズマガヤ　オ．10ngθ一αr’5艇α（Hack．）Ohwi

さび菌（Rust）

（1）Pμ・伽’α卿ε7e〃αθブαP・n’・αεHara

［発生植物］イワタケソウ

［文献］Hiratsuka　et　al．，517，1992

（2）P㍑ooln砂ん加珈αHirats．£

［発生植物］イワタケソウ，アズマガヤ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，548，1992

うどんこ病菌　Powderymildew

B如ηε吻　g7α加nf5　（DC．）Speer　fsp．！枷o’Marchal

［Eり～5ψh897α’η厩s　DC．］

［発生植物］アズマガヤ

［文献］大谷・伊藤，183，1988；野村，164，19971奥，1998

カラスムギ類加ε加spp．

ミナトカラスムギオ．加め伽Brot．

カラスムギィ．ル～襯L．

セイヨウチャヒキ　ォ．5か馨05αL．

エンドファイト　Endophyte
Nεoりやho4f扉〃2sp，

［発生植物］カラスムギ

［文献］榎本ら，1998；島貫ら，2000

堅黒穂（かたくろぼ）菌
脆’∫1αgo　hor4θ’　（Pers．）　Lagerh．

Swingle）Magnusl

［発生植物］カラスムギ

［文献］白井，719，1917

［U1εvl3（Kellem．＆

黒穂菌（Smut）

嗣1α90αvε膨（Pers．）ROS廿．

［発生植物］カラスムギ，イ．δッzα加nαKoch

［文献］Harada，1983b
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黒渋（くろしぶ）病菌

Dθn⑳ρh’o”vεnαθ一躍∫vαθSawada

［発生植物］カラスムギ

［備考］疑問種

［文献］小林ら，555，1992

Phαε03p肋ε吻’7∫f’o∫（Garov，）Hedjar．（褐斑葉枯症状）

［発生植物］カラスムギ

［文献］小林ら，519，581，1992

サイコに形成。

［文献］Hlratsuka　et　a1．，559，1992

（2）Pμoo’n’αnα勉n∫5h’航Dietel

［発生植物］ヒメアブラススキ

［文献］佐藤，1995

（3）Pμo伽’αρμ5’1’αH，＆P．Syd．

［発生植物］ヒメアブラススキ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，578，1992

さび菌（Rust）

（1）　Pμoc加’α　　（フ070nα’α　　Corda　　var．　αv召nαε　　Fraser　　＆

Ledingham

［発生植物］ミナトカラスムギ，カラスムギ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，526，1992

（2）Pμωn’α9m雁π∫s　Pers。：Pers．subsp．97α顔n’s　Cummins

［発生植物］カラスムギ，セイヨウチャヒキ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はセイヨ

ウメギ等（Bε伽廊spp．）に形成。

［文献］白井，531，1917；Hiratsuka　eta1．，542，1992

ニクキビ類　βrαoh’α吻spp．

いもち菌（Blast）

み伽1α吻97枷（C・・ke）Sacc．

［発生植物］ニクキビ類

［文献］宇田川ら，上586，1977

ヤマカモジグサ類　βmch塑04’μ〃3spp．

ヤマカモジグサ　B．sアvα”cμ〃2（Huds。）Beauv。

うどんこ菌（Powderymildew）

81μ卿επα9m加加s（DC．）Speer

［発生植物］カラスムギ

［文献］白井，223，1917

［Eり～5ψhε9m雁n’s　DC．］

麦角菌（Ergot）

C1αvκep5sp。

［発生植物］ヤマカモジグサ

［備考］C餌脚7εαと考えられる。

［文献ユ徳永，1938

カズノコグサ類βε凶溺αn〃’αspp．

カズノコグサB．罪z’gαchnε（Steud．）Fem．

葉枯（はがれ）病菌

D7θoh31θm　oαεnα7ぬ　（Drechsler）Ito　［Hε」雁n’ho5po7珈刑

oα陀nα7彪現Drechsler］

［発生植物］カズノコグサ

［文献］西門，129，1928；上山ら，1978；西原，90，19911小

林ら，536，19921津田，1992b

さび病菌　Rust

P㍑∫nめ3か⑫η鳩Westend．var．謝ヴb朋’5

［発生植物］カズノコグサ

［文献］Hiratsuka　et　al。，592，1992

ヒメアブラススキ類　β01h7’oc〃oαspp．

ヒメアブラススキ　B．ρα搾ヴ107αOhwi

Cooh1’oわo彪55α‘∫v配5　（lto＆Kurib。）Drechsler　ex　Dastur

［助・1傭5・7・伽αnα（Sacc．exSor・k，

症状）

［発生植物］ヤマカモジグサ

［文献］微生物目録，119，1998

Shoem．］（斑，点

エンドファイト　Endophyte

漉o卯ho4珈sp。
［発生植物］ヤマカモジグサ

［備考］がまの穂病菌と同一と考えられるが，調査を要

する。

［文献］榎本ら，1998；島貫ら，2000

がまの穂病（疵鞘病）菌　Choke
五1ワ’o〃02り㌍hinα（Peτs．：Fr．）　TuL

［発生植物］ヤマカモジグサ

［文献］澤田，157，1952al微生物目録，

1229，1998；古賀ら，1999

155，19981岸，

麦角病菌　Ergot

C1αv’cεpsわo孟h7’oo〃oαTanda

［発生植物］ヒメアブラススキ

［文献］Tanda，1991d

さび病菌　Rust

（1）P麗oc’n’αηゆ05h如nαDiete1

［発生植物］ヒメアブラススキ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はホタル

なまぐさ黒穂病菌　Bunt
T7〃θ1∫α01’4α　（Riess）　Schr6t．

［発生植物］ヤマカモジグサ

［文献］伊藤，94，1936bl柿鳥，62，

1992

1982；小林ら，254，

さび菌（Rust）

（1）P麗σ・’n励7α・h塑04’ごOtthvar．伽・hγpo4”

［発生植物］ヤマカモジグサ
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［文献］Hiratsuka　et　al．，518，1992

（2）P㍑odn’αoo70nα∫αCorda　var．h加～α1ens’3Barclay

［発生植物］ヤマカモジグサ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はクロウメ

モドキ等に形成。

［文献］Hiratsuka　et　al．，529，1992

（3）P㍑c痂’αs加ヴb脚5Westend．var．謝の7薦　［P，

91㍑刑α耀切Eriks．＆Henn．］

［発生植物］ヤマカモジグサ

［文献］白井，529，1917

うどんこ菌（Powderymildew）

β1μη7θガαgmη2’n’3（DC。）Speer［Eリノ5ψhεg〆α雁n’5DC．］

［発生植物］ヤマカモジグサ

［文献］Amano，100，1986；大谷・伊藤，182，19881野村，

164ラ1997

エンドファイト　Endophyte
Nεoりψho4’μ溺sp．

［発生植物］イヌムギ，キツネガヤ

［文献］榎本ら，1998；島貫ら，2000

斑点病菌

Coo肋oわ01μ55α1∫vμ5（lto＆Kurib．〉Drechsler　ex　Dastur

［Bψ01α7’55070丸’n’απα（Sacc．ex　Sorok．）Shoem．］

［発生植物］イヌムギ（レスクグラス）

［文献］西原，105，1962

Phッ〃αohomg耀〃2’n’5（Pers．：Fr．）NitschkeexFucke1（黒ご

ま症状）

［発生植物］スズメノチャヒキ

［文献］小林ら，582，1992

コバンソウ類β漉αspp．

コバンソウ　β．η観x枷αL．

ヒメコノくンソウ　β．襯肋07L．

葉枯（はがれ）病菌

D7εoh51ε7α　わκzαε　（Nisik．）　Subram．　＆　Jain

［Hε伽’彫h・5P・7珈わ7’zαεNislk．〕

［発生植物］コバンソウ，ヒメコバンソウ

［文献］西門，133，1928；上山ら，1978；西原，89，19911小

林ら，536，591，19921津田，1992bl微生物目録，117，1998

さび菌（Rust）

Pμcc’n’α97αη2’n’5Pers．：Pers。subsp。9m顔n∫3Cummins

［発生植物］コバンソウ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はセイヨ

ウメギ等（88め餌5spp．）に形成。

［文献］白井，531，1917

スズメノチャヒキ類β70規硲spp．

イヌムギ　B．o躍hα躍o鰐Vahl

ハマチャヒキ　B．ho74eαc¢麗sL．

スズメノチャヒキBJ叩oη’cμ5Thunb，

キツネガヤ　Z到P側6哲07μ5（Thunb。）Hack．

ヒゲナガスズメノチャヒキ　β．7’g’ぬs　Roth

ノゲイヌムギ　8．5’o加π廊Trin

ウマノチャヒキ　β．∫ε010耀規L。

赤さび病菌Leafrust，Brownrust

P㍑oc加如7εoon4肋Roberge　ex　Desm．［P．わ70’η加αErikss．1

［発生植物］スズメノチャヒキ，キツネガヤ，ヒゲナガ

スズメノチャヒキ
［文献］Hiratsuka　et　al．，584，1992

麦角菌（Ergot）

C1αv’ごψsρμψ耀εα（Fr．：Fr．）　TuL

［発生植物］スズメノチャヒキ，キツネガヤ

［文献］原，165，19361徳永，1938

さび菌（Rust）

（1）　Pμoご’π’αco70παfαCorda　var．oo70nα1α

［発生植物］キツネガヤ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，524，1992

（2）Pμoo’n’α97ωη’n’5Pers．subsp．97α雁ni5Cummins

［発生植物］イヌムギ，ハマチャヒキ，ウマノチャヒキ

［文献］白井，531，19171Hiratsuka　et　al．，542，1992

（3）Pμoc’nぬ5か⑫朋’5Westend。var．s！吻b襯5

［発生植物］イヌムギ

［文献ユHiratsuka　et　a1．，592，1992

（4）伽4・δ7・加μμ・㌍・ヂαθS．It・

［発生植物］キツネガヤ

［文献］Hiratsuka　et　al．，1087，1992

うどんこ病菌　Powderymildew

B1㍑耀肋　g耀η2’n∫3　（DC。）Speer£sp．わ70雁　Marcha1

［身y珈he　g7α加n’s　DC．fsp．ケo雁Marcha1］

［発生植物］イヌムギ，スズメノチャヒキ，キツネガヤ，

ノゲイヌムギ，ウマノチャヒキ

［文献］澤田，100，1951；Amano，100－102，19861大谷・伊

藤，183，1988；野村，165，1997

ノガリヤス類　Cα1伽αg705～∫s　spp．

ノガリヤス（サイドウガヤ）　Cα耀nゴ’nαceα（L。）Roth

var．わ㍑h卿・hα（Steud。）Hack．

サイシュウノガリヤス　Cα7襯4’nαoεαvar．’nαeg襯～α

Hack．

ヤマアワ　C甲’gε’05Roth

ホソヤマアワ　（二ep’gεfo3var．4εn540耀Ledeb．

ヒメノガリヤス　（二h盈onens’3Fr．etSav．

イワノガリヤス　C1伽g540柳’（Link．）Trin，

ホッスガヤ　（二ρ5θ躍oヲhmg紺’ε5Koel．

タカネノガリヤス　C5αohα1’泥η5’3Fr。Schm．

麦角病菌　Ergot

（1）ααv∫卿3加070卿hα1α（WaIlr。）Tul．

［発生植物］ヤマアワ類
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［文献］小林ら，513，1992

（2）　C1αv’oゆsρ麗町ρ㍑肥α（Fr．：Fr．）　Tul．

［発生植物］ヤマアワ，ヒメノガリヤス，ホッスガヤ

［備考］Cρ即κ7εαvaL　phα’α7’4なTandaとva蔦α10pεoμ7∫

Tandaが混在する。

［文献］丹田，1979al小林ら，513，1992

アワ，ホソヤマアワ，ヒメノガリヤス
［文献］Hiratsuka　et　a1．，579，1992

（6）Pμ・伽’α脚9漁’nαlt・

［発生植物］ノガリヤス，ヒメノガリヤス

［文献］Hiratsuka　et　al．，581，1992

べと菌（Downymildew）
So’ε70ph‘ho紹η2ααoερo爆（Sacc．）Thirum．，Shaw＆Naras。

［So飽ア05porαoりzzαθB㎡zi】

［発生植物］ノガリヤス（サイドウガヤ）

［文献］伊藤，152，1936a

黒穂菌（Smut）

（1）伽1α9・・α1α溺α9ア・5∫崩（Fuckel）Chnton

［発生植物］ヤマアワ

［文献］柿罵，80，19821Harada，1983b

（2）U豆’1αgo謝ヴb脚5（Westend。）Niessl

［発生植物］イワノガリヤス

［文献］柿罵，94，1982

クリノイガ類　Cεnσh耀5SPP．

クリノイガC．δ70wπ’1Roem．et　Schult．

さび菌（R．ust）

P麗oαn’αoεnohπDietel＆Holway　var．oεnoh7’

［発生植物］クリノイガ

［備考］夏・冬胞子世代

［文献］Hiratsuka　et　a1。，522，1992

オヒゲシバ類ChZo溜spp．

ムラサキシマヒゲシバC加め磁Swartz
ヒメヒゲシバ（二4’v副cα雄R。Br．

Phaeosphaeria菌

（1）Phαε03ρhαθ7如ノレo舵1’o’4e5Katsuki

［発生植物］ヤマアワ，ヒメノガリヤス

［文献］小林ら，519，1992

（2〉PhαεoΨhαθ枷hε町ρo加oho’4ε5（de　Not．）Holm

［発生植物］イワノガリヤス

［文献］小林ら，519，1992

（3）Phαθ03ρhαε7’α’α‘～μ05α（Niessl）Otani＆Mikawa（枯

茎上）

［発生植物］ノガリヤス類

［文献］Otani＆Mikawa，19711宇剛liら，上698，1977

黒やに病菌

Phア11α・ho7αα淵ophf1αε0質on［P　oα1伽α9705だ4∫5

Sawada］

［発生植物］タカネノガリヤス

［文献］澤田，159，1952a；小林ら，519，581，1992

ミイラ穂病菌　Black　choke

易phθ1’5ノαpon’cαHenn。

［発生植物］ムラサキシマヒゲシバ，ヒメヒゲシバ

［文献］月星ら，19971月星，1999；月星ら，2000

ツクシガヤ類　Ch’㎞s’o〃oαspp．

ツクシガヤ　（二α卿α”cαKoidz．

ごま葉枯病菌

Coch1’oわ01μ3畷γのεαn鰐（Ito＆Krib．）Drechsler＆Dastur

［発生植物］ツクシガヤ

［文献］Ueyama＆Tsuda，1977；上山ら，19781津田，2000

ミチシバ類　Ch評γsopogon　spp．

オキナワミチシバ　Cαo’o麗勧麗s（Retz．）Trin．

さび病菌　Rust

（1）　Pμcc’n’αoo70ηα’αCorda　var．co70ηα’α

［発生植物］ノガリヤス

［文献］Hiratsuka　et　a1，，525，1992

（2）Pμ・伽∫αc・7・n伽Cordavar．吻9ε∫・5（S．lto）

Hiratsuka

［発生植物］ノガリヤス，ヤマアワ，ホソヤマアワ

［文献］Hiratsuka　et　al．，527，1992

（3〉Pμαゴn∫αω70ηα如Corda　var．h加α1εη3’s　Barclay

［発生植物］ヒメノガリヤス，イワノガリヤス

［文献］Hiratsuka　et　al。，529，1992

（4）　Pμco∫n如hかosα左’εn5’s　Temi＆Harada

［発生植物］ノガリヤス

［文献］Hiratsuka　et　al．，545，1992

（5）Pμ㈱卯ツ9灘εαErikss．var．ρツ9脚εα

［発生植物］ノガリヤス，サイシュウノガリヤス，ヤマ

ミイラ穂病菌　Black　choke

助hθ1∫5ノαpoη’oαHenn。

［発生植物］オキナワミチシバ

［文献］月星ら，1997；月星，19991月星ら，2000

Rh伽oずon’α501αn∫K曲n［伽oohπμs5α5α航Shirai］（紋枯

症状）

［発生植物］オキナワミチシバ

［文献］白井，293，1917

フサガヤ類　C’朋αSPP．

フサガヤ　C　Zα∫ヴblfα（Trevir，）Griseb．

さび菌（Rust）

P麗06蛎αアeωn‘1吻Roberge　ex　Desm．
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［発生植物］フサガヤ

［備考］夏・冬胞子世代

［文献］Hiratsuka　et　al．，584，1992

タツノヒゲ類　1）∫α77hc澱spp。

ヒロハヌマガヤ　n漁麗7’ε’Ohwi

タツノヒゲ　D．ノαpon∫oαFr，etSav．

チョウセンガリヤス類CJε∫5’ogεnε3spp．

チョウセンガリヤス　C．hαoたε1”（Honda）Honda

さび菌（Rust）

Pμoご’刀’α4ψ1α6h加ω1αDiete1

［発生植物］チョウセンガリヤス

［文献］Hiratsuka　et　a1．，534，1992

オガルカヤ類　q卿加pogon　SPP．

オガルカヤC．fo7fl’∫3Hitchc．subsp．goe7∫ηg∬（Steud．）

Koyama

さび菌（Rust）

Pμoo’nめ澱肋nf5h’航Dietel

［発生植物］オガルカヤ

［備考］この菌は栽培種のレモングラス（Cσ’微！諭にも

発生する。

［文献］Hiratsuka　etal．，564，1992

ヒメチゴザサ類C：ソ71oco6c麗規spp、

ヒメチゴザサ　（二ραfεns（L，）Camus

ヒロバノヒメチゴザサ　Cρα’εnsvar．嬬〃b1’襯20hwi

さび菌（Rust）

」Pμcαn’α孟α’wαπ∫αηαHirats．f＆Hashioka

［発生植物］ヒメチゴザサ，ヒロバノヒメチゴザサ

［文献］Hiratsuka　et　al．，594，1992

タツノツメガヤ類Dαoりノ100∫εn’μ溺spp。

タツノツメガヤ　nαεgゆ伽溺（L。）Beauv。

さび菌（Rust〉

Uro吻アoε54αoり2’oc吻”Wakef＆Hans£

［発生植物］タツノツメガヤ

［文献］Hiratsuka　et　al．，913，1992

コメススキ類Dθ30肋即5’αspp．

ヒロハノコメススキ　D．oαε3p”05α　（L．）Beauv．var．

ノセ5吻oαの伽Honda

うどんこ菌（Powderymildew）

β1μ醒ε7∫αg7α加n∫s（DC。）Speer［Eリン5ψhεg7α雁n’3DC．］

［発生植物］ヒロハノコメススキ

［文献］白井，223，1917

エンドファイト　Endophyte
ハセoケphoゴ∫麗〃2sp。

［発生植物］ヒロハヌマガヤ，タツノヒゲ

［文献］榎本ら，19981島貫ら，2000

さび菌（Rust）

（1）P曜o∫n’α伽励θηαεMiyabe＆S．Ito

［発生植物］タツノヒゲ

［文献］Hiratsukaαa1，，533，1992

（2）P㍑o勲97伽3Pers．subsp．9禰nl5Cu㎜ins
［発生植物］タツノヒゲ

［文献］Hiratsuka　et　al。，542，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

8伽溺ε7’αg7αη7∫n∫5　（DC．）Speer［Eり，sψhεg7α溺加なDC．］

［発生植物］タツノヒゲ

［文献］Amano，104，19861野村，165，1997

メヒシバ類　D’g”α7’αspp．

メヒシノく　1）．α45cen4εη5（H，B．K）Henry

チモルメヒシバ　D．認30εn4εηs　var．εvα’vμ’αHonda

ヘンリーメヒシバD．hθnリノ’R．endle

イヌメヒシバ　D．〃2’670加oh肥Hene．

ヒトタバメヒシバ　D．ρn‘7陀n3Buese

コメヒシバ　、0．”〃2078n5∫5（Kunth）Balansa

アキメヒシバ　D．vlo’σ3cens　Link

アーバスキュラー菌根菌（ArbuscularMycorrhiza）

オ7μ〃霧一type

［発生植物］メヒシバ

［文献］小島ら，2000

麦角病菌　Ergot

C’αv∫6θP5α加α〃2陀n5∫5Tanda

［発生植物］イヌメヒシバ

［文献］Tanda，1991e

べと菌（Downy　mildew）

S・1ε～oph！h・7α規α・703P・m（Sacc．

［So1εro5po耀oり～z‘zεBrizi】

［発生植物］メヒシバ

［文献］伊藤，152，1936a

Thimm．，Shaw＆Naras．

いもち病菌　Blast

Pア伽’α吻9惚α（C・・ke）Sacc。［痂9卿・πhε97珈

（Hebert）Baπ］

［発生植物］メヒシバ，アキメヒシバ

［文献］澤田，89，19581大畑，1974；岸，1228，19981微生

物目録，223，1998；Kato　et　al。，2000
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日本野生植物寄生・共生菌類目録

黒穂菌（Smut）

（1〉π11ε”αわακ1卿nα（Bre驚1d）Sacc．＆Syd．［T・・ヂ・nα

Scrib．］

［発生植物］メヒシバ

［文献］白井，655，1917

（2）　U豆∫1αgo　置yn’hε7’5ηrαθ　（Schwein．）　Peck　［Us’∫1αgo

7αわenho75だαnαK荘hn］

［発生植物］メヒシバ，アキメヒシバ

［文献］伊藤，26，1936b；柿罵，95，1982

球状菌核（きゅうじょうきんかく）病菌
So1θ70！’㍑〃2hア470ph’1μ〃～Sacc．

［発生植物］メヒシバ，コメヒシバ

［文献］中田・河村，81，1939；神尾ら，2000

［発生植物］メヒシバ

［文献］白井，225，1917

カリマタガヤ類D加2加spp。
カリマタガヤ　D．07n肋opo4αTrin．var．

Hack．

～θηθ7α　（Thn。）

Phソ1αoho雌4珈ε7∫αεTheiss．＆Syd．（黒ごま症状）

［発生植物］カリマタガヤ

［文献］小林ら，519，1992

アブラススキ類　Eocollop㍑3spp．

アブラススキ　E60∫μ壇勧（Thunb，）Camus

ミイラ穂病菌　Black　choke

Eρhd’sノαpon’oαHenn，

［発生植物］アキメヒシバ

［文献］月星ら，1997；月星，19991月星ら，2000

麦角病菌　Ergot

C1αv∫oθp5〃παospo耀Tanda　var．肋wα！αππTanda

［発生植物］アブラススキ

［文献］Tanda，1991bl小林ら，513，1992；岸，1204，1998

Rhizoctonia菌
（1）Rh’zoαon’αノレ雁gα’α　（Nakata　ex　Hara）Gunnell＆

Webster

［発生植物］メヒシバ，コメヒシバ

（2）Rh彪oαo而αo’アzαεRykeτ＆Gooch

（3）Rh’zoo’on’αo町yzαε一5副vαε（Sawada〉Mordue

（4）Rh∫zoαo擁α50’α扉KUhn　AG－1

［発生植物］メヒシバ

［文献］神尾ら，2000

さび病菌　Rust

（1〉Pμω吻1εv∫s（Sacc．＆Bizz．）Magnus　var．ραn∫o’．

5αngμ∫nα1∫3（Rangel〉Ramach．＆Cummins

［発生植物］メヒシバ，チモルメヒシバ，ヘンリーメヒ

シバ，コメヒシバ
［文献］Hiratsuka　et　a且．，551，19921佐藤，19951微生物目

録，250，1998

（2）　P㍑cc∫死ごαoαゐ㍑ε㎎5ごs　EUis＆Everh．

［発生植物］メヒシバ，ヘンリーメヒシバ，ヒトタバメ

ヒシバ，コメヒシバ，アキメヒシバ
［文献］Hiratsuka　et　a1．，565，1992

さび菌重複寄生菌

助hαε7θ11・螂釦溺（Biv・IFL）Su廿・n，

［発生植物］コメヒシバ

［文献］微生物目録，250，1998

炭疽（たんそ）菌　Anthracnose

CoJ1αo甜ごch㍑醒9m雁鷺ごco’α（Ces．）Wilson

［発生植物］メヒシバ

［文献］西原，25，19621宇田川ら，下1186，19771微生物

目録，137，1998

うどんこ菌（Powderymildew）

、81躍η87’αg7α雁n’5（DC．）Speer［E’アsψhεg7α加n’s　DC．］

黒やに病菌

Phア〃α6ho7αg7α雁η’5（Pers．：Fr．）Nitschke　ex　Fuckel

［発生植物］アブラススキ

［文献］原，173，1936；澤田，

1998

60，1952al微生物目録，211，

さび病菌　Rust

Pμcc加’α畷yo5h’αnαDietel

［発生植物］アブラススキ

［文献］Himtsuka　et　a1．，559，1992

ヒエ類Eoh’nochloαSPP．

イヌビエ（ノビエ）　E　o7μ5－gα11’（L．）Beauv

ケイヌビエ　E．c耀s－gα〃’var。α7’51α～αGray

ヒメタイヌビエ　E．o耀3－gα1〃var．ノb7〃205εn5∫s　Ohwi

タイヌビエ　亙o耀3－gα〃’var，o’γz’co1α（Vasing．）Ohwi

ヒメイヌビエ　E．crμ8－gα11ごvaτ．ρヂα’ごco’αOhwi

べと菌（Downymildew）
S・1ε7・吻h・7α脚・7・5P・m（Sacc．

［801θ703pom　oり～7αεBrizi】

［発生植物］イヌビェ

［文献］伊藤，152，1936a

Thimm。，Shaw＆Naras．

葉枯（はがれ）病菌　Leafbhght

（1）α7v吻吻～o灘fo（Ellis＆Barthol．）Munt．

［8耀chッspo7∫卿2　∫o加α‘o　（Ellis　＆　BarthoL）　Hiroe　＆

Watanabe］

［発生植物］イヌビエ

［文献］廣江，19351小林ら，550，1992

（2）Ex5αoh’1麗解1nonooε7α3（Drechsler）Leonard＆Suggs

［Hε1’n’nfho5po控瑚”nonooεm5Drechsler］

［発生植物］イヌビエ，タイヌビエ

［備考］完全世代Sθ’05p加ε7’α脚nooe7α5Alcomは国内
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未確認。

［文献］西門，163，19281上山ら，19781微生物目録，158，

19981Tsukamoto，1999b，1999c

いもち菌（Blast）

砂伽1α吻97∫5εα（Cooke）Sacc．

［発生植物］イヌビェ

［文献］宇田川ら，上586，1977；微生物目録，227，1998

黒腫菌（Leaf　smut）

Enりノ10溺α4αoリノ1’4な（Pass．）　Cifヒni

［発生植物］イヌビェ

［文献］柿鳥，36，1982

黒穂病菌　Smut
（1）Moe5z’o解ッoε5伽〃α膨5（Schr6t，）Vankey

［To卯・5P・吻励麗〃α燃Schr6t．］

［発生植物］イヌビエ

［文献］柿罵，63，1982；小林ら，248，585，1992

（2）Ug1”αgo　か’chophom　（Link）K6m．［U　o朋一gα〃’

Tracy＆Earle，U3phαθ709θnαBu皿m　in　Sacc．］

［発生植物］イヌビエ，ヒメタイヌビエ，タイヌビエ，

ヒメイヌビエ

［文献］柿爲，81，92，1982；Tsukamoto，1999a

黒穂菌（bunt）

乃〃ε〃α加κ1αッαηα（Brefdd）　Sacc．＆Syd．

［発生植物］イヌビエ

［文献］柿罵，58，1982

ミイラ穂病菌　Black　choke

助hθ1∫5ノ叩on’oαHenn，

［発生植物］イヌビエ

［文献］月星ら，2000

Rhizoctonia菌
（1）Rh’20αon’αル’ηなα’α　（Nakata　ex　Hara〉Gunnell＆

Webster

［発生植物］イヌビエ，ヒメタイヌビエ，タイヌビエ

（2）Rh’zoo～onめoワzαε一5α”vαθ（Sawada）Mordue

［発生植物］ケイヌビエ

［文献］神尾ら，2000

（3〉Rh’z・c1・吻5・1αn’KUhn［砺P・6hnμs5α磁i∫Shiτai］

（紋枯症状）

［発生植物］イヌビエ，ヒメタイヌビエ，ケイヌビエ，

タイヌビエ

［備考］菌糸融合群AG－1およびAG2－2が発生する。

［文献］白井，293，19171神尾ら，2000

（4〉　Rh’zocloη’αzεα8Vorhees

［発生植物］ヒメタイヌビエ，ケイヌビェ

［文献］神尾ら，2000

So1ε70勧御妙470ph’1術2Sacc．（菌核症状）

［発生植物］イヌビエ，ヒメタイヌビエ

［文献］神尾ら，2000

赤色菌核（せきしょくきんかく）病菌

肱’磁o’κfn徽Warcup＆Talbot［Rhむoo∫onfαo朋αε

Ryker＆Gooch］

［発生植物］イヌビエ，ケイヌビエ，ヒメタイヌビエ

［文献］中田・河村，136，1939；神尾ら，2000

オヒシバ類Ele細nεSPP。

オヒシバE，’nd’cα（L．）Gaertn．

白葉枯（しらはがれ）菌

漁n’ho’πonα50弓翅εpv，oり翅εSwings　et　aL1990

［発生植物］オヒシバ

［文献］田上・水上，54，1962

βψ01α7’55ρεo旋7（Bainier）Shoem．

［発生植物］オヒシバ類

［文献］津田，1992c

Coc〃’oわ01μsση040π的Nelson　（葉枯症状）

［発生植物］オヒシバ

［文献］Tsuda＆Ueyama，19811津田，1992c；津田，2000

いもち病菌　Blast

乃r’oぬ枷sp。

［発生植物］オヒシバ

［文献］大畑，1974；宇剛

228，1998

ら，上586，19771微生物目録，

Rh’zoc‘on∫α501αn’KUhn［伽oohn㍑s5α5α履Shirai］（紋枯

症状）

［発生植物］オヒシバ

［文献］白井，293，1917

すす葉枯（はがれ）病菌

Coo〃’oわ01麗3no4μ10s〃5Luttrell［βψ01απ5no4㍑10sα（Berk，

＆Curtis　in　Sacc．）Shoem．，Hε1加n’ho5ρo吻溺η04μ105μ溺

（Berk．＆Curtis〉　Sacc．］

［発生植物］オヒシバ

［文献］西門，139，1928；上山ら，19781小林ら，532，590，

19921津田，1992c；微生物目録，118，1998

炭疽（たんそ）菌　Anthracnose

Co11αo伽h麗〃297α雁n’ω1α（Ces．）Wilson

［発生植物］オヒシバ

［文献］宇田川ら，下1186，19771微生物目録，B7，1998

エゾムギ類Eり7耀5SPP．

ハマムギ（コハマムギ）　E4α加7’6μ5Turcz．ex　Griseb。

in　Ledeb。

ヤマムギ　瓦伽hμ7’c雛var．v’〃05μ’μ3（ohwi）ohwi

アオカモジグサ　E7αoε〃2旋7（Steud．）Tsvel．

タチカモジグサ　E7αoε用惚7vaLノαponεn5’3（Honda）

Osada
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日本野生植物寄生・共生菌類目録

シバムギ（ヒメカモジグサ）　Eア弓ρeη5（L．〉Gould

エゾムギ（ホソテンツキ）　E3’わ加側5L．

カモジグサ　E試5罐粥h’επ5εHondavar，！7αηs’εn5（Hack，）

Osada

麦角菌（Ergot）

C如vκゆ5ρμ町ρ麗陀α（Fr．：Fr．）　Tu1。vaLσg7ρpッπTanda

［発生植物］カモジグサ

E文献］西原，158，19621 ・林ら，513，1992

べと菌（Downymildew）
So’αoph‘horα躍αcroεpo7α（Sacc．）Thirum．，Shaw＆Naras，

［501θ70卿07‘z　oηzzαεBrizi】

［発生植物］カモジグサ

［文献］伊藤，152，1936a

Cε7CO5ρ0π4躍溺　97α雁nf5

［5・・1ε・・耽hμ粥9m瘤nなFuckel

［発生植物］アオカモジグサ

［文献］西原，12，1962

Fuckel）　Deighton
（すじ葉枯症状）

エンドファイト　Endophyte
八ηθoりイpho4’ε4〃重sp。

［発生植物］ハマムギ，アオカモジグサ，カモジグサ

［文献］榎本ら，19981島貫ら，2000

Ep’cocc齢繍fc∫Henn，

［発生植物］カモジグサ（穂）

［文献］白井，221，1917

がまの穂病菌　Choke

Nθo卯ho伽溺卯h轍η2（Morgan－Jones＆Gams）Glenn，

Bacon＆Hanlin
［発生植物］アオカモジグサ，カモジグサ

［備考］エンドファイトとの異同は検討を要する。

［文献］微生物目録，155，1998；笠井ら，19981柳田ら，

1999

∫∫α470甜∫ohμ“21∫nεα～εPeck

［発生植物］カモジグサ

［文献］白井，267，1917

葉枯病菌

Pア7θηopho7α∫癬∫c’一7ゆεn伽（Died．）Drechsler［D泥oh31ε耀

言漉’o’一招ρε珈5（Died。）Shoem。］

［発生植物］カモジグサ

［文献］西門，123，1928；上山ら，1978；小林ら，592，19921

津田，1992b

黒穂菌（Smut）

Uy∫’」αgo5εψ召擢s（Karst．）　Lindeb．

［発生植物］アオカモジグサ，エゾムギ属の一種

［文献］Vanky＆Harada，1989

黒やに病菌

（1）Phッ〃αchoアααgro四ッ7’Sawada

（2）　Phッ11αoho君α　g7α〃2’n∫s　（Pers．；Fr．）　Nitschke　ex　Fucke1

［Pわ70“πFuckel］

［発生植物］カモジグサ

［文献］澤田，159，1952a；小林ら，519，582，1992

届・η・9即hε’如πfvα1’5（Schafbi

（Fr．）Ces．］（紅色雪腐症状）

［発生植物］カモジグサ

［文献］微生物目録，190，1998

M茸11．［勘sα吻加nivα1e

Phaeosphaeria菌（褐斑葉枯症状）

（1）Phαεo叩hαε7’αh硯ρo師oho’4ε3（De　Not．）Holm

［発生植物］シバムギ

［文献］小林ら，519，1992

（2）Phαεo躍hαε肱」α御廠ηα（Munk）Shoem．＆Babc，

［発生植物］シバムギ

［文献］小林ら，519，581，1992

Rh甥oho5po吻〃2sp．（雲形症状）

［発生植物］アオカモジグサ，カモジグサ

［文献］西原，16，1962

さび病菌　Rust

（1）Pμco’吻α9脚頭一〇’1∫副5Tai＆Wei

［発生植物］アオカモジグサ，カモジグサ

［文献］Hiratsuka　et　al．，510，1992

（2）Pμoo’n加9〆qρ吻c・1αHirats。

［発生植物］アオカモジグサ，カモジグサ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，511，1992

（3）　P麗oo加∫αco70nα孟αCorda　var．oo70nα’α

［発生植物］カモジグサ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，524，1992

（4）P㍑加’α⑳雁Westend．var．10ng卵o〆αCummins

［発生植物］ハマムギ，エゾムギ

［文献］Hiratsuka　et　al．，535，1992

（5）Pμ・・’nぬ97傭廊Pers．：Pers．subsp．97α加加’ω1αUrban

［発生植物］ハマムギ，アオカモジグサ，シバムギ，カ

モジグサ

［文献］西原，45，19621Hiratsuka　et　al．，544，1992

（6）P麗cc∫nぬ7εcon4海Roberge　ex　Desm．

［発生植物］ハマムギ，ヤマムギ，アオカモジグサ，タ

チカモジグサ，シバムギ，カモジグサ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はオオバシ

ョウマ，フクジュソウ等キンポウゲ科植物に形成。

［文献］Hiratsukaeta1．，584，19921岩間ら，1998

（7）P㍑06∫n∫α副ヴb朋なWestend．var．5’7⑳朋な

［発生植物］アオカモジグサ，カモジグサ

［文献］Hiratsuka　et　al．，592，1992

8弓μo厩孟7漉o’Roberge　ex　Desm．［＆g7α雁耀溺Desm．］

（葉枯症状）

［発生植物］カモジグサ

［文献］白井，613，1917
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うどんこ病菌　Powderymildew

81μη2ε吻gmη加∫3（DC．）Speer£sp．αg～op卿Marchal

［発生植物］アオカモジグサ，タチカモジグサ，カモジ

グサ

［文献］澤田，100，19511宇田川ら，上447，19771Amano，

95，97，19861大谷・伊藤，183，19881野村，164，1997

Webster

［発生植物］カゼクサ

［文献］神尾ら，2000

（2）Rh’z・α・n∫α5・1αn’KUhn［伽・・h灘s5αsα航Shirai］

（紋枯症状）

［発生植物］ヌカカゼクサ

［文献］白井，293，1917

カゼクサ類E7αg703船spp．
スズメガヤ　E　o∫1’αηεη5’3（AII．）Link．exVign．一Lut．

カゼクサ　E声7耀g’η印（Thunb．）Beauv．

コゴメカゼクサ丑∫αpon’cαThunb．

ニワホコリ　E．醒μ1’∫‘αμ’∫5Steud．

ロブスタラブグラス　E．70加5如

ヌカカゼクサ1hεnε伽（L．）Beauv．exR．oemetSchult．

すす穂病菌

Bψ01α7∫5　畷yακε’　（Nisik．）　Shoem．　［Hθ」雁n’hoΨoπμ溺

卿α丸ε’Nisik．］

［発生植物］ニワホコリ

［文献］西門，145，1928；上山ら，19781小林ら，532，590，

1992；津田，1992c

べと菌（Do㎜ymildew）
Scle70ph’hom耀α070spo7α（Sacc．）Thirum．，Shaw＆Naras。

［501ε705poアαoりzzαεBrizil

［発生植物］カゼクサ，ニワホコリ

［文献］伊藤，152，1936a

Cooh1∫oわoJμ5σno40n1’5Nelson　（葉枯症状）

［発生植物］スズメガヤ

［文献］Tsuda＆Ueyama，1981；津田，2000

葉枯（はがれ）病菌

（1）8ψ01碗5わ’ω107（MiU・a）Shoem。

［発生植物］カゼクサ

［文献］上山ら，19781西原，110，19911津田，2000

（2）Coc〃’oわo如s　え麗s磁of　（Nisik．）Drechsler　ex　Dastur

［8ψo’α7∫5肋5αno’（Nislk．）Shoem．］

［発生植物］スズメガヤ，ニワホコリ

［文献］西門，150，19281宇田川ら，上686，1977；西原，98，

1991；小林ら，513，532，589，19921津田，1992c

いもち菌（Blast）

Pア伽1α枷97枷（Cooke）Sacc．

［発生植物］カゼクサ，ロブスタラブグラス

［文献］宇田川ら，上586，19771微生物目録，227，228，

1998；K二ato　et　al．，2000

黒穂菌（Smut）

Ug”1αgo5pα彫ophom　Berk．＆Curtis

［発生植物］カゼクサ

［文献］伊藤，17，1936b；柿罵，92，1982

ミイラ穂病菌　Black　choke

助h♂’sノαpon’oαHenn．

［発生植物］カゼクサ

［文献］西原，1965b；小林ら，374，1992；月星ら，19971

Kogaeta1．，1999：月星ら，2000

Rhizoctonia菌

（1）Rh’z・α・吻ル囎伽（NakataexHara）Gunnell＆

ナルコビエ類　E7∫oohloαSPP．

ムラサキノキビEρ700ε耀C．H．Hubb．

ナルコビエ　E、v’〃05α（Thunb．〉Kunth

いもち病菌　Blast
み7’oμ1α万αsp．

［発生植物］ナルコビエ

［文献］西門，19261微生物目録，227，1998

ミイラ穂病菌　Black　choke

助hθ1’sノαpon記αHenn．

［発生植物］ムラサキノキビ

［文献］月星ら，2000

Rh’zoc～on∫α501αn’K曲n［砺poohn媚5α5α履Shirai］（紋枯

症状）

［発生植物］ナルコビエ

［文献］白井，293，1917

さび病菌　Rust

U70溺ツoε5sαα7’αθ一惚’∫cαεYoshino

［発生植物］ムラサキノキビ，ナルコビエ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，917，1992

ウンヌケ類E吻肋spp．
ウンヌケモドキ　E　g襯み∫nθ7v∫3（Hack．）Kuntze

ウンヌケ　Eψεo’03α（Debeaux）Kuntze

ミイラ穂菌（Black　choke）

助hε1’5ノαpon’oαHenn．

［発生植物］ウンヌケモドキ

［文献］吉永，1905；白井，219，1917

さび菌（Rust）

Pμoαn’αρo〃∫n∫αε一9μα4海nθ7v∫5Dietel

［発生植物］ウンヌケモドキ，ウンヌケ

［文献］白井，555，19171Hiratsuka　et　a1．，573，1992
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ウシノケグサ類　Fε伽oαspp．

オオトボシガラ　F．εx惚雁07’en’α1’50hwi

ヤマトボシガラ　Eノαpon’oαMakino

トボシガラ　EραMg1㍑〃2αSteud．

オオウシノケグサ　E励雁L．

麦角菌（Ergot）

C1αv’ご召P3sp．

［発生植物］ミヤマドジョウツナギ

1備考］C解脚脚と考えられる。
［文献］徳永，1938

αα405poπ祝耀ノセ5加oαθSawada

［発生植物］ヤマトボシガラ

［文献］澤田，95，1958

エンドファイト　Endophyte

漉oり励o伽〃2sp。

［発生植物］トボシガラ，オオウシノケグサ

［文献］榎本ら，1998；島貫ら，2000

さび菌（Rust）

（1）P㍑・翻αわ膨卿・4∫’Otthvar、ρ・αε一nθ溺・泌s（Otth）

Cummins＆H．C．Green
［発生植物］トボシガラ

［文献］Hiratsuka　et　al．，519，1992

（2）P耽’吻・・7・n伽C・rdavar，・・7・n伽［P，ω7・n惚α

Klebahn］

［発生植物］トボシガラ

［文献］白井，521，1917

（3）Pμ・伽α勧惚αεPlowr，

［発生植物］トボシガラ，オオウシノケグサ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はケヨノ

ミ，ヒョウタンボク等に形成（さび病）。

［文献］Hiratsukaetal．，537，19921小林ら，527，1992

（4）P㍑‘c∫n’α9欄n∫n∫5Pers．：Pers．subsp．97α’π加’3Cummins

［発生植物］オオトボシガラ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はメギ類

に形成（さび病）。

［文献］Hiratsuka　et　al．，542，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

B加ηεπαg7卿吻’s（DC。）Speer［E’ア5ψhθg7α雁ni5DC．］

［発生植物］オオトボシガラ

［文献］白井，223，1917

べと菌（Downymildew）
S・1ε7・吻h・雁脚67・5P・澱（Sacc．

［So’ε703po7α07アzαεBrizi］

［発生植物］ムツオレグサ

［文献］伊藤，152，1936a一

Thirum．，Shaw＆Naras．

エンドファイト　Endophyte
Nεoり少ho4’μ〃2sp．

［発生植物］ドジョウツナギ，マンゴクドジョウツナギ

［文献］榎本ら，19981島貫ら，2000

さび菌（Rust）

（1）Pπ・・’n’αご・ron伽C・rdavar．c・7・n伽［P・・7・n旋7α

Klebahn］

［発生植物］ヒロハノドジョウツナギ

［文献］白井，521，1917

（2）P㍑’niα9ケcε7’αεS，It・

［発生植物］ミヤマドジョウツナギ，ドジョウツナギ，

ヒロハノドジョウツナギ
［文献］Hiratsuka　et　al．，540，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

81μ刑εκαgm’n’n’5（DC．）Speer［Eリノ5ψhθg7αη2’n’5DC，］

［発生植物］ムツオレグサ，ドジョウツナギ，ヒロハノ

ドジョウツナギ

［文献］白井，225，19171Amano，107，1986；野村，165，

1997

環紋菌（Drechslera　leafspot）

D7εoh51εm　g喀αn蜘（Heald＆WolD　Ito

［発生植物］ヒメウキガヤ

［文献］微生物目録，153，1998

ドジョウツナギ類　σり肥吻SPP．

ムツオレグサ（ミノゴメ）　σαo麗姻o順Ton。，F1．North

etMid．

ミヤマドジョウツナギ　σ．α1服5妙ε膨用Komar．

ヒメウキガヤ　σ4ゆ側pε7α‘αOhwi

ドジョウツナギ　（王∫5ch甥oηθμ7αSteud。

ヒロハノドジョウツナギ　G’ゆ101ξρ5’50hwi

マンゴクドジョウツナギ　（｝．×～o肋α朋Masumura

イネ苗立枯細菌病菌

8μ沈ho14召禰μ伽1α7”（Azegami　et　aL1987）Urakami　et　aL

1994

［発生植物］ドジョウツナギ

［文献］宮川，2000

Hai皿ardia類∬α’nα磁αSPP．

ハリノホ　E砂伽47∫oα（Willd．）Greuter

Phαεo卿hαe禰昭gα〃5（Niess1）Erikss。（褐斑葉枯症状）

［発生植物］ハリノホ

［文献］小林ら，519，1992

ウラハグサ類HαたoπθohJoαspp．

ウラハグサ　H．〃2α6耀（Munro）Makino

麦角病菌　Ergot

ααv’卿5履070岬hα1α（Wallr．）Tu1．

［発生植物］ウラハグサ

［文献1丹田，1977c
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ウシノシッペイ類Hε濯απh7’αspp．

コバノウシノシッペイ　且oo〃2p7ε55α（L．fi1，）R、BL

ウシノシッペイ　且5’δ’7’oα（Gandog．）Ohwi

べと菌（Downymildew）
So1ε70ph’ho7α用ααoψ07α（Sacc．）Thirum．，Shaw＆Naras．

［Sole703pomo7アzαeBrizi］

［発生植物］ウシノシッペイ

［文献］伊藤，152，1936a

さび菌（Rust）

Pμoc加如oo70nα如Corda　var．oo70nα’α

［発生植物］コウボゥ

［文献］Hiratsuka　et　al．，525，1992

オオムギ類μ074ε嫌SPP．

ヒメムギクサπ妙5f鷹Roth
ムギクサπ．溺副nμ〃2L．

ミナトムギクサ　且ρ雄砺溺Nutt．

黒穂菌（Smut）

助07’so7加η2　1εμμ7’　（Th貢m．）　Vanky　［助hαcε101hεoα

701’わoε〃’αε（P．＆H。Syd．ex　Butler）Mundk。，U∫∫’1αgo

7・伽θ11’αεP．＆H。Syd］

［発生植物］ウシノシ’ッペイ

［文献］伊藤，22，1936b；柿罵，55，1982

さび菌（Rust）

（1）Pμoo’n’αωcαo　McAlpine［U肥4070’1わoε11∫αεDiete1］

［発生植物］コバノウシノシッペイ，ウシノシッペイ

［文献］白井，709，19171Hiratsuka　et　al．，521，1992

（2〉Pμco加’α禰α05pom　Dietel

［発生植物］ウシノシッペイ

［文献］Hiratsuka　et　al．，556，1992

Coo〃’oわo勉55α”vμ5　（Ito＆Kurib．）Drechsler　ex　Dastur

［81ρ01αr’55070え’n’αnα（Sacc．ex　Sorok，）Shoem，］（斑点

症状）

［発生植物］ムギクサ

［文献］微生物目録，119，1998

さび菌（Rus重）

（1）P㍑のn’α97α〃πn’s　Pers．：Pers．subsp．97α〃2’n’3Cummins

［発生植物］ヒメムギクサ，ミナトムギクサ

［文献］Hiratsuka　et　al．，542，1992

（2）Pμc伽’α51吻b7〃3∫5Westend．var．517⑫襯’s

［発生植物］ヒメムギクサ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，592，1992

さび菌重複寄生菌
助hαθ7ε〃ops’5　ノ言1μη2　（Biv．：Fr．

Cast．］

［発生植物］ウシノシッペイ

［文献］白井，195，1917

炭疽（たんそ）菌（Anthracnose）

Co〃αo耽hμ溺ρ1c徽溺Went

［発生植物］ウシノシッペイ

［文献］白井，161，1917

Sutt・n［加吻cα伽吻

アカヒゲガヤ類挽1εropogon　SPP。

アカヒゲガヤ　H．con～07f雄（L．）Beauv．

チガヤ類加躍剛αSPP．
チガヤ　正4’〃47’6α（L．）Beauv．var．

Durand＆Schinz

たo顔gπ（Retz。）

イネ苗立枯細菌病菌

飾灰hoJ4ε吻μα縦απ’（Azegami　et　a1．1987）Urakami　et　aL

I994

［発生植物］チガヤ

［文献］佐藤・松田，1998

白葉枯（しらはがれ）菌

X己nlho加o欄50’アzαθpv。oり翅εSwings　et　aL1990

［発生植物］チガヤ

［文献］田上・水上，54，1962

さび菌（Rust〉

P㍑cαn’αvε贋’oolo7Dietel＆Holway

［発生植物］アカヒゲガヤ

［文献］Hiratsuka　et　al，，596，1992

麦角菌（Ergot）

ααv’o弓ρs珈pεm1αεTanda＆Kawatani

［発生植物］チガヤ

［文献］西原，158，1962；小林ら，513，1992

コウボウ類H’ε70chloθSPP．

コウボウ　丑040m1α（L．）Beauv．var．pμわε5cεn5Krylov

黒穂菌（Smut）

U9”1αgo5プ吻b朋’5（Westend．）Niessl

［発生植物］コゥボゥ

［文献］柿罵，94，1982

べと菌（Downymildew）
501αoph∫ho7α溺αα03ρ07α（Sacc．）Thimm．，Shaw＆Naras．

［Sc1θ70spo7αoリノzαεBrizi］

［発生植物］チガヤ

［文献］伊藤，152，1936a

ミイラ穂病菌　Black　choke

助he1’5ノ叩on∫oαHenn．

［発生植物］チガヤ

［文献］月星ら，19971月星，19991月星ら，2000
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黒やに病菌

（1）Phア11αoho耀加pε7φω1αSawada

［発生植物］チガヤ

［文献］澤田，160，1952a；小林ら，519，1992

（2）Ph卿oho雁o謬卿07αStarback

［発生植物］チガヤ

［文献］小林ら，519，1992

Rh伽o加∫∬01αn’K曲n［伽ochn％s5α3α履Shirai］（紋枯

症状）

［発生植物］チガヤ

［文献］白井，293，1917

さび病菌　Rust

（1）Pμcc’n’α雁α03ρ07αDietel

［発生植物］チガヤ

［文献］Hiratsuka　et　al．，556，1992

（2）Pμo伽’α加so侃∫h’Miura

［発生植物］チガヤ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はオカトラ

ノオ，オオバコ等に形成。

［文献］Hiratsuka　et　al．，557，1992

（3）Pμoo加’α7姻pε5Diete1

［発生植物］チガヤ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，585，19921佐藤，19951微生物目

録，251，1998

さび菌重複寄生菌
5ρhαε7θ110p5’3ノ｝1㍑解（Biv．：Fr。）　Sutton

［発生植物］チガヤ

［文献］佐藤，19951微生物目録，251，1998

炭疽（たんそ）病菌　Anthracnose

（1）　Co〃αoか∫ohμ〃2cαμ4α’μ〃2（Sacc．）Peck

［発生植物］チガヤ

［文献］微生物目録，134，1998

（2）Co〃αo耽hμ’η97α雁鷹01α（Ces．）Wilson

［発生植物］チガヤ

［文献］澤田，74，19581西原，25，1962；宇田川ら，下1186，

1977

チゴザサ類加ohnεspp．

チゴザサ　正910わ05α（Thunb．）Kuntze

P1αoo5phα副α∫sαohnε5Hem，

［発生植物］チゴザサ

［文献］白井，463，1917

カモノハシ類　廊o加ε用扉溺spp．

ケカモノハシ正α〃’hゆho70’4ε5（Steud．）Miq。

カモノハシ五αrf5磁μ〃2L．vaL91側oμ〃2（Honda）

Koyama
タイワンカモノハシ　五α7醜α躍配var．α7競α彪〃2

白葉枯（しらはがれ）菌

漁班hoη20ηα50’アzαθpv．oり四εSwings　et　aL1990

［発生植物］カモノハシ

［文献］田上・水上，54，1962

黒穂菌（Smut）

（1）伽1α9・な6hα卿一αn孟hゆh・7・∫4esS．lto

［発生植物］ケカモノハシ

［文献］伊藤，23，1936bl柿爲，85，1982

（2）S・7・ψ・吻加伽9ε11α’脚H。＆P．Syd．

［発生植物］タイワンカモノハシ

［文献］柿罵，47，1982

Phツ〃αcho7α97α脚∫死’3　（Pers。：Fr．）　Nitschke　ex　Fuckel　（黒ご

ま症状）

［発生植物］カモノハシ

［文献］白井，441，1917

さび菌（Rust）

PhακoP50m’nooη2P1ε∫α（H。＆P．Syd．）Cummins

［発生植物］タイワンカモノハシ

［文献］Hiratsukaeta1．，326，19921小林ら，526，1992

ミノボロ類κoε1e7’αspp。

ミノボロ　κρッ耀厩4α∫α（Lam．）Beauv、

さび菌（Rust）

Pμcc加α9γα雁廊Pers．；Pers。subsp，g順裾n’5Cummins

［発生植物］ミノボロ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はメギ類

に形成（さび病）。

［文献ユ白井，531，1917

麦角病菌　Ergot

C1αvloεp5ραπ’oo’4εα7μ川Tanda＆Harada

［発生植物］チゴザサ

［文献］Tanda＆Harada，19891小林ら，513，1992

Phッ伽oho7αp卿読co1αHem．（黒ごま症状）

［発生植物］チゴザサ

［文献］小林ら，519，582，1992

サヤヌカグサ類Lεε削αspp。

タイワンアシカキL．hεκαη漉αSw．

アシカキ　L．ノαpoη’oαMakino

エゾノサヤヌカグサ　L．o’yzo’4es（L．）Swartz

サヤヌカグサ　L，oぴzo’4ε3（L．）Swartz　var．3のα灘㎞

（Ohwi）Koyama

白葉枯（しらはがれ）病菌

漁n’ho’nonα50」ワzαεpv．oり翅εSwings　et　aL1990
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［発生植物］アシカキ，エゾノサヤヌカグサ，サヤヌカ

グサ

［文献］後藤ら，1953；吉村ら，19591西山ら，2001

べと菌（Downymildew）
3c1ε70ph∫ho耀脚αo甲o〆α（Sacc．）Thirum．，Shaw＆Naras．

［So1ε703po耀oりzzαθBrizi】

［発生植物］アシカキ

［文献］伊藤，152，1936a

Cooh1∫oわ01雛ρ翅odon”5Ndson（葉枯症状）

［発生植物］サヤヌカグサ

［文献］Tsuda＆Ueyama，1981；津田，2000

ミイラ穂病菌　Black　choke

ゆhε1∫5ノαponioαHenn．

［発生植物］イトアゼガヤ

［文献］月星，19991月星ら，2000

ハイシバ類功ρ艀鰐SPP．

ハイシバ　L．7εpεn5（Forst．釦．）R，Br，

さび菌（Rust）

P祝oo∫n’α勿艀’Hira室s．f

［発生植物］ハイシバ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，550，1992

ごま葉枯（はがれ）病菌

Cocた1ごoわ01㍑3峨ウαbeα澱5（lto＆Krib．）Drechsler＆Dastur

［、8ψoJα7’5　1θαs砂ε　（Atk，〉　Shoem．，Hε1加n～ho3poπμ〃！

1εαs〃Atk．］

［発生植物］タイワンアシカキ，アシカキ，サヤヌカグ

サ

［文献］西門，157，19281宇田川ら，上685，19771上山ら，

1978；津田，1992c；微生物目録，117，1998；津田，2000

テンキグサ類　乙ε脚硲spp．

ハマニンニク（テンキグサ） 五．〃軍o〃’s（Tτin．）　Pilger

麦角病菌　Ergot

ααv’oεP51’～oヂα1’3Kawatani

［発生植物］ハマニンニク

［文献］徳永，1938；丹田，1979c；小林ら，513，1992

いもち病菌　Blast

砂伽1α吻97枷（C・oke）Sacc．［Pア伽1α吻・胆αε
Cavara］

［発生植物］エゾノサヤヌカグサ，サヤヌカグサ

［文献］成国ら，1956；微生物目録，224，228，1998；Kato　et

al．，2000

黒穂病菌　Leafand　stem　smut

U70σs’∫3αg70p卿　（Preuss）Fisch．Waldh．［Tμ加κ’n’α

α970ρツ潭（Preuss）　Liro］

［発生植物］ハマニンニク

［文献］伊藤，122，1936b；柿罵，68，1982；小林ら，256，

1992

さび病菌　Rus重

（1）Pμoo∫niα9槻雇n’3Pers．：Pers．subsp．97α’n’nなCummins

［発生植物］サヤヌカグサ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はメギ類

に形成（さび病）。

［文献］白井，531，1917

（2〉　U70〃21ソcε5hα」51ε漉f　de　Toni　ex　Sacc、

［発生植物］サヤヌカグサ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，914，1992

さび病菌　Rust

（1）Pμoo’n’αooヂon伽Cordavar．6070nα1α

［発生植物］ハマニンニク（テンキグサ）

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はヨコグ

ラノキ，クマヤナギ等に形成。

［文献］Hiratsuka　e重al．，524，1992

（2）Pκoo∫n’αε卿’Wes生end．var．10ngゆ07αCummins

［発生植物］ハマニンニク

［文献］Hiratsuka　et　a1．，535，1992

アゼガヤ類LεP∫oc〃oαSPP．

アゼガヤ　L．oh∫nεn5ご5（L．）Nees

イトアゼガヤ　L．ραn’oεα（Retz．）Ohwi

葉枯（はがれ）病菌

翫sε70h’1μ’n　海oroμ5　（Drechsler）　Alcom　［βψ01副5

加070p㍑3　（Drechsler）　Shoem．，πε1珈nfho5poア彪加

1θp’oo〃oαθNisik．＆Miyakel

［発生植物］アゼガヤ

［文献］西門，160，19281上山ら，1978；西原，117，1991；

小林ら，472，559，19921津田，1992bl微生物目録，117，

1998

うどんこ菌（Powderymildew）

B1躍nεπαg～α纏n’s　（DC．）Speer［Eり～sψhθg7α雁n’3DC．］

［発生植物］ハマニンニク

［文献］Amano，104，1986；大谷・伊藤，183，1988；野村，

165，1997

ドクムギ類Lo伽加SPP。
ドクムギL．～ε刑μ1θn膨溺L．

さび菌（Rust）

Pμcc’n’α97α〃2∫n’3Pers．lPers．subsp．97α1n’n’s　Cummins

［発生植物］ドクムギ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はメギ類

に形成（さび病）。
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［文献］白井，531，1917

ササクサ類加ρhα！hε耀濯spp．

ササクサ　L．g7αo’1εBrongn，

さび菌（Rust）

Pμ・・’吻Jo吻1hθ7’（H．＆P．Syd．）Hirats．f

［発生植物］ササクサ

［文献］Hira重suka　et　al．，552，1992

コメガヤ類Mε’惚SPP．

コメガヤ　M．nμ1αn3L．

ミチシバ　M．onoθ∫Fr．etSav．

エンドファイト　Endophyte

Nεo卯ho伽〃2sp，

［発生植物］コメガヤ，ミチシバ

［文献］榎本ら，1998；島貫ら，2000

黒穂病菌　Leafand　stem　smut

（1〉U70cア5’∫sαg70p卿（Preuss）Fisch，Waldh，

［発生植物］コメガヤ

［文献］柿罵，68，1982；小林ら，256，1992

（2〉　U70βソ5だ5〃7ε1foαθ（Lagerh．＆Liro）　Zunde1

［発生植物］コメガヤ

［文献］岸，1215，1998

さび病菌　Rust

（1）Pμcσn’αco70n‘παCorda　var．h枷α1θπ5’3Barclay

［発生植物］コメガヤ

［文献］Hiratsuka　eta1．，529，1992

（2〉Pμoαn∫α56hε40nnα7漉Kelle㎜a．＆Swingle

［発生植物］ミチシバ

［文献］Hiratsuka　et　al．，586，1992

Phyllachora菌（黒ごま症状）

（1）P妙〃α・h・7ααπh燃onf3Hem．

［発生植物］ササガヤ，アシボソ

［文献］白井，439，19171小林ら，519，582，1992

（2）　Phソ1αoho耀1の‘o’hecαTheiss。＆Syd。

［発生植物］アシボソ

［文献］小林ら，519，1992

さび菌（Rust）

（1）Phα々opsom’πω’ηρ1αα（H．＆P．Syd．）Cummins

［発生植物］オオササガヤ，アシボソ，ヒメアシボソ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，326，1992；小林ら，526，1992

（2〉Pμ60枷ααεs∫ivα1’s　Diete1

［発生植物］ササガヤ，キタササガヤ，メンテンササガ

ヤ，アシボソ，ヒメアシボソ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はトキワ

ハゼ等に形成。

［文献］Hiratsukaαa1．，508，1992

（3）Pμoσnぬρ011’niαεBarclay

［発生植物］ササガヤ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はリュウ

キュウアイに形成。

［文献］白井，555，1917

（4）P配・・’n∫叩・〃∫耽・1αH．Syd．

［発生植物］アシボソ，ヒメアシボソ

［文献］Hiratsuka　et　al．，574，1992

裏白（うらしろ）かび病菌
Rα溺μ1α7ぬρ011’n’αε（Henn．）U．Braun［Ovμ1απαρ011’n’αε

Henn．］

［発生植物］アシボソ

［文献］澤田，82，19581宇田川ら，下903，19771小林ら，

434，19921岸，1203，1998

イブキヌカボ類　M∫1珈spp．

イブキヌカボ　M．ゆ3㈱L．

アシボソ類M’0705～θ9励SPP。

オオササガヤ　M．oi1泌μ溺（Trin，）A．Camus

ササガヤ　M．ノαpon’oμ溺（Miq．）Koidz．

キタササガヤ　M．ノαpon∫o㍑〃2var．加7eα1e（Ohwi）Ohwi

メンテンササガヤ　M．so溺α∫Ohwi

アシボソ　M．v枷’nεμ〃2（Trin．）A．Camus

ヒメアシボ’ソ　M．v枷’nεμ1η£w’114θπow’αnμ溺（Nees，）

Osada

葉枯（はがれ）病菌

βψoJα7’5sp、

［発生植物］アシボソ

［文献］西原，106，1991

厘ρ’os加〃2αρ011∫n∫αεMaki＆Katsuki（葉枯症状）

［発生植物］アシボソ

［文献］小林ら，562，1992

さび菌（Rust）

Pμooln’α97α雁nごs　I》ers。：Pers，subsp，97α履躍3Cummins

［発生植物］イブキヌカボ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はメギ類

に形成（さび病）。

［文献］白井，531，1917

うどんこ菌（Powderymildew）

β1μ規θ7iαg耀雁躍5（DC．）Speer［Eり15ψhεg7α癬n’5DC。］

［発生植物］イブキヌカボ

［文献］白井，225，1917

ススキ類餓50αn’加s　spp．

オガサワラススキ　M．oon4εn3α酪var．加n’θn5’5

トキワススキ　M．ア07’4ぬ5（Labi11。）Warb。ex　K　Schum．

et　Lauterb．
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カリヤスモドキ　Mo1馨05’αo妙耀sStap£

ハチジョウススキ　M．5’nεn廊Anderss．var．oon虎η3α’43

（Hack．）Makino

オギ　M5αc6加7卯oπ45（Maxim．）Benth．

ススキ　M．5’nεn5’5Anderss．

イトススキ　M5f肥n5’5fgrα6∫〃’溺祝s（Hitchc．）Ohwi

ムラサキススキ　M5’nεn傭£ρμψ麗7α50εn5

エゾススキ　M5’ηεη3’5var．4εoo溺po5，～硲

カリヤス　M．～’nα07’μ5（Steud．）Hack，inDC．

イネ苗立枯細菌病菌

Bμ灰ho14εガα」ρ’αn！αr”（Azegami　et　aL1987）Urakami　et　aL

1994

［発生植物］ススキ

［文献］佐藤・松田，1998；宮川，2000

アーバスキュラー菌根菌（Arbuscular　Mycorrhiza）

（1）加醒一type

［発生植物］ススキ

［文献］小島ら，2000

（2）σ’o耀5sp．（σ9ε05po躍〃2に類似）

［発生植物］ススキ

［文献］Murakoshi　et　al。，1998

［発生植物］ハチジョウススキ

［文献］微生物目録，262，1998

黒やに病菌

Phツ〃αch・7α誌hα卿H．＆P．Syd．［P．溺枷n耽・’α

Sawada］

［発生植物］ススキ

［文献］澤田，160，1952a；小林ら，519，582，1992

ミイラ穂病菌　Black　choke

召ρhε1∫5ノαpon∫oαHenn．［E，．nα肋nむh’航Dietel］

［発生植物］ススキ，カリヤス

［文献］吉永，19051白井，219，1917；原，300，19361小林

ら，374，1992；月星，19991月星ら，2000

ルかoove〃05∫ε1’α為oゆ舵’（K血ger）Deighton

［psε麗400ε700Ψ07α幡cαn’h’Katsuki］（斑点症状）

［発生植物］ススキ

［文献］Katsuki，76，19651小林ら，594，1992

Pα耀phαε卿hαθ廊用ioho～’f（West．）Erikss。

［発生植物］ススキ（葉）

［文献］Katumoto，1980

麦角病菌　Ergot

ααv’oゆ5ραn∫oo’4εα耀η2Tanda＆Harada　［C加50αn’h’

Sawada　nom．invaL］

［発生植物］トキワススキ，カリヤスモドキ，ハチジョ

ウススキ，オギ，ススキ，ムラサキススキ，エゾススキ，

カリヤス

［文献］徳永，19381澤田，157，1952a；西原，158，1962；丹

田，1991al小林ら，513，1992；微生物目録，132，1998

べと菌（Downymildew）
（1）So1ε70ph’ho耀脚α03pom　（Sacc．〉Thimm．，Shaw＆

Naras．［Sc飽ro5po7‘z　oりzzαεBrizi】

［発生植物］ススキ

［文献］伊藤，152，1936a

（2）So1θ70Ψ07α雁5cαnlh∫Miyake

［発生植物］トキワススキ

［文献］伊藤，151，1936a；宇田川ら，上266，1977

Dθn4り！ph∫on　nαn㍑溺（Nees）Hughes（黒渋症状？）

［発生植物］ススキ

［文献］小林ら，555，1992

五）’み〃zo司ρhαε7∫α5‘7’α10卿07αSyd，

［発生植物］ススキ

［文献］白井，207，19171原，202，1936

黒穂菌（Smut）

（1）臨1α9・え麗5αn・’H．＆P．Syd。

［発生植物］オギ，ススキ

［文献］伊藤，21，1936bl柿罵，85，1982

（2）Ur”1αgo56枷η加θαH．＆P。Syd．

Rhizoctonia菌
（1）Rh’zoc’on’αノレ用喀α’α　（Nakata　ex　Hara）Gmnel1＆

Webster

［発生植物］ススキ

［文献］神尾ら，2000

（2）Rh詑・αon’α5・1αn’K茸hn［伽・ch鷹5αsα肋Shirai］

（紋枯症状）

［発生植物］トキワススキ

［文献］白井，293，1917

さび病菌　Rust

（1）Pμoo’n∫α伽5θnθn5∫sHirats，£

［発生植物］トキワススキ，カリヤスモドキ，ススキ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，532，1992

（2）P麗oc’n’αeり7！h70p㍑s　Diete1［、4εo勧麗’n　v加oαox∫o’Henn，

＆Shirai］

［発生植物］オガサワラススキ，トキワススキ，カリヤ

スモドキ，ハチジョウススキ，オギ，ススキ

［備考］精子・さび胞子世代をコバノカモメズル
（qynαnchμ1n舐わ1研oε01α’μ溺var。o伽5㍑溺）上に形成

［文献］Hiratsuka　et　al．，536，19921佐藤，1995；Ono＆

Azbukina，1997

（3）Pκoo’n’α加50αn！h’Miura

［発生植物］トキワススキ，カリヤスモドキ，ハチジョ

ウススキ，オギ，ススキ，イトススキ

［備考］精子・さび胞子世代をオカトラノオ，オオバコ

等に形成。

［文献］Hiratsuka　et　a1．，557，1992

さび菌重複寄生菌
昌ρhααε〃oP5∫5プ～」μη2（Biv．：Fr。）　Sutton
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［発生植物］オガサワラススキ

［文献］佐藤，19951微生物目録，250，1998

炭疽（たんそ）菌　Anthracnose

Collero耽加η39m加nlω1α（Ces．）Wilson

［発生植物］ススキ

［文献］西原，25，19621宇田川ら，下1186，19771微生物

目録，136，1998

ヌマガヤ類拓01fn’αSPP．

ヌマガヤ　M．ノαpon’oαHack。

さび菌（Rust）

（1）　P麗oo’n∫α“101’n’αεTuL

［発生植物］ヌマガヤ

［文献］Hiratsuka　et　al。，561，1992

（2）Pμcc枷α7θcon盈αRobeτge　ex　Desm．

［発生植物］ヌマガヤ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はオオバ

ショウマ等に形成。

［文献］Hiratsuka　et　al，，584，1992

T7伽g吻吻脚ngθπα”Arx＆Hemebe貢
［発生植物］Mo伽ぬ60ε雇θα

［備考］腐葉から分離

［文献］宇田川ら，上576，1977

ネズミガヤ類Mμhle功ε7g’αspp．

ミヤマネズミガヤ　M．c㍑押’α7競α’α（Ohwi）Ohwi　var．

nψpon’oαOhwi

タチネズミガヤ　砿．加κonen5∫5（Hack．）Makino

オオネズミガヤ　M．加ε9ε1∫’Trin．

ネズミガヤ　M．ノ叩o躍’oαSteud．

いもち菌（Blast）

Py7ごcぬ融sp，

［発生植物］ネズミガヤ

［文献］微生物目録，227，1998

Phαεosphαε7’αhεψo！7ioho’4θ3（De　Not．）Holm（褐斑葉

枯症状）

［発生植物］ミヤマネズミガヤ

［文献］小林ら，519，1992

さび菌（Rust）

（1）P㍑co’n如5chε40nnα74∫Kellem1。＆Swingle

［発生植物］タチネズミガヤ，オオネズミガヤ，ネズミ

ガヤ

［文献］Hiratsuka　et　al．，586，1992

（2）Uア・規ツ6ε3朋μεh1εnわε79∫αεS．It・

［発生植物］オオネズミガヤ，ネズミガヤ

［文献］Hiratsuka　et　al．，916，1992

チヂミザサ類　ρρ1’3惚nμs　spp．

エダウチチヂミザサ　060〃～po5枷5（L．）Beauv．

オオバチヂミザサ　（λoo卯05’∫∬var．ρα∫θη3（Honda）

Ohwi

ケチヂミザサ（チヂミザサ）　σ吻ぬ伽ヴb伽5（A■d．）

Roem．et　Schult．

麦角病菌　Ergot

ααv∫oep3vか’漉5Padwick＆Azmatullah

［発生植物コケチヂミザサ

［文献］Tanda，1992a

Ce7‘05ρo順ル5吻αo㍑1伽s　Atk．（斑点症状）

［発生植物］ケチヂミザサ

［文献］Katsuki，33，1965

斑点病菌

E兀5ε70h∫1μη2sp．

［発生植物］ケチヂミザサ

［文献］西原，118，1991

ル伽5α吻αop1’sη2θn∫Katum．＆Harada

［発生植物］エダウチチヂミザサ（生葉上）

［文献］Katumoto＆Harada，1979

Phyllachora菌（黒ごま症状）

（1）P解αch・γααπh燃・腐Henn．

［発生植物］ケチヂミザサ

［文献］小林ら，519，582，1992

（2）Phッ1」αohomρ撚c吻溺（Schwein．）Orton

［発生植物］ケチヂミザサ

［文献］小林ら，519，1992

さび病菌　Rust

Pμoo加∫αノ1αoσぬBerk。＆Broome

［発生植物］エダウチチヂミザサ，オオバチヂミザサ，

ケチヂミザサ

［文献］Hirats“ka　et　al．，539，1992

Oryzops藍s類0’γzOP廊SPP。

アレチイネガヤの一種　0．爾伽燃

Coch1∫oわ01㍑55α’1v㍑3　（Ito＆Kurib．）Drechsler　ex　Dastur

［伽・1傭5・7・枷αnα（Sacc。exSorok．

症状）

［発生植物］O　o7恕碗s

［文献］微生物目録，119，1998

キビ類　Pαn’側用SPP．

ヌカキビP．6∫30κ1α伽溺Thunb．

ハイキビP愕ρεn5L．

Shoem．］（斑，転
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べと菌（Downymildew）
So1θ70ph孟ho耀加αα05ρ07α（Sacc．）Thirum．，Shaw＆Naras．

［Sdα05po7αoり～zαθBrizi］

［発生植物］ヌカキビ

［文献］伊藤，152，1936a

いもち病菌　Blast
Pアr∫oμ」α7’αsp．

［発生植物］ヌカキビ，ハイキビ

［文献］山中・西原，1976；宇田川ら，上586，1977；微生

物目録，227，228，1998

黒穂病菌　Smut

So70躍o万μ’ηノb7溺05αn㍑溺　（Sawada）Vanky　［So〆oψ07彪溺

ノb7溺05α耀’π（Sawada）Sawada］

［発生植物］ハイキビ

［文献］伊藤，83，1936b；柿罵，48，1982；小林ら，587，

1992

ミイラ穂病菌　Black　choke

助h‘～1’5ノαpon’oαHenn．

［発生植物］ハイキビ

［文献］月星ら，2000

Rh’zoc1on’α50」αn’漁hn［伽ochημs　sα3α航Shirai］（紋枯

症状）

〔発生植物ユハイキビ

［文献］白井，293，1917

さび病菌　Rust

U評oη2ッoεs1’nεαr∫5Berk．＆Broome

［発生植物］ハイキビ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，915，1992

スズメノヒエ類P卿α1μ彫spp．

スズメノコビエ　P．07わ’6μ1α7θForst．

スズメノヒエ　P’hμn加7g”KmthexSteud。

・4ケe～ηα7∫αα〃ε7nα孟α　（Fr．：Fr。）　Keissler

［発生植物］スズメノヒエ

［文献］佐藤，1990

麦角病菌　Ergot

C1αv’o角ρ5ρα5Pα1’Stevens＆Hall

［発生植物］スズメノコビエ，スズメノヒエ

［備考］Tandaはスズメノコビエ菌をααv’oep3ρ岬誠

var．gμθεn5’αn漉oα（Lagdon）Tandaとした。

［文献］Tanda，1992bl微生物目録，132，1998

いもち病菌　Blast

Pア7醜1α吻sp．

［発生植物］スズメノヒエ，P卿ぬ用sp．

［文献］山中，1982；微生物目録，228，1998

黒穂菌（Smut）

（1）Fα卿αηα加n’sh’肋（P．Henn．）H．＆P．Syd．

［U蛎1αgoπακ磁’sh1肋Henn．］

［発生植物］スズメノコビエ

［備考］疑問種

［文献］白井，719，1917

（2）So70卿07飯川ραψα1∫一孟h槻bε7g∫∫（P。Henn．）S．Ito

［発生植物］スズメノコビエ，スズメノヒエ

［文献］伊藤，81，1936b；柿爲，48，1982

ミイラ穂病菌　Black　choke

助hθ1’5ノ叩on’cαHenn．

［発生植物］スズメノコビエ，スズメノヒエ

［文献］西原，1965bl月星ら，19971月星，19991月星ら，

2000

にせ炭疽（たんそ）病菌　False　Anthracnose

Co11αoか∫chμ溺　cαμ4α1麗〃霊　（Sacc．）　Peck　［E〃’5’ε〃α　cαμ4α！α

Sacc，1

［発生植物］スズメノヒエ

［文献］西原，1965a

Oph∫040～h’s　jワα司ワα1’　Henn．［0，　vo7αx　Sacc。　var、　ρα司ワα1’

Henn．］

［発生植物］スズメノコビエ（腋芽）

［文献］白井，401，1917；原，177，1936

Pho〃20P513sp．

［発生植物］スズメノヒエ

［文献］佐藤，1990

Rh∫zoo’on∫αル雁gαrα（Nakata　ex　Hara）Gunnel1＆Webster

（菌核症状）

［発生植物］スズメノヒエ

［文献］神尾ら，2000

さび病菌　Rust

P麗60’吻Pαspα枷αCummins

［発生植物］スズメノコビエ，スズメノヒエ

［文献］Hiratsuka　et　al．，568，1992

チカラシバ類Pεnη’3ε伽spp。

チカラシバPα’opεo蹴o’4εs（L．）Spreng．

F麗5α7∫麗〃2sp。

［発生植物］スズメノヒエ

［文献］佐藤，1990

イθ9θ漉αρε顧5α’Henn、

［発生植物］チカラシバ

［文献］白井，29，1917
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アーバスキュラー菌根菌（Arbuscular　Mycoπhiza）

オ耀〃2－type，P伽s－type

［発生植物］チカラシバ

［文献］小島ら，2000

べと菌（Downymildew）
S‘1αoph～ho7α川ααoερ07α（Sacc．）Thirum．，Shaw＆Naras．

［Sc1ε705po7αoり～zαεBrizil

［発生植物］チカラシバ

［文献］伊藤，152，1936a

ごま葉枯病菌

βψ01αガ5sp，

［発生植物］チカラシバ

［文献］西原，109，1991

（2）P扉ocin∫α溜soαnlh’Miura

［発生植物］アイアシ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はオカトラ

ノオ，オオバコ等に形成。

［文献］Hiratsuka　et　a1．，558，1992

タキキビ類　Phαθno卿ε朋αspp．

タキキビ　P　g’o加灘Munro　ex　Benth．

さび菌（Rust）

Pμoαn’αρhαθπospεηnαεHino＆Katum，

［発生植物］タキキビ

［文献］Hiratsuka　et　al．，569，1992

黒穂菌（Smut）

（1〉助hαoε101hεoαρα塑α耀川（Speg．）Clinton

［＆ρεnn’5α∫仰oη磁S．Ito］

［発生植物］チカラシバ

［文献］伊藤，58，1936b；柿罵，53，1982

（2）　T『〃ε’iαわακ1‘zアαnα（Brefdd）　Sacc．＆Syd．

［発生植物］チカラシバ

［備考］伊藤は本菌をT　oo70nαScrib．としたが，柿罵は

Tわα70勿碗αを採用した。

［文献］伊藤，96，1936b；柿鳥，59，19821Harada，1983b

Lの’03170灘ρεnη15ε～’Henn，（葉枯症状）

［発生植物］チカラシバ

［文献］白井，323，19171小林ら，562，1992

ミイラ穂病菌　Black　choke

助he〃5ノαpoπ’6αHenn，

［発生植物］チカラシバ

［文献］西原，1965b；月星ら，1997；Koga，ε’鳳，19991月

星ら，2000

Phア〃αcho耀gm〃2’n’s（1》ers．：Fr．）NitschkeexFucke1（黒ご

ま症状）

［発生植物］チカラシバ

［文献］白井，441，1917

Rhたoo∫on’αル加馨伽（Nakata　ex　Hara）Gumell＆Webster

（菌核症状）

［発生植物］チカラシバ

［文献］神尾ら，2000

アイアシ類　Phαoε1μ耀5SPP．

アイアシ　RJαのb1∫鰐（Steud．）Ohwi

さび菌（Rust〉

（1）Pμoo加α雁α03ρ07αDieteI

［発生植物］アイアシ

［文献］Hiratsuka　et　al．，556，1992

クサヨシ類Phα1αr∫3spp．

クサヨシP．α川n4’燗oθαL．

シマクサヨシ　Pα7襯4∫nαoεαvaLρio～αL．

白葉枯（しらはがれ）病菌

論nfho’nonα30り～zαθpv。oり～zαεSwings　et　aL1990

［発生植物］クサヨシ

［文献］吉村ら，19591西山ら，2001

麦角病菌　Ergot

（1）ααv’oθps’耽700ερhα1α（Wallr．）Tul．

［発生植物］クサヨシ

［文献］小林ら，513，1992

（2）　C1αv’偲ρ5　ρ硯ρμ7εα　　（Fr．：Fr．〉　Tul。　vaL

Tanda

［発生植物］クサヨシ，シマクサヨシ

［文献］丹田，1979bl小林ら，513，1992

ρhα1α7’4’s

べと菌（Downymildew）
Sdαoph’ho7α溺αc70ερo耀（Sacc．）Thirum．，Shaw＆Naras．

［ScJε70spo7αoり～zαεBrizq

［発生植物］クサヨシ

［文献］伊藤，152，1936a

Cooh1’oわ01媚o即040n‘’5Nelson　（葉枯症状）

［発生植物］クサヨシ

［文献］Tsuda＆Ueyama，1981；津閏，2000

黒穂菌（Bunt）

π11e磁耀n謝HaL＆Pat，［T48吻’en3（Pers。）K6m．］

（なまぐさ黒穂症状）

［発生植物］クサヨシ

［文献］伊藤，91，1936bl柿罵，61，1982

黒穂菌（Leafsmut）

U頭1αgoεch’n徽Schr6t．

［発生植物］クサヨシ（葉）

［文献］白井，717，1917
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Pα仰hαθo甲hα副α’η∫oho’ガ（West．）Erikss．

［発生植物］クサヨシ（葉，葉鞘上）

［文献］Katumoto，1980

Phαε05p肱ε惚vαgαη5（Niessl）Erikss．

［発生植物］クサヨシ（枯茎上）

［文献］宇臼川ら，上699，19771小林ら，519，1992

さび病菌　Rust

（1）　P麗oo∫n’αoo70nα’αCorda　var。co70nα1α

［発生植物］シマクサヨシ

［文献］Hiratsuka　et　al．，525，1992

（2）P麗6ご’n如ooron‘z’αCorda　var．h’〃2α1εn5むBarclay

［発生植物］クサヨシ

［文献］Hiratsuka　et　al．，529，1992

（3）P㏄c伽如襯or∫o㎞επ5‘8S．lto

［発生植物］クサヨシ

［文献］Hiratsuka　et　a1。，562，1992

（4）　Pμcofn∫α5ε55’1’5Schneider　ex　Schr6t．var．sε55’1∫5

［発生植物］クサヨシ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はギボウ

シ類等に形成。

［文献］Hiratsuka　et　al．，588，1992

アワガエリ類Phleμ規SPP．
アワガエリ　Pραη∫oμ’α’μ〃2Huds．

がまの穂菌（Choke）

助∫o〃04卯h加α（Pers．：Fr．）　TuL

［発生植物］アワガエリ

［文献］白井，219，1917

ヨシ類　Ph7α9謝’e5SPP．

ヨシ（キタヨシ，アシ）　P磁s17α’∫s（Cav．）Trin．ex

Steud。

ツルヨシP戸ρon∫6αSteud。

セイタカヨシ　P肋鴻α（Retz．）Trin。exSteud．

イネ苗立枯細菌病菌

β麗灰ho14ε吻ρ1αn’ακご（Azegami　et　aL1987）Umkami　et　al．

1994

［発生植物］ヨシ

［文献］佐藤・松田，1998；宮川，2000

べと菌（Downymildew）
So1αoph‘ho7α用ασ70胆orα（Sacc．）Thirum．，Shaw＆Naras．

［301ε705po7αoりzzαεBrizil

［発生植物ユヨシ

［文献］伊藤，152，1936a

黒穂菌（Stem　smut）

（1）　U豆’1αgo97αn‘ガ5Fr．

（2）　U豆∫1αgo　h男po砂～ε5　（Schltdl．）　FL

［発生植物］ヨシ（茎）

［文献］白井，717，719，1917

」乙εμo甲hαε7’αα耀n4’nαoθα（Sow．ex　Fr，）Sacc．

［発生植物］ヨシ

［文献］宇田川ら，上692，1977

功ρ，05，70“2ε〃αρhmg“2’”s　Brun．（斑点症状？）

［発生植物］ヨシ

［文献］白井，323，1917

なまぐさ黒穂病菌　Bunt

〈セovo55’α4‘zn㍑b如1’3Savulescu

［発生植物］ヨシ

［文献］Terui＆Harada，1974；柿罵，45，19821岸，1230，

1998

Nαp’01α伽“辺耀n4’欄oe麗用（Corda〉Sacc。（斑紋症状）

［発生植物］ヨシ

［備考］本属菌は助ぬoαeα属に転属させるべきとされる。

［文献］白井，389，19171原，319，19361澤田，98，1958

Nigrospoτa菌

（1）茄客70卿07αoり～zα召（Berk．＆Broome）Petch

［発生植物］ヨシ，セイタカヨシ

（2）ハ彦g705po耀sαcchα万（Speg．）Mason

［発生植物］ヨシ

（3）ハ崖g705ρ07α5phαε7’oα（Sacc）Mason

［発生植物］セイタカヨシ

［備考］健全葉から分離

［文献］福原，2001

Phαε05phα顔αvαgαn3（Niessl）Erikss．（褐斑葉枯症状）

［発生植物］ヨシ

［文献］小林ら，519，1992

白葉枯（しらはがれ）菌

X伽！ho溺onα30り～zαεpv．oり7αεSwings　et　aL　l990

［発生植物］ヨシ

［文献］田上・水上，54，1962

麦角病菌　Ergot

ααv’oεps癬c700ξρhα1α（Wallr。）Tul．

［発生植物］ヨシ

［文献］徳永，19381丹田，1977bl小林ら，513，1992

P1αg’os～伽α　ρh7αg’競’ω1α　Mi．

［Pho〃20P5f5anamorph］

［発生植物］ヨシ，セイタカヨシ

［備考］無病徴葉から分離

［文献］Okada＆Katumoto，2000

Okada　＆　Katum．

さび病菌　Rust

（1）P㍑・・in∫α用αg鷹枷αK6m．

［発生植物］ヨシ，ツルヨシ，セイタカヨシ
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［備考］夏・冬胞子世代。精子・

ウゲ類に形成。

［文献］Hiratsuka　et　al．，553，1992

（2）　P麗oo’n’α〃20ア’o肋εη3’5S．Ito

［発生植物］ヨシ，ツルヨシ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・

ヅル等に形成。

［文献］Hiratsuka　et　al．，562，1992

（3）　P麗oo∫n’αo肋ずα〃2αεn3∫3S．Ito

［発生植物］ヨシ，ツルヨシ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・

ヅル等に形成。

［文献］Hiratsuka　et　al，，566，1992

さび胞子世代はキンポ

さび胞子世代はボタン

さび胞子世代はボタン

（4）P麗oo’n’αph耀g雁だ5（Schumach．）K6m．

［発生植物］ヨシ，ツルヨシ

［備考］夏・冬胞子世代。一精子・さび胞子世代はイタド

リ，スイバ等に形成。

［文献］Hiratsuka　et　a1．，570，1992

（5）Pμoσn’α餓わ副’Roum．＆Sacc．var．α加’（Hirats．f）

Cummins

［発生植物］ヨシ

［文献］Hiratsuka　et　al．，595，1992

赤色菌核（せきしょくきんかく）病菌

肋舵αoかc轍1αWarcup＆Talbot［Rh彪oo∫on’αoッzαε

Ryker＆Gooch］

［発生植物］ヨシ

［文献］中田・河村，136，1939

べと菌　（Downy　mildew）

So1ε70ph置ho7α〃2α070卿oアα（Sacc．）Thirum．，Shaw＆Naras．

［3c畠705pom　oワzαe　Brizi］

［発生植物］オオイチゴツナギ

［文献］伊藤，152，1936a

エンドファイト　Endophyte
ハセoりψho4’μ〃2sp．

［発生植物］ミゾイチゴツナギ，タマミゾイチゴツナギ，

スズメノカタビラ，オオイチゴツナギ，イチゴツナギ，

オオスズメノカタビラ

［備考］がまの穂菌と同一と考えられる。

［文献］善林ら，1996；榎本ら，19981島貫ら，2000

がまの穂菌（Choke）

βρκhloδ卯h∫nα（Pers．：Fr．）　TuL

［発生植物］イチゴツナギ

［文献］白井，219，1917

黒穂病菌　Smut
（1）U70剛廟αg70pッ7’（Preuss）Fisch．Waldh．［7励麗κfn’α

ρoαεLiro］

［発生植物］ミゾイチゴツナギ

［文献］伊藤，121，1936bl柿罵，68，19821小林ら，256，

1992

（2）U虹’1αgo5’7⑫牌な（Westend．）Niess1［Uρoα8S．

Ito］

［発生植物］スズメノカタビラ

［文献］伊藤，34，1936b；柿鳥，94，1982

イチゴツナギ類　Poαspp．

ミゾイチゴツナギPαcア01ε麗oαSteud．

タマミゾイチゴツナギ　Pα0701θμoαvar。5め“20n11の7“瑠

Makino

スズメノカタビラ　Pαηn襯L，

ハクサンイチゴツナギRhα肋5伽εη5’5Hack．

オオイチゴツナギ　P吻pon’oαKoidz。

イブキソモソモ（チシマソモソモ）　P　7αぬ」αFr、et

Sav．

イチゴツナギPsphonφ・’04ε5Trin．

オオスズメノカタビラ　P17配読sL。
アオイチゴツナギ　P．v’r’伽’αPalibin

萎凋（いちょう）細菌病菌　Bacterial　wilt

漁n‘ho吻onαs　oα溺脚5加5pv。ρoαθEgli　and　Schmidt1982

［発生植物］スズメノカタビラ

［備考］スズメノカタビラに対する微生物除草剤として

利用される。

［文献］Nishino　et　al．，19951加藤ら，1998；西山ら，2001

麦角菌（Ergot）

C1αvlo叩5p祝ζρμ7εα（Fr．：Fr。）　TuL　vaLα10pεo麗7∫Tanda

［発生植物］イチゴツナギ類，スズメノカタビラ

［文献］徳永，19381小林ら，513，1992

ルかπ0501αo’∫n∫α　わo昭α1’5　（Bubゑk　et　Vleugel）　Kohn

［Sσ1ε70”n∫αわ07εα1fs　Bubak　et　Vleuge1

状）

［発生植物］スズメノカタビラ

［文献］微生物目録，243，1998

（大粒菌核雪腐症

phッ〃αoho7αρoαθ（Fuckel）Sacc．（黒ごま症状）

［発生植物］ミゾイチゴツナギ，スズメノカタビラ

［文献］小林ら，519，1992

Psθμ40ceヂ60Ψ07ε〃αsp．（斑点症状）

［発生植物］スズメノカタビラ

［文献］微生物目録，220，1998

さび病菌　Rust

（1）P麗oo’吻α970野ヂ1－c’1’α酌Tai＆Wei

［発生植物］ミゾイチゴツナギ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，510，1992

（2）Pμc・∫n’の耀hッP・ゴ”0廿hvaLρ・αε一ηε規・7α1’3（Otth）

Cummins＆H．C．Green
［発生植物］ミゾイチゴツナギ，タマミゾイチゴツナギ，

スズメノカタビラ，ハクサンイチゴツナギ，イブキソモ

ソモ，イチゴツナギ，オオスズメノカタビラ，アオイチ

ゴツナギ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，519，1992

一41一



農業環境技術研究所資料　第26号（2002）

（3）　Pμoo∫η∫αco70nα確Corda　var．oo〆on‘πα

［発生植物］スズメノカタビラ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はヨコグ

ラノキ，クロウメモドキ等に形成（さび病）。

［文献］Hiratsuka　et　al．，524，1992

炭疽（たんそ）菌　Anthracnose

Co’1ε’o耽hμ川97α履n∫oo1α（Ces．）Wilson

［発生植物］スズメノカタビラ

［文献］宮部ら，1999

うどんこ菌（Powderymildew）

B1μ規εr’αg7α加n∫s（DC．）Speer［Eり～sψhe　gm’η∫n’s　DC。］

［発生植物］スズメノカタビラ，オオイチゴツナギ，イ

チゴツナギ

［文献］Amano，113，114，19861大谷・伊藤，183，1988；野

村，165，1997

イタチガヤ類Pogonα∫hθ耀溺spp．

イタチガヤ　P．07’n枷〃2（Thunb．）Kunth

Phッ〃αoho耀菌（黒ごま症状）

（1）Phッ〃αoho耀のノno40n’∫5（Sacc．）Niessl

（2）Phツ〃α・h・即・9・nα’hεπH．＆P．Syd．

［発生植物］イタチガヤ

［文献］小林ら，519，1992

［発生植物］ヌメリグサ

［文献］伊藤，152，1936a

エノコログサ類　Sαα7’αspp．

アキノエノコログサ　Slヵδε所He㎜．

キンエノコロ　＆g1側oα（L．）Beauv．

フシネキンエノコロ　＆g耀c∫1∫s　Kunth［8gεκ’oμ1磁］

コツブキンエノコロ　＆ρα’1∫4ε吻50α（Schumach．）Stapf

etHubb．

ササキビ　S，ρα1〃2の磁（1く6nig）Stapf

ザラツキエノコロ　＆vε71∫o’〃α1α（L．）Beauv．

イヌエノコログサ　S　v∫7∫4’s×S，ve71’c∫1」α如

エノコログサ＆v加4∫s（L．〉Beauv．

ハマエノコロ　＆v’7’4’5vaLραo妙sfαご妙s（Fr．etSav，〉

Makino　et　Nemoto

イネ苗立枯細菌病菌

8μ沈ho躍θ7iαμα班απ’（Azegami　et　aL1987）Urakami　et　a1．

1994

［発生植物］エノコログサ

［文献］佐藤・松田，1998

アーバスキュラー菌根菌（Arbuscular　Mycorrhiza〉

ノ｛η‘〃2一隊pe

［発生植物］キンエノコロ

［文献コ小島ら，2000

さび菌（Rust）

Pμcc’n紛ρogon‘z’hθ7∫Petch

［発生植物］イタチガヤ

［文献］Hiratsukaet　al．，572，1992

べと菌（Downymildew）
301ε705pom　gm雁n∫oo1α（Sacc．）Schr6t，（ささら症状）

［発生植物］キンエノコロ，エノコログサ

［文献］伊藤，150，1936a；宇田川ら，上266，1977

ヒエガエリ類Poり／pogonSPP。

ヒエガエリ　Pル9砿Steud。

麦角病菌　Ergot

C’αvloεp5ρμψμ7εα（FL；Fr．）　TuL　var．α10ρεoμ7’Tanda

［発生植物］ヒエガエリ

［文献］丹田・川谷，1980

炭疽（たんそ）菌　Anthracnose

Co11αo耽h㍑’η97伽加∫oo1α（Ces。）Wilson

［発生植物］ヒエガエリ

［文献］微生物目録，137，1998

ヌメリグサ類Sαcc∫01βμs　spp．

ヌメリグサ　Sl’n4’oα　（L．）Chase　var．o’γzε！o耀用

（Makino）Ohwi

べと菌（Downymildew）
501ε70ph’ho7α溺α0705po耀（Sacc．）Thirum．，Shaw＆Naras．

lSole705po7αo肌αεBrizil

斑点病菌

Bψo’α7’5sαα吻ε（Sawada）Shoem．

［発生植物コエノコログサ

［文献］上山ら，19781津田，1992c

いもち病菌　Blast

伽∫・吻吻97’5εα（C・oke）Sacc．［丑5伽吻εNisik．］

［発生植物］キンエノコロ，フシネキンエノコロ，エノ

コログサ

［文献］岸，1207，19981微生物目録，226，227，19981Kato

et　al。，2000

黒穂菌（Smut）

（1）助07∫so7如溜　4ε5‘耀εη5　（Schltdl．）Vanky　［Ug∫’」αgo

ραn∫o’一刑’1∫αoε’Pers．］

［発生植物］エノコログサ類

［文献］白井，721，1917

（2）勘07130π吻！　πθg1θα㍑脚　（Niessl）V査nky　［U頭1αgo

nεg1εααNiessl　in　Rabenh．，Uμn’c’一g’α顔　（Wallr．）

Winter］

［発生植物］キンエノコロ，エノコログサ

［文献］白井，719，721，19171伊藤，18，1936b；柿罵，87，
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1982

（3）U9躍αgoαα耀7ごK』6m，

［発生植物］エノコログサ

［文献］伊藤，10，1936b

なまぐさ黒穂病菌　Bunt

T7〃eだαse’α7∫αεLing

［発生植物］アキノエノコログサ，キンエノコロ

［文献］Harada，1978；柿罵，63，19821岸，1203，1998

Phア伽6ho7α5ε’α7∫αεco’αSpeg．（黒ごま症状）

［発生植物］ササキビ

［文献］小林ら，519，1992

Rhizoctonia菌

（1）Rh彪oαon’α」伽規なα～α　（Nakata　ex　Hara）　Gunnell＆

Webster

（2〉Rhむ・α・n’α・ワzαεRyker＆Gooch

（3）Rh’20αo加α501αn∫K茸hn　AG－1

［発生植物］エノコログサ

［文献］神尾ら，2000

さび病菌　Rust

（1）P㍑oo’n如1θv∫3（Sacc．＆Bizz．）Magnus　var．ραn’o∫一

5αng伽α1∫3（RangeD　R．amacher＆Cummins

［発生植物］ハマエノコロ

［文献］Hiτatsuka　et　al．，551，1992

（2〉Pμcc∫n卯αn∫・枷・n！αn’Ramachar＆Cummins

［発生植物］ササキビ

［文献］Hiratsuka　et　al。，567，1992

（3）U7ε40p伽oゆ’ioα’∫Sawada　ex　S．Ito＆Muray．

［発生植物］ササキビ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，1128，1992

（4）U70溺ッcε5sε’α裡αε一惚1’cαεYoshino

［発生植物］キンエノコロ，コツブキンエノコロ，ザラ

ツキエノコロ，イヌエノコログサ，エノコログサ，ハマ

エノコロ

［文献］Hiratsukaet　al．，917，1992

Sc’77h’αsε’α7’αe（Sacc．）Theiss．＆Syd。（汚点症状）

［発生植物］エノコログサ

［文献］原，172，1936

So1θro伽加妙470ph’1μ溺Sacc。（菌核症状）

［発生植物］エノコログサ

［文献］神尾ら，2000

モロコシ類　So耽g加耀spp．

モロコシガヤ　S，〃∫！∫ぬ〃2（Vahl）Pers．var．4’oh70αnf加溺

（Steud．）Ohwi

セイバンモロコシ（ジョンソングラス）　S，hα1甲εn5ε
（L．）　Pers．

ヒメモロコシSlhα1ゆεn5εf〃舷’oμ溺（Hack．）Hubb．

、8ψ01α7なαμs惚1∫εn5fs（EIlis）Tsuda＆Ueyama

［発生植物］セイバンモロコシ

［文献］佐藤，1990；微生物目録，117，1998

κ励副ε磁sp．（褐斑症状）

［発生植物］セイバンモロコシ

［文献］微生物目録，182，1998

Pho泌op3’s　sp．（葉斑点症状）

［文献］佐藤，1990

［発生植物］セイバンモロコシ

さび菌（Rust）

（1）Pμcc’n’αηα肋n∫5h疏”Dietel

［発生植物］モロコシガヤ

［文献］Hiratsuka　et　al．，564，1992

（2）Pμcc勲ρμ脚7eαCooke

［発生植物］セイバンモロコシ，ヒメモロコシ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，577，1992；佐藤，1995

すす紋病菌　Northem　blight

3ε’o叩hαεガα伽κ∫oα（Luttre11）　Leonard＆Suggs

［発生植物］セイバンモロコシ

［文献］宇田川ら，上707，1977

炭疽（たんそ）菌Anthracnose

Co〃αo師ohμ’η9m纏n’oo1α（Ces．）Wilson

［発生植物］セイバンモロコシ

［文献］西原，25，1962；宇田川ら，下1186，1977

オオアブラススキ類助04’opogon　spp。

オオアブラススキ　＆3伽7蜘3Trin。var．5砺r蜘5

麦角病菌　Ergot

C1αv’cεP5〃πα05po7αTanda　vaLκαwα’αn∫∫Tanda

［発生植物］オオアブラススキ

［文献］徳永，19381西原，158，1962；Tanda，1991cl岸，

1204，1998

黒穂菌（Smut）

So703po7彪〃2‘zわ7α耀ov’αnμ醒Lavrov

［発生植物］オオアブラススキ

［文献］伊藤，84，1936b；柿罵，46，1982

さび病菌　Rust

Pμoo∫n’α畷yo5hぬnαDietel

［発生植物］オオアブラススキ

［備考］精子・さび胞子世代をミシマサイコの一種
（磁p1εμ耀1nんo“2α70v’αnμ溺）上に形成

［文献］Hiratsuka　et　al．，559，1992；Ono＆Azbukina，1997

ネズミノオ類　助070わ01㍑s　spp。

フタシベネズミノオ　S4∫αn4召7（R．etz。）Beauv．
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ネズミノオ　＆声π’1’s（Steud．）W．Clayton

ミイラ穂菌（Black　choke）

助hεだ5sp、

［発生植物］ネズミノオ

［文献］西原，1965b

さび病菌　Rust

（1）P麗oσn’α6αρ如ηゴ7∫（Ellis＆BalthoL）　var。1砿μ7∫αn5

（Arthur）Cummins＆Greene

［発生植物］フタシベネズミノオ

［文献］佐藤，19951微生物目録，250，1998

（2）Pμoo’nぬ3che40躍nα74∫Kellem1．＆Swingle

［発生植物］ネズミノオ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，586，1992

（3）U70’ηyce3’ε耀c躍ごs　McAlpine

［発生植物］ネズミノオ

［文献］Hiratsuka　et　al。，919，1992

［文献］Amano，112，19861大谷・伊藤，183，19881野村，

165，1997

メガルカヤ類　丁陀膨4αspp。

メガルカヤ　T’7∫αn4雌Forsk．vaLノαpon’oα（Willd．）

Makino

葉枯病菌

Pε㍑40000h1∫obo1μ3α肋”　Tsuda＆　Ueyama

α肋∫’Tsuda＆Ueyama］

［発生植物］メガルカヤ

［文献］小林ら，520，19921津田，1992c

さび菌（Rust）

P㍑cα躍αvεr訂coJo7Diete1＆Holway

［発生植物］メガルカヤ

［文献］Hiratsuka　et　al。，596，1992

c躍【レμ1α万α

さび菌重複寄生菌

助hαε7ε〃・ps’5伽規（Biv．：Fr．〉Sutton

［発生植物］フタシベネズミノオ

［文献］微生物目録，250，1998

カニツリグサ類　7漉ε轍spp．

カニツリグサ　T　bφぬ用（Thunb．）Ohwi

カニツリススキ　T3’わ加ごμ溺Rupr．

すす穂病菌

βψo如7’5紹vεπθ1π（Curtis）Shoem．

［発生植物］ネズミノオ

［文献］西門，170，19281上山ら，19781西原，101，1991；

小林ら，532，19921津臼，1992c

ハネガヤ類Sf脚SPP．

ヒロハノノ￥ネガヤ　　S　corεαπαHonda　var．舵ηg’∫Ohwi

ハネガヤ　Slρεκ∫nεn5∫5Hance

エンドファイト　Endophyte

漉o卯ho伽〃2sp．

［発生植物］ハネガヤ

［文献］榎本ら，19981島貫ら，2000

さび菌（Rust）

（1）P麗ごo’n1ααohnα～hε7’一5’わか∫o’Wang

［発生植物］ハネガヤ

［文献］Harada，1983a；Hiratsuka　et　a1．，507，1992

（2）　P㍑oo’n’αoo70nα’αCoI・da　var．oo70nα’α　［P．h陀700hloαε

S．lto］

［発生植物］ハネガヤ

［文献］白井，533，1917；澤田，57，1952b

（3〉Pμ・・’吻吻αε一5め’惚εS．lto

［発生植物］ヒロハノハネガヤ，ハネガヤ

［文献］Hiratsuka　et　al．，590，1992

麦角病菌　Ergot

C1αv記εp3ρ曜ρμ7εα（Fr．：Fr．）　TuL　vaLα10pεo㍑7’Tanda

［発生植物］カニツリグサ

［文献］徳永，1938；丹田，1978al小林ら，513，1992

エンドファイト　Endophyte
ハセoり少ho4∫μ〃2sp。

［発生植物］カニツリグサ

［文献］榎本ら，1998；島貫ら，2000

さび病菌　Rust

（1）P㍑oo’n’α9mη2in∫5Pers．：Pers．subsp．gアα加廊Cummins

［発生植物ユカニツリグサ

［文献］Hiratsuka　et　al．，543，1992

（2）Pμoc∫nぬ泥ωn4”αRoberge　ex　Desm。

［発生植物］カニツリグサ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，584，1992

うどんこ菌（Powderymildew〉

β1μ’ηθ7∫αg7α雁n∫5（DC。）Speer［Eびsψh8gm雁n’5DC．］

［発生植物］カニツリススキ

［文献］Amano，118，1986

Urochloa類U700〃oαspP．

ニクキビモドキ　U700〃oαsp．？

Gloεocε700甲07α507gh’Bain＆EdgertonexDeighton（ひ

うどんこ菌（Powderymildew）

81μ規ε”αg7αη7∫加3（DC．）Speer［E弓ノsψhεg耀η加∫5DC．］

［発生植物］ヒロハノハネガヤ

よう紋症状）

［発生植物］ニクキビモドキ

〔文献］微生物目録，172，1998

．44



日本野生植物寄生・共生菌類目録

マコモ類　Z伽吻spp。

マコモZ1α1の加（Griseb．）Stapf

アメリカマコモ（ワイルドライス）　Zρα1μsか’sL．

白葉枯（しらはがれ）病菌

陥n～hoη20澱s　o’アzαθpv。oり1即εSwings　et　a1．1990

［発生植物］マコモ

［文献］後藤ら，19531吉村ら，19591西山ら，2001

伽’ooooμ溺ρ㍑ψ麗7αscθns　Ehrbg．

［発生植物］マコモ（葉，茎）

［文献］白井，221，1917

斑点病菌（ごま葉枯病菌）

Cooh1’oわ01μ5碗yαわεαη㍑3（lto＆Krib．）Drechsler　ex　Dastur

［Bゆ・’幡z’zα漁e（Nisik．〉Shoem．］

［発生植物］マコモ

［文献］西門，173，19281上山ら，19781宇田川ら，上685，

19771西原，105，1991；津田，1992cl微生物目録，117，119，

19981津田，2000

［文献］白井，293，1917

さび病菌　Rust

U70η2ッcε3ω70n徽s　Miyabe＆Nishida　ex　DieteI

［発生植物］マコモ

［文献］Hiratsuka　et　al．，910，1992

シバ類Zoツ5∫αSPP．

オニシバ　Zl〃2α0705‘α‘h即Fr．et　Sav．

ナガミノオニシバ　Z5顔6αHance　var．〃ψpon’oαOhwi

さび菌（Rust）

Pμoo加如zoツs’αεDiete1

［発生植物］オニシバ，ナガミノオニシバ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はヘクソ

カズラ等に形成。

［文献］Hiratsuka　et　al．，597，1992

イグサ科　JUNCACEAE単子葉植物
いもち病菌　Blast

（1）Pア伽1㈱9ヂi5εα（C・・ke）Sacc．［P・贋αεCavara］

［発生植物］アメリカマコモ

［文献］生井ら，1996

（2〉Pア716麗1α7∫αz∫zαn’αεco1αHashioka［P，z’2αη1αεHara］

［発生植物］マコモ

［文献］後藤ら，1954；Hashioka，1973

褐色菌核（かっしょくきんかく）病菌

Cθ繊o加3’伽溺　07アzoε，5α”vαεGunnell＆　Webster

［So1ε70π観π　07アzαθ一5躍∫vαe　Sawada，　Rh’zoc1on’α

oザzαε一5αだvα8（Sawada）Mordue］

［発生植物］マコモ

［文献］中田・河村，73，1939；稲垣ら，19991神尾ら，2000

黒穂病菌　Smut
距ηごαεεc配1εnホα　（Henn，）Liou　［U廊」αgoεεcμ1e縦αHenn．］

［発生植物］マコモ

［文献］伊藤，25，1936b；柿罵，83，1982；微生物目録，262，

1998

球状菌核（きゅうじょうきんかく）病菌

So1εroガμ〃～hツ470ph’1μη2Sacc，

［発生植物］マコモ

［文献］中田・河村，81，19391岸，1225，1998

砿αgn卿oπhε5α1v∫n∫∫（C雄．）Krause＆Webster（小球菌

核症状）

［発生植物］マコモ

［文献］宇田川ら，上603，1977

Rh’zoo’on1α301απ’K曲n［砺poohnμ5sα3α履Shirai］（紋枯

症状）

［発生植物］マコモ

イグサ類』躍no鰐SPP．

クサイ　■’εn漉s　Willd，

イヌイ（ヒライ）　ノ1アoんos6εn5お（Fr．etSav．）Satake

κε1∬Je漉蜘cμ舳卵磁（Karst。）Bose（枯茎上）

［発生植物］イグサ属の1種

［文献］Otmi＆Mikawa，1♀711宇田川ら，上690，1977

Phaeosphaeria菌

（1）Phαeo5ρhαθ7∫αεμsヂo規α（Fuckel）Holm（枯茎上）

［発生植物］イグサ属の1種

［文献］Otani＆Mikawa，19711宇田川ら，上698，1977

（2）Phαeo躍hαε7∫αノμno∫oo1α（Rehm）Holm

［発生植物］イグサ属の1種

［文献］小林ら，519，1992

さび菌（Rust）

（1）P㍑の吻1’πor読3R．os甘．

［発生植物］イヌイ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はハチジ

ョウナに形成。

［文献］Hiratsuka　et　a1．，700，1992

（2）U70規アoε5ノ襯oご（Desm．）Tul．

［発生植物］クサイ

［文献］Harada，1994

スズメノヤリ類加zぬspp．
スズメノヤリ　L。cαp’嬬α（Miq。）Miq．

ヤマスズメノヒエ　乙．〃2観㌍o雌L句eune

ヌカボシソウ　L．p1μ卿05αE．Meyer

ミヤマヌカボシソウ　L．703かα1αBuchen．
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さび菌（Rust）

（1）　Pμoαn’α1μzμ1αεLib．

［発生植物］ヌカボシソウ

［文献］Hiratsuka　et　al．，702，1992

（2）Pμc伽∫αobsc麗7αSchτ6t．＆Pass．

［発生植物］スズメノヤリ，ヤマスズメノヒエ，ヌカボ

シソウ，ミヤマヌカボシソウ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はヒナギ

クに形成するとされる。

［文献］白井，547，19171Hiratsuka　et　al．，703，1992

アマナ類肋αnαspp．

アマナオ．ε4漉s（Baker）Honda

ヒロハノアマナ　ィ．」α’ヴb伽（Makino）Honda

さび病菌　Rust

U70’ηツoεsεり7孟h70n”Pass。

［発生植物］アマナ，ヒロハノアマナ

［文献］Fukuda＆Nakamura，1985；Himtsuka　et　a1．，931，

1992；岸，1204，1998

ユリ科　LILIACEAE　単子葉植物

ソクシンラン類オ1ε’鷹spp．

ネバリノギラン　河．ノb’‘αfα（Maxim．）BureauetFranch．

ノギラン　．4．1μ！εov’7∫虎（Maxim．）Franch．

ヤクシマノギランオ．1μ’εov屠4εvar．nμ1αnsMasam．

ソクシンラン　オ．3ρ10α’α（Thunb．）BureauetFranch．

さび菌（Rust）

Pμoご初’α溺ε如nαπhεo”Pat．

［発生植物］ネバリノギラン，ノギラン，ヤクシマノギ

ラン

［文献］Hiratsuka　et　al，，714，1992

炭疽（たんそ）菌（Anthracnose）

Co〃αoか’oh配η2　9’oε05po〆’o∫4θ3　（Penz．）　Penz．＆　Sacc．　［（二

α々ε7耀5Henn。1

［発生植物］ソクシンラン

［文献］白井，159，1917

クサスギカズラ（アスパラガス）類オ脚7αg雄spp．

クサスギカズラ　ィ．oooh’nごh’nθns’5（Lour．〉Merhll

タチテンモンドウ　ィ．剛g〃2認鰐（Makino）Makino

キジカクシィ．50ho加7∫o’4θ5Kunth

黒穂菌（Smut〉

U9だ1αgoα3Pαm9ゆツ9〃2ααS。Ito＆Muτay，

［発生植物］タチテンモンドウ

［文献］柿鳥，78，1982

さび菌（Rust）

P㍑oo’n∫ααspα7α9’一1μo’4’Diete1

［発生植物］クサスギカズラ，タチテンモンドウ，キジ

カクシ
［文献］Hiratsuka　et　al．，706，1992

ウバユリ類Cα74’o爾n襯SPP．

ウバユリ　（二〇〇74α∫μ規（Thunb．）Makino

オオウバユリ　C。oo74α枷n　vaL91εhn’∫

Woodcock

（Fr．　Schm．）

ネギ類イ1伽溺SPP．

シロウマアサツキィ．〃7αx珈ow’6躍Regel

ヒメニラ　イ．溺onαnf加〃2Maxim．

エゾネギ浸．sohoεnop7α躍脚L．var．sohoεnoprα5μ〃2

ミヤマラッキョウ　オ．3ρ1εn4eηs　Willd，

ヤマラッキョウ　オ．！h襯加7g’∫G．Don

さび菌（Rust）

Pμooln1αh’加アα膨n5∫5Morim。［オεc’伽〃21’’”一〇〇74の1”

Diete1］

［発生植物］ウバユリ，オオウバユリ

［文献］白井，17，19171Hiratsuka　et　al．，664，1992

さび病菌　Rust

（1）Pμごc加’αα〃”（DC．）Rudolphi

［発生植物］エゾネギ，ミヤマラッキョウ，ヤマラッキ

ョウ

［文献］Hiratsuka　et　al．，705，1992

（2）U7・砂・θ3α〃枷oηαn～h∫Harada

［発生植物］ヒメニラ

［文献］Harada，1984；Hiratsuka　et　a1．，928，1992；岸，1223，

1998

（3）ひo耀ツcεsぬ耀s　Dietel

［発生植物］シロウマアサツキ

［文献］Hiratsuka　et　al。，930，1992

（4〉　U70η1！ソoεsノαpon’o麗5Berk、＆Curtis

［発生植物］シロウマアサツキ，ヒメニラ

［文献］Harada，1983al　Hiratsuka　et　a1．，935，1992

ツバメオモト類C1加o廠spp．

ツバメオモト　（二躍θns’5Trautv．etMey．

黒穂菌（Leafand　stem　smut）

U7・岬∫s・伽・n漉（K・m。）Vanky［鋤卿n∫α・伽’・n’αε

Kom。］

［発生植物］ツバメオモト

［文献］伊藤，119，1936bl柿罵，64，19821小林ら，588，

1992

さび菌（Rust）

、P麗σ01n∫αhα丸ん04εn5’5Hirats，f

［発生植物］ツバメオモト

［文献］Hiratsuka　et　a1．，709，1992
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キキョウラン類1）∫αnθ11αspp．

キキョウラン　nθn畷b磁DC．

［文献］伊藤，37，1936bl柿鳥，89，1982

身麗hッ17’観2’αθ加濯Schr6t．（葉ぶくれ症状）

肋～ho5’on2θ〃αh’noαnαKatum．

［発生植物］キキョウラン（茎上）

［文献］Katumoto，1984

［発生植物］キバナノアマナ

［文献］伊藤，36，1936al宇田

58，1992

）ら，上225，1977；小林ら，

さび菌（Rust）

U7ε404如nθ〃αθDiete1

［発生植物］キキョウラン

［文献］Hiratsuka　et　a1．，1095，1992

チゴユリ類D’spo7㈱spp．

ホウチャクソウ　D．5ε55∫」ε（Thunb．）D．Don

チゴユリ　D．5η2’1αo加μ規A．Gray

エダウチチゴユリ　Z）．5雁1α6∫朋用var．m溺05μ溺Nakai

斑点病菌

Cεκ05po7α4ゆo～汀ogashi＆Maki

［発生植物］ホウチャクソウ，エダウチチゴユリ

［文献］山本・前田，55，19601Katsuki，42，1965

さび菌（Rust）

。4εo励μ溺4ご5po7∫Dietel

［発生植物］ホウチャクソウ，チゴユリ

［文献］白井，11，19171Hiratsuka　et　al．，1043、199210no　et

a1．，2001b

カタクリ類E’γ～h70漁〃3spp。

カタクリ　Eノαpon’側川Decaisne

ショウジョウバカマ類漉10n’op5’5spp、

ショウジョウバカマπ．07iεn！α1’3（Thunb。）Tanaka

さび菌（Rust）

Pμのn彪η2θ∫αnαπhεo”Pat。［Pα～70μnc～αLioce＆Wang］

［発生植物］ショウジョウバカマ

［文献］白井，509，1917

ワスレグサ類　Hε耀700α〃∫3spp．

ヒメカンゾウ　H．ぬ加07舵〆’Morren

ゼンテイカ（ニッコウキスゲ）　π．θsc㍑1εn’αKoidz．

ハマカンゾウ　π．1’々o泥αMakino

ノカンゾウ　且’ong勉磁Miq，

エゾキスゲπyεzoθπ5’3Hara

さび菌（Rust）

P㍑co’n’αhε’ηαooα〃∫4’5ThUm．

［発生植物］ヒメカンゾウ，ゼンテイカ，ハマカンゾウ，

ノカンゾウ，エゾキスゲ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はオミナ

エシ，キンレイカなどに形成（さび病）。

［文献］白井，533，19171Hiratsuka　et　al．，710，1992

さび病菌　Rust

U〆o規アoε5θ’γh70n∫1（DC．）Pass。

［発生植物］カタクリ

［文献］Fukuda＆Nakamum，19851Hiratsuka　et　al．，931，

19921岸，1209，1998

カラスキバサンキライ類Hαε705〃2’1αxspp．

カラスキバサンキライ　π．ノαpon’cαKunth

さび菌（Rust）

Pμcc傭αc‘’崩αH．＆P．Syd、

［発生植物］カラスキバサンキライ

［文献］Hiratsuka　et　al．，707，1992

バイモ類F枷〃α吻SPP．
クロユリ　E　oα規‘5chα’c召n5’5（L．）Ker．一GawL

さび菌（R』ust）

U70〃2ツ（2‘～3溜如7αθH．＆P，Sy（L

［発生植物］クロユリ

［文献］Hiratsuka　et　al．，938，1992

キバナノアマナ類　σαgθαspμ

キバナノアマナ　G．厩θα（L．）Ker．

黒穂菌（Smut）

U朔αgo　o加∫hogα1∫（Schmidt＆Kunze）Magnus

［発生植物］キバナノアマナ

ギボウシ類　Ho5’αSPP．

コバギボウシ　丑α160一〃2醐g∫nα～α（Hook，）Ohwi

ヒュウガギボウシπ．窺肋’”Maekawa

キヨスミギボウシ且勧o躍〃2∫εn5∫5Maekawa

イワギボウシ　乱10ngψε5（Fr，et　Sav，）Matsum，

ミズギボウシ　E　loπg’s5枷αHonda　vaLわ7ε畷b始

Maekawa

オオバギボウシ　H．〃20n’研αMaekawa

タチギボウシκ7eαヴb伽Nakai

トウギボウシEs’εδ014’碗α（Lodd，）Engler

円星（まるほし）病菌

Cε7co3po7αho5‘‘zεHori　ex　Katsuki
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［発生植物］ギボウシ類

［文献］小林ら，533，1992

さび菌（Rust）

（1）Pμc吻’αheη7ε700α11履5Th茸m．

［発生植物］コバギボウシ，ヒュウガギボウシ，キヨス

ミギボウシ，イワギボウシ，オオバギボウシ，タチギボ

ウシ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はオミナ

エシ，キンレイカなどに形成（さび病）。

［文献］Hiratsuka　et　al．，711，1992

（2）Pμごo’n∫αη2砂αn’hε雁Diete1

［発生植物］イワギボウシ，オオバギボウシ

［文献］Hiratsuka　et　al．，713，19921小林ら，528，1992

（3）　Pμoc’n’α5ε55f1’5Schneider　ex　Schr6t．var．5θ55’1∫3

［発生植物］ミズギボウシ，タチギボウシ，トウギボウ

シ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はクサヨ

シに形成（赤さび病）。

［文献］Hiratsuka　et　al．，587，1992

マイヅルソウ類瓢伽nlhε徽配spp．

ヒメマイヅルソウ　M．切b枷溺（L．）F．W．Schm，

Cercospora菌（斑点症状）

（1）　Cθroo司ワo～‘z〃昭∫αn～hε川’Fucke1

［発生植物］ヒメマイヅルソウ

［文献］Katsuki，43，1965

（2）　Cθκo甲07’4iμ溺ρα酉ゴ∫5（Erikss．〉　Liu＆Guo

［発生植物］ヒメマイヅルソウ

［文献］小林ら，590，1992

さび菌（Rust）

」Pμごσn∫α5ε55’1’5Schneid．ex　Schr6t．［。4eo’4如吻oonvα〃α7’αε

Schum．］

［発生植物］クルマバツクバネソウ

［備考］精子・さび胞子世代。

［文献］白井，9，1917

アマドコロ類Poケgoηα伽SPP，

ヒメイズイ（ヒメアマドコロ）　R加〃2’1εFisch．

ミヤマナルコユリ　P．1α5’αη’加解Maxim．

オオアマドコロ　P．0407鰍〃2（Mil1．）Druce　var．
加αx枷ow∫oz∫∫（Fr．Schm．）Koidz，

ヤマアマドコロ　且0407α！μ〃2vaLガh襯加7g∫’（MorL　et

Decne．）Hara

斑点病菌

Cω℃o司ワorαρoケgoη‘～’レη2αY加20w’ozπ　Katsuki　apud　Katsuki

＆Kobayashi

［発生植物］オオアマドコロ，ヤマアマドコロ

［文献］山本・前田，80，19601Katsuki，43，1965；宇剛iI

ら，下896，1977

円斑（まるはん）病菌

砿αc70pho用αρoケgonαガFen’．

［発生植物］ヒメイズイ

［文献］澤田，45，1958

Pεs翅o”op5’50耀εn’α（H．＆P．Syd．）Steya磁（斑点症

状）

［発生植物］ミヤマナルコユリ

［文献］小林ら，540，594，1992

ジヤノヒゲ類　Oph’opogon　SPP．

ノシラン　0ノα加7研（Kunth）Lodd．

さび菌（Rust）

Pκoo’n∫αophiopogon∫3Cummins

［発生植物］ノシラン

［文献］Hiratsuka　et　a1．，717，1992

さび菌（R』ust）

（1）Pμcdn’αη2砂αn’hε溜∫DieteI

［発生植物］オオアマドコロ

［文献］Hiratsuka　et　al．，713，1992

（2）　P㍑oo加’α5ε5s’1’5Schneid．ex　Schr6t．var，3θ5訂1融

［発生植物］ミヤマナルコユリ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はり一ド

カナリーグラス（クサヨシ）に形成（赤さび病）。

［文献］Hiratsuka　et　a1．，588，1992

ツクバネソウ類Pα廊spp．

クルマバツクバネソウ　P　vε躍c∫〃α！αM．v．Bieb．

ツクバネソウ　P．1θ’7αphッ〃αA．Gray

オモト類Roh4θαspp．

オモト　R．∫αpoη’oα（Thunb．）Roth

黒穂菌（Leafand　stem　smut）

U70砂5”s　即7齪s　（Unger）Th曲m．　［Tμ加κ顔α　ραガ4’s

（Unger）Vester伊en

［発生植物］クルマバツクバネソウ，ツクバネソウ

［文献］伊藤，118，1936b；柿爲，65，19821小林ら，588，

1992

助肋ε7μ1’槻70h4εαεHenn．（葉枯症状）

［発生植物］オモト

［文献］白井，629，1917

ツルボ類　SoJ〃αSPP，

ツルボ　Sl50’〃o’4θs（Lind1．）Druce
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黒穂菌（Leafand　stem　smut）

砂oのノ5”5　5α〃αε　（Ci琵rIi）　Zundel　［7初わμκ吻’α　h男ρogαεα

（K6m．）S。Ito］

［発生植物］ッルボ

［文献］伊藤，115，1936bl柿罵，74，19821小林ら，256，

588，1992

黒穂菌（Smut）

U∫’∫1αgo　vαf〃αηが’L－R．＆Tu1、

［発生植物］ッルボ

［文献］伊藤，38，1936bl柿罵，97，1982

さび菌（R．ust）

Pμcαn’αo㎞4αかα’Hirats．£＆Yoshinaga

［発生植物］ツルボ

［文献］Hlratsuka　et　a1．，716，1992

シオデ類　S溺∫1研SPP．

タチシオデ　＆吻poπ’6αMiq．

シオデ　S吻α吻A．DC．

エンレイソウ　T　sη2α伽Maxim．

シロバナエンレイソウ（ミヤマエンレイソウ）　T
‘sohonos勘0∫Maxim．

春さび病菌

イω伽脚sp．

［発生植物］オオバナエンレイソウ，エンレイソウ，シ

ロバナエンレイソウ

［文献］原田・藤田，1998

菌核（きんかく）病菌

SoJε70”n∫α’ア’〃躍Y．Harada＆Narumi

［発生植物］エンレイソウ，シロバナエンレイソウ

［文献］Nammi　et　al。，2001

黒穂菌（Leafand　stem　smut）

U7・酬s’∫sケ’〃πJackson［丁珈繍’αプ7’11’∫（Jacks。）

Miyabe］

［発生植物］オオバナエンレイソウ，エンレイソウ

［文献］伊藤，117，1936bl柿罵，75，19821小林ら，256，

588，1992

斑点病菌

Cεκospo7α⑳威ε’Henn，

［発生植物］タチシオデ，シオデ

［文献］白井，119，1917；山本・前田，64，1960；Katsuki，

43，1965

さび菌（Rust）

P㍑oαπ’α加φα班hε履Dietel

［発生植物］オオバナエンレイソウ，

ソウ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，713，1992

シロバナエンレイ

さび菌（Rust）

（1〉　B1α3’05po7α’foαnαTogashi＆Onuma

［発生植物］タチシオデ，シオデ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はヤマザ

クラ等に形成（さび病）。

［文献］Hiratsuka　et　al．，264，1992

（2〉　P麗‘σn∫αノセ77μ9’nθαL6v．

［発生植物］タチシオデ

［文献］Hiratsuka　et　al．，708，1992

（3）P麗60’n∫α5“吻o∫s－5’εわo繊Hirats．£

［発生植物］シオデ

［文献］Hiratsukaeta1．，718，19921小林ら，528，1992

タケシマラン類　3！7ゆ！opμ5spp．

タケシマラン　S．5∫7epfopo∫4ε5（Lcdeb．）FryeetRiggvar．

1αpon加3（Maxim．）Fassett．

黒穂菌（Smut）

U70cア罐s　o1∫n∫on’αθ（Kom．）Vanky［7レ加7dn’α01∫n’on’αε

Kom．］

［発生植物］タケシマラン

［文献］伊藤，119，1936b；柿罵，64，1982

エンレイソウ類　升∫1伽溺SPP．

オオバナエンレイソウ　丁肋〃2醜h傭c脚Pal1．

シュロソウ（バイケイソウ）類陥7砕脚spp．

バイケイソウ　V　gmn4ク10耀柳（Maxim．）Loes．£

シュロソウ　配η2磁o肋Regelvar．ノαpoη’oμη2（Baker）T．

Shimizu

アオヤギソウ　V川ααo航var．Pα7v卯o川溺（Miq．）Hara　et

Mizushima

エゾバイケイソウ　V砥y5甲α1襯Turcz，

コバイケイソウ　V　s如雁nεμ〃2Maxim．

黒条斑病菌

Sゆ～07ぬvαα’oπSawada

［発生植物］アオヤギソゥ

［文献］澤田，68，1958

さび菌　（Rust）

（1〉Pμc伽∫α鷹珈ακhεoi∫Pat．

［発生植物］シュロソウ，アオヤギソウ

［文献］Hiratsuka　et　al。，714，1992

（2）P麗oo’n’αvεrαヶ∫Duby

［発生植物］バイケイソウ，アオヤギソウ，エゾバイケ

イソウ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアカバ

ナ類に形成するとされる。

［文献］白井，569，1917；Hiratsuka　et　al。，719，1992

（3）U7・醒ツ‘e5加珈・n吻麗sHirats，f＆S。Sat・

［発生植物］バイケイソウ
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［文献］Hiratsuka　et　al．，937，1992

（4〉U7・溺ツcε5vθ7αか’Schr6t．

［発生植物］バイケイソウ，コバイケイソウ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はマルバ

ダケブキ，トウゲブキ等に形成。

［文献］Hiratsuka　et　a1．，939，1992

バショウ科　MUSACEAE単子葉植物

バショウ類砿μ躍SPP．

リュウキュウイトバショウ　M．6α1わi5’αηαColla

糸状菌（菌根菌）

［発生植物］ユウシュンラン

［文献］Terashita，1980

アオチドリ類Coε109105s麗〃2SPP．

アオチドリ　C　v’7’4ε　（L．）Hartm．var．

（Willd．）Richter

Rh’zoo～o加αsp，（菌根菌）

［発生植物］アオチドリ

［文献］西川・宇井，1976

δ耀o陀α如“1

Cε7005porα耀㍑5αθ60’αSawada（斑点症状）

［発生植物］リュウキュウイトバショウ

［文献］Katsuki，48，1965

サイハイラン類　C7ε灘5惚spp。

サイハイラン　Cαppεn4’c麗1α1α（Don）Makino

トケンラン　C卿gμ’6μ1α～α（Finet〉Finet

ラン科　ORCHIDACEAE　単子葉植物

ヒナラン類肋”05な溺αspp．

イワチドリ　河．えθ’5んε’（Maxim．）Schhr．

Rh’zoo’on∫αsp。（二核性菌根菌）

［発生植物］ハクサンチドリ

［文献］西川・宇井，1976

Rhizoctonia菌根菌

（1）Rh’zoo’on’α肥ρεn5Bemard

［発生植物］サイハイラン，トケンラン
（2）　1～h∫zoαon’α50’αn∫K｛ihn

［発生植物］サイハイラン

（3）Rh伽010n’αsp．（二核性リゾクトニア）

［発生植物］サイハイラン，トケンラン

［文献］西川・宇井，1976

エビネ類　Cα1αn’hεSPP．

タカネエビネ（タカネ）　Cゴ∫5colo7Lind1，var，わ’coJo7

（Lindl．）Makino

ツルラン　Cル70α1αBatem．

サルメンエビネ　C∫7’oα7∫nα1αLind1．

円斑病菌

ハみ（フosphαθ7ε〃α1α9μn（ヲn5’5Syd。

［発生植物］タカネエビネ

［文献］Katumoto，1983

Rh伽o1oπ’αsp．（二核性菌根菌）

［発生植物］サルメンエビネ

［文献］西川・宇井，1976

さび菌（Rust）

Co1ε05po7加ηδ1ε如召DieteI

［発生植物］ツルラン

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアカマ

ツ等に形成（葉さび病）。

［文献］Hiratsuka　et　al。，206，1992

シュスラン類　σoo砂θ7αspp．

アケボノシュスラン　σゆ1’03α　（Lindl．）Benth．var．

1αεv’s　Finet

ミヤマウズラ　G50h1θoh∫θn4α1∫αnαReichb．

Rhizoctonia菌根菌
（1）　Cε耀∫oゐα5’4彪用607n馨θ耀〃2（Bourdot）　Rogers

［発生植物］ミヤマウズラ

［文献］微生物目録，123，1998

（2）、Rh’200ごon如潤ρεn5Bemard

（3）　Rh∫zoo‘on∫αsoJαη∫K廿hn

［発生植物］アケボノシュスラン

［文献］西川・宇井，1976

（4）Rh伽o’o漁sp．（二核性）

［発生植物］アケボノシュスラン，ミヤマウズラ

［文献］西川・宇井，1976；微生物目録，239，1998

さび菌（Rust）

U7ε40　’5h’肋7’en5θ　（Hirats．f）Hiτat

’sh’肋7’θn3εHirats．f］

［発生植物］アケボノシュスラン

［文献］伊藤，79，19381Hiratsuka　et　al。

．£［P麗oo’n∫α5かμ溺

，1109ラ1992

キンラン類　C叩hα1傭hεm　spp．

ユウシュンラン　Cε7θo如（Thunb．）Blume　var．
5めαphア11α（Miyabe　et　Kudo）Ohwi

テガタチドリ類の脚α4εn’αspp．

ノビネチドリ　（王cα厩50hα’∫oα（Cham．）Miyabe　et　Kudo
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Rhizoctonia菌根菌

（1）Cα観o加5雌㍑溺oo7nむ召耀溜（Bo皿dot）Rogers

（2）Rh’zoo’on2αsp．

［発生植物］ノビネチドリ

［文献］西川・宇井，1976

クモキリソウ類　五脚漉spp．

セイタカスズムシソウ　L．∫αρon’oα（Miq．）Maxim，

ジガバチソウ　乙．ん耀〃2θ7’Fr，etSav．

コクラン　L．ηεrvo3α（Thunb。）Lindl．

Rhizoctonia菌根菌

（1）Rhどzoαo躍α肥ρε溺Bemard

［発生植物］セイタカスズムシソウ，クモキリソウ類の

一種

（2）Rh彪oo1oniαsp．

〔発生植物］ジガバチソウ

［文献］西川・宇井，1976

さび菌（Rust〉

Coleo5po7如溺わ」召磁εD正e重el

［発生植物］コクラン

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアカマ

ツ等に形成（葉さび病）。

［文献］Hiratsuka　et　a1．，206，1992

［文献］西川・宇井，1976

さび菌（Ru動
（1）ル五召1α趨ρ507αoκh∫漉s一ヂ印e班i5PlOWL

［発生植物］ハクサンチドリ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はノヤナ

ギに形成。

［文献］白井，349，1917

（2）Pμoo’n’αρmθg紹o’1’5Aτthur　vaLρ～α897αci1な

［発生植物］ハクサンチドリ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はヌカボ

類に形成。

［文献］Hiratsuka　et　al．，576，1992

コケイラン類　0ヂθ076h∫s　spp。

コケイラン　0ρα1εns（LindL）Lindl．

Rh’zoo’oη’αsp．（二核性菌根菌）

［発生植物］コケイラン

［文献］西川・宇井，1976

さび菌（Rust）

Co1θ05po7敵加わ～ε磁θDiete1

［発生植物］コケイラン

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアカマ

ツ等に形成（葉さび病）。

［文献］Hiratsuka　et　a1．，206，1992

ホザキイチョウラン類M’o〆05り・1’sspp．

ホザキイチョウラン　M．〃多onophy〃03（L．）LindL

Rhizoctonia菌根菌
（1）1～h’zoolon’α7βρεη5Bemard

（2）Rh’zoc言on1αsp。（二核性）

［発生植物］ホザキイチョウラン

［文献］西川・宇井，1976

サカネラン類　漉o〃’o　spp．

サカネラン　1“n’伽s一αv’5（L．）RicH　var．脚ns加7’oα

Komar．

Rh‘zo6～on‘αsp。（菌根菌）

［発生植物］サカネラン

［文献］西II1・宇井，1976

ガンゼキラン類　Phα砺spp．

カクラン　R緬noα7v1〃εαε（Banks〉Blume

さび菌（Rust）

Co’eo5po7如醒わJe伽e　Dietel

［発生植物］カクラン

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアカマ

ツ等に形成（葉さび病）。

［文献］Hiratsuka　et　al．，206，1992

タカネトンボ類　P嬬αn！hθ7αspp．

キソチドリ　P．o擁ワ4’oご4esFr．Schm．

オオヤマザキソウ　P5αohα伽εn5’5Fr．Schm．

ホソバノキソチドリ　R～伽10’4ε5LindL

ナガバトンボソウ　P吻μ10∫4esvar．1i泥α7の伽Ohwi

ハクサンチドリ類Oroh’5spp．

ハクサンチドリ　o．α7競伽Fisch．

Rhizoctonia菌根菌

（1）Rh’zoびon∫α理ρεη5Bemard

（2）R肋06～on∫αsp．（二核性）

（3）Rh彪o‘’on’αsp．（多核性）

［発生植物］ハクサンチドリ

Rhizoctonla菌根菌
（1〉Cα飢o加3’4彪〃200耀馨ε耀η2（Bourdot）Rogers

（2）Rh’zoofon∫α7εpεn5Bemard

（3）Rh∫zoc’o廠sp。（二核性）

［発生植物］キソチドリ，オオヤマザキソウ，ホソバノ

キソチドリ，ナガバトンボソウ

［文献］西川・宇井，1976
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トキソウ類Pogo伽spp．
トキソウ　Pノαρon∫cαReichb．fi1．

Rhizoctonia菌根菌
（1）Cεrα’obα5雌麗溺co7n’g¢r蹴朔（Bourdot）Rogers

（2）Rh詑ooloη’ακpεn5Bemard

［発生植物］トキソウ

［文献］西川・宇井，1976

ネジバナ類助’7αn’hθ5spp．

ネジバナ　S，5’n召π5’5（PerS．）Ames

Rhizoctonia菌根菌

（1）Cαα，06α5’漉麗規oo7nむ6耀溺（Bourdot）Rogers

（Rhごzoαo躍αAG－C）

（2）Rh彪oαon∫α7甲εn5Bemard

（3）　」Rh’zoclon∫α50」α雌’K茸hn

［発生植物］ネジバナ

［文献］西川・宇井，19761Terashita，19821Uetake　et　a1。，

1992

［文献］Vanky＆Harada，198gl岸，1226，1998

ガマ科　TYPHACEAE　単子葉植物

ガマ類　7塑hαspp．

ガマ　T1α妙b1如L．

カミコウヤクタケ

助fhε1εヶ吻ε（Pers．）Pat．

［発生植物］ガマ（葉上）

［文献］伊藤，122，1955

黒穂菌（Stem　smu象）

U蛾1‘1go97α澱4’s　FL

［発生植物］ガマ（茎）

［文献］白井，717，1917

Phア”05”o1αり励’肥Sacc．＆Malbr．（斑紋症状）

［発生植物］ガマ（葉）

［文献］白井，451，1917

トンボソウ類　ル10∫’5spp、

Rh’zoo！on’αsp．（菌根菌）

［発生植物］トンボソウ類

［文献］西川・宇井，1976

ミズアオイ科　PONTEDERIACEAE単子葉植物

ミズアオイ類温onooho7iαSPP．

コナギM　vα9’nα1’5（Bu㎜，m。）Presl　var．ρ」α臓ginεα

（Roxb．）Solms－Laub．

Rh’zoc’oπ’αsoJαn’K曲n［伽oohn躍35α5α航Shirai］（紋枯

症状）

［発生植物］コナギ

［文献］白井，293，1917

ミクリ科　SPARGANIACEAE単子葉植物

ミクリ類助α7gαn珈spp。

ミクリ　＆ε7θ01μ吻L，

白葉枯（しらはがれ）菌

漁n～ho〃70ηαso1γzαεpv。o型zαθSwingsetaL1990

［発生植物］ミクリ

［文献］田上・水上，54，1962

黒穂病菌　Smut
八硫πψ」4”o〃2』yoεs5pα7gαηだ（Lagerh．）　vanky

［発生植物］ミクリ

ショウガ科　z取GIBERACEAE単子葉植物

ハナミョウガ類ゆごn’αspp．

ハナミョウガ　オ．ノαρoπ’cα（Thunb．）Miq．

裏すす病菌

C8700spoヂααψ’n∫αθP．＆H。Syd，

［発生植物］ハナミョウガ

［文献］山本・前田，44，1960；Katsuki，69，1965

3．双子葉植物離弁花類寄生・共生菌類

ツルナ科　AIZOACEAE離弁花類

ザクロソウ類Mo伽gospp．

ザクロソウ　〃1ρe班αphッ11αL．

41加go彫o〃μg’η’51to（白さび症状）

［発生植物］ザクロソウ

［文献］伊藤，140，1936a；宇田川ら，上248，1977；小林ら，

510ラ1992

ヒユ科　AMARANTHACEAE離弁花類

イノコヅチ類廊hア7αn’hε5spp．

イノコヅチ　オ．ノαpoη’oα（Miq．）Nakai

濯加goαch野αn！h∫5（Hcnn．）Miyabe（白さび症状）

［発生植物］イノコヅチ
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［文献］伊藤，146，1936a；宇田川ら，上249，1977；小林ら，

510，1992

［文献］Hira乳suka　et　al．，356，1992

褐斑（かっぱん）病菌（裏すす病菌）　Leafspot

（1〉Cθ7・・5P・γ倣ch脚n’h∫5Syd，

［発生植物］イノコヅチ

［文献］澤田，104，19581Katsuki，8，19651宇田川ら，下

889，1977
（2）Cεκ・sp・7α伽・hツα’αEllis＆Everh。

［発生植物］イノコヅチ

［文献］白井，U3，19171山本・前田，47，19601Katsuki，8，

1965

ウマノスズクサ科　ARISTOLOCHIACEAE離弁花類

ウマノスズクサ類オ7’310100hfαspp．

ウマノスズクサォ．4εわ’1∫5L．

さび菌（Rust）

Co1εospo7’配溺α溶’0100h∫αεY。Ono

［発生植物］ウマノスズクサ

［文献］Hiratsuka　et　al．，203，19921小林ら，524，1992

ツルノゲイトウ類イ1’ε7nαn∫hθm　spp．

ツルノゲイトウ　オ．3ε5sf”5（L．）DC．

オ1加goわ1∫∫’（Biv．）Kuntze（白さび症状）

［発生植物］ツルノゲイトウ

［文献］伊藤，145，1936al宇田

510，1992

1ら，上249，19771小林ら，

Rh’zoo～on∫α501αn’mhn［砺poohn㍑55αsα肋Shirai］（紋枯

症状）

［発生植物］ツルノゲイトウ

［文献］白井，293，1917

フタバアオイ類廊α耀溺SPP．

フタバアオイ　オ．cα麗1esce麗3Maxim．

オクエゾサイシンオ．hθごε70かopo’4e3Fr．Schm。

ウスバサイシン　オ．5∫帥o’4πMiq．

さび菌（Rust）

（1）Cε701ε1’μ溺α5α7∫】くaneko，Katum．＆Hirats．£

［発生植物］フタバアオイ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，306，1992

（2）　P麗oo加’αα5α7’nαKuntze

［発生植物］オクエゾサイシン，ウスバサイシン
［文献］Hiratsuka　et　al．，729，1992

ヒユ類オ〃鰍αn伽5SPP．

イヌビユ　オ．1加ゴ硲L．

ヒユ　／L〃2αngo51αn麗5L

濯枷goわ1”∫（Biv．）Kuntze（白さび症状）

［発生植物］イヌビユ，ヒユ

［文献］白井，189，1917；伊藤，145，1936a；宇田川ら，上

249，19771小林ら，510，1992

ケイトウ類Cε105’αspp．

ノゲイトウ　Cα屠θn’θαL．

うどんこ菌（Powderymildew）

Eリノ5ψhεcε10s’αεTanda

［発生植物］ノゲイトウ

［文献］Tanda，2000

ツリフネソウ科　BALSAMINACEAE離弁花類

ツリフネソウ類加p副εn3spp．

ハガクレツリフネ　正妙ρophッ11αMakino

キツリフネ　正no1’一1αngθ7εL．

ツリフネソウ　正’εx∫07’Miq．

べと菌（Do㎜ymildew）
P1α5溺・μ7αoわぬcen3（Schr6t，）Schr6t．

［発生植物］キツリフネ，ツリフネソウ

［文献］伊藤，164，1936al小林ら，511，1992

斑点病菌

P5εμ400θκ05ρo耀　わα15α1η加αθ　（Syd．）　Deighton

［CεκoΨ07αn（ヅ∫〃2α∫Togashi＆Katsuki］

［発生植物］ツリフネソウ

［文献］澤田，109，19581Katsuki，14，1965；小林ら，543，

596，1992

ウコギ科　ARALIACEAE離弁花類

トチバニンジン類Pαn砿spp．

トチバニンジン　Pノ卯on∫c麗用C．A．Mey．

さび菌（Rust）

Och701ρ50雌4α15εnεn3’s　T．Hirats。＆Uchida　ex　Hirats．f

［発生植物］トチバニンジン

円斑（まるはん）病菌

Cθκ03ρo万4加溺cα1np∫一5’1’∫（Speg．）Liu＆Guo

［発生植物］キツリフネ

［文献］澤田，106，1958；Katsuki，13，19651小林ら，476，

1992

さび病菌　Rust

P麗oc加’αα79εn‘徽（Schultz）Winter
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［発生植物］ハガクレツリフネ，キツリフネ，ツリフネ

ソウ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はレンプ

クソウに形成。

［文献］Hiratsuka　et　al．，794，1992

うどんこ病菌　Powderymildew

助hαε70∫hεoα　6αZsα痂nαε　（Wallr。〉　Kari［α伽吻

加」5α加nαε　R司d。，　助hαεro’hεoα　ノ泌g加εα　（SchkdL）

Pollacci］

［発生植物］キツリフネ，ツリフネソウ，ニューギニア

インパチエンス（加pα舵ns×妙7∫4μ5）

［文献］・澤田，102，1951；Amano，316，1986；大谷・伊藤，

171，19881丹田，1997bl野村，21，1997

トキワイカリソウ　丑sε〃2pε7vかθηsNakai

さび菌（Rust）

（1）オεo∫4珈ε卿ε4”Henn．＆Shirai

［発生植物］キバナイカリソウ，バイカイカリソウ，イ

カリソウ，トキワイカリソウ
［文献］白井，13，1917；Hiratsuka　et　a1，，1046，1992

（2）P㍑oo’脚εp伽e翻Miyabe＆S．Ito

［発生植物］トキワイカリソウ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，774，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eα吻hεoo脚2扉n’s（WallL〉Fr．

［発生植物］キバナイカリソウ

（2）0漁規sp．

［発生植物］イカリソウ，トキワイカリソウ

［文献］Amano，185，1986

メギ科　BERBERIDACEAE　離弁花類

ナンブソウ類廊h加spp，
ナンブソウ　ィ．ノαpon∫oαMaxim．

べと菌（Downymildew）

Pε70no5po7ααoh砂4∫s　S。Ito＆Tokunaga

［発生植物］ナンブソウ

［文献］伊藤，200，1936a

ルイヨウボタン類　Cαμ10phッ伽醒spp．

ルイヨウボタン　C．70伽5’μ川Maxim．

オニカヨウ　c．孟hα1厩70∫4e5Michx．

斑点病菌

Ceκo脚雌oαμ10phア11’Peck

［発生植物］オニカヨウ

［文献］山本・前田，49，1960

さび菌（Rust）

。4εo泌㈱oαμ10phツ〃’Kom、

［発生植物］ルイヨウボタン

［文献］Hiratsuka　et　al。，1041，1992

ムラサキ科　BORAGmACEAE　離弁花類

ハナイバナ類　βo‘h7∫05pε7〃2襯2spp．

ハナイバナ　β．～εnε〃μ’n（Homem．）Fisch．et　Mey，

べと菌（Downymildew）
Pαono5po7αわo！h7’ospeηn∫Sawada

［発生植物］ハナイバナ

［文献］伊藤，211，1936a

さび菌（Rust）

∠4eo’ゴ彪醒boまhガ05P召7〃2∫Henn，

［発生植物］ハナイバナ

［文献］Hiratsuka　et　al．，1039，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

Eリノsψhεごoho～αoθα耀醒DC，

［発生植物］ハナイバナ

［文献］Amano，389，1986

イヌムラサキ類飾glo330∫4ε3spp。

イヌムラサキ　β．α’vεπ5’s（L．）Johnston

サンカヨウ類Pψhッ〃ε∫αspp．

サンカヨウ　D．9mツ’FLSchm．

Cθ7005pom　oαμ10phッ11’Peck（斑点症状）

［発生植物］サンカヨウ

［文献］Katsuki，15，1965

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eり～5ψhεo’oho7αoεαr醐2DC，

［発生植物］イヌムラサキ

［文献］白井，223，1917

（2）Eリノ5ψhερoヶgon’DC．

［発生植物］イヌムラサキ

［文献］白井，225，1917

イカリソウ類1勃耀伽規spp．

キバナイカリソウ　E，oアe耀μ〃2Nakai

バイカイカリソウ　E4ψhッ〃脚（Mon・．＆Decne．）Lodd．

イカリソウ　E　gmn4ヴ10耀〃3Morr．var。’加n加7g’α鰍溺

（Miq。）Nakai

オオルリソウ類（》no9105sμ溺SPP．

オニルリソウ　C．α3pθ77’鰍〃2Nakai．
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うどんこ菌（Powderymildew）

E那ψhεho77’4ぬ（Wallr．）L6v．

［発生植物］オニルリソウ

［文献］Amano，390，1986

オカムラサキ類　撒oκ読αspp．

オカムラサキ（イワムラサキ）　且44ε耀（Wahlenb．）

Opiz

うどんこ菌（Powderymildew）

Eリノ5ψhεc∫oho7αcεα耀1ηDC，

［発生植物］オカムラサキ

［文献］白井，223，1917

カラハナソウ類魚耀伽spp．
カナムグラ　κ5ωn4εn5（Lour．）Men・il1

カラハナソウ　丑1塑μ1硲L．vaL　co〆4ヴb1’μ5（Miq．）Maxim．

べと菌（Downymildew）
P3¢μゴopε70nospo7αhμ綱μ1ご（Miyabe＆丁査kahashi）Wilson

［発生植物］カナムグラ，カラハナソウ

［文献］伊藤，173，1936al宇田川ら，上259，1977

褐斑（かっぱん）病菌（角斑病菌）

Psε麗40ceκ03po7αh㍑溺μ1’（Hori）Guo＆Liu［Cεκ05pom

hμ川μ1’Hori1

［発生植物］カナムグラ

［文献］澤田，109，1958；Katsuki，48，1965；今泉ら，19961

岸，1209，1998

キュウリグサ類　鈴’gono～13spp，

ミズタビラコ　Tわ7θvψε3（Maxim，）Maxium。

キュウリグサ（タビラコ）

Benth．

T　」ワε4μηc解1απ5　（TreviL）

べと菌（Downymildew）

Pθ70η05Po7α1πgonoだ4’3S，Ito＆Tokunaga

［発生植物］キュウリグサ

［文献］伊藤，210，1936a

さび菌（Rust）

（1）　。4θo’ゴ如〃2わo～h”oψε7〃πHenn．

［発生植物］ミズタビラコ

［文献］白井，7，1917

（2）　オεo∫4’μ〃軍εガ’riohi’Henn。

［発生植物］キュウリグサ

［文献］白井，13，19171Hiratsuka　et　al．，1047，1992

（3〉盈’ゴ珈惣・π・1’4’5Syd。

［発生植物］キュウリグサ

［文献］白井，29，1917

（4）　Thθ左op50rαわ7αohアδoか：ソ4’5Tranzschel

［発生植物］ミズタビラコ

［文献］伊藤，68，1938；Hiratsuka　et　al．，139，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）E埋吻hεho刑4吻（Wallr．）L6v．

［発生植物］キュウリグサ

［文献］Amano，397，1986

（2）　ερhααo！hθoαル1’g∫nεα（SchltdL）　Pollacci

［発生植物］キュウリグサ

［文献］．Amano，397，1986

（3）助hααo∫hεoαhμ襯㍑1∫（DC．）Buπi11

［発生植物］キュウリグサ

［備考］上記2種は複合種であり，要検討。

［文献］野村，51，1997

P妙〃051’6’αh徽繭nαSacc．＆Syd，（斑紋症状）

［発生植物］カラハナソウ

［文献］白井，447，1917

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eり～3ψhθoどoho～αcεα耀加DC．

［発生植物］カラハナソウ

［文献］白井，223，1917

（2）助hαε70’hθoα溺αo吻7’5（Wallr．：Fr．）Lind［＆h㍑燃1’

（DC．）Buπm］

［発生植物］カナムグラ，カラハナソウ

［文献］Amano，150，19861大谷・伊藤，268，1988

（3）助hαεr・’hε・αμ’9’nεα（Schltdl．〉P・llacci

［発生植物］カナムグラ

［備考］上記種は複合種であり，要検討。

［文献］野村，44，1997

ナデシコ科　CARYOPHYLLACEAE離弁花類

ノミノツヅリ類ルθη伽αspp．

ノミノツヅリ　　。4．3ε胆ッ〃がb々αL．

さび菌（Rust〉

Pμω伽α7εn副αe　Winter

［発生植物］ノミノツヅリ

［文献］白井，507，1917

ミミナグサ類　Ce7α3伽配spp．

ミミナグサ　C　holo3～εo’4ε5Fr．var，卿gμ吻b1’嫌

（Franch．）Mizushima

タガソデソウ　C．ρ磁040耀刑　Steven　ex　Seringe　vaL

α溺麗rεn5e（Regel）Mizushima

ホソバミミナグサ　C　7めεscεn3Matt£var．ovα伽溺

（Miyabe）Mizushima

ミヤマミミナグサ　C5ごh’zope～α1μ〃2Maxim．

アサ科　CANNABIDACEAE　離弁花類
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暗点病菌

五ψo’70ch’1α　cε7α5πo耀溺　（WallL）Sch廿epP　IFαわ7α召α

oθrα5～’o耀溺（Wallr．）Rehm．］

［発生植物］ミミナグサ

［文献］澤田，147，1952al小林ら，166，1992

べと菌（Downymildew）
Pαono5ρ07αoαα31∬一91απ4κ105’S。Ito＆Tokunaga

［発生植物］ミミナグサ

［文献］伊藤，181，1936a

奮αヂ∫oP5∫5α1わo■ose〃α（Desm．）Sacc．

［発生植物］ミミナグサ（葉）

［文献］白井，301，1917

黒点葉枯（こくてんはがれ）病菌

Sβρ’07’αcεm5’πRoberge＆Desm。

［発生植物］ミミナグサ，タガソデソウ

［文献］白井，611，19171澤田，56，1958

さび菌（Rust）

漉」α即50rε〃αoα伊oρhツ11αoeα耀刑Schτ6t．

［発生植物］ミミナグサ，ホソバミミナグサ，ミヤマミ

ミナグサ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はモミ，

ウラジロモミ等に形成（葉さび病）。

［文献］伊藤，76，19381Hiratsuka　et　a1．，47，1992

ナンバンハコベ類　Cμcμ加1娚spp。

ナンバンハコベC加co塘7L．var．ノ叩on’cμ5Miquel

べと菌（Downymildew）

Pε70no5po辺cμc麗わα1’S。Ito＆Tokunaga

［発生植物］ナンバンハコベ

［文献］伊藤，179，1936a

［U5’i1αgos砂εめαLiro，U吻1αoeα（Pers．）Rousse1］

［発生植物］カワラナデシコ

［文献］伊藤，45，1936bl柿爲，98，1982

円星（まるほし）病菌

（1）Hαe705ρ071躍η4iαn1h’Sawada

［発生植物］カワラナデシコ

［文献］澤田，99，1958

（2〉　ルかco5phαe肥’1α　4’αn’h’　（Burt）　Jσrs

θoh∫nμ1α～μ〃3（Berk．）Cooke］（黒点症状）

［発生植物］カワラナデシコ（葉）

［文献］白井，277，1917

．［旋1αo甲o肋溺

さび菌（Rust）

（1）P㍑’n’αα7εn副αεWinter

［発生植物］カワラナデシコ

［文献］白井，507，1917

（2）Pμod痂αゴ∫αn’h∫ヅαpon1αHenn．

［発生植物］フジナデシコ

［文献］白井，523，19171Hiratsuka　et　a1．，760，1992

（3）Ur・川アσεs伽nlh’（Pers．）Niess1

［発生植物］カワラナデシコ

［文献］Hiratsukaαa1．，947，1992

ヤンバルハコベ類D伊脚吻SPP．

ヤンバルハコベ（ナバリハコベ）　D．

Willd．

oo74α1α　（L。）

斑点病菌

ακ岬o雁吻加α吻εKatsuki

［発生植物］ヤンバルハコベ

［文献］山本・前田，55，19601Katsuki，17，1965

ハマハコベ類　Ho庸nアαSPP．

さび菌（Rus重）

P疏co’n’αα78n副αe　Winter

［発生植物］ナンバンハコベ

［文献］白井，507，1917

べと菌（Downymildew）
Pe70no5po7ααな’nεαη4η1CaSP・

［発生植物］ハマハコベ類

［文献］白井，413，1917

ナデシコ類D’αn’hμ3spp．

フジナデシコ　D．ノ叩on’α‘5Thunb．

エゾカワラナデシコ　n　s塑ε吻s　L．

カワラナデシコ　n5塑εめ雄var．
（Maxim．）Williams

褐斑（かっぱん）病菌

Cθκo解併α4枷1hi　MUller＆Chupp

［発生植物］エゾカワラナデシコ

［文献］山本・前田，54，1960

10ng’0め，0’nμ5

黒穂菌（Smut）

ルで’c70わo～伊研1v∫01αoεμ’n　（Pers．：Pers．）Dem1＆　Oberw．

センノウ類身chη’5spp．

フシグロセンノウ　L．砺gμε1’α襯Rohrb．

めco5phαθ7ε〃αヶohn’oo1αSyd．（斑点症状）

［発生植物］フシグロセンノウ

［文献］白井，383，1917

さび菌（Rust）

（1）P麗oo’niααrεnα吻εWinIer

［発生植物］フシグロセンノウ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，758，1992

（2〉　U70ητツoεεαα5s∫vεπεx　Die重el
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［発生植物］フシグロセンノウ

［文献］Hiratsuka　et　al．，946，1992

イワツメクサ＆nψpoη∫oαOhwi

エゾオオヤマハコベ（エゾオオヤマフスマ）　S，
耀4∫αn5L．

オオヤマフスマ類赫oεh7’ng∫αspp。

オオヤマフスマ　M、1α～ε拶b1’α（L．）Fenzl．

タチハコベM．！7∫nε用α（L。）Clai四．

べと菌（Downymildew）
Pαono甲07αα7θηα7如θ（Berk．）Tul．

［発生植物］オオヤマフスマ，タチハコベ

［文献］伊藤，180，1936a

黒穂菌（Smut）

賭’αoわoの7μ規　v∫o’αごεμ切　（Pers．IPers．）Deml＆　Oberw．

［U並1αgo　αnオhε旧川’η　（DC。）Fr．，U　v’01αoεα　（Pers。）

Roussel］

［発生植物］オオヤマフスマ，タチハコベ

［文献］伊藤，45，1936bl柿罵，98，1982

べと菌（Downymildew）

（1）Pe70η卿o耀脚伽Gaum．

［発生植物］コハコベ

［文献］伊藤，182，1936a

（2）Pε70no5ρo雌5∫θ〃α7’αε一α9μα”6αεSwada

［発生植物］ウシハコベ

【文献］伊藤，183，1936a

（3）Pαoηoψo順5’ε〃α7’αε一μ1喀初034εSwada

［発生植物］ノミノフスマ

［文献］伊藤，184，1936a

べと菌重複寄生菌

加ぬcα’庇7sθη吻α’αWint

［発生植物］コハコベ

1文献］白井，195，1917

さび菌（Rust〉

（1）Pμ06’n’αα7εnα吻εWinter

［発生植物］オオヤマフスマ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，758，1992

（2）U70溺ッoε5η20εh7’ng1αεS．Ito＆Hirats．£

［発生植物］オオヤマフスマ

［文献］Hiratsukaet　al．，950，1992

白斑（はくはん）病菌
（1）なα海oP5なα1わ0705ε11α（Desm．〉Sacc．

［発生植物］ウシハコベ，コハコベ（葉）

［文献］白井，301，1917

（2）　廊α7’op5’55∫ε11‘z7∫αe　Trai1．

［発生植物］ウシハコベ

［文献］澤田，112，1958

マンテマ類S’1εnθspp．

エゾマンテマ　S，ノb1’05αMaxim．

さび菌（Rust）

U70溺アoε3∫nαεgμiα加5Lasch　ex　Rabenh，

［発生植物］エゾマンテマ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，949，1992

オオツメクサ類　助ε刑g吻spp，

ノハラツメクサSl曜vεη廊L．

さび菌（Rust）

Pμoo∫n∫αα7εn副αεWinter

［発生植物］ノハラツメクサ

［文献］Hiratsuka　et　al．，758，1992

ハコベ類　Sごe磁7如SPP．

ノミノフスマ　＆α」5’nεGrim．var．襯ぬ」α∫α（Thunb．）

Ohwi

ウシハコベSα9μ磁oα（L．）ScOP．

サワハコベ＆4∫vε老3醒07αMaxim，

シラオイハコベ　＆声nzJ”Regel

エゾハコベ＆加用卿5αRottb．

コハコベ（ハコベ）　＆肥41α（L．）Villars

円星（まるほし）病菌
6ルμ1απα3ごε〃απαε　（Rabenh．）　Sacc．

［発生植物］ウシハコベ

［文献］澤田，83，1951；宇田川ら，下903，1977；小林ら，

434，1992

黒点病菌

5εμo椥5陀〃α禰εRoberge＆Desm．

［発生植物］コハコベ

［文献］澤田，67，1958

Rh伽o’on’αsp．（二核性リゾクトニア）

［発生植物］ノミノフスマ

［文献］微生物目録，240，1998

さび病菌　Rust

（1）漉1α卯s・78〃αc鰐・phツ〃αcθ徽溺Schr6t．

［発生植物］シラオイハコベ，エゾハコベ，コハコベ，

イワツメクサ，エゾオオヤマハコベ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はモミ類

に形成（てんぐ巣病）。

［文献］伊藤，76，1938；Hiratsuka　et　al，，46，1992

（2）P麗cc’n’αα7εnα吻εWinter

［発生植物］ノミノフスマ，ウシハコベ，サワハコベ，

コハコベ，イワツメクサ

［文献］白井，507，19171Hiratsuka　et　al．，758，1992
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Sり73αnμsρα〃θ30θn5Fuckel

［発生植物］ハコベ（葉）

［備考］Do剛o岬oε3属に転属させるべきと考えられる。

［文献］白井，643，1917

うどんこ菌（Powderymildew）

E埋吻hのθ惚（Va五ha〉Weltzien［E　oo〃2〃2槻’5（Wall【）

Fr．］

［発生植物］ケアリタソウ，アメリカアリタソウ

［文献］Amano，164，19861大谷・伊藤，191，19881野村，

197，1997

アカザ科　C肥NOPODIACEAE離弁花類

ハマアカザ類　護～ゆ1εx　spp、

ハマアカザ（コハマアカザ）　イ．3めoo74α‘αKitag．

ホウキギ類　κooh∫αspp。

ホウキギ（ハハキギ）　1ζ500pαr’α（L．〉Schrad。

べと菌（Downymildew）
Pεroηo甲07α加noヂ（Caspary）Gaum．

［発生植物］ハマアカザ

［文献］伊藤，195，1936a

べと菌（Downymildew）

Pαonospo7ακoohぬθGaum．

［発生植物］ホウキギ

［文献］伊藤，197，1936a

Lεp∫ospo7α　　7μδε11α　　（Pers．：Fr。）

ρo厚》hツ709εnμ5（Tode）　Sacc．］

［発生植物］ハマアカザ

［文献］白井，401，1917

Rabenh．［Oph’・わ01鰐 301ε70∫伽70狗1Sacc．

Tul．］（白絹症状）

［発生植物］ホウキギ

［文献］白井，291，1917

［伽oohπ㍑5　0εnかヴレ9μ5　（L6v．）

アカザ類　Chεnopo4珈SPP．

マルバアカザ　C諺cμ雁η伽用Willd．

シロザ　C．α’加用L．var．α’加加

アカザC．α1加溺L．var．08n’707め7麗〃2Makino

ケアリタソウ　Cα柳扉03fo∫4θ5L．

アメリカアリタソウ　Cα溺ケ0510ご4e5var。αn‘hε1〃2∫n”oμ〃2

（L．）A．Gray

コアカザ　C弄切b伽〃2Smith

べと菌（Downymildew）

Pαono5po7αvαπαδ痂5Gaum。

［発生植物］アカザ

［文献］伊藤，196，1936a

アッケシソウ類Sα1∫co禰αspp．

アッケシソウ　＆ε即opαεαL．

内生菌

（1）14〃ε7παパαSPP，

（2）C1α405poガ㍑η2SPP．

（3）、P1θ05po7αSP．

（4）S’θ加phア1∫μ〃2SPP．

〔発生植物］アッケシソウ

［文献］岡根，2001

センリョウ科　CHLORANTHACEAE離弁花類

円星（まるほし）病菌

Cεκ03po7α伽わ’α（Riess）Winter［C　chεnopo4πCooke］

［発生植物］アカザ

［文献］白井，115，19171澤田，108，1958；山本・前田，55，

1960；Katsuki，18ラ1965

半身萎凋（はんしんいちょう）病菌　Verticillium　wilt

Viεπ∫o∫〃’㍑〃24αh1’αεKlebahn

［発生植物］シロザ

［文献］萩原ら，1987；微生物目録，264，1998

輪斑（りんはん）病菌

Phッ1105！’o如ごhεnopo4”．α1わ∫Siemazsko

［発生植物］アカザ

［備考］この他，白井，445，1917はP．chεnopo4’∫AIlesch．

＆Noackの発生を報告している。

［文献］澤田，39，1958

チャラン類　Chlo7αn’加3spp。

フタリシズカ　C5e77α吻5（Thunb．）Roem．et　Schult．

うどん’こ菌（Powderymildew〉

E’ア5ψhεo〃07αn孟h’　（Golov。＆Bunkina）U．Braun　［E。

coη2耀n∫5（Wallr．）Fr．sens．Amano］

［発生植物］フタリシズカ

［文献］Amano，187，19861大谷・伊藤，196，1988；野村，

208，1997

裏すす病菌

P5εμ400εκ05po耀‘hlo7αn‘h∫（Togashi＆Katsuki）　Liu＆

Guo［Cεκo甲07αchlo7αn∫h∫Togashi＆Katsuki］

［発生植物］フタリシズカ

［文献］山本・前田，50，19601Katsuki，19，1965

ミズキ科　CORNACEAE離弁花類
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ミズキ類　Co7n硲spp。

ゴゼンタチバナ　C　o碗α虎n5’sL．

［文献］Amano，208，1986

さび菌（Rust〉

Pμoo’n’叩oψhy709ε碑αCu面s

［発生植物］ゴゼンタチバナ

［文献］白井，557，1917；Hiratsuka　et　al．，831，1992

ベンケイソウ科　CRASSULACEAE　離弁花類

キリンソウ類Sεゴ襯spp．

ホソバノキリンソウ　＆α’200nL．

コモチマンネングサ　S，加1わ塘耀規Makino

キリンソウ＆肋瓶50hα1∫cμ〃2Fisch．

オノマンネングサ＆枷εσ7εThunb．

マルバマンネングサ　S・灘た’noごMaxim．

イワベンケイ　＆705εμ規（L．）Scop．

チチッパベンケイソウ　85074∫ぬ醒Maxim。

オオベンケイソウ　＆Ψε01α捌θBoreau

ヒメレンゲ　＆餌伽’εMiq．

ムラサキベンケイソウ　S．1ε1ξρh’μ規vaτ．ρ麗ψ躍7εμ〃2L．

ミツバベンケイソウ　＆vε所o〃α～徽L．

アブラナ科　CRUCIFERAE
花類

（BRASSICACEAE〉離弁

ハタザオ類　イ声α傭SPP．

ハタザオオ．g1αわm（L．〉Bemh．

ミヤマハタザオオ．ヶα’αL．var．加厩3chα～’oαFischer

ヤマハタザオ　ィ．hfr5勲（L．）Scop．

エゾハタザオオ．ρεnぬ1αL．

ハマハタザオオ．s’ε11ε7’DC．var。ノαpoπ’oα（Gray）F「，

Schm．

オ1加go　o伽グ’ぬ（Pers．）Kuntze（白さび症状）

［発生植物］ハタザオ，ミヤマハタザオ，ヤマハタザオ，

エゾハタザオ，ハマハタザオ

［文献］白井，37，19171伊藤，B7，1936a

うどんこ菌（Powderymildew）

Eりノsψhεα君αわ’4’s　Zheng＆Chen

［発生植物］エゾハタザオ

［文献］大谷・伊藤，269，19881野村，177，1997

Phア1・ph～h・7α・α・’・耀規（Lebe質＆C・hn）Schr6t．［P

o溺n’vo7αDe　Bary］（疫病症状）

［発生植物］キリンソウ類

［文献］白井，461，1917

さび菌　（R．ust）

（1）Pμc6加’のε惚’Kusano

［発生植物］ホソバノキリンソウ，キリンソウ，ムラサ

キベンケイソウ

［文献］Hiratsuka　et　al．，777，1992

（2）Pμ06∫n如昭πわ’1’αGu6pin　ex　Duby

［発生植物］イワベンケイ

［文献］Hiratsukaetal．，778，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）助吻hθρ・ケ9・n’一type

［発生植物］オノマンネングサ，マルバマンネングサ，

ヒメレンゲ

［文献］野村，228，1997

（2〉助吻he5ε41U．BTaun［丑co溜m槻∫5（Wallr．）Fr．，E．

えnα躍αεDuby，鳶ohπoohαασρoヶgoη’（DC．）Sawada］

［発生植物］ホソバノキリンソウ，コモチマンネングサ，

キリンソウ，オノマンネングサ，マルバマンネングサ，

オオベンケイソウ，ヒメレンゲ，ムラサキベンケイソウ

［文献］澤田，115，19511Amano，207，208，19861大谷・

伊藤，195，1988；野村，201，1997

（3）助吻hεsp．

［発生植物］ミツバベンケイソウ

［文献］Amano，208，1986

（4）0伽規sp．

［発生植物］チチッパベンケイソウ

ヤマガラシ類飾吻7eαspp，

ヤマガラシ　B．07fhocerα5Ledeb，

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）助sψhε・’oho7αcεα7μ襯一type

［発生植物］ヤマガラシ

［文献］野村，220，1997

（2）助sψhθsp．

［発生植物］ヤマガラシ

［文献］Amano，194，1986

アブラナ類β7α55ioαspp．

アブラナ丑oα仰θ5！鷹var．r卯塘rαMetzg．

アビシニヤガラシ　B．oα7’nα砿A．Br．

クロガラシβ．nむm（L．）Koch

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eリノ5ψhe　c’cho7αcεα7躍ηDC．

［発生植物］アブラナ

［文献］Amano，194，1986

（2）助sψhερ・ケ9・n∫一type

［発生植物］アブラナ，アビシニヤガラシ，クロガラシ

［文献］野村，220，1997

（3）助珈hεc7μ・⑫徽用OpizexJunel1

［発生植物］アビシニヤガラシ，クロガラシ，B．1μncεα

vaLα5’α’∫0κ吻，8，n卯0わ7α55’0α

［文献］Amano，194，1986
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ナズナ類　Cαp5ε〃αspp．

ナズナ　Cαp5θ磁働～3αッα5107’5Medic．

オ1加go　c碗4’ぬ（pers．）Kuntze（白さび症状）

［発生植物］ナズナ

［文献］白井，37，19171伊藤，

1992

137，1936al／1・林ら，510，

c’‘ho7αoεα耀’ηauct．non　DC。］

［発生植物］タネツケバナ

［文献］Amano，198，1986；野村，20，1997

（2）5〃h研o’hθoαsp．

（3）0雌照sp。

［発生植物］オオバタネツケバナ

［文献］Amano，198，1986

べと菌（Downymildew）
Pαo〃o躍07αρα耀3漉6αPers．：Fr．［Pわm5s∫cαεG温um．］

［発生植物］ナズナ

［文献］伊藤，228，1936al宇田川ら，上253，1977

イヌナズナ類D7α加spp。

シロバナノイヌナズナ　P．加7ε誠3DC．

イヌナズナ　D．nθ’no705αL．

根こぶ菌

P1α5η204’opho用伽5s’cαεWoronin

［発生植物ユナズナ

［文献］白井，463，19171池上，1979

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eり響ψhεofoho7αoeαr㍑溺DC。

［発生植物］ナズナ

［文献］Amano，197，1986

（2）Eり煙ρhepoヶgon’DC．

［発生植物］ナズナ

［文献］白井，225，1917

タネツケバナ類　Cα7ぬ雁nθspp．

タネツケバナ　C卿矧osαWith。

ジャニンジン　（二枷脚舵n5L．

コンロンソウ　（二1召㍑cαn∫hα（Tausch）Schulz

オオバタネツケバナ　C　so卿’αThmb。

オ1加go6αn漉吻（Pers．）Kuntze（白さび症状）

［発生植物］タネツケバナ

［文献］伊藤，137，1936al小林ら，510，1992

べと菌（Downymildew）
（1）Pε70no5ρo耀oαrぬ加∫nθ5一’4c加α1αεGaum．

［発生植物］オオバタネツケバナ

［文献］伊藤，230，1936a

（2）Pε7・π・脚耀4θn！αがα6Rabh。

［発生植物］タネツケバナ，ジャニンジン

［文献］伊藤，229，1936a

（3〉Pαoηo卿o槻4εn紛7’α6一贋ααophッ11αεGaum。

［発生植物］コンロンソウ

［文献］伊藤，230，1936a

根こぶ菌

P1α3所oゴ’opho耀伽55’oαεWoronin

［発生植物］タネツケバナ，オオバタネツケバナ

［文献］田中，1996

濯加go　o卿漉4α（Pers．）Kuntze（白さび症状）

［発生植物］イヌナズナ

［文献］伊藤，137，1936a

べと菌（Downymildew）

Pθ～ono解07α4励αεGaum．

［発生植物］イヌナズナ

［文献］伊藤，230，1936a

うどんこ菌（Powderymildew）

助hαε70’hεcαhμ溺麗1’（DC．）Burri11

［発生植物］シロバナノイヌナズナ

［備考］上記種は複合種であり，要検討。

［文献］野村，42，1997

エゾスズシロ類E榔’耀耀SPP．
エゾスズシロ　Eohθ’rα〃’ho∫」ε5L。var，ノαpon∫oαBoiss．

オ’伽go　oαn4’ぬ（Pers．）Kuntze（白さび症状）

［発生植物］エゾスズシロ

［文献］伊藤，137，1936a

うどんこ菌（Powderymildew〉

E1γ5ψhερoり7gon’DC．

［発生植物］エゾスズシロ

［文献］白井，227，1917

マメグンバイナズナ類五叩溜雌spp．
コショウソウ　五．5α漉μ溺L．

Pア∫h’麗〃24ε加脚n瑚2Hesse（根腐症状）

［発生植物］コショウソウ

［文献］白井，577，1917

ハクセンナズナ類砿α070po‘加脚spp．

ハクセンナズナ　M．ρ～ε70躍θ7〃躍〃2Fr．Schm。

うどんこ菌（Powderymildew）

（1〉助hαθ70～hθoα6α74α溺∫ne5Y．Nomura［E’ア5ψhε

オ1加go　oαn凄4α（Pers．）Kun重ze（白さび症状）

［発生植物］ハクセンナズナ
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［文献］白井，37，1917；伊藤，138，1936a グンバイナズナ類　7㍑α卿spp．

タカネグンバイ　Tノαpon∫oμ〃！Boiss．

イヌガラシ類Ro吻pαspp．
イヌガラ・シ　R．∫n4∫cα（L．）Hiem

スカシタゴボ’ウ　、R．’51αn4’oα（Oeder）Borbas

イ1加go　oαn4∫ぬ（Pers，）Kuntze（白さび症状）

［発生植物］タカネグンバイ

［文献］伊藤，138，1936a

オ1加goσαη4∫磁（Pers．）Kuntze（白さび症状）

［発生植物］スカシタゴボウ

［文献］伊藤，138，1936a

べと菌（Downymildew）
（1）Pε7・n岬・mnα5謝’肋・惚n’Gaum．

［発生植物］イヌガラシ

［文献］伊藤，231，1936a

（2）　Pαono5po耀nαs伽κ’∫rρα1μs！π5S．Ito＆Tokun。

［発生植物］スカシタゴボウ

［文献］伊藤，232，1936a

円斑（まるはん）病菌

Phア1’05”αα襯5吻π”Sawada

［発生植物］スカシタゴボウ

［文献］澤田，42，1958

ウリ科　CUCURBITACEAE離弁花類

ゴキヅル類がc枷05’e溺脚SPP．

ゴキヅル　オ．10わα’μ〃2（Maxim。）Maxim．

べと菌（Downymildew）
P5ε㍑40pαono夢07αoμδεn5∫3（Berk，et　Curtis）Rostow．

［発生植物］ゴキヅル

［文献］伊藤，176，1936a

角斑（かくはん）病菌

P5εμ400εκ05pomαo伽05陀醒η2αεSawada　ex　Goh＆Hsieh

［Cε7005ρ07ααc，’no5枷溺αεSawada］（斑点症状）

［発生植物］ゴキヅル

［文献］山本・前田，43，1960；Katsuki，26，1965

根こぶ菌

P1α躍04’opho耀わ7α5s’oαe　Woτonin

［発生植物］イヌガラシ，スカシタゴボウ

［文献］白井，463，19171池上，1979

シロガラシ類s’朋pi5spp．

シロガラシ51α1加L．

ハタガラシS，併vθn5∫5L．

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）助sψhe徽o勘α7μ川OpizexJune11

［発生植物］シロガラシ，ハタガラシ

［文献］Amano，204，1986

（2）助sψhθρ・ケ9・n∫一type

［発生植物］シロガラシ，ハタガラシ

［文献］野村，220，1997

カキネガラシ類　S砂肋吻溺spp．

カキネガラシ＆qがo’nα1θScop．

濯伽go　cαn4’4α（Pers．）Kuntze（白さび症状）

［発生植物］カキネガラシ

［文献］伊藤，138，1936a

うどんこ菌（Powderymildew）

Eワ5ψhερoケgon’一type

［発生植物］カキネガラシ

［文献］野村，221，1997

うどんこ菌（Powderymildew）

E伊3ψhεαα∫no3燃脚1’5U．Braun［Eω〃珈襯’s（Wallr．）

Fr．，Eρoヶgonlauct．nonDC，sensHo㎜a］

［発生植物］ゴキヅル

［文献］白井，225，19171Amano，336，1986；大谷・伊藤，

199，1988；野村，189，1997

アマチャヅル類　σアnos’ε〃朔αspp．

アマチャヅル　σρεn～叩hア11μ規（Thunb．）Makino

さび菌（Rust）

Ch町ソ300ε1∫5gyno5’θ〃2〃2α直s　Ono

［発生植物］アマチャヅル

［文献］Hiratsuka　et　al．，350，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

助hαε7・∫hε・αc鰍励αε（Jacz．）

（Schltd1．：Fr，）Opredelitel］

［発生植物］アマチャヅル

［文献］Amano，343，19861大谷・

31，1997

Zhao　　［＆　ル1馨’nεα

伊藤，174，19881野村，

スズメウリ類Mε10’h吻spp．

スズメウリ　M．∫αponfoα（Thunb．）Maxim．

うどんこ菌（Powderymildew）

助hαε70’hε‘α　cμc㍑めμαε　　（Jacz．）　Zhao　　［S．

（Schltd1．：Fr．）Opredelitel］

［発生植物］スズメウリ

ノ髭1fg’nθα
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［文献］Amano，344，19861大谷・伊藤，174，1988；野村，

32，1997

トウダイグサ科　EUPHORBIACEAE離弁花類

エノキグサ類廊⑩phαspp．
エノキグサ　4．α㍑s伽1∫s　L．

ミヤマニガウリ類Soh∫zopepoπspp．

ミヤマニガウリ　51耽yon’ασb伽5Maxim．

べと菌（Downymildew）
P1α5泌oPααα躍5ぴα1’5（Speg．）Swingle

［発生植物］ミヤマニガウリ

［文献］伊藤，165，1936a；小林ら，511，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

助hαe70孟hεcαε叩hoめ∫αε一h’πα召U．Bmun＆Somani［＆

ノむ1む∫n（～αaUCt，nOn　POllaCi　SenS．］

［発生植物］エノキグサ

［文献］Amano，298，1986；大谷・伊藤，169，1988；野村，

30，1997

うどんこ菌（Powderymildew）

Eり吻hεαo伽os枷灘∫∫5U．Braun［？E　oo溺灘π∫s（WaIlr。）

Fr。£cμcμ’η雌s　Marczenko］

［発生植物］ミヤマニガウリ

［文献］Amano，344，19861野村，189，1997

裏すす病菌

P5εμ400θκ05pomμq角5α　（H．

［Cεκ岬・7αρ7⑳sαSyd．］

［発生植物］エノキグサ

［文献］白井，121，19171澤田，

19651小林ら，543，598，1992

＆　P．　Syd．）Deighton

l　l　I，　1958；　Katsuki，　31，

カラスウリ類7》’cho5αn’he5spp．

オオカラスウリ　Tわ7αc’εαfα（Lam．）Voigt

カラスウリ　T　oμcμ加ε～o’4ε3（Ser。）Maxim。

キカラスウリ　Tた∫7’10瞬∫Maxim．var．ノαpon’cα（Miq。）

Kitam．

べと病菌Downymildew
P3εμ40p870η05po7αcめεns’5（Berk．＆Curtis）Rostow．

［発生植物］キカラスウリ

［文献］岩田，1939

Cθ7coΨ07α厩耀11’襯Cooke（斑点症状）

［発生植物］キカラスウリ

［文献］Katsuki，27，1965

σμ’g襯74’α加cho躍n’h∫s　Katsuki（褐斑葉枯症状）

［発生植物］カラスウリ

［文献］小林ら，515，1992

さび菌（Rust）

U70〃2ツoθ5！ソα㎞3h’溺εns’5Hirats．£＆K二atsuki

［発生植物］オオカラスウリ

［文献］Hiratsuka　et　al．，1006，1992

うどんこ菌（Powderymildew〉

（1）Eり吻hεoo1π溺㍑n’s（Wallr．）Fr．

［発生植物］カラスウリ

［文献］Amano，344，1986

（2）　司ワhααo’hεoα　o麗cμ7わ∫’αθ　（Jacz．）　Zhao　［＆　ノレ1な’nθα

（Schltdl．：Fr．）Opredelite1］

［発生植物］カラスウリ，キカラスウリ

［文献］Amano，344，1986；大谷・伊藤，174，19881野村，

32，1997

（3）助hαθ701hεoαsp．

［発生植物］カラスウリ

［文献］野村，42，1997

トウダイグサ類取ρho7伽spp．

ノウルシ　E．α4εnoohlo耀Morr．et　Decne，

ヒニシキソウ（ハイニシキソウ）　丑chα〃2α召鯉oεL．

マルミノウルシ　E的耀01θo勧αHayata
トウダイグサ　E　he1’osごOP∫αL．

シマニシキソウ　E．h漉αL．

オオニシキソウ　E．脚c麗嬬αL．

コバノニシキソウ　亙川ακ∫ηo’Hayata

シラユキソウ　E加α7g’nα‘αPursh．

ハギクソウ　E．n認αご伽αL6v，

タカトウダイ　Eρε窺〃επs’5（Rupr．）Rupr．

ニシキソウ　Ep5ε㍑400hα〃2αε罪oθFisch．，Mey．etLallem．

ナツトウダイ　E5’餉014’αnαMorr．etDecne．

コニシキソウ　亙躍p’nαRa伽．

ミヤコジマニシキソウ　E　vαohθ〃”Hook．et　Am．

Cε7005ρ07αεμpho7わ，αεKellem1．＆Swingle（斑点症状）

［発生植物］トウダイグサ

［文献］Katsuki，31，1965

円星（まるほし）病菌

Ceκ05po7αρ躍ohε岸’班αεTha甲

［発生植物］シラユキソウ

［文献］山本・前田，71，1960；Katsuki，32，1965

さび菌（Rust）

（1）Mε1α卯30順eμphoめ’αε（Schub．）Castagne

［発生植物］ノウルシ，ハギクソウ

［文献］伊藤，130，19381Hiratsuka　et　a1．，282，1992；小林

ら，526，1992

（2）襯α即3・7αεμphoめ∫αθ一伽c’50tth。

［発生植物］タカトウダイ，ナツトウダイ

［文献］伊藤，131，19381Hiratsuka　et　al、，283，19921小林

ら，526，1992

（3）　U70’πツoεsεμpho7わ’αεCooke＆Peck
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［発生植物］ヒニシキソウ，コバノニシキソウ，ニシキ

ソウ，コニシキソウ

［文献］Hiratsukaet　a1．，995，1992

（4）U70η2ッoεs　hε珈e71’α灘3Magnus

［発生植物］ノウルシ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，969，1992

（5）Uro剛・θ3肋照肋㈱Syd．

［発生植物］ヒニシキソウ，ミヤコジマニシキソウ

［文献］白井，703，19171佐藤，19951微生物目録，250，

1998

さび菌重複寄生菌
助hαε肥〃ops∫sプ31μ〃2（Biv。：Fr．）　Sutton

［発生植物］ヒニシキソウ

［文献］佐藤，19951微生物目録，250，1998

うどんこ菌（Powderymildew〉

（1）Eり～5ψhεσoho雁oεα耀η2DC，

［発生植物］シマニシキソウ

［文献］Amano，301，1986

（2）助吻hερ・ケgon’一type

［発生植物］オオニシキソウ

［文献］野村，227，1997

（3〉0’ゴi襯sp。

［発生植物］オオニシキソウ，タカトウダイ，ニシキソ

ウ

［文献］澤田，127，19511Amano，302，1986

（4）助hααo’hεoαε塑hoめ’αε（Castagne）Salmon

［発生植物］トウダイグサ，ナツトウダイ

［文献］Amano，301，303，1986

（5）助hαε70’hεoα　ε塑hoめ’αε一hε～’0500炉αe　Tanda　＆　Y．

Nomura

［発生植物］トウダイグサ

［文献］Tanda＆Nomum，1986；大谷・伊藤，164，19881

野村，12，1997

（6〉助hαε7・’hε・αsp．

［発生植物］ノウルシ，マルミノウルシ，タカトウダイ

［文献］Amano，300，302，19861野村，46，1997

ヤマアイ類Me70癖α傭SPP．
ヤマアイ　M．1c’oc倒PαSieb．etZucc。

［備考］精子・さび胞子世代

［文献］白井，27，1917

（3）U70刑ツ・ε5耀κμ加1∫sHenn．

［発生植物］ヤマアイ

［文献］Hiratsuka　et　al．，997，1992

フゥロソウ科　GERANIACEAE離弁花類

フウロソウ類σεrαn1脚SPP．

チシマフウロ　G．θ7’αn1加〃2DC．

グンナイフウロ　G．εrご03f餓侃Fisch．var．頗煎（Fr．et

Sav．〉Maxim．

タカネグンナイフウロ　σ。ε7’05！e〃20n　var．7θ∫η’i　f　onoθ’

（Fr．et　Sav．）　Hara

ゲンノショウコ（フウロソウ）　（王nεpα1εne5e　Sweet．

var．1h㍑nわε〆g”（Sieb．et　Zucc．）　Kudo

イヨフウロ（シコクフウロ）　σ．5h’んo丸’碗襯Matsum．

イチゲフウロ　σ5砺7’o麗用£g’αわ7f媚（Hara）Ohwi

ミツバフウロ　σw’ヶb74’i　Maxim．

エゾフウロ　σアε30θnsεFr．etSav．

ハクサンフウロ　（王アε50εn5θvar．吻pon’oμ〃～Nakai

イネ苗立枯細菌病菌

βμ醜ho14e廊μα規α短∫（Azegami　et　aL　l987）Urakami　et　aL

1994［、P5θμ40’noηα5ρ1α加α7距Azegami　et　al．］

［発生植物］ゲンノショウコ

［文献］田中ら，1994

ファイトプラズマ　Phytoplasma

（1）アカクローバてんぐ巣病MLO

（2）チャービル萎黄病MLO

［発生植物］ゲンノショウコ

［文献］塩見，1996

（3）Phツ’・卿5耀sp．

［発生植物］ゲンノショウコ

［文献］微生物目録，275，1998

べと菌（Downymildew）
P1αs溺opα雁ρ麗5’〃α（de　Bary）　Schr6t。

［発生植物］チシマフウロ，ゲンノショウコ

［文献］伊藤，158，1936a；小林ら，511，1992

斑点病菌

Cεκ05po7αεh論o吻o彫αnαTogashi＆】Katsuki

［発生植物］ヤマアイ

［文献］山本・前田，55，19601Katsuki，31，1965

さび菌（Rust）

（1）。4ec’4彪醒耀ακ’Bub益k

［発生植物］ヤマアイ

［文献］白井，19，1917

（2）P麗c伽αP・」伽ごαεBarcl＆y［オεc繊躍蜘わ’1徽hな

Barclay］

［発生植物］ヤマアイ

さび菌（Rust）

（1）。4εo’4顔醒∫ψε9㍑εn5Barclay

［発生植物］ゲンノショウコ

［文献］白井，15，1917

（2）Pμoo’n1αご襯εα’αDietel

［発生植物］ハクサンフウロ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，792，1992

（3〉Pμoo初’αh麗1陀ni’Tranzsche1＆Jorst．

［発生植物］チシマフウロ，グンナイフウロ，タカネグ

ンナイフウロ，エゾフウロ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はスイバ

等に形成。
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［文献］Hiratsuka　et　a1．，738，1992

（4）P麗oご’n’αρoヶgon∫一αηψhめ’1Peτs．var．oonvolv漉（Alb．

＆Schwein。）Arthur

［発生植物］ゲンノショウコ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はソバカ

ズラ等に形成。

［文献］Hiratsuka　et　a1．，747，1992

（5）P㍑∫nぬρoケgon∫一α用ph雌Pers．var．P・塊・n’一α即h励

［発生植物］ゲンノショウコ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はエゾノミ

ズタデ等に形成。

［文献］Hiratsuka　et　a1．，746，1992

（6〉P配・・’nゆ・ケ9・n’一α溺ph痂Pers。var．ρ・ケ9・n’一s’εわ・痂

Hirats。f＆S．Kaneko

［発生植物］ゲンノショウコ，ハクサンフウロ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はイシミ

カワ等に形成。

［文献］Hiratsuka　et　a1．，750，1992

（7）Uκ40gεm襯一n召ρα1εηsεHirats．f＆Yoshinaga

［発生植物］ゲンノショウコ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，1102，1992

（8〉Uroη1ッoe5gθm雇∫（DC．〉Fr，

［発生植物］チシマフウロ，グンナイフウロ，イヨフウ

ロ

［文献］Hiratsukaet　a1，，993，1992

うどんこ菌（Powdeτymildew）

（1）Eα吻he　gε7αn”Y．Nomura［E　oo’η灘n’5（Wallr．）

Fr．，E9α1εoP51漉s　auct．non　DC．］

［発生植物］チシマフウロ，ゲンノショウコ，イヨフウ

ロ，イチゲフウロ，ミツバフウロ，エゾフウロ

［文献］Amano，294，296，1986；野村，219，1997

（2）恥吻hゆ・か9・n’一type

［発生植物］イヨフウロ，ミツバフウロ

［文献］野村，228，1997

（3）助hαε7・‘hε・αプセ9砿Penz．＆Sacc．［＆醒αcμ1傭

（Wallr，：Fr．）Cooke］

［発生植物］チシマフウロ，ゲンノショウコ，エゾフウ

ロ，ハクサンフウロ

［文献］Amano，294，296，1986；大谷・伊藤，164，19881野

村，18，1997

アゼオトギリ

サワオトギリ

トサオトギリ

エゾオトギリ

∫∫，o”9αη孟hμη軍Fr，et　Sav．

π，ρ5θ配40pe’∫oZα加n　R．Keller

H．’03αεn5εMakino

H，アβzoεη5εMaxim，

さび菌（Rust）

（1）漉1α脚50雌hアρ朗oo耀η2Winter

［発生植物］コオトギリ，アゼオトギリ，サワオトギリ，

トサオトギリ，エゾオトギリ

［文献］伊藤，133，19381Hiratsuka　et　a1．，285，1992

（2）Mε’αηψso7αえ麗5αno∫Dietel

［発生植物］ダイセンオトギリ，トモエソウ，コオトギ

リ，ハイオトギリ，イワオトギリ，シナノオトギリ

［文献］伊藤，B5，19381Hiratsukaetal．，290，19921小林

ら，526，1992

（3）　U70η2アoe3か∫9躍αrμ3Cooke

［発生植物］ヒメオトギリ

［文献］Hiratsuka　et　al．，998，1992

ミズオトギリ類距iα4θ耀溺spp．

ミズオトギリ　Tノ卿on’oμ〃2（Blume）Makino

さび菌（Rust）

（1）Mθ1αηψ507α肋5αno∫Dietel

［発生植物］ミズオトギリ

［文献］伊藤，135，1938；Hiratsuka　et　al．，290，1992

（2）U7・脚ア・顔吻με伽3Cooke

［発生植物］ミズオトギリ

［文献］Hiratsuka　et　al．，998，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

E榔ψhθご’oho7αoεαF醐一type

［発生植物］ミズオトギリ

［文献］Amano，189，19861野村，221，1997

アリノトウグサ科　HALORへGIDACEAE離弁花類

アリノトウグサ類　Hα107αg’5spp．

アリノトウグサ　E．〃2∫07αη1hα（Thunb，）R．Br。

オトギリソウ科　GUTTIFERAE離弁花類

オトギリソウ類砺pε7卿規spp．

ダイセンオトギリ　H．α5αh’朋εMakino

トモエソウ　πα5確70n　L

コオトギリ　π．h激onεπ3θFr．etSav．

ヒメオトギリ

ハイオトギリ

イワオトギリ

Kimura

乱ノαponicμ〃1Thunb．

π．κα“2’50hαだ‘麗溺Ledeb．

E．　㎞厩50h副o㍑溺　var．　hon40εη5’s　Y．

シナノオトギリ（ミヤマオトギリ）　E．たα〃2脱hα漉μ溺

var．5e朋nεπ5ε（Maxim．）Y．Kimura

さび菌（Rust）

P㍑cc禰αhαJo7αg∫4なH。＆P，Syd。

［発生植物コアリノトウグサ

［文献］Hiratsuka　et　al．，807，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）助hαθ7・～hεc姻’馨’nεα（Schkdl．）Po11acci

［発生植物］アリノトウグサ

［文献］Amano，352，1986

（2）助hαε70’h召cαh躍n読（DC．）Burrill

［発生植物］アリノトウグサ

［備考］上記2種は複合種であり，要検討。

［文献］野村，42，1997

一64一



日本野生植物寄生・共生菌類目録

フサモ類　雌7’ophッ11嫌spp．

タチモ　M．μ55μ7’εnsε（R．egeD　Maxim，

、P妙504ε7“～α“2ッ7’ophッ伽“7（Ro甜．）Vgr．（斑点症状）

［発生植物］タチモ

［文献］伊藤，56，1936a；宇田川ら，上224，1977

マメ科　LEGUMINOSAE離弁花類

助hαoε10耀α㎞70zα脚朋濯Kurata（そうか症状）

［発生植物］ヤブマメ

［文献］小林ら，544，1992

みnohッか∫μ溺　4θc顔ε躍s　（Farlow）Farlow　［＆　αεo溜o’4ε5

（Peck）Lagerh．］（葉ぶくれ症状）

［発生植物］ヤブマメ

［文献］伊藤，38，1936al宇田川ら，上225，1977；小林ら，

58，1992

クサネム類オεsohyno耀πεspp．

クサネム　ォ．’π4’cαL，

Rh’zoc∫on’α　　oπソ2αθ一5αだvαε

状）

［発生植物］クサネム

［文献］神尾ら，2000

Sawada）Mordue（菌核症

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）E伊吻hεμs∫DC．［E　oo伽2㍑n∫s（Wallr．）Fr．］

［発生植物］クサネム，イ．v∫7g∫n’oα（L．〉B，S．P，

［文献］Amano，247，1986

（2〉助吻hερ・か9・n∫一type

［発生植物］クサネム

［文献］野村，228，1997

ヤブマメ類肋ph’cα脚εαspp．

ヤブマメ　オ．ケασ～εα1α　（L．）Fem．subsp．ε4gεwoπh’∫

（Benth。）　Ohashi　var．ノαponioα（01iv．）　Ohashi

べと菌（Downymildew）

Pθヂono5po7α4ε51no励Miyabe

［発生植物］ヤブマメ

［文献］伊藤，205，1936a

斑点病菌

Cεκ05po7ααηψh’oα7pαεαεTogashi＆Katsuki

［発生植物］ヤブマメ

［文献］山本・前田，44，19601Katsuki，37，1965

Ov麗1α7’αル10α’αεMiura（白かび症状）

［発生植物］ヤブマメ

［文献］小林ら，434，1992

うどんこ病菌　Powdery　mildew

母γ5ψhεglyσnε5Tai　emend。Zheng　var，glyαnεs　［E

α脚h∫o曜ραεαεZheng＆Chen，E．ω脚襯’s（Wallr．）Fr．，

E。poケgon’DC，，Eρ’訂auct。non　DC。sens，Homma　pro
parte］

［発生植物コヤブマメ

［文献］白井，225，1917；大谷・伊藤，202，1988；Amano，

249，19861野村，210，1997；岸，1228，1998

ホドイモ類オρ∫03spp．

ホドイモオ．ノb7∫襯ε∫Maxim．

斑点病菌

Cεκ05po7α曜o’4θ5Miura

［発生植物］ホドイモ

［文献］山本・前田，44，1960；Katsuki，37，1965

さび菌（R．ust）

U70灘ア0ε3　叩Pεnゴ’‘μ’α～酵5　（Pers．）Unger　var。4むPθ溜㍑5

（Hirats．f）Hirats．f［。4θo励槻24’5pα躍’ηDietel］

［発生植物］ホドイモ

［文献］白井，11，19171Hiratsuka　et　al．，959，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

ル6070sphαε7α4励sαCooke＆Peck

［発生植物］ホドイモ類

［文献］大1谷・伊藤，269，1988

ゲンゲ類オ5惚9α1μ5SPP．

ムラサキモメンヅルオ．α45曜gεn3Pall．

モメンヅルオ．74εx’5ゆμ1μsMiq．

リシリオウギ差．5εご吻ぬ3DC．

さび菌（Rust）

（1）Cαo！ε伽，η的nα㎞εS。Ito＆Homma

［発生植物］ヤブマメ

［文献］伊藤，177，19381Hiratsuka　et　al．，308，1992

（2）U70澱yoθs叩Pεn漉oμ1α∫μ5（Pers．）Unger　var．4’3Pε雌μ3

（Hirats．£）Hirats．£［Uαわα7αn5Dietel，、4召c’4’即亘noμの7∫

H。＆P，Syd．］

［発生植物］ヤブマメ

［文献］白井，15，695，1917

さび菌（Rust）

U70η2アoθ5ρ麗nαα朗5Schr6t。

［発生植物］モメンヅル

［文献］Hiratsuka　et　a1．，980，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

砿’α05phαθ7ααs’7αgα1∫（DC．）Trev．［Eリノ5ψhε1ガ3∫auct．

non　DC．in　Homma，Eρoヶgoη∫DC．］

［発生植物］ムラサキモメンヅル，モメンヅル，リシリ

オウギ
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［文献］白井，227，19171Amano，252，19861野村，157，

1997

ナタマメ類　Cαnαv読αspp．

ハマナタマメ　C1’nθα如（Thmb．）DC．

［文献］白井，407，1917；小林ら，581，1992

べと菌（Downymildew）

Pε70no5po耀4ε5脚謝Miyabe

［発生植物〕ヌスビトハギ

［文献］伊藤，205，1936a

褐斑（かっぱん）病菌

Cεκospo耀oαηαvα1∫αεH。＆P、Syd。

［発生植物］ハマナタマメ

［文献］山本・前田，48，19601Katsuki，38，1965

カワラケツメイ類Cα5s’αspp．

カワラケツメイ　（二　溺枷030’4εs　L．subsp．躍o用α規ε

（Sieb．）　Ohashi

ハブソウ　C　oco’4εn’α漉L．

エビスグサ　C．∫o耀L。

褐斑（かっぱん）病菌

Phαεo∫5α7勿5’5n’gガoαη5（Cooke）Brown＆Morgan－Jones

［Cεκ岬・7αn’9伽n3Cooke］

［発生植物］ハブソウ

［文献］Katsuki，41，1965；小林ら，595，1992

501ε70伽〃270加’∫Sacc．（白絹症状）

［発生植物］エビスグサ

［文献］微生物目録，246，1998

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eり吻hεooη2醒襯5（WallL）FL

［発生植物］カワラケツメイ

［文献］Amano，255，1986

（2）助sψhθρoケ9・n’一type

［発生植物］カワラケツメイ

［文献］澤田，127，19511野村，228，1997

（3〉　ル8070角phαεアα4伽5αCooke＆Peck

［発生植物］カワラケツメイ類

［文献］大谷・伊藤，269，1988

助’ooooμη2ρμψ曜α3cθn5Ehrbg。

［発生植物］ヌスビトハギ（葉，茎）

［文献］白井，221，1917

さび菌（Rust）

U7e404εs〃20ゴπrρμ10hε1ガH。＆P．Syd，

［発生植物］ミソナオシ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，1094，1992

うどんこ病菌　Powdery　mildew

Eリン5ψhεglyc’nε5Tai　emend．Zheng　var．glyo’nθ5　［E

ρoヶgonlDC。，E卿auct．nonDC．sens．Ho㎜apro卿e，
廊ohnoohαααρ’s’（DC．）Sawada］

［発生植物］ミソナオシ，ケヤブハギ，ヤブハギ，オオ

バヌスビトハギ，フジカンゾウ，ヌスビトハギ，マルバ

ヌスビトハギ

［文献］澤田，115，19511丹田ら，1977al大谷・伊藤，202，

19881Amano，259，19861野村，210，228，1997

ノササゲ類　加用⑳αspp．

ノササゲ　D．か襯oα’αSieb．etZucc．

べと菌（Downymildew）

Pε70no5po7α4e諏04”Miyabe

［発生植物］ノササゲ

［文献］伊藤，205，1936a

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）0’4伽sp．

（2）助hαε70’hεcαsp．

［発生植物］ノササゲ

［文献］Amano，261，19861野村，50，1997

ヌスビトハギ類Dεs脚4∫μ吻spp．

ミソナオシD．o側4α’μ〃2（Thunb．）DC．

ケヤブハギ　D．血磁x　Schindl

ヤブハギ　D．ル11砒Schindl　var．溺απぬ加r’oμ脚（Maxim．）

Nakai

オオバヌスビトハギ　D．1砿μ朋DC．

フジカン！ゾウ　D．014hα耀’Oliver

ヌスビトハギ　ao蛾phッ〃脚DC．

マルバヌスビトハギ　nρ040c醐卯規DC．

ノアズキ類Dμnδα7’αspp。

ノアズキ　D．vご1105α（Thunb．）Makino

うどんこ菌（Powderymildew）

α4珈sp．
［発生植物］ノアズキ

［文献］Amano，261，1986

網黒点（あみこくてん）病菌

Pα704’θ1」αh8め～5απ　（Schwein．）Hughes［P，ρ琵nc如auct．

jap，n・n（C・・ke）Sacc。］

［発生植物］ヌスビトハギ

ダイズ類　σかoiηεSPP．

ツルマメ　Gμ5sμ7∫εn5’s　Regel　et　Maack，
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べと菌（Downymildew）
Pαono5po7αη2απ5hμ7∫cα（Naoum．）Syd．

［発生植物］ツルマメ

［文献］伊藤，206，1936a

’10α鵬（Hirats。£）Hirats。£

［発生植物］マルバヤハズソウ

［文献］Hiratsuka　et　al．，975，1992

黒根腐病菌　Root　necrosis

CαJonθα7ぬ0701‘zJα71‘zθ（Loos）BeII＆Sobers

［発生植物］ツルマメ

［文献］西・佐藤，1994

さび病菌　Rust

PhακOP30rαρα6hア〆h’z’H．＆P。Sy（1．

［発生植物］ツルマメ

［文献］伊藤，142，1938；Hiratsuka　et　al．，330，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

E’ッ珈he　g加∫nε3Tai　em。Zheng［丑oo脚2吻5（Wallr。）

Fr．］

［発生植物］ツルマメ

［文献］Amano，262，1986

レンリソウ類Lα1hツ耀5SPP．

イタチササゲ　L．4αv’4’∫Hance

ハマエンドウ　L．∫叩on’o祝5Wmd．

エゾノレンリソウ　L．ρα’μs～7’sL．var．ρ∫105μ5（Chom．）

Ledeb。

キバナノレンリソウ　L．ρ7αfεπsi5L、

レンリソウ　L．gμing解nε艀如5（Miq．〉Litw．

べと菌（Downymildew）
Pαono5po雌1α’hッ7ゆα1㍑5か∫5Gaum．

［発生植物］エゾノレンリソウ，レンリソウ

［文献］伊藤，186，1936a

Dofh∫4e11αoo々1粥ns　Sacc，（斑点症状）

［発生植物］イタチササゲ

［文献］白井，215，1917

イワオウギ類Hεめ欄耀溺SPP．

チシマゲンゲE．hεみ5α70∫4ε5（L。）SchinzetThell．

イワオウギπ．v’o∫o’4ε3Turcz，

さび菌（Rust）

（1）U70耀ッcεs　hεめ～5α7’一〇わ50κπ（DC．）L6v．

［発生植物］チシマゲンゲ

［文献］Hiratsuka　etal．，968，1992

（2）U7・溺アcεsアα醜9伽κεn5’sHirats．£

［発生植物］イワオウギ

［文献］Hlratsuka　et　al。，992，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

α伽溺sp。

［発生植物］イワオゥギ

［文献］Amano，264，1986

コマツナギ類1励gq＠αspp．
ナハエボシグサ　正‘吻b1’α’αL．var．1雌’麗n5’s　Matsum．

さび菌（Rust）

U70〃2yoεs　oπθn’‘z1’s　H．＆P。Syd．

［発生植物］ナハエボシグサ

［文献］Hiratsuka　et　al．，979，1992

ヤハズソウ類撫溺耀70w∫αSPP，

マルバヤハズソウ　舐〃珊ε70w1αs∫伽1αoεα　（Maxim．）

Makino

さび菌（Rust）

（1）U7・規ッ・εsv’・∫α⑳わαε（Pers．）Schr6t．var．v’o’αψわαe

［Uρ’s’Winterl

［発生植物］ハマエンドウ，キバナノレンリソウ，レン

リソウ

［文献］白井，707，19171Hiratsuka　et　a1。，988，1992

（2）Uヂ・剛・εsv’伽ゆ加θ（Pers．）Schr6t．var．・7・わ’

（Schumach．）Jのrst．

［発生植物］イタチササゲ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，990，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）盈0705phαααα1η’（Wallr．）Sa㎞on

［発生植物］キバナノレンリソウ，レンリソウ

［備考］疑問種

［文献］白井，365，1917

（2）〃1’σ703phααα’吻b1〃（Grev．）U．Braun　var．’～⑳1”［E，

ooη捌麗n’5（Wallr．）Fr．，Eρ∫5∫DC．，E．ρoヶgon∫DC．em．

Salmon，E17の11i　Grev．］

［発生植物］ハマエンドウ，エゾノレンリソウ，キバナ

ノレンリソウ

［文献］白井，225，19171Amano，266，267，1986

ハギ類Lε5躍4θzαSPP。

メドハギ　L．c研εα’αG．Don

ハイメドハギ　乙．o朔εα1αvar．5ε7pεn5（Nakai）Ohwi

ネコハギ五．ρ’Jo5α（Thunb。）Sieb．etZucc．

ケハギ　L．1h朋加rgf’（DC．）Nakai　var，o伽3の1∫α

（Nakai）Ohwi

さび菌（R．ust）

U70溺ツcεs1ε5Pε4θzαθψ700麗耀わθn∫∫3　（Schwein．）Curtis　var．

表黒点（おもてこくてん）病菌
Pα70ゴ∫ε〃α　hεめノ5α”　（Schwein．）Hughes　［P。g7αη2η204θ5
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（Kuntze〉Cooke］

［発生植物］ネコハギ

［文献］白井，405，1917；小林ら，581，1992

さび菌（Rust）

U70’ηツoe51θ卿θ4εzαεヲ～oo研めεn～∫3　（Schwein．）C皿tis　var．

1θsp¢4εZαε一ρ70ごμ〃めεn’∫3

［発生植物］メドハギ，ハイメドハギ

［文献］Harada，1983a；Hiratsuka　et　a1．，974，1992

［発生植物］コメツブウマゴヤシ

［文献］Hiτatsuka　et　al．，984，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

E贋ψhθρ’s’DC．［E　oo1η耀n’s（Wallr．）Fr．，E．ρoヶgon∫

DC，］

［発生植物］コメツブウマゴヤシ

［文献］白井，225，19171Amano，272，1986

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eσsψhεgかoiπε5Tai　emend．Zheng　var．1θ5ρε4θzαε

（Zheng＆Braun）Braun＆Zheng［Eω解醒㍑n∫3（Wal1L）

FL，E．gり70’nθ5auct，non　Tai，Zheng＆Chen，Eρ’si　auct，

non　DC．in　Homma］

［発生植物］メドハギ，ハイメドハギ，ケハギ

［文献］Amano，268，1986；大谷・伊藤，203，19881小林ら，

514，1992；野村，212，229，1997

（2〉所・7・5phα脚4伽5αCooke＆Peck

［発生植物］ハギ類

［文献］大谷・伊藤，269，1988

ミヤコグサ類乙o燃spp．
ミヤコグサ　L．oorn∫o配1α’麗s　var．ノαpon’o媚Regel

シナガワハギ類　Mθ1ilo硲spp．

コゴメハギ（シロバナシナガワハギ）

シナガワハギ　M．5襯vε01εn5Ledeb．

M．α1加Desr，

加p103phαε7繭襯’7の1i∫（Rostr．）Petr．（そばかす症状）

［発生植物］コゴメハギなどシナガワハギ類

［文献］微生物目録，185，1998

さび菌（Rust）

（1）U7・川ツ・ε3αn’hソ1’4ごsSchr6t．

［発生植物］シナガワハギ

［文献］Hiratsuka　et　al．，955，1992

（2）　U70加ア6e3加ε躍η1ε7∫αnμ5Bubak

［発生植物］コゴメハギ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，960，19921小林ら，529，1992

べと菌（Downymildew）
」F》ε70no5po7α10’07μ〃2Syd。

［発生植物］ミヤコグサ

［文献］伊藤，206，1936a

So1ε70伽’α～吻b1∫o耀〃2Eτikss。（菌核症状）

［発生植物］コゴメハギ

［文献］微生物目録，244，1998

S・1εr・f珈7・晦Sacc．［砺P・・hnμ3・εn’ψ9μ5（L6v，）

Phッ’ophlho7α　耀4∫oαg’n’3　Hansen　＆　Maxwe11　［P

耀gα単θヂ“2αDrechsler］（根腐症状）

［発生植物］ミヤコグサ

［文献］佐藤ら，1983

さび菌（Rust）

U70η2ッoεsεμphoめ∫αθ一co7n∫oμ1αだJordi［U　loがBlytt］

［発生植物］ミヤコグサ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はトウダ

イグサ類に形成するとされる。

［文献］白井，705，1917；Hiratsuka　et　a1．，964，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

Eσ吻hεμ5ごDC．［E　oo川〃2πn’5（Wallr．）Fr．，E，ρoヶgon’

DC．］

［発生植物］ミヤコグサ

［文献］白井，225，19171Amano，269，1986

ウマゴヤシ類Mε4’cαgo　spp，

コメツブウマゴヤシ　M．1塑副槻L．

さび菌（Rust）

U70’nアcε53か’α飯3Schr6t，

Tu1．］（白絹症状）

［発生植物］シナガワハギ

［文献］白井，293，1917

うどんこ菌（Powderymi置dew）

E型5ψhερ∫5’DC．［E　oo濯用μn’s　（Wallr．）Fr．，E

‘hε7η20ps∫4’5Zheng＆Chen］

［発生植物］シナガワハギ

［文献］Amano，274，1986；野村，188，1997

インゲン類Phα5εo嬬SPP．

ケツルアズキ　且〃2観goL．

すすかび病菌

ルかoo5phαε7θ11α　o耀θn～α　（Sacc．）　L飢ham

cア㍑εn孟αSacc．］

［発生植物］ケツルアズキ

［文献］山本・前田，53，1960

うどんこ菌（Powderymildew）

Eワ吻hθμs’DC．［E　co解溺μn’s（Wallr．）Fr．］

［発生植物］ケツルアズキ

［文献］Amano，279，1986

Cθκ05pom
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クズ類　P㍑ε〆傭αSPP。

タイワンクズ　P．〃’on’α槻Meπ．

さび菌（Rust）

Phαえ01～507αPαchツγh∫z’H、＆P。Syd。

［発生植物］タイワンクズ

［文献］Hiratsuka　et　al。，330，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

E脚ψhεp’5’DC．［E　oo’η川卿s（Wallr．）Fr．］

［発生植物］センダイハギ

［文献］Amano，283，1986

シャジクソウ類　助b伽切spp．

シャジクソウ　T’麗卿欄5’ε7L．

タンキリマメ類Rhッnoho5’αspp、

オオバタンキリマメ　R．σoμ〃励α’施1’αMakino

タンキリマメ　R．vo1麗わ’1’5Lour．

Co1θ70α7hッnoho5∫αθ（KalchbL＆Cooke）M葺ller

［発生植物］タンキリマメ　（生葉）

［文献］Katumoto，198G

さび菌（Rust）

・4εo’4如規ρμε7α’αεHenn．

［発生植物］タンキリマメ

［文献］白井，23，1917

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）5吻εr・ずhθ6⑳1ゆεα（Schltdl．）P・11acci

［発生植物］オオバタンキリマメ

［文献］Amano，281，1986

（2）Sphαε70fhεcα加溺擁（DC．）Burrill

［発生植物］オオバタンキリマメ

［文献］野村，51，1997

［備考］上記2種は複合種であり，要検討。

エンジュ類50pho悶SPP，

クララ（クサエンジュ）　Sコαvθ30εnsAit．

さび菌（Rust）

U70加アcε350pho7‘～εヲ7αvεso6nπ5Kusano

［発生植物］クララ

［文献］Hiratsuka　et　al．，982，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

E’ワsψhεμ5i　DC，

［発生植物］クララ

［文献］Amano，282，19861大谷・伊藤，204，1988；野村，

188，1997

さび菌（Rust）

U70〃2アcθ5ηπno7Schr6t。

［発生植物］シャジクソウ

［文献］Hiratsuka　et　al。，977，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

Eりノ5ゆhe　p観DC。［E，ρo砂go廓DC．］

［発生植物］シャジクソウ

［文献］白井，225，1917

ソラマメ類賄磁spp。

ツルフジバカマ　Vα〃20εnαFisch．

ヤハズエンドウ　V硯g雄ヴb磁L．

ミヤマタニワタシ　Vわの」’αNakai

クサフジ　VααooαL。

ツガルフジ　Vルμ7∫ε∫Franch．

スズメノエンドウ　v為f78μrα（L。）S．F．Gray

ヒロハクサフジ　Vノ卿on’oαA．Gray

ヨツバハギ　V　nψpon’6αMatsum．

オオバクサフジ　Vρ5ε祝40－070加3Fisch．etMey。

カラスノエンドウ　V5ε勿μ溺L．

カスマグサ　V！ε∫7α甲ε7〃2α（L．）Schreb．

ナンテンハギ（タニワタシ）　V麗n卯gαA．Br．

エビラフジ　V　vεno5α（Willd。）Maxim。var．o㍑5p∫4徽

Maxim．

べと菌（Downymildew）

（1）Pαoη05po澱3εP加ηGaum．

［発生植物］カラスノエンドウ

［文献］伊藤，187，1936a

（2）Pe70no即o耀v1σαε（Berk．）G盗um．

［発生植物］スズメノエンドウ，カスマグサ

［文献］伊藤，186，1936a

（3）Pe70nospo7αv∫dα召一5副vαεGaum．

［発生植物］ヤハズエンドウ

［文献］伊藤，187，1936a

センダイハギ類　肪θ朋op廊spp．

クソエンドウ　T　oh∫nθn5∫5Benth．ex　Moore

センダイハギ　T1μP’no∫4θ5（L．）Link

Cθ7003ρom　zon伽Winter［C．ヵ加εFa庸．］（斑点症状）

［発生植物ユナンテンハギ

［文献］白井，117，1917

さび菌（R』ust〉

U70溺ッoε辞hε7川op5観co1αShimab、

【発生植物］クソエンドウ

［文献］Hiratsuka　et　al．，985，1992

角斑（かくはん）病菌

qソ1∫n‘かospoア加ηv記∫αε一扉n卯9αεSawada

［発生植物］ナンテンハギ

［文献］澤田，81，1958

一69一



農業環境技術研究所資料　第26号（2002）

黒穂病菌　Smut

Thεoαphor召v’c’αε一α〃20εηαεHarada

［発生植物］ツルフジバカマ

［文献］Harada，1983bl岸，1219，1998

0顔4iπ〃2v∫o’αe　Kusano（火ぶくれ症状）

［発生植物］ナンテンハギ

［文献］伊藤，24，1936a；宇剛liら，上222，1977

さび病菌　Rust

（1）U70η2アoε5θ川Westend．

［発生植物］ヤハズエンドウ，スズメノエンドウ，カラ

スノエンドウ，カスマグサ

［文献］西原，12，1963；Hlratsukaeta1．，962，1992；小林ら，

529，1992
（2）U7・溜y・e3hε㈱吻η翼5Magnus

［発生植物］ツルフジバカマ，ナンテンハギ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はノウル

シに形成。

［文献］Hiratsuka　et　a1．，969，1992

（3）U70用アoεs伽鰍sSchr6t．

［発生植物ユクサフジ

［文献］白井，711，1917

（4）U7・砂・ε3v珈ε鋤α6（Pers．）Schr6t．var．070わ’

（Schumach．）Jのrst．

［発生植物］ヨツバハギ，ナンテンハギ

［文献］Hiratsuka　et　al．，990，1992

（5）　U70溺yoε5v’ααεヲaわαe（Pers。）　Schr6t．vεぼ．v’o’αe吻わαθ

［Uρ’5’Winter］

［発生植物］ツルフジバカマ，ヤハズエンドウ，クサフ

ジ，ツガルフジ，ヒロハクサフジ，オオバクサフジ，エ

ビラフジ

［文献］白井，707，19171Hiratsuka　et　a1．，988，1992

白かび病菌

Ov吻吻50hwα屹iαnαMagnus

［発生植物］クサフジ

［文献］小林ら，434，1992

炭疽（たんそ）菌　Anthracnose

Co〃αoか’oh㍑川vlc∫αε一5α”vα6Sawada

［発生植物］ツルフジバカマ

［備考］疑問種

［文献］澤田，76，1958

M．v’磁ε一吻麗9αεH・mma］

［発生植物］ミヤマタニワタシ，ヒロハクサフジ，オオ

バクサフジ，ナンテンハギ

［文献］Homma，400，19371澤田，115，19511Amano，288，

290，19861大谷・伊藤，201，19881野村，172，19971岸，

1220，1998

（3）駈070ερhαθ7αわ磁用1ε7’Magnus

［発生植物］ツルフジバカマ，クサフジ，ヒロハクサフ

ジ，ヨツバハギ，オオバクサフジ，ナンテンハギ

［文献］Amano，288，289，19861大谷・伊藤，208，19881野

村，158，1997

（4）0’伽溺sp．

［発生植物］エビラフジ

［文献］Amano，291，1986

ササゲ類　防gnαspp．

ヤブツルアズキ　V伽g扉1α7’3（Willd．）Ohwi　et　Ohashi

vaL　n㌍poηen3∫50hwi

ブンドウ（ヤエナリ）　V7α4磁o（L．）Wilczek

タケアズキ（ツルアズキ）　V　μ励ε〃α如　（Thunb．）

Ohwi　et　Ohashi

Cercospora菌（斑点症状）

（1〉Cεκ05ρom　oαnθsoθn5Ellis＆Martin

［発生植物］ブンドウ，タケアズキ

［文献］山本・前田，48，19601Katsuki，39，1965

（2）めω5ρhαε7ε〃α6耀θn∫α　（Sacc．）Latham　［C¢κ03ρom

o耀θn‘αSacc．］

［発生植物］タケアズキ

［文献］Katsuki，71，1965

さび菌（Rust）

U70〃2アoe5　αPPεn4’o扉1α～㍑5　　（Pers．）　Unger　var．

（Hirata）Hirats．£

［発生植物］ヤブツルアズキ，タケアズキ

［文献］Hiratsuka　eta1．，958，1992

αZμ勘001α

うどんこ菌（Powderymildew）

助hαε7αhεoαρhα3εo々（Zhao）U．Braun［＆ノ襯g’nθαauct．

non　Pollacci，in　Homma］

［発生植物］ヤブツルアズキ

［文献］大谷・伊藤，172，1988

うどんこ病菌　Powderymildew

（1）E那ψhερ競DC．［E　ooη2灘廊　（WaUr．）Fr．，E

ρoかgoη’DC．］

［発生植物］ツルフジバカマ，ヤハズエンドウ，クサフ

ジ，スズメノエンドウ，ヒロハクサフジ，オオバクサフ

ジ，ナンテンハギ

［文献］白井，225，1917；Amano，288－290，1986

（2）E刑γ5ψhεvfααθ覗n卯gαε（Homma）U．Braun

［畜ohnooh蜘vl伽μn卯gαε（Ho㎜a）Sawada，

ル‘1070甲hαε7αρoヶgon’（DC）Sawada　pro　parte，

アマ科　LINACEAE　離弁花類

アマ類L伽形SPP．
マツバニンジン五．s’召〃ε70∫」ε5Planch．

さび菌（Rust）

ル頚ε1αηψ307α’fn’（Ehrenb．）　L6v，

［発生植物］マツバニンジン

［文献］白井，349，19171Hiratsuka　et　a1．，295，1992
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ミソハギ科　LYTHRACEAE　離弁花類

ミソハギ類砂h耀溺spp．

ミソハギ　L．αn6ゆ5（Koehne）Makino

エゾミソハギL．5α配α吻L．

［Cεκ05pom　nア用phαθαoθαCooke＆Ellis］

［発生植物］コウホネ

［文献］Katsuki，49，19651小林ら，543，597，1992

アカバナ科　ONAGRACEAE　離弁花類
Rhlzoc，oπ∫αo，γz昭Ryker＆Gooch（菌核症状）

［発生植物］ミソハギ

［文献］神尾ら，2000

うどんこ菌（Powderymildew）

E伊吻hεヶ’h7ごJunell［E　co’n溺μn’s（Wallr．）Link　sens．

Blumer］

［発生植物コミソハギ，エゾミソハギ

［文献］Amano，345，19861大谷・伊藤，200，1988；野村，

213，1997

クワ科　MORACEAE離弁花類

Dorstenia属　Do泥s1εn1αSPP．

」D，conかの宅7VαL

うどんこ菌（Powderymildew）

勘hαε70！hεcαh麗用μ1’（DC．）Burrill

［発生植物］n　oon孟吻ε押α

〔備考］上記種は複合種であり，要検討。

［文献］野村，44，1997

ミズタマソウ類C加αεαspp．

ミヤマタニタデ　Clα砂澱L．

ウシタキソウ　（二6074α‘αRoyle

タニタデ　Cε耀δε50θn5Fr、et　Sav．

ミズタマソウ　C．脚〃∫5Sieb。etZucc．

さび菌（Rust）

（1）池c14加ηo∫καεαθCes．＆Mont．

［発生植物］ミヤマタニタデ，タニタデ，ミズタマソウ

［文献］白井，7，1917；Hiratsuka　et　a1．，1042，1992

（2）Pμ‘c雁αoα7’o’s一ακαeα耀n　Y。Harada

［発生植物］ウシタキソウ，タニタデ，ミズタマソウ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はアズマ

ナルコに形成。

［文献］Hiratsuka　et　a1．，625，1992

（3）　Pμcαn如o’roαθαPers．

［発生植物］ミヤマタニタデ，タニタデ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，804，1992

（4）Pμoc∫n’α5～7灘cかoαεαε（Winter）Speg．ex　de　Toni

［発生植物］ミヤマタニタデ，ウシタキソウ，タニタデ，

ミズタマソウ

［文献］伊藤，95，1938；Hiratsuka　et　a1．，107，1992

クワクサ類　Fα∫o襯spp，

クワクサF．v’〃o詔（Thunb．）Nakai

うどんこ菌（Powderymildew）

助hαε70∫hεoαρsε㍑4ψ50αU．Braun　［S，力1∫9加εαauct．non

Pollacci，sens．Homma］

［発生植物］クワクサ

［文献］Amano，150，532，19861大谷・伊藤，171，1988；野

村，32，1997

裏すす病菌

P5ε㍑400εκosporα　ノ訪o襯ε　Goh　＆　Hsieh　［Cθκo躍o槻

μ・襯εP．Henn．］

［発生植物］クワクサ

［文献］白井，ll7，19171山本・前田，57，1960；Katsuki，

47，1965

スイレン科㎜HAEACEAE離弁花類

コウホネ類翫phα7spp．

コウホネ（カワホネ）　亙ノαpon∫o襯DC．

褐斑（かっぱん）病菌

P3εμ400εκ03po7αnア刑phαωoθα（Cooke＆Ellis）Deighton

アカバナ類ゆ1’oわ珈spp．

ケゴンアカバナ　E．α溺μ7εηsεHausskn．

ヤナギラン　E卿g㍑吻b枷〃2L。

タラオアカバナ　E加h7∫ng∫α肱川Hausskn．

イワアカバナ　El　oεphα105～’g灘Hausskn．

カラフトアカバナ　E　g1α舷μ10躍〃1var．α5i磁c脚Hara

ミヤマアカバナ　E．ノ加o側4’α襯〃2L6v，

エゾアカバナE．〃20η1α欄〃2L．

アカバナ　Eρッr7’cholop加’nFL　etSav。

乙ep’ospo7α　　7μδε”α　　（Pers．：Fr．）　　Rabenh．

ρoψhッ70gθημ3（Tode）　Sacc．］

［発生植物］アカバナ

［文献］白井，401，1917

［ρρh∫・6・1麗5

さび菌（Rust）

（1）P㍑oσn’αεpfloδ’∫DC．

［発生植物］ミヤマアカバナ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，805，1992

（2）P㍑oo’n’αρμ1vα1εn～αGrev．

［発生植物］エゾアカバナ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，806，1992

（3）P㍑・・’吻5か脚εP’1・わ”Otth

［発生植物］ケゴンアカバナ，ヤナギラン，イワアカバ
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ナ，アカバナ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はモミ，

アオトドマツに形成。

［文献］伊藤，97，1938；Hiratsuka　et　al．，116，1gg2

うどんこ菌（Powderymildew）

助hαθ70～hεoαφ10わ”（Wallr．）Sacc．

［発生植物］タラオアカバナ，イワアカバナ，カラフト

アカバナ，エゾアカバナ，アカバナ

［文献］Amano，349，350，1986；大谷・伊藤，168，19881野

村，40，1997

チョウジタデ類　加4w硬αspp．

チョウジタデL．βρ’10わ∫o’4ε5Maxim．

キダチキンバイ　L．oc’ovα’v∫5Raven　var．5ε55”醒om

（Micheli）Raven

ミズキンバイ　L．5’伽zαoεα（Ohwi）Ohwi

Cεκ05ρo耀ア05h’nαgα’αnαChupp　［C　1μ4wなoθAtk．var．

∫αρoni6αHem．］（斑点症状）

［発生植物］チョウジタデ

［文献］白井，119，1917；山本・前田，78，1960；Katsuki，

49，1965

So1ε70伽〃2勿470ph加〃2Sacc．（菌核症状）

［発生植物］ミズキンバイ

［文献］神尾ら，2000

さび菌　（Rust）

U7e40か∫o〃20’θn5εHirats．£＆S．Kaneko

［発生植物］キダチキンバイ

［文献］Hiratsuka　et　al．，llO8，1992

［発生植物］マツヨイグサ

［文献］野村，219，1997

（2）勘hαε・αh¢cαsp．

［発生植物］マツヨイグサ

［文献］Amano，351，1986

ボタン科　PAEONIACEAE　離弁花類

ボタン類Pα60n’αspp．

ヤマシャクヤク　R頭poη’cα　（Maxim。）Miyabe＆
Takeda

ベニバナヤマシャクヤク　P，o加vα’αMaxim．

さび病菌　Rust

（1）溢ε・蜘即αε・漁eKom．

［発生植物］ヤマシャクヤク

［文献］Hiratsuka　et　a1．，1060，19921岸，1230，1998

（2）αoηαπ∫㈱ノ1αω4μ耀（Alb．＆Schwein．）Winter

［発生植物］ヤマシャクヤク，ベニバナヤマシャクヤク

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアカマ

ツ等に形成。

［文献］Hiratsuka　et　al．，251，1992

うどんこ菌（Powdeτymildew）

（1）助吻hθ60醒灘n∫s（Wal1L）FL

［発生植物］ヤマシャクヤク

［文献］Amano，187，1986

（2）　Eり75ψhεραεon’αθZheng＆Chen

［発生植物］ヤマシャクヤク，ベニバナヤマシャクヤク

［文献］大谷・伊藤，192，1988；野村，171，1997

ケシ科　PAPAVERACEAE離弁花類

マツヨイグサ類　0θnolhε7αspp。

メマツヨイグサ　0、わ∫εnn∫s　L．

マツヨイグサ　00407α∫dacq．

オオマツヨイグサ　0召り71h703ゆαZαBorb．

円星（まるほし）病菌
Psεμ40ごεκo叩07αoεπo’hε7αθ　（Ellis＆Everh．）　Liu＆Guo

［Cθκ05ρo〆α08no～hαα‘～EHis＆Everh．］

［発生植物］オオマツヨイグサ

［文献］澤田，109，19581山本・前田，66，1960；Katsuki，

49，1965

クサノオウ類　Chε1’40n’μ規spp．

ヤマブキソウ　Cノαponi6μ溺Thunb．

クサノオウ　C，〃7ψ3L．var．α5i雄oμ川（Hara）Ohwi

べと菌（Downymildew）
（1〉Pε70no5ρo耀ohε1’40n”Miyabe

［発生植物］クサノオウ

［文献］伊藤，224，1936a

（2）　Pαonospo7αhylo醒εco躍εS、ItQ＆Tokun．

［発生植物］ヤマブキソウ

［文献］伊藤，225，1936a

みnchッ17∫μ御ル1gen5Schr6t．（葉ぶくれ症状）

［発生植物］メマツヨイグサ，マツヨイグサ，オオマツ

ヨイグサ

［文献］伊藤，35，1936al宇田川ら，上224，19771小林ら，

58，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）E’γ吻hεc’・h・㍑θαγ聯肺e

Dεnゴリph’on　ρθnfo∫11α～㍑η軍　（Corda）　Fr．

ρε漉’〃伽規FL］（葉枯症状）

［発生植物］クサノオウ

［文献］白井，197，1917

角斑（かくはん）病菌

S翌μ07ぬohε1i40痂（Lib．）Desm．

［発生植物］クサノオウ

［Dごn4仰h’μ加
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［文献］白井，6H，19171’澤田，56，1958

さび病菌　Rust

（1〉ル‘θ1α即307αohθ1’40n’ゆ’e70！∬Matsumoto

［発生植物］クサノオウ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はヤナギ

類に形成（葉さび病）。

［文献］伊藤，119，19381Hiratsuka　et　al．，276，19921小林

ら，526，1992

（2〉Mε1α〃ψso7α脚gn㍑s’αnαWagner　ex　Klebahn

［発生植物］クサノオウ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はヤマナ

ラシに形成（葉さび病）。

［文献］伊藤，116，19381Hiratsuka　et　al．，296，19921小林

ら，526，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eα吻hεω溺’n襯’s（WallL）FL

［発生植物］クサノオウ

［文献］Amano，190，1986

（2〉Oi伽溺sp，

［発生植物］クサノオウ

［文献］澤田，127，19511野村，247，1997

キケマン類　Coワ4α’∫s　spp．

エゾエンゴサク　Cα舶ごgμαCham．etSchlecht．

ジロボウエンゴサク　C4εo㍑規加ns　Pers．

キケマン　C　hε’θ700曜ραSieb．et　Zucc，var．ノαρon’cα

Ohwi

ムラサキケマン（ヤブケマン）　（二　∫n‘磁　（Thunb．）

Pers．

ツルキケマン　C　ocho1θηs’sTurcz．

ヤマキケマン　C　oph∫06硯ραHook．etThoms．

ミヤマキケマン　Cρα11∫ぬ　（Thunb．）Pers，var．ごεnμ’5

Yatabe

べと菌（Downymildew〉
（1）PαonoΨomわμ1わocαpn’Beck

［発生植物］エゾエンゴサク，ミヤマキケマン

［文献］伊藤，223，1936a

（2）Pεroηospoヂαco町y4α”5一∫n∫e鰍c漉αεGaum．

［発生植物］ムラサキケマン

［文献］伊藤，223，1936a

（3〉P1α5η20四耀nα肋no’Ito＆Muray．

［発生植物］ムラサキケマン

［文献］小林ら，511，1992

さび菌（Rust）

（1）伽・溺ψ灘鷹Link
［発生植物］ムラサキケマン

［文献］白井，105，1917

（2）Mε1α即30m　che1’40n’∫rμε70オ海Matsumoto

［発生植物］ムラサキケマン

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はアカメ

ヤナギ等に形成く葉さび病）。

［文献］伊藤，119，19381Hiratsuka　et　al．，276，19921小林

ら，526，1992

（3）ルを1αηψ30アαアεzo6n傭Miyabe＆Matsumoto

［発生植物〕エゾエンゴサク

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はシロヤ

ナギに形成（葉さび病）。

［文献］伊藤，120，19381Hiratsuka　et　al．，302，1992

（4）Och70p30耀如α襯h’αε（Dietel）DieteI

［発生植物］エゾエンゴサク，ジロボウエンゴサク，ム

ラサキケマン，ミヤマキケマン

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はフジ，

シラフジ等に形成（さび病）。

［文献］Hiratsukaet　al。，357，1992

うどんこ菌くPowderymiidew）

（1）助珈heρ・ケgoη’一type

［発生植物］キケマン，ヤマキケマン，ミヤマキケマン

［文献］野村，226，1997

（2）Eり吻hθwε耀7’Braun［E　oo規η2翻3（WallL）Fr．£

ooリン4α1なGolov．＆Bunk．］

［発生植物］キケマン，ヤマキケマン，ミヤマキケマン

［文献］Amano，190，1986；大谷・伊藤，198，1988

（3）　勘hαε70∫hεαzノレ1磐∫nεα　（Schltdl．）　Pollacci

［発生植物］ツルキケマン

［文献］Amano，190，1986

（4）助hααo醒ecαh㍑配繭（DC．）Burrill

［発生植物］ツルキケマン

［文献］野村，44，1997

［備考］上記2種は複合種であり，要検討。

タケニグサ類伽c’6αyαspp．

タケニグサ　M．oo7如如（Willd．）R．Br．

ケナシチャンパギク　M．co74α‘αvar．‘h襯わε7g’∫Miq。

Ph脚α10Ψ07α加α01《yαθMiura（斑点症状）

［発生植物］タケニグサ

［文献］小林ら，520，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eり枷hεco珊用μ廊（Wallr．）Fr．

［発生植物］タケニグサ

［文献］Amano，190，1986

（2）　E弓オsψhθ　溺α01θαアαε　Zheng　＆　Chen　［廊ohnochααα

ρoウgon’（DC。）Sawada］

［発生植物］タケニグサ

［文献］澤田，115，1951；大谷・伊藤，193，1988；野村，

193，1997
（3）助吻hεsp．

［発生植物］ケナシチャンパギク

［文献］Amano，190，1986
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ケシ類P叩αvε7spp．

タカネヒナゲシP吻加μ溺L．
オニゲシ　P．o舵η如1e　L．

うどんこ菌（Powderymildew）

Eり～3ψhεo’cho7αoεα耀溺DC．

［発生植物］タカネヒナゲシ，オニゲシ

［文献］Amano，191，1986

タデ科　POLYGONACEAE離弁花類

ソバ類Fα90Pツ耀溺SPP．

シャクチリソバ（シュッコンソバ）　E
Meissn．

さび病菌　Rust

Pμ00’n’αρ90Pツ7ioO1αJorst，

［発生植物］シャクチリソバ

［文献］Harada，19941岸，1217，1998

のノ溺OSμη2

ヤマゴボウ科　PHYTOLACCACEAE離弁花類

ヤマゴボウ類Phツ’01αooαSPP．

ヨウシュヤマゴボウ　P．α溺ε7’oα澱L。

ヤマゴボウ　P．ε50麗1eη雄VanHoutte

Fμ5α7劾η軍αvεηα6θ麗η2（Fr．）　Sacc．［E70sεμ〃2Link：Fr。］

［発生植物］ヤマゴボウ

［文献］白井，249，1917

マルバギシギシ類　0拶吻spp．

マルバギシギシ　0め！gソnαHill．

さび菌（Rust）

P麗㏄ln∫ααoε～05α召K6m．

［発生植物］マルバギシギシ

［文献］Hiratsuka　et　al．，730，1992

斑点病菌

Cεκospo7α伽9ε11副3Ellis＆Martin

［発生植物］ヨウシュヤマゴボウ

［文献］Katsuki＆Kobayashi，1982；岸，1230，1998

Sゆ’07∫αρhかc’αεπo’4ε3Berk．＆Cu質is（葉枯症状）

［発生植物］ヤマゴボウ

［文献］白井，615，1917

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）助hαε70’hθoα吻αc吻7’5（WallL：Fr．）Cooke

［発生植物］ヤマゴボウ

［文献］Amno，160，1986

（2）5ρhαθ7・ごhεcαル1’9’πεα（Schltdl．）P・llacci

［発生植物］ヤマゴボウ

［備考］上記種は複合種であり，要検討。

［文献］野村，51，1997

裏円斑病菌

1～α溺麗1απαhα7α’Henn．

［発生植物］ヤマゴボウ

［文献］白井，579，19171澤田，87，1958

ヒメハギ科　POLYGALACEAE離弁花類

ヒメハギ類Poケ9α1αSPP．

ヒメノ、ギ　P．ノαpoπ’oαHoutt．

さび菌（Rust）

U7ε40ρoケ9α1αεoo1αHirats．£

［発生植物］ヒメハギ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，1131，1992

黒穂菌（Smut）

U露’1αgov’no5αL．一R．＆TuL［U　vino5αBerk．inlitt．ad

Tul．，nom．nudum．］

［発生植物］マルバギシギシ

［文献］伊藤，40，1936bl柿鳥，97，1982

タデ類Po塘oπ襯SPP。
ヒメイワタデ　R卿nεη5ε（Regel　et　Tiling）Grig．

エゾノミズタデ　Pα加phめ加2L．

ミチヤナギP．αv’oμ1α肥L。

ケタデ　R加r加伽醒L．

イブキトラノオP．わ短oπαL．

ツノレソバ　P．6h加εn5εL．

ソバカズラ　P，ooηvolvぬsL．

イタドリ　P，o鰐p∫4α吻用Sieb．etZucc．

メイゲツソウ　Rごμ5p∫4α！㍑〃2f60107伽3Mak．

ハチジョウイタドリ　R　cμερ’4徽〃2var．解加nα1ε

（Honda）Ohwi

ミヤマタニソバ　P．4εわ’1e　Meisn．

オオツルイタドリ　P。4εn艇o一α嬬μ溺Fr、Schm。

ツルタデ（ツルイタドリ）　P．伽〃2εn∫o耀溺L。

ミズヒキ、P．ガ1ヴb朋εThunb．

ナガバノウナギツカミ　R　hα3観o－3αg∫鰯秘襯Mak．

ヤナギタデ且妙470pψεアL，

オオイヌタデ　R1卯α’h⑳伽御L．

ウラジロサナエタデ　R’αpα’妨b1∫襯var．1nc砒μ切Ledeb．

イヌタデ　P　long’5ε‘μ用De　Bruyn

ツルドクダミ　P用麗卿10耀〃2Thunb．

オヤマソバ　P．澱㎞∫’（Hara）Ohwi

タニソバ　P　n叩α1θns∫5Meisn．

ヤノネグサ　P　nψpoηεnsεMak．

オオケタデ　P．o舵n癬εL．

イシミカワ　Pρεヴb1磁μ〃3L．

一74一



日本野生植物寄生・共生菌類目録

ハナタデ　P．po5μ醜伽Ham．var。’αx卯o川粥（Meisn．）

Ohwi

ボントクタデ　Pρめεsoεn5Blume

オオイタドリ　P．5αohα枷θπ3εFr．Schm．

サナエタデP．scαわ7麗’nMoench

ママコノシリヌグイ　P5召π”oo5μ’n（Meisn．）Fr．et　Sav。

アキノウナギツカミ　P．5∫訪014∫∫Meisn．

ウナギツカミ　P。5∫εδ014”val．αθ5’∫躍溺（Ohki）Ohwi

ミゾソバ　R’h襯加7gπSieb．e重Zucc．

ホソバイヌタデ　P　か∫goκoo硯躍〃2（Makino）Kudo　et

Masam，

ムカゴトラノオP．v∫vψα剛〃2L．

ウラジロタデ　Rw砂7’oh∫iFr．Schm．

オンタデRwεア7’oh∫∫var．αψ∫槻溺Maxim．

白葉枯（しらはがれ）菌

瞼n’ho溺onα50ッzαθpv．01ッ四θSwings　et　aL1990

［発生植物］ミゾソバ

［文献］田上・水上，54，1962

アーバスキュラー菌根菌（Arbuscular　Mycon・hiza）

∠ひμ〃軍一敏pe

［発生植物］イヌタデ

［文献］小島ら，2000

grαη05α　Liro，　S．　ρ01ygo雇ゲπi勇）7耀∫5　S．　Ito，　S．

ρoヶgo扉一sεn”ω5∫Henn。in　Shirai，U頭1αgo　hア‘かopψθ7∫3

Schr6t。］

［発生植物］イブキトラノオ，ミズヒキ，ヤナギタデ，

オオイヌタデ，イヌタデ，イシミカワ，ハナタデ，ボン

トクタデ，サナエタデ，ママコノシリヌグイ，アキノウ

ナギツカミ，ウナギツカミ，ミゾソバ，ムカゴトラノオ

［文献］白井，719，19171伊藤，51，52，53，1936bl柿罵，52，

1982；Harada，1983b；小林ら，248，1992

（3）U5’11αgo　わ∫51o∫α躍〃2　（DC。）K6m．　［助hα‘ε10’heoα

μs”1α9’nεα（DC，）S．Ito］

［発生植物］ムカゴトラノオ

［文献］伊藤，54，1936b

（4）U並1αgo　h枷α1θnsな（Kakish．＆Ono）V直nky＆Obenv。

［発生植物］イブキトラノオ

［文献］vanky＆Harada，1989

（5）　U5∫’1αgo　nゆα’εn5i3Liro

［発生植物］タニソバ

［文献］伊藤，43，1936b；柿爲，87，1982

（6）U朔αgo躍〆∫o㍑105α（Nees）Unger［Uαno脚」αKuntze

ex　Winter，αoo吻εLiro，U7e∫卿1磁Liro］

［発生植物］ケタデ，ツルタデ，オオイヌタデ，イヌタ

デ，ウラジロサナエタデ，サナエタデ，ウラジロタデ

［文献］伊藤，41，42，1936b柿罵，95，1982

Cε7co平07ε磁ρoヶgon，Henn．＆Shirai（斑点症状）

［発生植物］ツルドクダミ

［文献］白井，125，1917；小林ら，482，1992

Co‘h1’oδ01μs勘幼εαnμs

（斑点症状）

［発生植物］ミゾソバ

［文献］上山ら，1978

to＆Kガb．）Drechsler＆Dastur

F麗sακ㍑規o’ゴ’o∫4e3Speg．

［発生植物］ツルドクダミ（葉）

［文献］白井，247，1917

円斑（まるはん）病菌

（1）㍑・chy鮮卿・姻αεSawada

［発生植物］イタドリ

［文献］澤田，53，1958

（2〉C’アμo甜’c’召11α7の7noμ1παεSawada

［発生植物］イタドリ

［文献］澤田，55，1958

円星（まるほし）病菌

Cεκ03porαρoケgonαoεαEllis

［発生植物］ミゾソバ

［文献］山本・前田，70，19601Katsuki，53，1965

褐色円斑病菌

Phッ110躍αα7ε甥oμか’αεSawada

［発生植物］イタドリ

［備考］この他，白井，449，451，1917はツルドクダミで

Rρoケgoηo耀加Sacc．およびP．畝職70’Speg．の発生を報

告している。

［文献］澤田，43，1958

黒穂病菌　Smut

（1）醐αn・卿ch∫配卯επn型1vαη卿溺Hirschh，

［発生植物］ミチヤナギ，ミズヒキ，オオイヌタデ，イ

ヌタデ，オオケタデ，イシミカワ，ボントクタデ，サナ

エタデ，ママコシノシリヌグイ

［備考］伊藤は本菌をM．αμ3∫ro．α耀r’cα耀吻　（Speg．）

Beckとしたが，柿罵は〃1．ρθnη3ylv伽∫oμ〃3を採用した。

［文献］白井，355，19171伊藤，63，1936b；柿鳥，43，1982

（2）助hαcε10’hθoαhッ470pψε7’s（Schumach．）De　Bary［＆

Ovularia菌

（1）Ov㍑1α吻加顕oh’n6n5∫5Togashi＆Onuma（白かび症
状）

［発生植物］タニソバ

［文献］小林ら，434，1992

（2）Ovμ1α吻！ovα7αεSawada（円斑病菌）

［発生植物］ミズヒキ

［文献］澤田，83，19511宇田川ら，下903，19771小林ら，

434，1992

P1αg’o甜o溺αρoかαsc卿2（Tochinai＆Yamagiwa）Otani＆

Igarashi

［発生植物］ヒメイワタデ

［備考］枯死茎上から分離

［文献］大谷，184，1995
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Ramularia菌（斑点症状）

（1〉Rα〃2μ1α7’αα1わo一〃2αcμ1伽5Sawada（白斑病菌）

［発生植物］オオイヌタデ

［文献］澤田，86，1958

（2）　　Rα川μ1α”‘z　　わ∫5107’αθ　　Fuckel　　［Ov祝1α7’α　　わ’51oπαε

（Fucke1）　Sacc．］

1発生植物］イブキトラノオ
［文献］白井，403，1917

（3）Rαη2配1αア∫α7ゆ一朋αoμ’απs　I》eck（黄斑病菌）

［発生植物］イタドリ，ツルドクダミ，タニソバ

［文献］白井1579，19171澤田，88，1958

Rhizoctonia菌

（1〉Rh∫20αon’α卿川なα1α　（Nakata　ex　Hara）Gunnell＆

Webster

［発生植物］イヌタデ，ミゾソバ

（2）Rh彪・・～・吻・解αεRyker＆Gooch

［発生植物］ヤナギタデ，イヌタデ

（3）Rh’zoαon∫αo町yzαθ一躍∫vαθ（Sawada）Mordue

［発生植物］ミゾソバ

（4）、Rh’zoσo海αso’αn’K茸hn　AG－1

［発生植物］イヌタデ

［文献］神尾ら，2000

さび病菌　Rust
（1）。4εo’4’μη2ρoケgon∫一c鰐ρ∫ぬ”Dietel

［発生植物］イタドリ，オオイタドリ

［文献］白井，23，19171Hiratsuka　et　a1．，1065，1992

（2）P雌’n∫αわεno初㈱θn5’5Hirats．f

［発生植物］ツルソバ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，732，1992

（3〉Pμoo’niαわ競oκαεDC．

［発生植物］イブキトラノオ，ムカゴトラノオ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はシラネ

ニンジンに形成。

［文献］Hiratsuka　et　a1．，733，1992

（4）P㍑・c’伽・ぬ規n伽H．＆P．Syd。

［発生植物］ウラジロタデ，オンタデ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はイワニ

ンジン，ミヤマゼンコ等に形成。

［文献］Hiratsuka　et　a1，，735，1992

（5）Pμoc加αωηgεs’αBerk．＆Broome

［発生植物］ツルソバ，ヤノネグサ

［文献］Hiratsuka　et　a1，，737，1992

（6）Pμ・伽’α加α砂α耀ns’sHirats，f

［発生植物］オヤマソバ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，740，1992

（7）　P㍑oo’niαn漉4配1‘z　Tranzschel

［発生植物］オヤマソバ，ウラジロタデ，オンタデ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はミヤマ

トウキに形成。

［文献］Hiratsuka　et　a1．，741，1992

（8）　P㍑cご加’αon∫wαεn5’5Hirats．£＆S．Sato

［発生植物］オンタデ

［文献］Hiratsuka　et　al，，743，1992

（9）Pμoc’廓αρh7αg〃副s（Schumach。）K6m，

［発生植物］イタドリ，オオイタドリ，ミゾソバ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はヨシ等

に形成。

［文献］Hiratsuka　et　a1．，570，1992

（10）P躍6・∫n∫αρ・ケ9・n∫一α脚h齢Pers，var．・・nv・1v繭（Alb．

＆Schwein．）Arthur

［発生植物］ソバカズラ，オオツルイタドリ，ツルタデ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はゲンノ

ショウコに形成。

［文献］Harada，1983al　Hiratsuka　et　al．，747，1992

（11）Pμ・c’n如ρ・ケ9・π’一α即h励Pers．var．poケgoη’一

αη2ph∫わガ

［発生植物］エゾノミズタデ，オオイヌタデ，ウラジロ

サナエタデ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はゲンノ

ショウコに形成。

［文献］Hiratsuka　et　al．，746，1992

（12）　P財oo’n1α　ρoケgoη’一‘z〃ψhめ距　　Pers．　var．　ρoケgon’一

ωeΨ’～03πHirats．f＆S、Kaneko

［発生植物］ハナタデ

［文献］Hiratsuka　et　al．，748，1992

（13）P麗・・∫niαρ・ケ9・n’一α脚h齢Pers．var．ρ・塊・n’一

5αohα1加θn5∫5　（Pat．＆Haτio重）　Hirats。£＆S．Kaneko

［発生植物］オオイタドリ

［文献］Hiratsuka　et　al．，749，1992

（14）Pμ・・’n如ρ・ケ9・n’一α卯励πPers．var。ρoケgon1－

s’εわ014πHirats．£＆S．Kaneko

［発生植物］イシミカワ，ママコノシリヌグイ，アキノ

ウナギツカミ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はゲンノ

ショウコ等に形成。

［文献］Hiratsuka　et　a1．，750，1992

（15）Pμoσn∫αρoヶgon∫一αηψhiわ距Pers．var．fovα7’αεArthur

［発生植物］イタドリ，メイゲツソウ，ハチジョウイタ

ドリ，ミヤマタニソバ，ミズヒキ，ナガバノウナギツカ

ミ，ツノレドクダミ，ミゾソバ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，751，1992

（16）Pμc吻∫αpoヶgon∫一w硯y鷹hπT．Miyake　ex　Kawai＆

Otani

［発生植物］ウラジロタデ，オンタデ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はコウモ

リソウに形成。

［文献］Hiratsuka　et　a1。，752，1992

（17）Pμ・・∫n’α即1εnか’・nα1’sJuelvar．ノαP傭oαHirats。£＆

S．Kaneko
［発生植物］イブキトラノオ，ムカゴトラノオ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はヒメカ

ラマツに形成。

［文献］Hiratsuka　et　a1．，755，1992

（18）　Pμco’n∫αsh∫えo’3μεns∫3S．Ito

［発生植物］ウラジロタデ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，756，1992

（19）　Pμcoin∫αsめか∫α～Tranzschel

［発生植物］ヒメイワタデ
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［文献］Hiratsuka　et　a1．，757，1992

（20）U70溺アoε5poケgon’一αv∫o配1αr’αθ（Pers．）Karst．

［発生植物］ミチヤナギ

［文献］Hiratsuka　et　a1。，942，1992

黒穂菌（Smut）

U3！’1αgo肋hηεα欄Wol宜

［発生植物］スイバ

［文献］柿罵，85，1982

Sc1ε70枷規妙47ρρh∫1躍n　Sacc．（菌核症状）

［発生植物］ヤナギタデ，オオイヌタデ，イヌタデ，ミ

ゾソバ

［文献］神尾ら，2000

Septoria菌（葉枯症状）

Sθμoπαρoウgono耀溺　Desm．［S，ρα3’oα吻θ0’Gara，51

poヶgon’co1αLasch　ex　Sacc．，5ψoヶgoπ加αTh廿m．1

［発生植物］エゾノミズタデ，イブキトラノオ，イヌタ

デ，オオケタデ，ボントクタデ，サナエタデ

［文献］白井，617，19171澤田，64－66，1958；今泉ら，1999

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eり，sψhερoヶgon’DC．sens。str，

［発生植物］ミチヤナギ，ツルタデ，ヤナギタデ，サナ

エタデ，オオイヌタデ，イヌタデ，オオケタデ，ハナタ

デ

［文献］白井，225，1917；野村ら，19771大谷・伊藤，188，

19881野村，207，1997；岸，1206，1998

（2）恥吻hθP・ケ9・n’一type

［発生植物］イブキトラノオ，ソバカズラ，ホソバイヌ

タデ

［文献］Amano，156－158，19861野村ら，227，1997

裏すす病菌

P5θ㍑400θκo躍o雌pθ君s’oα7如ε（Yamam．）Deighton

［Cεκ03ρ07αραs’oα7’αe　Yamam。］

［発生植物］ツルソバ，ヤナギタデ

［文献］Katsuki，53，19651小林ら，543，598，1992

ギシギシ類　翫溺飢spp．

スイバ　R．αcε‘05αL．

ヒメスイバ　R．αoεの5ε」1αL。

ヌマダイオウ　R．α卿α批硲L．

タカネスイバ　R。αゆb伽3Al1．

アレチギシギシ　R．ooπglo耀7徽5Murr．

ナガバギシギシ　R．o脚ρμ5L。

ギシギシ　R．07’5ρμ5L．subsp．ノαpoπ∫躍3（Houtt．）Kitam．

マダイオウ　R．〃2α4α∫oMakino

ノダイオウ　R．10ngの伽sDC．

エゾノギシギシR．o伽sヴb伽sL．

ファイトプラズマ　Phytoplasma

（1）アカクローバてんぐ巣病MLO

（2）チャービル萎黄病MLO

［発生植物］ヒメスイバ

［文献］塩見，1996

Ramulaha菌（斑点症状）
（1）Rαη2μZα7fα耀わε〃α　（Bon。）Nann£　［Ovμ1α7’αoわ勾襯

（Cooke）Oudem．］

［発生植物］マダイオウ，エゾノギシギシ

［文献］白井，403，19171今泉ら，1999

（2）Rα耀1α7∫α耀纏oな一c溜pαSawada（白粉病菌）

［発生植物］ギシギシ

［文献］澤田，88，1958

Rh伽6fon’αsp，（二核性リゾクトニア）

［発生植物］ギシギシ

［文献］微生物目録，240，1998

さび菌（Rust）

（1）P鴛c伽’醐oα05αθK6m．

［発生植物］スイバ，ヒメスイバ，タカネスイバ

［文献］Hiratsuka　et　al．，730，1992

（2）Pμodn彪hμ1’εn”Tranzsche1＆Jorst．

［発生植物］スイバ，タカネスイバ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はフウロ

ソウ類に形成。

［文献］Hiratsuka　et　al．，738，1992

（3）Pμoo加∫α07nα’αArthur＆Holway

［発生植物］エゾノギシギシ

［文献］Hiratsukaαal．，744，1992

（4）Pμoo∫n∫αo故n如nαHirats，£

［発生植物］ヌマダイオウ，ナガバギシギシ，ノダイオ

ウ

［文献］Hiratsuka　et　al．，745，1992

（5）P㍑ωn’αph7αg雁が5（Schumach。）K6m．

［発生植物］スイバ，ナガバギシギシ，ギシギシ，マダ

イオウ，ノダイオウ，エゾノギシギシ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はヨシ類

に形成。

［文献］白井，553，19171Hiratsuka　et　a1．，570，1992

（6）U70吻アoε3ρ・ケ9・n∫一αv∫6ぬ吻ε（Peτs．）Karst．

［発生植物］ヒメスイバ

［文献］Harada，1983a；Hiratsuka　et　al。，942，1992

（7）砂oη2ツcε57脚c’5Winter

［発生植物］ノダイオウ，ギシギシ

［文献］Hiratsukaαal。，944，1992

炭疽（たんそ）菌　Anthracnose

Co〃θ’o加ch躍ηαc躍厩麗’ηSimmonds　ex　Simmonds

［発生植物］ギシギシ

［備考］澤田，75，1958はC，耀珈c’oo1αSawada（疑問

種）を報告している。

［文献］微生物目録，134，1998
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うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eり75ψhεofcho7αoεα耀η2DC。

［発生植物］ヒメスイバ

［文献］白井，223，1917

（2）助sψhερoケ9・η’一type

［発生植物］スイバ，ヒメスイバ，アレチギシギシ，ナ

ガバギシギシ，ギシギシ

［文献］白井，225，1917；Amano，158，159，19861野村，

227，1997

スベリヒユ科PORTULACACEAE離弁花類

スベリヒユ類Po灘1αcαSPP．

スベリヒユP．01θ鷹εαL．

Sゆ～07’αリノooc’on’Speg．（葉枯症状）

［発生植物］レイジンソウ

［備考］疑問種

［文献］白井，613，1917

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eり～5ψhεαg躍’eg∫αεDC．var．雁灘noμ1’（Grev。）Zheng

＆Chen
［発生植物］エゾノレイジンソウ，オクトリカブト，ヤ

マトリカブト，レイジンソウ，エゾトリカブト

［文献］Amano，169，170，1986；大谷・伊藤，193，1988；野

村，194，1997

（2）α4燃sp。

［発生植物］サンヨウブシ

［文献］Amano，170，1986

濯伽goρ071ぬo召ε（DC．〉Kuntze（白さび症状）

［発生植物］スベリヒユ

［文献］白井，37，189，1917；伊藤，141，1936al宇剛llら，

上248，19771小林ら，510，1992

菌核病菌　Sclerotinia　rot

Sc1αoがn’α501ε70”07μ燗（Lib．）de　Bary

［発生植物］スベリヒュ

［文献］菅野・大久保，1999

キンポウゲ科　RANUNCULACEAE離弁花類

トリカブト類廊on枷耀spp．

エゾノレイジンソウ　ィ．g∫gα3L6v，etVan。

オオレイジンソウ　オ．g磐α3var．hon40εηsε（Nakai）

Tamura　ex　Tamura　et　Lauener

オクトリカブト　ィ．ノαpoη蜘溺Thunb。

ヤマトリカブト　護．ノαpoη’o脚var．溺on’αη卿2Nakai

レイジンソウ　イ．10c型αn㈱R。Raym。

サンヨウブシ孟．5αnアoεη5εNakai

エゾトリカブト　オ．アεzo6n3εNakai

べと菌（Downymildew）
P’α5吻OPα7αρツ9切αεα（Unger）Schr6t。

［発生植物］エゾトリカブト

［文献］伊藤，168，1936a

黒穂菌（Leafand　stem　smut〉

U70の73∫’3αnε溺onθ3（Pers．）RostL

［発生植物］オクトリカブト

［文献］柿爲，70，1982

さび菌（Rust）

U70吻ツ6e3かooαon’Trotter

［発生植物］オォレィジンソゥ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，951，1992

ルイヨウショウマ類オc惚αspp．

ルイヨウショウマ　刃．α5’α漉αHara

黒穂菌（Leafand　stem　smut）

U70那”5αnε耀one5（Pers．：Pers．）Winter

［発生植物］ルイヨウショウマ

［文献］白井，693，1917

さび菌（Rust）

（1）Coleo3po枷1η　o枷’αヴ初g朗溺　Th茸m，ex　Kom．　［C

αo惚αεKarst．］

［発生植物］ルイヨウショウマ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はチョウ

センゴヨウ等に形成（葉さび病）。

［文献］伊藤，189，19381Hiratsuka　et　aL，209，1992

（2）Pμcdn’αα伽εαθ一α9ア・P吻Fisch，［オe・∫伽溺α磁eαe

Opiz．］

［発生植物］ルイヨウショウマ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はハマム

ギに形成。

［文献］白井，3，503，1917

うどんこ菌（Powderymildew）

Eり75ψheαg副εg如εDC．var．αg初18g∫αε［E。αgμ∫1εgごαθDC，

inHomma］
［発生植物］ルイヨウショウマ

［文献］Amano，170，19861大谷・伊藤，192，19881野村，

194，1997

イチリンソウ類肋佛o肥spp．
ヒメイチゲ差．4θわ’1∫sFischer

フタマタイチゲ　左．4’cho∫o〃2αL．

シュウメイギク（キブネギク）　護．

ノαpon∫oα（Thunb，）Bowles　et　Steam

ハクサンイチゲオ．澱7c’s5卯07αL

イチリンソウオ．η’κoεη3∫sMaxim．

キクザキイチゲオ。ρ5ε幅o一α1如磁Ham

hμpeh召π5∫3　　var．
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アズマイチゲ　オ．r編4εα雁Rege1

サンリンソウ　オ．slo1侃塘雁Maxim．

［文献］白井，225，1917；Amano，170，1986

ぺと菌（Downymildew）
P1α3濯・卿叩ツ9耀θα（Unger）Schr6t。

［発生植物］ヒメイチゲ，フタマタイチゲ，キクザキイ

チゲ

［文献］伊藤，168，1936a

黒穂菌（Leafand　stem　smut）

（1）U70邸！∫sαnε溺onε5（Pers．：Peτs．）Winter［Tμ加κ’n’α

αηαnonε5（Pers．）　Liro］

［発生植物］シュウメイギク，キクザキイチゲ，アズマ

イチゲ

［文献］白井，693，19171伊藤，128，1936b；柿罵，70，19821

小林ら，256，1992；Denchev　et　al．，2000

（2）U7・釧51∫5抑・n吻（P．Henn．）Ling［Tぬ7c’廠

ノαP・n加（P．Hem．）Lir・］

［発生植物］シュウメイギク

［文献］伊藤，127，1936b；柿罵，72，19821Denchev　et　a1。，

2000；小林ら，256，575，588，1992

（3〉U70の柳’5ρ3εμ40αnε用o〃ε3　Denchev．Kakish．＆　Y．

Harada

［発生植物］アズマイチゲ，サンリンソウ

［文献］Denchev　et　a1．，2000

さび菌　（Rust）

（1）Co1ε05ρ07加παnθηoneブαpo漉oαθHenn．

［発生植物］シュウメイギク

［文献］白井，147，1917

（2）Oc加op30mαヂiαθ（Fuckel）Ramsb．

［発生植物］キクザキイチゲ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はヤマブ

キショウマ等に形成。

［文献］Hiratsuka　et　al，，354，1992

（3）　P㍑oo’n’ααnε〃20nε5＿7α44ξ～αnαe　S．Ito

［発生植物］アズマイチゲ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，761，1992

（4）P配o伽’α5in即1α7’3Magnus

［発生植物］キクザキイチゲ

［文献］Hiratsuka　et　al．，766，1992

（5）　Pμoo∫n’αvε5∫oμ10sαSchltd1．ex　Ehτenb．

［発生植物］ハクサンイチゲ

［文献］Hiτatsuka　et　al．，771，1992

（6）7》αnz50hθ1∫αル5cα（Pers．）Diete1

［発生植物］キクザキイチゲ，アズマイチゲ

［文献］Hiratsukaeta1．，367，1992；小林ら，296，1992

（7〉7地〃z50hε1∫αp耀n’一甲1no5αε（Pers．）Dietel

［発生植物］イチリンソウ

［文献］Hiratsuka　e重al．，368，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

Eり吻h67αn襯o麗1’Grev．［Eω〃2川㍑n’5（Wallr．）Fr．，E．

ρoケgon∫DC．］

［発生植物］フタマタイチゲ，シュウメイギク

オダマキ類絢副eg’αspp．

ヤマオダマキ　オ．加ε7gε7∫αnαSieb．etZucc．

ミヤマオダマキ　オ．伽わθ〃伽Sleb．et　Zucc．var．ρμ加’α

Kudo

さび菌（Rust）

Pμoo’n如μ5’α1’5Berk．

［発生植物］ヤマオダマキ

［文献］Himtsuka　et　al．，769，1992

うどんこ菌（Powderymi星dew）

（1）Eり75ψhεαg躍1εg砂θDC．var．昭躍1εg’αe［Eαg躍1θg’αε

DC．in　Homma］

［発生植物］ヤマオダマキ，ミヤマオダマキ

［文献］Amano，171，19861大谷・伊藤，192，1988；野村，

194，1997
（2）助吻hερ・ケ9・π’一type

［発生植物］ヤマオダマキ

［文献］野村，225，1997

リュウキンカ類Cα1～肋spp．

エゾノリュウキンカ　Cρα1μ3！7’5L．var．加7～hε’Hance

リュウキンカ　Cρα1㍑s’7‘svar．搬e襯扉α順ceαTurcz。

エンコウソウ　Cρ躍μ5か’5vaL耀ε規b耀nαcθα£
4εoμ励εηs　Makino

ハイリュウキンカ　Cρα1μs！7’5var。ρ70ごμ溺わεn5Beck．

さび菌（Rust）

（1）　Pμαゴn’αcα1’hαεLink

［発生植物］エゾノリュウキンカ，エンコウソウ

［文献］Hiratsuka　et　al．，762，1992

（2）Pμoc’nfαoα1’h∫ω’αSchr6t．［P　zoが∫Winter］

［発生植物］エゾノリュウキンカ，リュウキンカ，エン

コウソウ

［文献］白井，571，19171Hiratsuka　et　a1．，763，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

E’ア3ψhεαg躍εgiαεDC．var．7αn躍oμ1’（Grev．）Zheng＆

Chen

［発生植物］エゾノリュウキンカ，リュウキンカ，ハイ

リュウキンカ

［文献］Amano，172，19861大谷・伊藤，193，1988；野村，

196，1997

サラシナショウマ類　C’〃2∫o鍬gαspp．

オオバショウマ　（二αoεア∫襯（Sieb．etZucc．）Tanaka

イヌショウマ　C．ノαpon∫oα（Thunb．）Sprengel

サラシナショウマ　（15枷p1εx　Wo㎜sk．
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べと菌（Downymildew）
PZα5〃～opo煮α6’〃ガo鈎9α召1亡o＆Tokun．

［発生植物］サラシナショウマ

［文献］伊藤，157，1936a；小林ら，511，1992

斑葉（はんよう）病菌

ルかωsphααε〃αsho規αθSawada

［発生植物］サラシナショウマ

［文献］澤田，166，1952a

黒穂菌（Leafand　sfem　smut）

Uヂooッ51∫s　oακ’no4ε5（Berk。＆Curtis）Fisch．Waldh，

［発生植物］サラシナショウマ

［文献］Vanky＆Harada，19891小林ら，256，1992

さび菌（Rust）

（1〉。4θo溜μ溺㎞3αno’Diete1

［発生植物］サラシナショウマ

［文献］白井，15，1917

（2）Co1θ05ρo吻η～o枷’c施g’㍑規ThUm．ex　Kom．［漉o∫4彪加

o伽’o旅9飯規Schw．］

［発生植物］オオバショウマ，イヌショウマ，サラシナ

ショウマ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はチョウ

センゴヨウ等に形成（葉さび病）。

［文献］白井，7，1917；伊藤，190，1938；Hiratsuka　eI　al．，

209，1992；小林ら，524，1992

（3）Pμcc’n’α7εoonぬαRoberge　ex　Desm．

［発生植物］オオバショウマ，サラシナショウマ

［備考］精子，さび胞子世代

［文献］Hiratsukaetal．，583，1992；小林ら，528，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）E贋ψhθoo加耀n∫5（Wal1L）FL

［発生植物］サラシナショウマ

［文献］Amano，173，1986

（2）助吻hθρのgoπ’一type

［発生植物］サラシナショウマ

［文献］野村，225，1997

センニンソウ類αθ襯廊spp．

ボタンヅル　Cα勿施伽DC．
メボタンヅル　Cαpi〃b11σvaLわi1θ7nσ∫σMakino

クロバナハンショウヅル　Cル50αTuτcz．

ハンショウヅル　Cノαpoη∫oαThunb．

アズマハンショウヅル　Cノ叩oκ’cαvar．加6吻鰯ε6θ〃協α

Makino

タカネハンショウヅル　C’α3∫αn47αMaxim．

ビロードボ’タンヅル　C．’e30hεn磁々’α欄DC。

ミヤマハンショウヅル　（二〇cho’εn5’3（Pall．）Poir

コバノボタンヅル　Cρ’ε70ず〃Miq。

クサボタン　（二5～αn3Sleb．etZucc．

トリガタハンショウヅル　C∫05αεnsi5Makino

タチクサボタン　（二μπ∫oの1’αNakaiexKitag．

シロバナノハンショウヅル　C　w∫〃’α溺s’∫Gray

さび菌（Rust）

（1）　Co1εo躍07如川ご’εη2α∫’4∫3Barclay

［発生植物］ハンショウヅル，クサボタン，タカネハン

ショウヅル，トリガタハンショウヅル，シロバナノハン

ショウヅル

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアカマ

ツ，リュウキュウマツ等に形成。

［文献］伊藤，192，1938；Hiratsuka　et　a1．，211，1992

（2）Co’εo胆oヂ’㍑規01εη2αガ4’5一叩’の1∫αθDietel

［発生植物］ボタンヅル，タカネハンショウヅル，ビロ

ードボタンヅル，コバノボタンヅル

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアカマ

ツ，クロマツに形成（葉さび病）。

［文献］伊藤，193，19381Hratsukaeta1．，213，1992；岸，

1224，19981小林ら，524，1992

（3）P㍑oo’n’αεxh砿5∫αDiete1

［発生植物］ボタンヅル，クサボタン

［文献］Hiratsukaet　a1．，764，1992

（4）　Pμ60∫n’α“207’o丸αεn訂3S．Ito

［発生植物］ボタンヅル，クサボタン

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はヨシ，

ツルヨシ，クサヨシに形成。

［文献］Hiratsuka　et　a1．，562，1992

（5）　P㍑cc’n’αo北α～α“2αθη5∫5S．Ito

［発生植物］ボタンヅル，クロバナハンショウヅル，ク

サボタン

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はヨシ，

ツルヨシに形成。

［文献］Hiratsuka　et　al．，566，1992

（6）P配oαn∫α7ecoπゴ吻Roberge　ex　Desm．

［発生植物］ボタンヅル，クロバナハンショウヅル，ク

サボタン

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はイネ科

植物上に形成。

［文献］Hiratsukaetal．，583，1992；小林ら，528，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eり～5ψheαg躍1εg如εDC．var．耀朋no麗〃（Grev．）Zheng

＆Chen［E　oo朧3卿5（Wallr。）Fr．，Eρoヶgo躍DC，em．

Salmon］

［発生植物］ボタンヅル，メボタンヅル，クロバナハン

ショウヅル，ハンショウヅル，ミヤマハンショウヅル，

クサボタン，タチクサボタン

［文献］白井，227，19171Amano，173，174，1986；大谷・

伊藤，193，19881野村，194，1997

（2）助吻hθρ・惚・η’一type

［発生植物］アズマハンショウヅル，トリガタハンショ

ウヅル

［文献］野村，225，1997

オウレン類　COPf’5SPP．

オウレン　Cノ卿on∫oα（Thunb．）Makino
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セリバオウレン　C戸pon’oαvaL4’53εo’α　（Yatabe）

Nakai

ミツバオウレン　c∫7の伽（L．）Salisb．

H叩10’hθo加吻oo炉泌3Togashi＆Omura

［発生植物］ミツバオウレン

［文献］原，177，1936

［発生植物］ハイキンポウゲ，キツネノボタン

［文献］伊藤，199，1936a

角斑（かくはん）病菌
1～α〃2μ1α7’ααc7’s　Lindroth．

［発生植物］キンポウゲ

［文献］澤田，85，1958

うどん二菌（Powderymildew）

E町y5ψhεα9麗ご1ε9如εDC．

［発生植物］オウレン，セリバオウレン

［文献］Amano，174，175，1986

オキナグサ類P痂α媚αspp．

オキナグサP　oθ7n襯（Thunb，）Spreng

ツクモグサ　Pηψponioα（Takeda）Ohwi

黒腫（こくしゅ）菌　（Leafsmut）

（1）E吻Joη！α弄cα吻εThUm．ex　Fisch．Waldh．［瓦
mnμnoκ1∫（Bonord。）　Schr6t。］

［発生植物］ミヤマキンポウゲ

［文献］伊藤，102，1936bl柿島，37，19821小林ら，585，

1992

（2）E岬1・加α溺’・7岬・耀醒（Unger）Schr6t．

［発生植物］キツネノボタン

［文献］小林ら，585，1992

さび菌（Rust）

（1）C・1ε・sp・吻卯π触～f1伽（Strauss）L6v．

［発生植物］オキナグサ

［文献］伊藤，195，19381Hiratsuka　et　al，，240，19921小林

ら，524，1992

（2〉Pμoo加’α㍑5毎’ご3Berk。

［発生植物］ツクモグサ

［文献］Hiratsuka　et　al。，769，1992

（3）　7》α鷺zsche’fα　ノ跳scα　（Pers．）Diete1　［T　p㍑1sα’ご11α¢

（Opiz）Diete1］

［発生植物］オキナグサ

［備考］精子・冬胞子世代

〔文献］Hiratsukaetal．，366，19921小林ら，296，1992

キンポウゲ類翫πμnごぬ3spp．

ミヤマキンポウゲ　R．αご溜L．

ケキツネノボ’タン　R．o伽’oπ’en5’5DC．

キンポウゲ（ウマノアシガタ）　R．ノαpon’σμ3Thunb．

ハイキンポウゲ　R．7ゆεnsL．

イトキンポウゲ　R．泥穿αη5L．

キツネノボタン　R．g駕伽επεπ5’5（L6v．）Nakai

タガラシR．εc6」ε繊雄L．

シマキツネノボタン　R．5∫餉oJ4”Miq．

オトコゼリ　R．1αoh’70ε∫Fr．etSav．

イネ苗立枯細菌病菌

βμ灰hoZ4顔αp1αn’α7’∫（Azegami　et段1．1987）Urakami　et　a1，

1994［Psθμ40溺oηα3ρ1磁’α所Azegami　et　a1．］

［発生植物］キツネノボタン

［文献］田中ら，1994

べと菌（Downymildew）
（1）Pαono甲o耀h’爾α」∫s　G盗um．

［発生植物］ミヤマキンポウゲ，キンポウゲ

［文献］伊藤，198，1936a

（2）Perono3po雌7αn襯cμ1∫Gaum、

黒点病菌

ZンθP’o！rooh’1α　　7αnμn（フμ11　（Fr．：FL）　　Sch廿epP

7α襯noμ1’（Fr，）Rehm。］

［発生植物］キンポウゲ

［文献］澤田，147，1952al小林ら，166，1992

［Fαケαθα

黒穂菌（Leafand　stem　smut）

U70弓y311s7αn襯oμ1ご（Libert）Moesz［Zめ㍑κごn如7αn襯c読

（LibeIt）　Liro］

［発生植物］ミヤマキンポウゲ，キツネノボタン

［文献］伊藤，130，1936bl柿島，73，19821小林ら，256，

588，1992

さび菌（Rust）

（1）Pκ・・1n’α脚gnμ5珈αK6m。

［発生植物］ケキツネノボタン，ハイキンポウゲ，キツ

ネノボタン，タガラシ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はヨシ類

に形成。

［文献］白井，25，19171Hiratsuka　et　al．，553，1992

（2）　U70履yoε5　4αのノ1’ゴ’5　0tth　var．　ρoαε　（Rabenh．）

Cummins

［発生植物］ケキツネノボタン，キツネノボタン，タガ

ラシ，シマキツネノボタン，オトコゼリ

［備考ユ精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はスズメ

ノテッポウ，カモガヤ等に形成。

［文献］Hiratsuka　et　al．，911，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）E型5ψhθασ躍1εg∫αθDC．var。rαn㍑noμ1∫（Grev．）Zheng

＆Chen［Eρoヶgon∫DC．em．Salmon］

［発生植物］ミヤマキンポウゲ，ケキツネノボタン，キ

ンポウゲ，ハイキンポウゲ，キツネノボタン，タガラシ

〔文献］白井，225，19171大谷・伊藤，193，19881野村，

196，1997
（2）助吻hθρの9・n∫一type

［発生植物］イトキンポウゲ
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［文献］野村，226，1997

ヒメウズ類　8ε雁α9躍ε9’αSPP．

ヒメウズ　S、α40xo’4εs（DC．）Makino

黒穂菌（Leafand　stem　smut）

U700y5”s　50705po吻∫」ε8　K6m．ex　Fisch．［Tμ加7c厩α

so70spo7’o’4ε3（K6m）Liro］

［発生植物］ヒメウズ

［文献］伊藤，130，1936bl柿鳥，74，19821小林ら，256，

1992

さび菌（Rust）

（1〉Som’αεαρ耀nゆε泥5’oαθ　（Hori）Cummins＆Hirats．

［Lθ㍑oo！81如“zρ耀η’ψε雌’oα8　（Hori）　Tranzsche亘，14εo∫4彪溺

5ε加α9μ’1ε9’αe　Diete1］

［発生植物］ヒメウズ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はウメ，

モモに形成（白さび病）。

［文献］Hlratsuka　et　al．，363，1992

（2）7搬〃zschθ1’αル30α　（Pers。）Dietel［T　5ε雁αg躍1θg’αε

Hino＆Katum．］

［発生植物］ヒメウズ

［備考］精子・冬胞子世代

［文献］Hiratsukaetal．，366，19921小林ら，296，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

0’4’麗〃2sp．

［発生植物］ヒメウズ

［文献］Amano，171，1986

カラマツソウ類　Thα1忽耀〃偲pp．

シギンカラマツ　Tαc’ασb伽規Sieb．etZucc．

ヒメカラマツ　Tゆ’n麗醒Lvar．5ゆ’嬬μ規Yabe

カラマツソウ　丁岬μ’1εgの伽〃2L．

ハルカラマツ　Tわα∫oα1εη5εTurcz．

ノカラマツ　丁纏襯5L．vaL加εvψεsHara

アキカラマツ　T〃2’nμsvar．hyρ01e麗oμ〃2（Sieb。etZucc．）

Miq。

コカラマツ　T〃2∫鵜5var．sゆε〃α1麗規（Mey）Tamura

シキンカラマツ　T700hεゐ耀n’αn㍑〃lFr．etSav．

エゾカラマツ　T5αohα1’nεn3εLecoy。

エゾアキカラマツ　T’h㈱わ釧g∫∫DC．var．m勾usNakai

ミヤマカラマツ　T！めε7鉾耀〃2Maxim．

べと菌（Downymildew）
（1）　Pε70no甲orα』ソα〃2α4αησTogashi

［発生植物］ミヤマカラマツ

［文献］伊藤，200，1936a

（2〉P1α3碑oμ7ααψ’nαRosenbaum

［発生植物］コカラマツ

［文献］伊藤，169，1936a；小林ら，511，1992

Cε700卿07碗加1’o∫7’co1αMiura（斑点症状）

［発生植物］アキカラマツ

［文献］Katsuki，53，1965

黒腫菌（Leafsmut）

Enヶ10溺αずhα1∫o’7’（Farlow）Schr6t．

［発生植物］エゾアキカラマツ

［文献］伊藤，104，1936bl柿鳥，39，1982

黒穂菌（Leafand　stem　smut）

U70卿3’∫s　5070spo吻’4θ5　K6m，ex　Fisch．［丁麗肋7c’n1α

50ro5po7’o∫4εs（K6m．）Liro］

［発生植物］ノカラマツ，アキカラマツ

［文献］伊藤，130，1936bl柿罵，74，19821小林ら，256，

1992

P3εμ40pez伽7θPεπ磁（Fr．）Karst．vaUhα1’・17’Henn．（斑

点症状）

［発生植物］アキカラマツ

［文献］白井，501，19171原，93，1936

さび病菌　Rust
（1）P配・・∫吻α97・躍’・・1αHirats．£

［発生植物］アキカラマツ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はアオカ

モジグサに形成（さび病）。

［文献］Hiratsuka　et　al，，511，1992

（2）Pμoo加’α泥ωη4癩Roberge　ex　Desm．［Pρα3競εns

Plowr．1

［発生植物］ハルカラマツ，ノカラマツ，アキカラマツ，

エゾアキカラマツ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はコムギ，

ライムギ等に形成（赤さび病）。

［文献］白井，29，551，1917；Hiratsuka　et　al．，583，19921小

林ら，528，1992

（3）Pμ・伽α3ε卿πか’・nα”5Juelvar．仰・n’・αHirats．f＆

S．Kaneko
［発生植物］ヒメカラマツ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はイブキ

トラノオ，ムカゴトラノオに形成。

［文献］Hiratsuka　et　al．，755，1992

（4）Pκ・・加切09α5h’αnαHirats．£

［発生植物］カラマツソウ，エゾアキカラマツ，ミヤマ

カラマツ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，767，1992

（5）Pμoo∫n∫α麗5如1∫5Berk．

［発生植物］ヒメカラマツ，ミヤマカラマツ

［文献］Hiratsuka　et　al．，769，1992

（6）7ンαnzsohθ1’αノレ30α（Pers．）Dietel［T　rhα1’απ

（ChevalL）Diete1］

［発生植物］アキカラマツ，エゾアキカラマツ

［備考］精子・冬胞子世代

［文献］Hiratsuka　et　a1．，366，19921小林ら，296，1992
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日本野生植物寄生・共生菌類目録

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eり75ψhεαg躍1召g∫αe　DC　var．旧灘nc麗1∫（Grev。）Zheng

＆Chen［Eα卯’1θg’αεDC。in　Homma，Eρoヶgon∫DC。，E

ヂαη襯c麗1’Grev．，捨ごhnoohαε’αρoヶgo加（DC．）Sawada］

［発生植物］シギンカラマツ，カラマツソウ，ノカラマ

ツ，アキカラマツ，シキンカラマツ，エゾカラマツ，エ

ゾアキカラマツ

［文献］白井，225，19171澤田，115，19511Amano，181，

182，1986；大谷・伊藤，193，19881野村，196，1997

（2）助吻hερ・ケ9・η’一type

［発生植物］シギンカラマツ

［文献］野村，226，1997

モミジカラマツ類　肋紛α1θ吻spp．

モミジカラマツ　Tノαpon’ごαSieb．etZucc。

さび菌（Rust）

Pμoo’n’απ5！‘漉5Berk．

［発生植物］モミジカラマツ

［文献］Hiratsukaαal。，769，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

Eり75ψhεαg漉1εg∫αεDC．var．7αnμnoμ1’（Grev．）Zheng＆

Chen［E。rαn襯6μ1f　Grev．］

［発生植物］モミジカラマツ

［文献］Amano，183，19861野村，197，1997

バラ科　ROSACEAE離弁花類

キンミズヒキ類イg7枷on’αspp．

キンミズヒキ濯．ρ’10sαLedeb．

うどんこ病菌　Powderymildew

（1）勘hαθro～hεoααphαn’s（Wal1L）U．Braun　var．αph卿s

［Sl　hμ’nμ1’（DC．）Burr．sens．Salmon］

［発生植物］キンミズヒキ

［文献］澤田，102，1951；大谷・伊藤，162，19881野村，36，

1997；岸，1210，1998

（2）助hαθ701hθoのnαc麗1α酌（Wallr．：Fr。）Cooke

［発生植物］キンミズヒキ

［文献］Amano，215，1986

ヤマブキショウマ類ル襯oμ5spp．

ヤマブキショウマ　護．4’o’oμs　（Walt．）Fem，var。

伽ψ’∫μ3（Nakai）Haτa

エゾヤマブキショウマオ．8y’vθs’鷹var，v㍑’gα7’sMaxim．

さび菌（Rust）

Och70pso7αα”αε（Fuckel）Ramsb．

［発生植物］ヤマブキショウマ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はキクザ

キイチゲ等に形成。

［文献］伊藤，225，19381Hiratsuka　et　al．，354，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）助hαε70ずhεoα勘7卿nεα（Schltdl．exFr．）畑ellvar．

声7耀9’nεα［S．hμη2㍑1i（DC．）Bu皿．sens．Salmon］

［発生植物］ヤマブキショウマ，エゾヤマブキショウマ

［文献］澤田，102，19511大谷・伊藤，163，19881野村，38，

1997

（2）助hαε70’hθcα灘‘吻7∫5（Wallr．：Fr．）Cooke

［発生植物］エゾヤマブキショウマ

［文献］Amano，218，1986

アーバスキュラー菌根菌（ArbuscularMyconhiza）

々襯一type

［発生植物］キンミズヒキ

［文献］小島ら，2000

べと菌（Downymildew）
Pε70nospo7αα97’η20n∫α¢Syd。

［発生植物］キンミズヒキ

［文献］伊藤，203，1936a

ヘビイチゴ類加ohεsnεαspp，

ヘビイチゴnch伊s卿加（Zoll．etMor．）Miq．

ヤブヘビイチゴ　D．’nJ’oα（Andr．）Focke

イネ苗立枯細菌病菌
Bμ沈ho’4ε7’αμαn’α7”（Azegami　et　al．1987）Urakami　et　al、

1994［P3εμ40規onα3ρ1αn1α痂Azegami　et　aL］

［発生植物］ヘビイチゴ

［文献］田中ら，1994

さび病菌　Rust

Pμσdn’α3’耀用αg7吻o初αε（Diete1）Tranzschel

［発生植物］キンミズヒキ

［文献］伊藤，86，19381Hiratsuka　e∫α1．，102，1992

アーバスキュラー菌根菌（Arbuscular　Myoon・hiza〉

オァμ溺一type

［発生植物］ヘビイチゴ

［文献］小島ら，2000

白星病菌

Sεμo吻α97吻o漉αε一ε㍑Pα！o吻εE　Bommer＆Rousseau

［発生植物］キンミズヒキ

［文献］白井，609，19171澤田，55，1958

さび菌（Rust）

Ph耀9曜珈ρ・伽が11αε（Pers．）Karst。

［発生植物］ヘビイチゴ

［文献］白井，437，1917

一83一



農業環境技術研究所資料　第26号（2002）

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）助珈hesp．

［発生植物］ヤブヘビイチゴ

［文献］Amano，222，1986

（2）助hαe剛hecα勲9碗εα（Schltd1．）Po皿acci

［発生植物］ヘビイチゴ，ヤブヘビイチゴ

［備考］上記種は複合種であり，要検討。

［文献］野村，47，1997

（3）助hαθ70∫hθω襯oぬ7’3（Wallr．：Fr．）Cooke

［発生植物］ヘビイチゴ

［文献］Amano，222，1986

シモツケソウ類躍1ψεn4μ1αspp．

コシジシモツケソウ　E磁7∫6μ1α∫α（Ohwi）Kitam．

オニシモツケ　1死㎞纏εchα’～cα（Pall．〉Maxim．

シモツケソウ　E耀’躍卯gαMaxim．

アカバナシモツケ　E溺認卯gαvar．o’1’α1αKoidz．

チシマシモツケ　Eρα1脚1α（Pall．）Maxim．

エゾノシモツケソウ　E粥zoεπs’5Hara

さび病菌　Rust
ルψh槻g’n∫麗η2μ肋α71αθ（DC．）Link　var．μ伽απαε

［発生植物］オニシモツケ，シモツケソウ，チシマシモ

ツケ，エゾノシモツケソウ

［文献］Hiratsukaet　a1．，455，1992

うどんこ病菌　Powderymildew

（1〉Eり～sψhεμ1溜α吻e　Desm．1亙hε7αc1ε∫auct．non　DC．

sens．］

［発生植物］シモツケソウ

［文献］Amano，223，1986；大谷・伊藤，204，1988；野村，

203，1997；岸，1216，1998

（2）5ρhαε70’hθcαノ～1ψen4κ1αθZhao　［＆解かα2αe　Sawada］

［発生植物］オニシモツケ，アカバナシモツケ

［文献］大谷・伊藤，164，19881野村，35，1997

（3）助hαε7・’heσψ1な’nεα（Schltd1．）P・11acci

［発生植物］コシジシモツケソウ，シモツケソウ

［備考］上記種は複合種であり，要検討。

［文献］野村，47，1997

（4）助hαθ70ずhθoα脚o㍑1α廊（Wallr．IFr．）Cooke

［発生植物］コシジシモツケソウ，オニシモツケ，シモ

ツケソウ，アカバナシモツケ

［文献］Amano，222，223，1986

イチゴ類　丹α9α吻SPP．

モリイチゴEnψρon’oαMaklno
エゾヘビイチゴ　E　vε500L．

エゾクサイチゴE粥zo8n5i5Hara

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）α4伽sp．

［発生植物］モリイチゴ

［文献］Amano，224，1986

（2）助hαθ70孟hεoααphαn’s（Wallr．）Braun　var。αphα廊［8

σ1chε雁」1αθ　（Grev．）Junell，＆h即躍Jf（DC．）Buπill　sens．

Salmon，S，脚o吻r’s（Wallr．：Fr．）Cooke］

［発生植物］エゾヘビイチゴ，エゾクサイチゴ

［文献］Amano，224，1986

ダイコンソウ類σε麗加spp．

オオダイコンソウ　σα加P∫0μ川Jacq．

ダィコンソウ　σ”pon’o扉加Thunb，

円星（まるほし）病菌
Rα〃観1α7’α9θ’（Eliass．）　Lindroth．

［発生植物］ダイコンソウ

［文献］澤田，87，1958

Sゆfo吻gε∫Roberge＆Desm．（葉枯症状）

［発生植物］ダイコンソウ

［文献］白井，6B，1917

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）0雌襯sp。

［発生植物］ダイコンソウ

［文献］Amano，224，1986

（2）助hαεヂ01hεoαh謝躍”（DC．）Buπil1

［発生植物］オオダイコンソウ

［文献］白井，627，1917

（3）助hαε7・’hεcαsp．

［発生植物］ダイコンソウ

［文献］野村，48，1997

キジムシロ類Po～εn1∫〃αspp。

ヒメヘビイチゴPceη！曾α襯Maxim．

カワラサイコ　P．oh’肥n3’5Ser．

ミツモトソウ　P　oαp’o～αen∫αεMaxim．var．∫nsμ1α715

Kitag．

イワキンバイ　P．4icえ’n5”Fr．etSav。

キジムシロ　R丑αgα7∫o’4εsL．var．溺砂07Maxim．

ミツバツチグリ　R加yη’α槻Bomm．

キンロバイ　且戸μ漉o躍L．

オヘビイチゴ　P．え1ε厩αnαWight　et　Amott

ミヤマキンバイ　P．脚醜徽～αθTh．Wolf

ヒロハノカワラサイコ　P．nψpon’cαTh．Wolf

ウラジロキンバイ　Rη∫vεαL．

ツルキジムシロ　P5∫010n旋雌Lehm．

エチゴキジムシロ　P‘ogα3’∫Ohwi

ツルキンバイ　P　y欲μ3αご卿αMakino

アーバスキュラー菌根菌（Arbuscular　Mycoπhiza）

∠ケμ〃2－type

［発生植物］ミツバツチグリ

［文献］小島ら，2000
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黄葉病菌（腫葉症状）

肋g薦’ε〃αρ・’επ”1’αε（Far1．）Sadeb．［Zαph伽

ρ01θn1’11αθFarl．］

［発生植物］ヒロハノカワラサイコ

［備考］瓦01肋ヂ伽属に移すべきと考えられる。

［文献］白井，337，1917；澤田，141，1952a

Phア3α103ρ07α〃吻7αnαHino＆Katum．（斑点症状）

［発生植物］ミヤマキンバイ

［文献］宇田川ら，上622，19771小林ら，520，1992

さび菌（Rust）

（1）Phm9剛珈わ7εvψε4’6ε11α伽Hirats．£

［発生植物］イワキンバイ，オヘビイチゴ，ミヤマキン

バイ，ウラジロキンバイ

［文献］Hiratsukaeta1．，406，1992；小林ら，527，1992

（2〉Ph7α9加伽履∫・αn麗溺Hirats。£

［発生植物］ミヤマキンバイ

［文献］Hiratsukaeta1．，413，19921小林ら，527，1992

（3）Ph7αg癬4加πραp∫11α加ηDiete1

［発生植物］ミツモトソウ，ミヤマキンバイ

［文献］Hiratsukaetal，，424，19921小林ら，527，1992

（4）Ph7α9規i伽仰・∫εn1∫11αε（Pers．）Karst．

［発生植物］カワラサイコ，イワキンバイ，ヒロハノカ

ワラサイコ，ミヤマキンバイ

［文献］白井，437，19171Himtsukaeta1．，427，19921小林

ら，527，1992

（5）Pμ・・’伽s肋卯・’εn∫’11αεKom．

［発生植物］ヒメヘビイチゴ，ミツモトソウ，キジムシ

ロ，ミツバツチグリ，ツルキジムシロ

［文献］澤田，17，1952b；Hiratsuka　et　a1．，125，1992

（6）　U7ε40nαv’co’αTranzsche且

［発生植物］キジムシロ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，1125，1992

リ，オヘビイチゴ，エチゴキジムシロ，ツルキンバイ，

P．oε加97碑α£ρα陀n5

［文献］澤田，102，19511Amano，228－230，19861大谷・伊

藤，162，1988

（2）勘hαβ70！hε‘ααphα廊（Wallr．）U．Bram　vaL　h頭吻

U．Braun

［発生植物］ツルキジムシロ，キンロバイ

［文献］大谷・伊藤，162，1988；野村，37，1997

（3）5〃hα召7・’hε・⑳1碧加εα（Schltdl．）P・llacci

［発生植物］ヒメヘビイチゴ，ミツバツチグリ，オヘビ

イチゴ，エチゴキジムシロ

［備考］複合種であり，要検討。

［文献］野村，48，1997

キイチゴ類R麗加5spp。
ゴヨウイチゴR．’κεnoεns∫5L6v．etVan，

コガネイチゴR．ρε4徽5Smith

ヒメゴヨウイチゴR．ρ5θ必oプαpon∫6κ5Koidz。

さび病菌　Rust

（1）。4πh副o〃2アoε5　ρεo痘αnμ3　（Howe）Cummins　＆　Y．

Hirats．

［発生植物］ヒメゴヨウイチゴ

［文献］Hiratsuka　et　al．，388，19921小林ら，584，1992

（2）Ph7α9副珈吻n麗溺Hirats。£

［発生植物］コガネイチゴ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，405，1992；小林ら，527，1992

（3〉Ph7α9副珈7めiヅαP・顧Kasai

［発生植物］ヒメゴヨウイチゴ

［文献】Hiratsuka　et　a1、，4351小林ら，527，1992

（4）Ph7α9副伽ア傭吻nμ川Hirats、f

［発生植物］ゴヨウイチゴ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，438，1992；小林ら，527，1992

Septoτia菌（葉枯症状）

（1〉Sεp！o吻丑ogα7’αdLib．）Desm，（紫眼病菌）

［発生植物］ミツバツチグリ

［文献］澤田，59，1958

（2〉Sゆ107’αpo～θn’〃駕Sawada（円星病菌）

［発生植物］キジムシロ

（3）距p’or’αρo∫eη∫’”αε一〇εn∫∫gm襯e　Sawada（円斑病菌）

［発生植物］ヒメヘビイチゴ

［文献］澤田，66，1958

ワレモコウ類Sαη9μfsoめαSPP。

シロバナトウチソウ　S，α’わ卯o雌Makino

チシマワレモコウ　5197αn440雁Makino

カライトソウ　51hα㎞sαnεns∫s　Makino

エゾワレモコウ　51q那c’nα1’s　vaL‘α7nεα（Fisch．）RegeI

タカネトウチソウ　S，頭pμ厩αR諭n．

ナガボノシロワレモコウ　＆‘εη卿b磁Fisch．

コバナワレモコウ　51’θ灘ヴb11αvar．ρ躍v解07αMaxim．

砂雌ohア1吻〃2ρo’ε加〃αθ　（Schr6t．）Lagerh．（葉ぶくれ症

状）

［発生植物］ミツバツチグリ

［文献］小林ら，58，1992

べと菌（Downymildew）

Pθ70no3pom5αng躍50めαe　Gaum．

［発生植物］エゾワレモコウ

［文献］伊藤，204，1936a

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）助hαθ70！hθωαphαn’3（Wallr．）U．Braun　var．αphα廊

［＆　αJchε雁伽ε　（Grev．）June皿，＆　毎μ醒μ1ご（DC．）Bu血ll

sens．Salmon，＆脚c吻7’s（WallL：Fr．）Cooke］

［発生植物］イワキンバイ，キジムシロ，ミツバツチグ

さび菌（Rust）

（1）　Xεη0400h麗50α7わoπα7∫μ5Schltdl。

［発生植物］シロバナトウチソウ，チシマワレモコウ，

カライトソウ，ナガボノシロワレモコウ
［文献］澤田，31，1952bl　Hiratsuka　et　al．，440，1992
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（2）Xεη040ch麗5雁π07Arthuτ

［発生植物］タカネトウチソウ

［文献］Hiratsuka　et　al。，441，1992

うどんこ菌　（Powdery　mild¢w）

（1）助hαε7・孟hθ・α声7耀9∫nε4（Schltdl．exFL〉」unellvar．

α1酵107αe　Y，Nomura

［発生植物］シロバナトウチソウ

［文献］野村，39，1997

（2）　助hαε70孟hεoα漁浮μ9’nεα　（Schkdl．ex　FL）　Junell　var。

漁解∫g’nθα　［S，h㈱μ11　（DC．）Burrill　sens．Salmon，＆

，ηαo麗1副5（Wallr．：Fr．）Cooke，＆　5αngμ∫so吻θ（DC。）

Blume］、

［発生植物］シロバナトウチソウ，エゾワレモコウ，ナ

ガボノシロワレモコウ，コバナワレモコウ

［文献］澤田，102，19511Amano，243，244，19861大谷・

伊藤，163，19881野村，38，1997

ビャクダン科　SANTALACEAE　離弁花類

カナビキソウ類　Thθ8加spp．

カナビキソウ　Toh’麗n5εTurcz．

カマヤリソウ　T7ψα6∫襯Mey．

さび菌（Rust〉

P麗oαn’α∫h85”一4εo躍rθn”3DieteI

［発生植物］カナビキソウ

［文献］Hiratsuka　et　al．，728，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

Eり吻hε孟hε3∫’Junel1［E　oo〃耀麗傭　（Wal1L）FL，E，

ρoケgo海DC．］

［発生植物］カナビキソウ，カマヤリソウ

［備考］学名は要検討。

［文献］白井，225，1917；澤田，127，19511Amano，154，

1986；大谷・伊藤，268，1988

キンバイソウ類　野o〃’μsspp．

シナノキンバイソウ　T7’ε4εriα灘5Fischer　et　Meyer　vaL

∫αpoη加s（Miq．）Ohwi

No4μ105ρ加e7’αn’pρon’cαOtani＆Mikawa（枯茎上）

［発生植物］シナノキンバイソウ

［文献］Otani＆Mikawa，1971；宇田川ら，上696，19771

小林ら，230，1992

さび菌（Rust）

Pμoo’n∫α’70〃”Karst．

［発生植物］シナノキンバイソウ

［文献］Hiratsuka　et　al．，768，1992

コキンバイ類肱1盈ε枷αspp，

コキンバイ（エゾキンバイ）　以　’ε用α’α　（Steph．）

Fritsch．

黒点病菌

Co1θ70αwα」4318’n’αεSawada

［発生植物］コキンバイ

［文献］澤田，163，1952a

ドクダミ科SAURURACEAE離弁花類

ドクダミ類∬oμ伽ッniαspp．

ドクダミ　π．oo74α砿Thunb．

灰色かび

Bαり7が50吻ε7εαPers．：FL

［発生植物］ドクダミ

［文献］澤田，83，1958

褐斑（かっぱん〉病菌
P5θ麗400θκo甲om　ho躍飯ッπ∫αε（Togashi＆Katsuki）　Guo＆

Zhao［Cθκoψ07αhoμ〃鐸アn如εTogashi＆Katsuki］

［発生植物］ドクダミ

［文献］Togashi＆Katsuki，19521山本・前臼，60，19601

Katsuki，57，1965

円星（まるほし）病菌

Phア〃05∫’ααho躍膨ッ躍αεSawada

［発生植物］ドクダミ

［文献］澤田，41，1958

黒穂菌（Leafsmut）
U9広‘照ys廊5　wα143’θ∫n’αε　（Peck）　　Zunde1　［須μわ麗70∫n∫α

wα145∫ε’n∫αθ（Peck）Liro］

［発生植物］コキンバイ

［文献］伊藤，124，1936b；柿罵，76，1982

さび菌（R』ust）

P材oc加’αwα145’ε∫n’αεCurtis　cx　Peck

［発生植物］コキンバイ

［文献ユHiratsuka　et　al．，788，1992

ハンゲショウ類　S側耀7鰐spp．

ハンゲショウ　＆ch’肥η3∫3（Lour。）BaiIL

葉枯病菌

Cε7005po雌sα麗耀πEllis＆Everh．

［発生植物］ハンゲショウ

［文献］山本・前田，73，1960；Katsuki，57，1965

さび菌（Rust）

U70η2アcεs3側η‘7’Hem・

［発生植物］ハンゲショウ

［文献］白井，25，19171Hiratsuka　et　a1．，941，1992
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ユキノシタ科　SAXIFRAGACEAE　離弁花類

チダケサシ類オ認加spp．

アワモリショウマオ．頭pon∫oα　（Morr．e童Decne．）A．

Gτay
ヤクシマショウマ　オ．1叩on’oαvar，1ε7rε5’7∫3（Nakai）

Murata

チダケサシオ．加070phア11αKno11．

アカショウマ　オ．1加功θ老g’1（Sieb．et　Zucc．）Miq．

トリアシショウマ　オ．～h襯加7g∫’var．oongε5’αBoiss．

フジアカショウマ　オ．ずh襯加7g∫’var．吻廊αnεn5f5（Nakai）

Ohwi

斑点病菌

Cεκospo7αα甜〃わεs　Togashi

［発生植物］トリアシショウマ

［文献］山本・前田，45，1960；Katsukl，58，1965

さび菌（Rust）

（1）Co1θoΨo吻配α5∫i1わε5Miyabe

［発生植物］トリアシショウマ

［文献］白井，149，1917

（2）Pπoαn’os1e’ε01α7窺αnα（Barclay）Dietel

［発生植物］アワモリショウマ，ヤクシマショウマ，チ

ダケサシ，アカショウマ，トリアシショウマ，フジアカ

ショウマ

［文献］白井，575，1917；伊藤，185，19381Hiratsuka　et　al．，

339，1992
（3〉P麗oo’加051ele溺αnみhμ万oαDietel［K1α5fo5po7α

えo溺α70vπDietel］

［発生植物］アワモリショウマ，チダケサシ

［文献］白井，305，19171伊藤，186，19381Hiratsuka　et　al．，

341，1992

さび菌（Rust）

。4εごゴ勉柳oα雇iαn4耀εDietel

［発生植物］クサアジサイ

［文献］Hiratsuka　et　al．，1040，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）助吻hεoo伽2襯∫3（WallL）FL

（2〉助hαε70∫hεoψ1fg’neα（Schltd1．）P・11acci

［発生植物］クサアジサイ

［文献］Amano，209，1986

ネコノメソウ類Ch榔o甲1εn伽spp．

イワネコノメソウ　（二εohin硲Maxim．

ホクリクネコノメソウ　Cノぬ7’ε’Franch．

ボタンネコノメソウ　C，1加〆’θ’var．え’o～θn5θ（Ohwi）

Ohwi

ツルネコノメソウ　C／1αgε〃旋耀〃2Fr，Schm。

ネコノメソウ　C　g雁y研μ川Maxim．

ヤマネコノメソウ　Cノαpon蜘耀（Maxim。）Makino

コガネネコノメソウ　C　p’10躍規Maxim，var．
ερhαe70卿ε7〃躍耀（Maxim．）Hara

マルバネコノメ　C7α〃～o躍〃2Maxim。

べと菌（Downymildew）

Pθ70no3po耀ohσ50sp1θn’∫Fucke1

［発生植物］ネコノメソウ，ヤマネコノメソウ

［文献］伊藤，202，1936a

黒腫菌（Leafsmut）

Enリノ10η観ohり～so甲1θnご’（Berk．＆Broome）　Schr6t．

［発生植物］ツルネコノメソウ

［文献］伊藤，100，1936b；柿爲，35，1982

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）α4伽sp．

［発生植物］アワモリショウマ

［文献］Amano，209，1986

（2）5ρhαεro～hθαzαs”1翫oo1α（Zhao）U．Braun

［発生植物］アカショウマ，トリアシショウマ

［文献］大谷・伊藤，168，19881野村，42，1997

（3）助hαε70伽cα灘o吻7∫5（Wallr．：Fr．）Cooke

［発生植物］アカショウマ，トリアシショウマ

［文献］Amano，209，1986

クサアジサイ類Cα励研4耀spp．

クサアジサイ　Cα漉7〃〃b伽Sieb．etZucc．

べと菌（Do㎜ymildew）

P1α3η20四7αhα7αεIto＆Muray．

［発生植物］クサアジサイ

［文献］小林ら，511，1992

さび菌（Rust）

Pμcσn∫αch町ソ503P1εn∫’Grev．apud　Berk．

［発生植物］イワネコノメソウ，ボタンネコノメソウ，

ツルネコノメソウ，ネコノメソウ，コガネネコノメソウ，

マルバネコノメ

［文献］澤田，52，1952b；Hiratsuka　et　al．，780，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eぴ吻hεκ7μ〃めho痂Braun［E　co〃2川卿5（Wallr．）

Fr．］

［発生植物］ホクリクネコノメソウ，ツルネコノメソウ

［文献］Amano，209，19861大谷・伊藤，269，1988

（2）助吻h召ρ・ケ9・n∫一type

［発生植物］ホクリクネコノメソウ，ツルネコノメソウ

［文献］野村，229，1997

（3〉E’γ5ψhερ観〃αTanda＆Y．Nomura

［発生植物］マルバネコノメ

［文献］野村，173，1997

一87一



農業環境技術研究所資料　第26号（2002）

チャルメルソウ類泌～θ〃αspp。

オオチャルメルソウ　M．ノ叩on∫cαMaxim．

ツクシチャルメルソウ　M．幻麗s’磁αMakino

マルバチャルメルソウ　ル〔．朋ぬL．

コチャルメルソウ　M．ρ側c卯07αRosend．

チャルメルソウ　M．5り710sαBoiss。

さび菌（Rust）

（1）Pμoo’n’α　hεμchααε　（Schwein。）Dietel　vaτ．　η励07

Savile

［発生植物］マルバチャルメルソウ

［文献］Hiratsuka　et　al．，783，1992

（2）P麗oc’n如’o’！o鹿n3’sHirats。£

［発生植物］オオチャルメルソウ，ツクシチャルメルソ

ウ，コチャルメルソウ，チャルメルソウ

［文献］Hiratsukaet　a1．，787，1992

ヤグルマソウ類Ro4gθ虚αspp．

ヤグルマソウ　R．ρ040phア11αA．Gray

黒穂菌（Leafand　stem　smut）

U70卿ず’5　704ge醜αε　（Miyabe）　Zundel　［ル加κfn如

704gεr5’αε（Miyabe）Miyabe］

［発生植物］ヤグルマソウ

［文献］伊藤，126，1936b；柿罵，73，19821小林ら，256，

588，1992

うどんこ菌（Powdeτymildew）

3αoθり～5ψhε704gα5’αεY，Nomura

［発生植物］ヤグルマソウ

［備考］Amano，213，1986は0’4∫㍑溺sp．を記録している。

［文献］野村，63，1997

ユキノシタ類5砿伽gαspp。
ダイモンジソウ　Sl／bπ襯ε’Hook．f　var．∫no’5010わα～α

（Engler　et　I㎜sch，）　Nakai

エゾクロクモソウ　＆ル5cαMaxim。

クロクモソウ　51．ルscαvar．鰍μ加窺Ohwi．

ハルユキノシタ　S，nψpon∫oαMakino

ヤマハナソウ　S，5αohα伽¢π5∫5Fr，Schm．

58，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）E伊珈hθ扉μ励hoセi∫Braun［E．ooη㈱麗n’s（Wallr．）

Fτ，］

［発生植物］ダイモンジソウ，ユキノシタ類

［文献］Amano，213，1986；大谷・伊藤，269，1988

（2〉助吻hερoケgonご一type

［発生植物］ダイモンジソウ，ハルユキノシタ

［文献］白井，225，19171野村，229，1997

（3）0∫伽溺sp．

［発生植物］ダイモンジソウ（£励ゆ1切，ハルユキノ

シタ

［文献］Amano，213，214，19861野村，249，1997

（4〉助hαε70∫hεoααψ’nαBlumer　f解α0705po7αBmun

［発生植物］ユキノシタ類

［文献］大谷・伊藤，268，1988

（5）助hαε7・1hθcαμな加εα（Schltdl．）Pollacci

［発生植物］クロクモソウ，ヤマハナソウ

［文献］Amano，213，214，1986

（6）5ρhααo’hεcαh麗溺麗1’（DC．）Burril1

［発生植物］クロクモソウ，ヤマハナソウ

［備考］上記2種は複合種であり，要検討。

［文献］野村，51，1997

ズダヤクシュ類勲7ε磁spp．

ズダヤクシュ　Tρoケphツ11αD．Don

さび菌（Rust）

（1）Phακop50耀∫！oαnαHirats．£＆Tanaka　ex　Hirats．£

［発生植物］ズダヤクシュ

［文献］伊藤，141，1938；Hiratsuka　et　a1．，327，19921小林，

526，1992
（2）Pμo伽ごα加7ε11αθoo1αHirats．f

［発生植物］ズダヤクシュ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，786，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

助hααofhεoα4ρ∫nαBlumer£’照α05po雌Braun

［発生植物］ズダヤクシュ類

［文献］大谷・伊藤，268，1988

さび菌（Rust）

（1）Pμ‘・’n加μsか・わα’π9伽α（Savile）Savile

［発生植物］ダイモンジソウ，エゾクロクモソウ，クロ

クモソウ

［文献］Hiτatsuka　et　al．，779，1992

（2）Pμ顔吻5αx伽9αθ一耀’・7αn1hαθBarclay

［発生植物］ヤマハナソウ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，785，1992

身πohッ’7∫〃〃1側7θ麗醒Schr6t．（葉ぶくれ症状）

［発生植物］クロクモソウ

［文献］伊藤，37，1936a；宇田川ら，上225，19771小林ら，

シナノキ科　TILIACEAE　離弁花類

カラスノゴマ類　Co7cho70p3’3spp．

カラスノゴマ　C．！o〃2εn∫05α（Thunb。）Mak．

さび菌（Rust）

Pμoση’α5か昭nωκho70ps翅5　（Diete1）Dietel　ex　H．＆P．

Syd，

［発生植物］カラスノゴマ

［文献］伊藤，90，1938；Hiratsuka　et　al。，109，1992
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セリ科　UMBELLIFERAE　離弁花類

エゾボウフウ類漉gopo4加SPP．
エゾボウフウ　差．αψe5’7εLedeb．

五ゆ孟05phαθ71αog’1v’εnsis　（Berk．＆Br．）Ces．＆De　Not．

（枯茎上）

［発生植物］ホソバトウキ

［文献］Otani＆Mikawa，1971；宇団川ら，上694，1977

べと菌（Downymildew）
P1α5醒・Pα耀n∫vθα（Unger）Schr6t．

［発生植物］エゾボゥフゥ

［文献］伊藤，159，1936a

さび菌（Rust）

Pμco’n’σわα’oα1εn3’3Tranzschel

［発生植物］エゾボウフウ

［文献］Hiratsuka　et　al。，810，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）E’γsψhερoかgon∫一type

［発生植物］エゾボウフウ

［文献］野村，227，1997

（2）α4珈sp．

［発生植物］エゾボウフウ

［文献］Amano，354，1986

シシウド類肋gε」∫oαspp．

ミヤマトウキ　オ．αcμ1”o加（Sieb．et　Zucc．）Kitag．var．

’wα’en5’5Kitag、

エゾノヨロイグサオ．αno脚1αLallem．

ヒメノダケ　ィ．cα7∫’」αg’no〃7α7g’nα～α（Makino）Nakai

オオシシウド（ヨロイグサ）　オ．ぬ加7’oα　（Fisch．〉

Benth．et　Hook．

ノダケ　オ．4εoμ老s’vα（Miq．）FL　et　Sav．

アマニュウ　淫．ε4漉5Miyabe　ex　Yabe

ヒュウガトウキ　オ．声7c卯gαKitag．

オオバセンキュウ（エゾオオバセンキュウ）　オ．

9εnψ1aαNutt

イワニンジン　イ．h凶oη8n5’5Maxim．

ハナビゼリ　オ．’nα昭観1∫5Maxim．

ハマウド（オニウド）　イ．ノ叩on’cαA．Gray

ツクシゼリ　オ．10ngεm4’α’α（Maxim．）Kitag．

シラネセンキュウ　ィ．ρoり初oψ加Maxim．

シシウド　オ．ρめε50εn5Maxim，

ミヤマシシウド　オ．ρμδε50εηs　var．〃2α醜耀耀ε（Yabe）

Ohwi

イヌトウキ　オ．5h’加た’αnαMak．

ホソバトウキォ．s～εnolo加Kitag．

ウバタケニンジン　オ．μ加～磁εηs∫5（Mak．）1くitag．

エゾニュウオ．μ∬’nα（Rupr。）Maxim

トサボウフウ　オ．ア05h∫灘gαεMakino

べと菌（Downymildew）
P’αs規・μ7αn’veα（Unger）Schr6t．

［発生植物］エゾノヨロイグサ，オオバセンキュウ，エ

ゾニユウ

［文献］伊藤，159，1936a

さび菌（Rust）

（1）P麗伽加ngε1’・αεFuckel

［発生植物］オオシシウド，オオバセンキュウ，イワニ

ンジン，ハナビゼリ

［文献］白井，505，19171Hiratsuka　et　al．，808，1992

（2）Pπ・・∫n’α・α1㍑川聯αH．＆P．Syd．

［発生植物］イワニンジン，エゾニュウ

［備考］タデ類さび病菌の精子・さび胞子世代

［文献］Hiratsuka　et　al。，735，1992

（3）P麗o伽1α1’gμs’∫oo1αT．Miyake

［発生植物］ミヤマトウキ，ハマウド

［文献］Hiratsuka　et　a1．，822，1992

（4）P㍑oo’n’α加卯加αnαT．Miyake

［発生植物］イワニンジン

［文献］Hiratsuka　et　al．，823，1992

（5）Pμoo加’αnαn加αnαHem．

［発生植物］ミヤマトウキ，エゾノヨロイグサ，ヒメノ

ダケ，ノダケ，アマニュウ，ヒュウガトウキ，ハナビゼ

リ，ツクシゼリ，シラネセンキュウ，シシウド，ミヤマ

シシウド，イヌトウキ，ウバタケニンジン，エゾニュウ，

トサボウフウ

［文献］Hiratsuka　et　al．，824，825，1992

（6）P麗oo’n’α海だ4μ1αTranzschel

［発生植物］ミヤマトウキ

［備考］タデ類さび病菌の精子・さび胞子世代

［文献］Hiratsuka　et　al．，741，1992

腫葉（しゅよう）病菌
Vひ1肋〃’α　μ〃めε11旅7αn‘溺　　（Rostr、）B菰ren

μ励θ〃旋7α耀川（RostL）Sadeb。］

［発生植物］シシウド

［文献］白井，337，1917；伊藤，197，1964

うどんこ菌（Powderymildew）

Eり7sψhθhε耀c1ε∫DC．sens。str．

［発生植物］シラネセンキュウ

［文献］Amano，355，1986；野村，170，1997

［／瞼9π躍51θ〃α

シャク類4n1h7∫s6κ3spp．

シャク（コジャク）　イ．sylvεs加5（L．）Hof㎞．

べと菌（Downymildew）
P1α5加oPαアαnfvεα（Unger）Schr6t．

［発生植物］シャク

［文献］伊藤，159，1936a

さび菌（Rust）

Pμc伽’αohαε70phア〃’Pu質on

［発生植物］シャク
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［文献］Hiratsuka　et　a1．，814，1992

ミシマサイコ類　飾p1εμ耀溺spp．

ホタルサイコ　8　めngi凋4’θ灘〃2Turcz．var．εぬ’i鰐

（Koso－Polj．）Kitag．

エゾサイコ　B．nψpon碗〃2Koso－Polj．vaLンε50εη5e　Hara

さび菌（Rust）

（1）Pμco’n’α加μεμ7∫Rudolphi

［発生植物］ホタルサイコ，エゾサイコ

［文献］Hiratsuka　et　al．，812，1992

（2）P㍑ocfn’α碩yo3h∫αnαDietel

［発生植物］ホタルサイコ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はアブラス

スキ等に形成。

［文献］Hiratsuka　et　al．，559，1992

ツボクサ類　Cε舵磁spp．

ツボクサ　σα3’α∫’oα（L．）Urban

うどんこ菌（Powderymildew）

Eリフ5ψhεhααoJθ’DC。

［発生植物］ドクゼリ

［文献］Amano，358，1986

ハマゼリ類Cn∫4伽spp。
ハマゼリ　Cノαpon’o麗〃！Miq．

さび菌（Rust）

Pμocfn’αon’4’foo1αHirats．£＆S．Kaneko

［発生植物］ハマゼリ

［文献］Hiratsuka　et　al．，816，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）E’ア5ψhεhαα01ε’DC．

［発生植物］ハマゼリ

［文献］Amano，358，1986

（2）助吻hθρ・り～gon∫一type

［発生植物ユハマゼリ

［文献］野村，227，1997

褐色円斑病菌

3酬o吻oε惚伽εWint，

［発生植物］ツボクサ

［文献］酒井ら，2000

うどんこ菌（Powderymildew）

0疏嫌sp。
［発生植物］ツボクサ

［文献］Amano，357，1986；野村，248，1997

エゾノシシウド類　σoε’op’θ麗耀溺spp．

エゾノシシウド　C1μo∫4躍n　（L．〉Fem．vaL

（DC．）Hara

ミヤマゼンコ　C〃2μ1”5eo～α（Maxim．〉Kitag．

べと菌（DownymHdew）
P1α5耀oPαrαn∫vεα　（Unger）　Schr6t．

［発生植物］エゾノシシウド

［文献］伊藤，159，1936a

gmelinii

セントウソウ類　C肋耀ε1e　spp．

セントウノウ　C486π仰加ηs（Thunb．）Makino

べと菌（Downymildew）
PJα5解卿mn’vεα（Unger）Schr6t．

［発生植物］セントウソウ

［文献］伊藤，159，1936a

さび菌（Rust）

P麗co加∫αわα’oα1en5’5Tranzsche1

［発生植物］セントウソウ

［文献］Hiratsuka　et　al．，810，1992

さび菌（Rust）

（1）Pμ・・’伽磁9ε1磁6Fuckel

［発生植物］ミヤマゼンコ

［文献］Hiratsuka　et　a1。，808，1992

（2）Pμoo∫n耽ぬ溺n磁H．＆P．Syd，

［発生植物］ミヤマゼンコ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はウラジ

ロタデ，オンタデに形成。

［文献］Hiratsuka　et　al．，735，1992

（3）Pμσo’n’αnαn加αnαHenn．

［発生植物］エゾノシシウド

［文献］Hiratsuka　et　a1，，825，1992

ドクゼリ類αo惚spp．

ドクゼリ　C　v∫705αvaUαpoη’oαMakino

ミヤマセンキュウ類　Con∫05ε1’朋吻spp．

ミヤマセンキュウ　Cガ”o’朋彫（Wolff）Hata

さび菌（Rust）

Pμco吻’αo’o躍αεLasch

［発生植物］ドクゼリ

［文献］Hiratsuka　et　al。，815，1992

さび菌（Rust）

P麗oo’吻αoα1麗〃2nα云αH．＆P．Syd。

［発生植物］ミヤマセンキュウ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はウラジ

ロタデ，オンタデに形成。
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［文献］Hiratsuka　et　al．，735，1992

セリモドキ類　Dア5惚n’αspp，

セリモドキn∫加え∫εns試3Kitag．

さび菌（Rust）

P麗oo’n’αnαnわ襯nαHenn．

［発生植物］セリモドキ

［文献］Hiratsuka　et　al，，825，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

Eリノ5ψhεhαα01αDC．sens．stL

［発生植物］セリモドキ

［文献］Ammo，359，19861野村，正70，1997

アーバスキュラー菌根菌（Arbuscular　Mycon・hiza）

イ47麗η2－type

［発生植物］チドメグサ

［文献］小島ら，2000

斑点病菌

Ceκ05pom　hy47000ケ1θ3Ellis＆Everh．

［発生植物］ノチドメ，チドメグサ

［文献］山本・前田，60，19601Katsuki，65，lg65

円星（まるほし）病菌

Sεμor1αhy470ごoケ’θ5－w’クb7‘1だSawada

［発生植物］ノチドメ

［文献］澤田，61，1958

ハナウド類Hε7α01θμ規SPP、

オオハナウド　H．ゴμ10θFisch．

ハナウド　πnψpon∫oμ〃2Kitag．

べと菌（Downymildew）
P1α躍oPα7αn∫vεα（Unger）Schr6t．

［発生植物］ハナウド

［文献］伊藤，159，1936a

五qワ’oΨ07α　　7μ齪～〃α　　（Pers．：Fr．）

poψhア70gen㍑5（Tode）　Sacc．］

［発生植物］ハナウド

［文献］白井，401，1917

Rabenh．　［Oph’0601μ5

さび菌（Rust）

』P麗oo〃2iαh召ノ㍑618’Grev．

［発生植物］オオハナウド，ハナウド

［文献］Hiratsuka　et　al。，819，1992

腫葉（しゅよう）病菌
泌01勉所α　μ溺加〃施7α耀溺　　（Rostr。）B貢ren　［ル活αgn躍5∫ε11α

μ醒わε11ヴ診7α耀規（Rostr。〉Sadeb．］

［発生植物］ハナウド

［文献］白井，337，19171伊藤，197，1964

うどんこ菌（Powderymi豆dew）

（1）E」ワ5ψhεhε7α01ε’DC．

［発生植物］オオハナウド

［文献］Amano，360，1986

（2）助吻hερ・ケ9・〃’一type

［発生植物］オオハナウド

［文献］野村，227，1997

チドメグサ類∫か47000ヶ」εspp．　等

ノチドメ　π．’nα7∫’珈αHonda

チドメグサπ5∫わ∫h砿ρ10∫4θ5Lam．

マルバトウキ類L’gμ51醜溺spp．

マルバトウキ　乙．hμ1～εnlfFemald

べと菌（Downymildew）
P1α3溺oPα7αn∫vεα（Unger）Schr6t。

［発生植物］マルバトウキ

［文献］伊藤，159，1936a

さび菌（Rust）

P麗oo’漉1ゆ51∫oo1αT．Miyake

［発生植物］マルバトウキ

［文献］Hiratsuka　et　al．，822，1992

ヤブニンジン類　0蹄orh’zαspp．

オナガヤブニンジン　0α臓7εns∫3Fr．Schm，

ヤブニンジン　0α7醜α’召（Thunb，）Makino　et　Yabe

べと菌（Downymildew）
PZα躍・四7αη∫vεα（Unger〉Schr6t．

［発生植物］オナガヤブニンジン，ヤブニンジン

［文献］伊藤，159，1936a

さび菌（Rust）

P窃ooln’αohαε70phア11’Purton

［発生植物］ヤブニンジン

［文献］Hiratsuka　et　a1．，814，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eり，5ψhεhε雌01ε’DC，

［発生植物］ヤブニンジン

［文献］Amano，362，1986

（2）助吻hερoケ9・n’一type

［発生植物］ヤブニンジン

［文献］野村，227，1997

ヤマゼリ類05’e7∫oμ“2spp．

ミヤマニンジン　（λガ07εn’∫∫（Fr．etSav．）Kitag．
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ヤマゼリ　05’曲014”（Miq．）Nakai

膨腫（ぼうしゅ）病菌

P70～0ηリノ0εSη2αα05PO7μ5Unger

［発生植物］ミヤマニンジン

［文献］澤田，175，1952a；伊藤，195，1964

さび菌（R鳳）

（1）Pμωn加ngε1’・’oo1αHenn．

［発生植物］ヤマゼリ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，809，1992

（2）Pμcc’癩吻蜘nen5’5Hirats．£

［発生植物］ミヤマニンジン

［文献］Hiratsuka　et　a1。，818，1992

小角斑（しょうかくはん）病菌
・45’θ溜∫oη2ε〃ααη9θ1ioαεSawada

［発生植物］ヤマゼリ

［文献］澤田，46，1958

うどんこ菌（Powderymildew〉

Eり，5ψhe　hααc1ε’DC。sens。stL

［発生植物］ヤマゼリ

［文献］Amano，362，19861大谷・伊藤，198，19881野村，

170，1997

ミツバグサ類P枷p’nβ磁spp．

ミツバグサ　君漉vθr3加伽DC．

さび菌（Rust）

P麗6αn’αρ’〃2P∫nε〃召θR6hl．

［発生植物］ミツバグサ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，828，1992

オオカサモチ類Pleμ703ρε朋㍑溺spp．

オオカサモチ　Pαμ5師α側〃2（L．）Ho餓n．subsp．㍑7α1εn5ε

（Hoffh1．）Somm。

べと菌（Downymildew）
P1α5用〇四rαn’vεα（Ungeτ）Schr6t．

［発生植物］オオカサモチ

［文献］伊藤，160，1936a

うどんこ菌（Powderymildew〉

Eり～5ψhερoケgon∫一智pe

［発生植物］オオカサモチ

［文献］野村，227，1997

シムラニンジン類　Pleαgop1θ㍑耀朋spp．

シムラニンジン　P．nθμ70phア〃μ規（Maxim．）Kitag．

カワラボウフウ類Pθμcθぬη徽spp，

ボタンボウフウ　Pノαpon’cμ用Thunb。

ハクサンボウフウ　P．徽1庸～’徽〃1Maxim，

カワラボ’ウフウ　P　‘e7e窃n’hαoθμ吻　（Fisch．）Fisch．ex

Turcz，

べと菌（Downymildew）
P1α5溺oPα槻n’vεα（Unger）Schr6t．

［発生植物］シムラニンジン

［文献］伊藤，159，1936a

膨腫（ぼうしゅ）病菌

P70～o〃2アoεs〃2α670spo7μs　Unger

［発生植物］ハクサンボ’ウフウ

［文献］澤田，175，1952a；伊藤，195，1964

さび菌（Rust）

（1）Pμcc加’α・α1嫌n徽H．＆P．Syd．

［発生植物］ハクサンボウフウ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はウラジ

ロタデ，オンタデに形成。

［文献］Hiratsuka　et　al．，735，1992

（2）Pμのn’α1・9α5h’肥解s’sHira重s．£＆S、Kaneko

［発生植物］ボタンボウフウ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，820，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

Eり，5ψhεhθ7α01αDC。sens。stL

［発生植物］カワラボウフウ

1文献］Amano，363，1986；大谷・伊藤，198，19881野村，

170，1997

ウマノミツバ類S卿oμ1αspp，

ウマノミツバ　Soh∫nθn3’3Bunge

さび菌（Rust）

Pμoσn∫α5αn’oμ1αe　Grev。

［発生植物］ウマノミツバ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，829，1992

イブキボウフウ類Sθsε1∫SPP．

ハマイブキボウフウ　S。1’加no傭Koch．

イブキボウフウ　Sl1∫加no’∫5var．ノ卿onfoαBoiss．

さび菌（Rust）

Pμoσn’α1めαnoが4∫5Lindroth

［発生植物］イブキボウフウ

［文献］Hiratsuka　et　al。，821，1992

うどんこ菌（Powd衝ymildew）

（1）Eり75ψhe　hεmc1ε∫DC．sens．str。

［発生植物］ハマイブキボウフウ，イブキボウフウ

［文献］Amano，365，1986；大谷・伊藤，198，19881野村，
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170，1997
（2）助吻hερoケgon∫一type

［発生植物］イブキボウフゥ

［文献］野村，227，1997

ムカゴニンジン類　S珈spp．

タニミツノく　S，5（～77α（FLetSav．）Kjtag．

サワゼリ　S，5照vεWalt．var．nψpo鷹μ濯（Maxim。）Hara

べと菌（Downymildew）
P1α5’noPα耀n∫vεα（Unger）Schr6t、

［発生植物］サワゼリ

［文献］伊藤，160，1936a

さび菌（Rust）

P㍑σo初’αρ’η2P∫躍ε11αθR6hL

［発生植物］タニミツバ

［文献］白井，553，1917

カノツメソウ類助副op’〃ψ’nε伽spp．

カノツメソウ　Sl　cαり70’nα（Maxim．）Kitag．

ヒカゲミツバ　＆n疏oεn5∫5（YabeexHisauti）Kitag．

さび菌（Rust）

（1）P卿‘加io　oo7vo7εn3むBubak

［発生植物］ヒカゲミツバ

［文献］Hiratsuka　et　al．，817，1992

（2）Pμoc’n’αμ吻nε11αεR6hl。

［発生植物］カノツメソウ，ヒカゲミツバ

［文献］Hiratsuka　et　al．，828，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

0ご4∫μ溜sp。

［発生植物］カノツメソウ

［文献］Amano，365，1986

シラネニンジン類　乃1’ngiαspp．

シラネニンジン　丁卿nθn5’5Regel

コイブキゼリ　T　holopθ’α1α（Maxim．）Kitag．

膨腫（ぽうしゅ）病菌

P70’0吻ア0θ5η2ααospO耀3Unger

［発生植物］シラネニンジン

［文献］澤田，175，1952al伊藤，195，1964

さび菌（R．ust〉

（1）Pμcσn∫αわ’5∫oπαεDC。

［発生植物］シラネニンジン

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はイブキ

トラノオ，ムカゴトラノオに形成。

［文献］Hiratsuka　et　a1．，733，1992

（2）　P祝oαn’αわμ1わoαz3∫αn∫Fuckel

［発生植物］コイブキゼリ

［文献］Hiratsuka　et　al．，811，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

0’4劾〃～sp．

［発生植物］コイブキゼリ

［文献］Amano，366，1986

ヤブジラミ類To7’1∫5spp．

ヤブジラミ　Tノ叩on’‘α（Houtt．）DC．

オヤブジラミ　T　sc訪耀（Thunb．）DC．

べと菌（Downymildew）
P1α躍・Pα耀n∫vεα（Unger）Sch6t。

［発生植物］ヤブジラミ

［文献］伊藤，160，1936a

Rh’200～o伽ル癬g徽（Nakata　ex　Hara）Gunnell＆Webster

（菌核症状）

［発生植物］ヤブジラミ

［文献］神尾ら，2000

さび菌（Rust）

P㍑oc∫n’αohαεrophア〃∫Purton［P．03溺077h’zαεLindr．］

［発生植物］ヤブジラミ

［文献］白井，549，1917

うどんこ菌（Powderymildew〉

Eり73ψhεhααcle’DC。sens．str。

［発生植物］ヤブジラミ，オヤブジラミ

［文献］Amano，366，19861大谷・伊藤，198，1988；野村，

170，1997

イラクサ科　URTICACEAE離弁花類

ヤブマオ類　βoεh耀吻SPP．

ラセイタソウ　β。捌o加Wedd．

ノカラムシB，丑躍ε5cε認Thunb，vaLv’7’4μ1αSuzuki

オニヤブマオ　B．holo5ε～∫oθαBlume

ヤブマオRloπ9’解’cαSteud・

ナンバンカラムシβ．n∫vθα（L．）Gaud．

クサマオ（カラムシ）　丑η∫vεαvar．nψonon’vθα

（Koidz．）Kitam．

メヤブマオB．ρ1α∫α吻b1’αFLetSav．

マルバヤブマオB．～oわ臨αSatake

ナガバヤブマオB．3’εわ014∫α襯Blume

アカソ　B．’7∫o瑚ρ1αBlume

角斑（かくはん）病菌

P58μ40cεκo解omわoεh〃28παε（Peck）Guo＆Liu

［Cθ700躍07αわoεh溺ε7’αθPeck］

［発生植物］ヤブマオ，ナンバンカラムシ，クサマオ

［文献］山本・前田，47，19601Katsuki，66，1965
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さび菌（Rust）

Pμαフ加’αsかμ吻わoεh配εr∫αεH，＆P．Syd．

［発生植物］ラセイタソウ，ノカラムシ，オニヤブマオ，

ヤブマオ，メヤブマオ，マルバヤブマオ，ナガバヤブマ

オ，アカソ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はモミに

形成（葉さび病）。

［文献］伊藤，83，19381Hiratsuka　et　a1．，105，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）助吻hεσ・h・7αoθα7μ加一type

［発生植物］クサマオ

［文献］Amano，151，19861野村，221，1997

（2）0’ゴ吻sp，

［発生植物］ナンバンカラムシ，ナガバヤブマオ

［文献］Amano，151，1986

（3）　助hαe70孟hεcαノ勧1磐∫nεα　（Schltd1．〉　PoHacci

［発生植物］クサマオ

［文献］Amano，151，1986

（4）助hαε70！hθoαhμ贋μ1∫（DC。）Burrill

［発生植物］クサマオ

［備考］上記2種は複合種であり，要検討。

［文献］野村，42，1997

ウワバミソウ類E妨05～ε灘spp．

ウワバミソウ　Eμ醒6ε〃α1μ溺Blume　var．潮のμs　Maxim．

べと菌（Downymildew）
P1α5卿〇四7αε1α’05～伽α1∫s（Togashi＆Onuma）Ito＆Tokun．

［発生植物］ウワバミソウ

［文献］伊藤，161，1936al小林ら，511，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）助吻hεゆ・πεαeU．Braun［E6∫cho7α・εα7μ溺auct．

nonDC．sens，Ho㎜a］

［発生植物］ムカゴイラクサ

［文献］白井，221，19171Amano，152，1986；大谷・伊藤，

187，19881野村，174，1997

（2）Eζy吻h召o如n”Y．Nomura

［発生植物］ムカゴイラクサ

［文献］野村，191，1997

カテンソウ類Nαnocn’4εspp，

カテンソウ　蹴ノαpon∫oαBlume

斑点病菌

Ceκ05pomnαnooπf4εsNaito

［発生植物］カテンソウ

［文献］山本・前田，65，19601Katsuki，66，1965

さび菌（Rust）

P㍑1n’α吻θ岬・7αKakish。＆Ono［オθ・漁溺nαn・・n∫4ε5

Diete1］

［発生植物］カテンソウ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はエナシ

ヒゴクサに形成。

［文献］白井，19，1917；Hiratsuka　et　al．，682，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

助hαθ7・孟hε・ψ1馨∫neα（Schltd1．）Pollacci

［発生植物］カテンソウ

［文献］Amano，152，19861野村，42，1997

ツルマオ類　σonos’ε9’αSPP．

ツルマオ　（王h∫7’α（Blume）Miq，

P5θ㍑400εκ05ρ07α　poμzoZz∫αe　（Syd．）　　Guo　＆　Liu

［Cεκ03ρ07αρoμzo厩αεH．Syd．

［発生植物］ツルマオ

［文献］Katsuki，67，1965

］（斑点症状）

サンショウソウ類Pe11’o吻spp。

サンショウソウ　P．雁n’〃2αMakino

星形すす病菌　Sooty　mold

オ5嬬nαρθ11’on’αθKatum．

［発生植物］サンショウソウ

［文献］Katumoto，19861小林ら，512，1992

ムカゴイラクサ類L叩oπeαspp．

ムカゴイラクサ　五b㍑1わ旋耀（Sieb．et　Zucc．）Wedd，

さび菌（Rust）

（1）オε・’4珈加・πθαθHenn．

［発生植物］ムカゴイラクサ

［文献］白井，17，19171Hiratsuka　et　al．，1053，1gg2

（2）伽4・吻oπθαθHirats．£

［発生植物］ムカゴイラクサ

［文献］Hiratsuka　et　al．，1114，1992

ミズ類　躍εαSPP。

ミズ　P．hα〃2αo’Makino

ヤマミズR戸pon∫cα（Maxim．）Hand．一Maπ．

アオミズR規ongo1’oαWedd．

コケミズ　P　pゆ10’4εs（Gaudich．）Hook．et　Am．

ミヤマミズPρ顔01α7’5（Sieb．etZucc．）Blume

コミヤマミズPρ5ε編opθ∫’01α廊Hatus．

べと菌（Downymildew）

P1αs加OPα躍μ1e‘zεIto＆Tokun。

［発生植物］ミズ，アオミズ

［文献］伊藤，162，1936al小林ら，511，1992
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Scle～・磁醒r・㈹Sacc．［伽・・hn雄酬醜9α3（L6v、）

Tu1．］（白絹症状）

［発生植物］コケミズ

［文献］白井，293，1917

うどんこ菌（Powderymildew）

Eり～5ψhερoケgon’DC．

［発生植物］ホソバイラクサ

［文献］白井，225，1917

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eワ珈hεp∫1εαεU．Braun［E　oo溺規翻3（Wallr．）Fr。£

ρ’1εαεJacz。］

［発生植物］ミズ，ヤマミズ，アオミズ，ミヤマミズ

［文献］Amano，152，1986；大谷・伊藤，194，19881野村，

200，1997
（2）助吻hθρoケgon∫一type

［発生植物］コミヤマミズ

［文献］野村，221，1997

（3）助吻hεsp，

［発生植物］コミヤマミズ

［文献］Amano，152，1986

イラクサ類　ひπ吻spp．

ホソバイラクサ　U伽g麗51グb1∫αFischer

コバノイラクサ　U1αε！εv’7θn5Maxim，

エゾイラクサ（オオバイラクサ）　Uρ1吻phア1’αWedd．

イラクサ　U’加n加7g’伽αSieb．etZucc．

べと菌（Downymildew）
（1）　P1α5〃20Pα紹〃めノακε‘znαIto＆Tokun．

［発生植物］イラクサ

［文献］伊藤，161，1936al小林ら，511，1992

（2）P5ε㍑40pθ70n卿or礁71’oαε（Lib．）Salmon＆Ware

［発生植物］エゾイラクサ，イラクサ

［文献］伊藤，174，1936a；宇剛llら，上259，1977

ゆ～・胆07α励ε11α（Pers。：Fr．

ρo老ρhア709εη㍑s（Tode）　Sacc，］

［発生植物］イラクサ

［文献ユ白井，401，1917

Rabenh．［ρρh’・わ・1麗5

さび菌（Rust）

（1）　Pμoo加’αcα7∫o∫5Rebent，

［発生植物］ホソバイラクサ，コバノイラクサ，エゾイ

ラクサ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はスゲ類

に形成。

［文献］Hiratsuka　et　a1．，619，19921Harada，1994

（2）　P㍑oo’n’αατ7∫d5一〃2011’o躍‘zθH，＆P．Syd．

［発生植物］エゾイラクサ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はカサス

ゲ，オオカサスゲ等に形成。

［文献］Hiratsuka　et　al，，639，1992

（3）Pμoo顔αノ髭碗ρ07αH．＆P．Syd．

［発生植物］エゾイラクサ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，727，1992

スミレ科　VIOLACEAE　離弁花類

スミレ類　確01αspp．

エゾノタチツボスミレ　Vαc麗纏nσ‘αLedeb．

キバナノコマノツメ　V姻om　L．

ナガバノスミレサイシン　V傭sθf’Maxim．

ウスバスミレ　Vわ1αn4ασb7〃2’5Nakai

ヒメミヤマスミレ　V加∫∬iε襯nαMak．

オオバキスミレ　Vわ7εv’5∫伽1α‘α（Fr．et　Sav．）W．Beck。

マルバケスミレ　Vco11ごnαBess．

タカネスミレ　Vc7α55αMak．

ツクシスミレ　Vゴ伽sαGinginsvaLg1α加11αBoiss．

ナンザンスミレ　V4∫53εo緬Ledeb．var．c加ε70ρhッ〃o’4ε5

（Rege1）Makino£εlzαπεnsl5（Makino）E。Ito

エイザンスミレ　Vθ’z伽θηs∫s（Mak．）Mak．

タチツボスミレ　Vgり！ρooεrαsA．Gray

キビノタチツボスミレ　Vgαpooε7α5vaτ．ob3‘配7ε4en～α‘α

Nakai

アポイタチツボスミレ　Vh俳舵MiyabeetTatewaki

サクラスミレ　Vh’7’ψε5Moore

アオイスミレ　V　hon40εηs15Beck．et　Boiss，

コスミレ　Vノ‘～ρon記αLangsd，

オオバタチツボスミレ　V　肋紺so加40’o耀醒　Beck．et

Hult．

マルバスミレ　Vえe∫3舵l　Miq。

ケマルバスミレ　V　κε’5死e1£　欲めo’　（Makino）F，

Maekawa

オオタチツボスミレ　Vえμ5伽oαnαMak．

ケオオタチツボスミレ　臥　㎞s伽oα澱　var。p伽30εn3

Nakai

スミレ　V吻αn45h㍑7’oαBeck．

イブキスミレ　V癬耀わ’”5L．vaL5めg1α加αLedeb．

キスミレ　V　o7’θn～α1’5（Maxim．）Becker

ナガバタチツボスミレ　V　ovα～o－06’ongα（Miq，）Mak．

ケナガバタチツボスミレ　V　ovα！o－oわ10ηgαvar．

ρμ6θ30εn3Nakai

アカネスミレ　Vρhα1α0700αψαMaxim．

アケボノスミレ　V703”Hemsl．

アイヌタチツボスミレ　Vsαchα1∫nen5’sBoiss．

ミヤマスミレ　跳3e海7航PUlsh．

シコクスミレ　V5h’んo膨碗αMak．

スミレサイシン　V　vαg’nα1αMaxim，

ツボスミレ　V　vεrεo翼4αA．Gray

アギスミレ　V　vθ7εo翅4αvar．5ε規’1襯α7’5Maxim．

シハイスミレ　V　v’01αoεαMakino

イ51顔肱v∫01αεHe㎜．（すす症状）

［発生植物］タチツボ’スミレ

［文献］白井，65，1917；小林ら，512，1992
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べと菌（Downymildew）

Pαono5po7αv’01αεDe　Bary

［発生植物］オオバキスミレ，タチツボスミレ，オオバ

タチツボスミレ，スミレサイシン

［文献］伊藤，208，1936a

Fα770w如　5ε〃加μ4α　（Ames）D．Hawksw．［Chααo’n劾規

sε加鰍ぬ溺Ames］（腐生菌）

［発生植物］スミレサイシン（葉）

［文献］大谷，42，19951宇田川ら，上486，1977

黒穂病菌　Leafand　stem　smut

U700”1s　v’01αε（Sowerby）Fisch．Waldh．

［発生植物］タチツボスミレ

［文献］柿爲，75，1982

ボスミレ，アオイスミレ，オオタチツボスミレ，アケボ

ノスミレ，ミヤマスミレ，スミレサイシン，シコクスミ

レ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，1112，1992

（8〉U7ε405嫌舵co’αMorim．

［発生植物］タチツボスミレ，ケマルバスミレ

［文献］Hiratsuka　et　al．，1140，1992

Septoria菌（斑点症状）

（1〉S曜o吻v’01αεWestend。

［発生植物］スミレ類

［文献］白井，619，1917

（2）S《ρ’07’αv’01αε一5θ〃2’1朔α7∫4’5Sawada（ノ」・円斑病菌）

［発生植物］アギスミレ

［文献］澤田，68，1958

円星（まるほし）病菌

Cε7cospo7αv’01αεSacc。

［発生植物］ツクシスミレ

［文献］山本・前田，78，1960

みn6hッ’7∫徽αμ7εμ溺Schr6t．（葉ぶくれ症状）

［発生植物］アギスミレ

［文献］伊藤，37，1936a；宇剛

58，1992

ら，上225，1977；小林ら，

さび菌（Rust）

（1）P㍑c伽加ψ’nαFuckel

［発生植物］キバナノコマノツメ，ナガバノスミレサイ

シン，キスミレ，スミレサイシン
［文献］白井，505，1917；Hiratsuka　et　al．，799，1992

（2）Pμ06’n如声7gμsson∫Berk．＆Broome

［発生植物］サクラスミレ，ミヤマスミレ

［文献］Hiratsuka　et　al。，800，1992

（3）P麗cc’n紛pμJchε11αOno＆K＆kish．

［発生植物］タチツボスミレ，アオイスミレ，マルバス

ミレ，オオタチツボスミレ

［備考］さび胞子堆。夏・冬胞子世代はエナシヒゴクサ

に形成。

［文献］Hiratsuka　et　al，，685，1992

（4）P扉co∫n’αv’01αεDC。

［発生植物］エゾノタチツボスミレ，キバナノコマノツ

メ，ヒメミヤマスミレ，マルバケスミレ，エイザンスミ

レ，タチツボスミレ，キビノタチツボスミレ，アポイタ

チツボスミレ，アオイスミレ，コスミレ，オオバタチツ

ボスミレ，オオタチツボスミレ，ケオオタチツボスミレ，

スミレ，イブキスミレ，ナガバタチツボスミレ，アカネ

スミレ，アイヌタチツボスミレ，ミヤマスミレ，シコク

スミレ，ツボスミレ，アギスミレ

［文献］白井，569，19171Hiratsuka　et　a1．，802，1992

（5）P麗oo’n’αv’01αε一g1αわe〃αe　Miura　ex　H．＆P．Syd．

［発生植物］オオバキスミレ，タカネスミレ

［文献］Hiratsuka　et　al．，803，1992

（6）伽4・吻卿’5Schr6t．

［発生植物］エゾノタチツボスミレ，キバナノコマノツ

メ，マルバケスミレ，スミレサイシン，タチツボスミレ，

キスミレ，ケナガバタチツボスミレ，ミヤマスミレ

［文献］白井，681，1917；Hiratsuka　et　al。，1084，1992

（7）U7e40ヶoごη5’3Hirats，f＆Yoshinaga

［発生植物］ウスバスミレ，ヒメミヤマスミレ，タチツ

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）E1γ吻hε・’ch・耀εα7脚type

［発生植物］シハイスミレ

［文献］Amano，331，1986；野村，227，1997

（2）E榔ψhεco’n灘n’5（Wall【）Fr．

［発生植物］スミレサイシン

［文献］Amano，331，1986

（3）0枷規sp．

［発生植物］ナンザンスミレ

［文献］Amano，330，1986

ブドウ科　VITACEAE離弁花類

ヤブカラシ類　Cαア7α磁spp．

アカミノヤブガラシ　C　oo7n’oμ1α’α（Benth。）Gagn．

ヤブガラシ（ビンボウカヅラ）　Cノαponioα（Thunb，）

Gagn，

斑点細菌（はんてんさいきん）病菌

P5ε㍑40η10nα50∫s5’ω1α（Takimoto1939）Burkholder1948

［発生植物］ヤブカラシ

［文献］滝元，1939；Goto＆Makino，19771西山ら，2001

さび菌（Rust）

Phッsopε11αα脚ε10p5’4’5（Diete1＆P，Syd，）Cummins＆

Ramachar

［発生植物］アカミノヤブガラシ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアワブ

キ，ミヤマハハソに形成（さび病）。

［文献］伊藤，146，1938；Hiratsuka　et　al．，335，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）助hαe7・’hε・α飼馨∫nεα（Schltdl。）PoUacci

一96一



日本野生植物寄生・共生菌類目録

［発生植物］ヤブガラシ

［文献］Amano，321，1986

（2）助hαε70∫hεcαh㍑溺麗1’（DC，）Burril1

［発生植物］ヤブガラシ

［備考］（1）および（2）は複合種であり，要検討。

［文献］野村，50，1997

（3）α4珈sp．

［発生植物］ヤブガラシ

［文献］野村，248，1997

Tεか叩10αα7醜α躍Berk，＆Broome

［発生植物］キツネノマゴ（茎）

［文献］白井，651，1917

裏すす病菌

P5ε㍑40cε700Ψ07α　oon5go’磁　（Winter）　Guo＆　Liu

［Cεκ05ρ07αoon500’磁Winter］

［発生植物］キツネノマゴ

［文献］山本・前田，52，1960；Katsuki，7，1965

裏すす病菌

Cε7005po7αo’53∫ヅαρoπ’oα召Hori

［発生植物］ヤブガラシ

［文献］Togashi＆Katsuki，1952；山本・前田，51，19601

Katsuki，68，19651今泉ら，1999

ハマビシ科　ZYGOPHYLLACEAE離弁花類

ハマビシ類　万’加1醒s　spp．

ハマビシ　T’θ77θs’7’sL．

イセハナビ類　S～70捌αn’hε5spp．

リュウキュウアイ　＆6μS1α（Nees）Kuntze

さび菌（Rust）

P麗co’η∫αρo’1加めe　Barclay［ノ霊εcま4加m5’70b∫’α漉h’5Ba1clay］

［発生植物コリュウキュウアイ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はササガ

ヤに形成。

［文献］白井，27，555，1917

Chαθ’o〃吻〃2耀9α10c岬μ加Bainier

［発生植物］ハマビシ

［備考］種子から分離

［文献］大谷，36，1995

キョウチクトウ科APOCYNACEAE合弁花類

バシクルモン類ゆoβy耀溺spp．
バシクルモン　イ．vθnε加n　L．var。加3’えμ耀醒on（Hara）

Hara

4．双子葉植物合弁花類寄生・共生菌類

キツネノマゴ科　ACANTHACEAE　合弁花類

ハグロソウ類D観ψ癬αSPP。

フチゲハグロソウ　n頂pon’cα（Thunb。）Makino

ハグロソウ　n戸pon’cαvar．5め701朔4αMatsuda

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）助hαααhθcαゴ∫o妙1θ7αεY．Nomuτa

［発生植物］ハグロソゥ

［文献］野村，35，1997

（2〉助hαε7・fhεcψ1’9’neσ（Schltd1．）PoUacci

［発生植物］フチゲハグロソウ

［文献］Amano，440，1986

キツネノマゴ類　Ro5’ε1配α吻spp。

キツネノマゴR．ρ700μ加加πs（L．〉Nees

キツネノヒマゴ　R．ρ700μ〃2加n3var，7∫ぬ麗n5’s

Yamamoto』

さび菌（Rust）

Pμcσn∫α1αn’αnαεFarlow

［発生植物］キツネノマゴ，キツネノヒマゴ

［文献］Hiratsuka　et　al。，852，1992

さび菌（Rust）

ル陀1α〃ψ507ααpooアn∫Tτanzschel

［発生植物］バシクルモン

［文献］Hira宝suka　et　al．，273，1992； ・林ら，526，1992

ガガイモ科ASCLEPIADACEAE合弁花類

トウワタ類廊漉p廓spp．

オオトウワタ　オ．oo7n襯Decne．

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eσ吻hεooη瑚μn∫5（Wal1L）Fr．

［発生植物］オ．夢吻cαL．

［文献］Amano，378，1986

（2）切s励ep・ケ9・ηご一type

［発生植物］オオトウワタ

［文献］野村，222，1997

カモメヅル類　q脚ηc加溺spp．

イケマ　C　c側4α加η（Miq．）Maxim、

タチカモメヅル　C　nψpon∫c襯Matsum。var．g1αわ耀用

（Nakai）Hara

スズサイコ　C　pαπ’cμ1徽〃2（Bunge）Kitag．

シロバナカモメヅル　C舘わ1αncε01α！μ溺（Miq．）Matsum．

var．脚αα加h麗η2（Maxim．）Matsum。
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Cε7‘03ρomわeめ7no航（West．）Niessl（斑点症状）

［発生植物］カモメヅル類の一種

［文献］山本・前田，46，19601

［文献］Amano，379，1986；大谷・伊藤，168，1988；野村，

19，1997

Ce7003ρ07ε11硯ynαnch’Henn。（斑点症状）

［発生植物］イケマ

［文献］白井，125，1917

シタキソウ類S’εphαno1∫5spp．

シタキソウの1種S1耽加ε雁5
（Makino）Hatusima

Koidz．var，ノαpon’oα

角斑（かくはん）病菌
Cεκo平o哲ゴ加〃2　アn伽7αε　（H．　＆　P．　Syd。）　Liu　＆　Guo

［Cεκ・卿・rα伽耀H．＆P．Syd．］

［発生植物］イケマ

［文献］Katsuki，13，1965；小林ら，590，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

0’41配溺sp。

［発生植物］シタキソウの1種

［文献］Amano，379，1986

さび菌（Rust）

／｛εof4’μη2v’ncεずoズ’o’Henn．＆Shirai

［発生植物］イケマ，タチカモメヅル，シロバナカモメ

ヅル

［文献］Hiratsuka　et　a1．，1078，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）αゴ珈sp．

［発生植物］スズサイコ

［文献］Amano，378，1986

（2〉助hαε7・孟hecψ1喀∫nθα（Schltd1。）Pollacci

［発生植物］イケマ，シロバナカモメヅル

［文献］Amano，378，379，1986

（3）5ρhαε70’hθ・αsp．

［発生植物］シロバナカモメヅル

［文献］野村，43，1997

オオカモメヅル類　乃＠horαspp．

オオカモメヅル　Tα7∫5～010ごh∫o∫4θs　Miq．

トキワカモメヅル　Tノαpon’6αMiq．

さび菌（Rust）

（1）　14εo’4如耀v加oαox∫o∫Henn．＆Shirai

［発生植物］トキワカモメヅル

［文献］Hira重suka　et　a1．，1078，1992

（2）U泥40り710pho耀（Morim．）Hirats。£

［発生植物］トキワカモメヅル

［文献］Hiratsuka　et　al．，ll43，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

助hαθ70’hεoα甲α㎎αU．Braun［＆hμ溺μ1ご（DC。）Burrill　var，

ル1∫9惚αsens。Salmon．，S．ル1暫neα（SchltdL）Pollacci］

［発生植物］オオカモメヅル

［文献］Amano，380，1986；大谷・伊藤，168，19881野村，

19，1997

ガガイモ類Mεゆ1飢ご5SPP。

ガガイモM．ノ叩on’oα（Thunb．）Makino

キキョウ科CAMPAM几ACEAE　合弁花類
角斑（かくはん）病菌
Cθ声oo即07’4’μ溺　川∫μ耀e　（H。＆　1》。　Syd．）Liu　＆　Guo

［Ceκ岬・7α励7αεH．＆P，Syd．］

［発生植物］ガガイモ

［文献］澤田，109，19581Katsuki，13，19651小林ら，590，

1992

円斑（まるはん）病菌

Phツ〃o謂αα溺ααP1εx’4∫5Sawada

［発生植物］ガガイモ

［文献］澤田，41，1958

ツリガネニンジン類オ4εnopho耀spp．

フクシマシャジン　！1、4’vα7’oα’αFr．et　Sav。

ヒメシャジン　濯．n’左oθn5’5Fr．etSav．

ミヤマシャジン　イ．n’んoθn3直3var．s’εnoρhア」1α（Kitam．）

Ohwi

ソバナ　オ．7ε〃20齪07α（Sieb。etZucc．）Miq，

イワシャジン　オ．’盈εぬεMakino

サイヨウシャジン　オ．かψhッ11α（Thunb。）A。DC．

ツリガネニンジン　オ．∫7ψhア11αvar．ノαpon’oα（Regel）

Hara

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）助hααo∫hθoαh謝観1∫（DC．）Bun重ll

［発生植物］ガガイモ

［備考］上記種は複合種であり，要検討。

［文献］野村，43，1997

（2）助hαε70’hεoα5ρ砿sαU。Braun［8ル1轡nεα（Schltd1．）

Pollacci］

［発生植物］ガガイモ

角斑病菌

めω甲hαε泥〃αα4εnopho7αεSawada

［発生植物］ツリガネニンジン

［文献］澤田，164，1952a

さび菌（Rust）

（1）　。4εごゴ彪〃2α4θnopho7αε一vεπ’o’11α孟αεH．＆P，Syd．

［発生植物］サイヨウシャジン，ツリガネニンジン
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［文献］白井，5，1917；Hiratsuka　et　a1．，1036，1992

（2〉C・1θ・切・吻規ケc・P田．＆P。Syd．［C‘・卯αn吻θH。

＆P．Syd。］

［発生植物］フクシマシャジン，ヒメシャジン，ミヤマ

シャジン，ソバナ，ソバナ，イワシャジン，サイヨウシ

ャジン，ツリガネニンジン

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアカマ

ツ等に形成（葉さび病）。

［文献］伊藤，208，19381澤田，26，1952b；Hiratsuka　et　al．，

222，19921小林ら，524，1992

（3）P㍑oo加iαα4enopho耀εDiete1

［発生植物］ヒメシャジン，ソバナ，ツリガネニンジン
［文献］Hiτatsuka　et　a1．，862，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

Eり75ψhθ　α4enopho7αε　Zheng　＆　Chen　［E．c’cho7αcεα7μ規

auct．non　DC．sens．Tai＆Wei］

［発生植物］ソバナ，ツリガネニンジン

［文献］Amano，455，19861大谷・伊藤，187，1988；野村，

173，1997

［文献］伊藤，209，1938；Hiratsuka　et　a1．，220，1992

ツルニンジン類　Co40nop5∫s　spp．

ツルニンジン　01αnoθ01α’α（Sieb．etZucc．）Trautv．

バアソブ（ヒメツルニンジン）　Cμ5諏r’εn5i5（Rupr．et

Maxim．）Hemsl．

さび菌（Rust）

Co1θospo7’μ溺ho7iαnμ〃～Henn．

［発生植物］ツルニンジン，バアソブ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアカマ

ツに形成（葉さび病）。

［文献］伊藤，210，1938；Hiratsuka　et　a1．，220，1992；小林

ら，524，1992

うどん二菌（Powderymildew）

0’4’麗〃7sp。

［発生植物〕ツルニンジン

［文献］Amano，456，1986

ホタルブクロ類C伽pαnμ1αspp．

ヤツシロソウ　Cglo〃2e7α～αLvaL伽hμ7’oαFisch。

イワギキョウ　C1α5ごoo硯ραCham．

ホタルブクロ　Cρ襯o謝αLam．

さび菌（Rust）

（1）C・12・脚7’襯1μs5∫」α9幡（Pers．）L6v．

［発生植物］イワギキョウ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアカマ

ツに形成（葉さび病）。

［文献］小林ら，524，1992

（2）Pμωn’α・伽卿㍑1αεCa㎜ich．exBerk．

［発生植物］イワギキョウ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，864，1992

Sゆ∫07’αoわ50麗雌Trai1（葉枯症状）

［発生植物］ホタルブクロ

［文献］白井，615，1917

うどんこ菌（Powderymildew）

Eα吻hεo∫oho耀εα耀〃2－type

［発生植物］ヤツシロソウ，ホタルブクロ

［文献］白井，223，19171野村，222，1997

ツルギキョウ類　Cα〃2脚朋〃20εαSPP．

ツルギキョウ　C〃2αx枷ow’czi’Honda

タニギキョウ類Pε耀α脚spp．
タニギキョウ　P．oα7η05α（Wall．）Hook，et　Thoms．var。

oかoαθo’4ε5（Fr，Schm．）Makino

黒穂菌（Leafand　stem　smut）

ノレ名ε1αno’αθn’ε‘〃2～ooh’α’αn㍑〃2S．Ito

［発生植物］タニギキョウ

［文献］伊藤，IG8，1936bl柿罵，44，1982

さび菌（Rust）

（1）、4ε6漉μ用ρααoαψαεDiete1

［発生植物］タニギキョウ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，1062，1992

（2）　U70η2アoεsρerαcαψαεS．Ito＆Tochinai

［発生植物］タニギキョウ

［文献］Hiratsuka　et　a1，，1007，1992

シデシャジン類Phア蜘灘spp．

シデシャジン　P，ノαpoη1c姻Miq．

さび菌（R鳳）

Co1ε05po7∫μη2リノ00P∫H．＆P．Syd，

［発生植物］シデシャジン

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアカマ

ツ等に形成（葉さび病）。

［文献］Hiratsuka　et　al．，223，1992

さび菌（Rust）

Co1ε03ρ07珈η2hor確nμ溺Henn．［C　cα’ηpαnμ溺eαεDiete1］

［発生植物］ツルギキョウ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアカマ

ツに形成（葉さび病）。

うどんこ菌（Powderymildew）

E伊吻hβc∫oho7α6θα耀規一type

［発生植物］シデシャジン

［文献］Amano，456，1986；野村，222，1997
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ヒナギキョウ類　肱h1επδε7g’αspp．

ヒナギキョウ　玖〃」劇g∫nα～α（Thunb．）A．DC．

さび菌（Rust）

Co1θ05ρoがμ川ヶoo炉H．＆P。Syd。［C　cα川pαnμ1αεH，＆P。

Syd．］

［発生植物］ヒナギキョウ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアカマ

ツ等に形成（葉さび病）。

［文献］伊藤，208，19381Hiratsuka　et　a1．，223，19921小林

ら，524，1992

スイカズラ科　CAPRIFOLIACEAE　合弁花類

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eり75ψhεご’oho7αoεα7μ溺DC．var．o∫oho耀oθα耀溺　［E，

αcho耀oεα耀〃2DC．sens。Salmon，E　o’ohorαoεα耀η2（DC．）

M6rat］

［発生植物］ノコギリソウ，キタノコギリソウ，セイヨ

ウノコギリソウ，オオバナノコギリソウ，ホロマンノコ

ギリソウ，ヤマノコギリソウ

［文献］白井，221，19171Amano，457，458，19861大谷・

伊藤，188，1988；野村，180，1997

（2）助珈hθ・∫・h・7α・εα7μ溺一type

［発生植物］オオバナノコギリソウ

［文献］野村，222，1997

（3）Eσsψhερoヶgon’DC．

［発生植物］ノコギリソウ，エゾノコギリソウ

［文献］白井，225，1917

ニワトコ類Sα励μcμ5spp．

ソクズ　＆ノαvαn’cαReinw．et　BL　subsp，ch’ηεnsf5LindL

斑点病菌

Cεκo卿07α4叩αzεo’4ε3（Desm．）Sacc．

［発生植物］ソクズ

［文献］山本・前田，54，19601Katsuki，16，1965

うどんこ菌（Powderymildew）

α伽規sp，

［発生植物］ソクズ

［文献］野村，248，1997

キク科COMPOSITAE（ASTERACEAE）合弁花類

ノコギリソウ類廊h’11εαSPP．

ノコギリソウ　オ．α⑳nαL．

キタノコギリソウ　オ・α加∫nαsubsp．ノαpon’6αKitam，

カミツレモドキ　オ．co配αL．

セイヨウノコギリソウ　オ．加〃4）枷〃2L。

エゾノコギリソウ　オ．μα7加oαL．

オオバナノコギリソウ　護．ρ1俳〃沈αvar．瑠α0700叩hα」α

（Rupr．）Ohwi

ホロマンノコギリソウ　オ．sめ’7’cαLedb，var．αng㍑5！⑳1∫α

（Haτa）Ohwi

ヤマノコギリソウ　ォ．sめ顔cαvar．sめ’7∫oαf4，500，4εα

Regel

ノブキ類オ4εnooα㍑10n　spp．

ノブキ　オ．h肋α1α’oμ醒Edgew．

さび菌　（Rust）

Pμodn∫αc副c’一α4θno‘側1∫Kakish．，M．Yokoi＆Y．Harada

［4ω4伽α4en・cαμ1∫H．＆P．Syd．］

［発生植物］ノブキ

［文献］白井，5，19171Hiratsuka　et　al．，1035，1992；

Kakishima，1999

うどんこ菌（Powderymildew）

助hαε70～hθoα　力5cα　（Fr．）Blumer　em．U．Braun　［＆

ノレ1’g’nθα（Schltd1．）Sawada］

［発生植物］ノブキ

［文献］澤田，101，19511Amano，458，19861大谷・伊藤，

174，1988；野村23，19971宇田川ら，上461，1977

ヌマダイコン類裾εno5fε〃2灘spp．

ヌマダイコン差．1αvεn如（L，）0．Ktze．

斑点病菌

Cεκospo7αα4θnos陀川η2αεTogashi＆Katsuki

［発生植物］ヌマダイコン

［文献］Togashi＆Katsuki，1952；山本・前田，43，1960；

Katsuki，19，1965

Noゴμ105ρhαε枷401’010’4εs　Auersw．apud　Rabenh．（枯茎

上）

［発生植物］ノコギリソウ類

［文献］Otani＆Mikawa，1971；宇田川ら，上695，1977

さび菌（Rust）

P麗ωn’αoπ’d．01ααcε∫Pers。＆Desm．

［発生植物］カミツレモドキ，オオバナノコギリソウ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，871，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）勿吻hεc’ch・7αoεα7μ溺一type

［発生植物］ヌマダイコン

［文献］野村，222，1997

（2）助吻hθsp．

［発生植物］ヌマダイコン

［文献］Amano，458，1986

モミジハグマ類オ’n5加εαspp．

モミジハグマオ．α6ε所b1’αSch，Bip
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日本野生植物寄生・共生菌類目録

オクモミジハグマ　イ．αoθ7蜘”αvar．躍加po吻Nakai

キッコウハグマ　イ。αp’oμZα’αSch．Bip，

さび菌（Rus重）

（1）。4eo’読卿2α’n51’αeαεDietel

［発生植物］モミジハグマ

［文献］白井，5，19171Hiratsuka　et　al．，1037，1992

（2）Pμoc’n’α伽51’卿εH．＆P．Syd．

［発生植物］キッコウハグマ

［文献］Hiratsuka　et　al．，865，1992

（3）P配・伽’α伽s1’αεαε一αoε噛1’αθHarada

［発生植物］オクモミジハグマ

［文献］Harada，19841Hiratsuka　et　al．，866，1992

（4）P㍑・6枷ρ’1εα1・3P・7αKakish，＆S．Sato

［発生植物］オクモミジハグマ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はホソバ

ヒカゲスゲに形成。

［文献］Hiratsuka　et　a1．，684，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1〉Eり吻hεoo加灘n’5（Wallr．）FL

［発生植物］オクモミジハグマ

［文献コAmano，459，1986

（2）勘hααo功εcαノ訪soα　（Fr．）Blumer　em．U。Braun　［Sl

吻1’g’nεα（SchltdL）Sawada］

［発生植物］モミジハグマ，オクモミジハグマ，キッコ

ウハグマ

［文献］Amano，459，19861野村23，1997

（3）助hαα01heoαh㍑溺㍑1∫（DC．）Burri11

［発生植物］キッコウハグマ

［備考］上記種は複合種であり，要検討。

［文献］野村，43，1997

ブタクサ類オ励ヂ05’αspp．

ブタクサ　ィ．αr’ε雁∬’びわ磁L．var．ε1α’∫or（L．）Descur．

ブタクサモドキ　オ．ρ3’105’αohアαDC．

オオブタクサ　4．かψぬL．

黒腫菌（Leafsmut）

Enケ10’ηαρoケsρo耀η2（Peck）Farlow

［発生植物］ブタクサ

［文献］伊藤，105，1936b；柿罵，39，1982

さび病菌　Rust

Pμoo’n’αxαn’h∫i　Schw．

［発生植物］ブタクサ，オオブタクサ

［文献］福団・柿島，1999

うどんこ菌（Powderymildew）

E’ア5ψhεα6ho7αoε召耀η2DC，var．伽’5po7σU。Braun

［発生植物］ブタクサ，ブタクサモドキ，オオブタクサ

［文献］白井，221，19171Amano，459，1986；大谷・伊藤，

190，19881野村，186，1997

雪腐（ゆきぐされ）病菌　Snow　mold

301ε70だn’αn’vα1∫51．Saito

［発生植物］ブタクサ

［文献］Saito，1997

ヤマハハコ類オ襯phα1’sspp．

タカネヤハズハハコ（タカネウスユキソウ）　オ．

吻loolαMakino

ヤマハハコ　オ．脚7gα躍αoθα（L．）Benth．et　Hook£var．

αng観fo7（Miq。）Nakai

ホソバノヤマハハコ　オ．〃2α7gα躍αごεαvar。αngμ51の1め

（Fr．et　Sav．）Hayata

ヒロハヤマハハコ　オ．〃2ぴgα漉α6εαvar．〃2α7gα腐αoεα

カワラハハコ　オ．〃！α7gα7∫孟αoεαvaLアθ40εn5’5（Fr．et

Sav，）Ohwi

さび菌（Rust〉

（1）M卯g∫倣n叩hα1擁s　Miyabe

［発生植物］ヤマハハコ，ホソバノヤマハハコ，ヒロハ

ヤマハハコ，カワラハハコ
［文献］Hiratsuka　et　al．，478，1992

（2）伽解ツoε5α耀・θn㍑5H．＆P。Syd。

［発生植物］タカネヤハズハハコ

［文献］Hiratsuka　et　al．，1008，1992

ウサギギク類オ加oαspp．

チョウジギクィ．〃2α11α10p鋸（Fr．etSav．）MakinQ

うどんこ菌（Powderymildew）

α伽1nsp。

［発生植物］チョウジギク

［文献］Amano，462，1986

ヨモギ類オ惚加s’αSPP．

クソニンジン　ィ．αnn襯L．

サマニヨモギ　オ．α7躍oαLess．

ヒメヨモギオ．声44ε’L6v．etVan．

ハマヨモギ（フクド）　イ．ル肋40Makino

オトコヨモギオ．戸pon∫cαThunb．

ハマオトコヨモギィ．ノ岬oη’oαvar溺α0700ゆhα1αPamp。

イヌヨモギオ．んε∫跳εα襯Miq。

オオワタヨモギ　オ．丸o’4訓溺1’Nakai

ヒトツバヨモギオ．溺onophッ〃αKitam．

オオヨモギ（ヤマヨモギ）　オ．醒o惚照（Nakai）Pamp．

ミヤマオトコヨモギオ．ρθ伽no㍑103αMiq．

ヨモギオ．PπnoepsPamp．

アサギリソウ　オ．50h雁4磁nαMaxim。

ヒロハノヒトツバヨモギ　ィ．sご010nψm　（Maxim．）

Komar．

チシマヨモギ（エゾオオヨモギ）　オ．襯αZα5丸εn廊Rydb．
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べと菌（Downymildew）
Pε70no岬07α5躍卯肥αGaum．［P，1ゆ10躍ε7η2αDe　Bary］

［発生植物］オトコヨモギ，オオヨモギ，ヨモギ，チシ

マヨモギ

［文献］白井，415，1917；伊藤，218，1936a

クズノタマ類縁菌

Trε〃昭〃αoα㍑1∫oo1αKobayashi

［発生植物］オオヨモギ

［文献ユ伊藤，23，1955

ハセ規α’05∫oη2ααπε〃諺’5∫αεSyd、

［発生植物］ヨモギ

［文献］白井，391，1917

Noづμ～o解加ε7∫α加ncoη’oα（Pe曾．）Holm（枯茎上）

［発生植物］アサギリソウ

［文献］Otani＆Mikawa，1971；小林ら，230，1992

Rh’zooずon∫α血η2馨伽（Nakata　ex　Hara）Gunnel1＆Webster

（菌核症状）

［発生植物］ヨモギ

［文献］神尾ら，2000

さび病菌　R．ust

（1〉Pho伽5・耀副ε加5’αeHiratsuka

［発生植物］オトコヨモギ，オオヨモギ，ヨモギ

［文献］伊藤，147，1938；Hiratsuka　et　a1．，31g，1gg2

（2）Pμ6c’n∫ααπε加5’αε一丸ε’5舵α澱εMiura

［発生植物］イヌヨモギ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，867，1992

（3）P㍑6c’n’αoα7’σ5一’πααooεphα1αεDietel

［発生植物］ハマヨモギ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はコウボ

ウムギ等に形成（さび病）。

［文献］HiraIsuka　etal。，637，1992

（4）P㍑o・1n’α・碗・∫3－s1脚惚Harada

［発生植物］ヨモギ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はオオカ

ワズスゲに形成。

［文献］Hiratsuka　et　al．，653，1992

（5）P扉oo’n’αon∫o’一〇1θ耀oε∫Pers．ex　Desm．

［発生植物］サマニヨモギ，ハマヨモギ，オトコヨモギ，

オオヨモギ，ミヤマオトコヨモギ，ヨモギ，ヒトツバヨ

モギ

［文献］Hiratsuka　et　al．，871，1992

（6）Pμ顔n’α漉o’oαθMagnus　var，η2∫070p枷o如Ono

［発生植物］オトコヨモギ，ヨモギ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はハマア

オスゲに形成。

［文献］Hiratsuka　et　al．，658，1992

（7）Pμoo耀α∫αnαoθ！∫DC．var．如襯oα’

［発生植物］クソニンジン，ヒメヨモギ，オトコヨモギ，

オオヨモギ，ヨモギ，ヒロハノヒトツバヨモギ

［文献］Hiratsuk＆et　al．，895，1992

うどんこ病菌　Powderymildew

Eり～5ψhεαπε加5如εGrev．［E　o∫oho7αoeα耀’ηsensu　Iat．auct。

nonDC．］

［発生植物］クソニンジン，オトコヨモギ，ハマオトコ

ヨモギ，イヌヨモギ，オオワタヨモギ，ヒトツバヨモギ，

オオヨモギ，ヨモギ，チシマヨモギ

［文献］白井，221，1917；Homma，335，1937；大谷・伊藤，

191，19881Amano，462464，19861野村，178，19971岸，

1231，1998

裏すす病菌

吻oovθ〃os’θ11αノセ7川g∫nεα（Fuckel）Deighton［Cθκo甲o槻

ノセ77κ9’nεαFuckel］

［発生植物］ヨモギ

［文献］白井，117，1917；澤田，108，19581Katsuki，22，

1965；小林ら，464，594，1992

シオン類オ5酵spp．
シロヨメナオ．αgθ～α’o’4ε5Turcz．var．hαrαε（Makino）

Kitam。f　leμoα鷹加5Honda

ハマコンギク　オ．αgε7α～o’4召5var．1∫1！07’oo1αKitam．

ノコンギク　オ．αge7αfo’4ε5var。ovα∫媚（Fr．et　Sav．）

Nakai

コンギク　オ．αgε7α！oi4θ5var．ovα～μs£ho〃εns’5（Makino）

Ohwi

エゾノコンギク　λ．α9¢rα∫014es　var．OVαfμ3£yezoe胤3

（Kitam．et　Hara）Ohwi

オオヤマシロギク　オ．αgε君α10∫4εs　var．70み㍑伽s（Koidz．）

Makino　et　Nemoto

ヤマシロギク（イナカギク）　イ．αgεrα’o∫4ε5var．

sε加αη2μεx’oαμ〃5（Makino）Ohwl

タテヤマギク　遼．4f〃20卿hア〃μsFr，etSav．

エゾゴマナオ．g’εh瞬Fr。Schm．

ゴマナィ．g1θhn∫’vaLhon40θn5’3Kitam．

サワシロギク　オ．耀gμ105μsMaxim．

シラヤマギク　オ．scα加7Thunb．

アキハギク（キヨスミギク）　オ．躍g伽o～o∫Kitam．

ホウキギク　ォ．躍加1α加8Michx．

ウラギク　オ．∫ゆo伽規L．

べと菌（Downymildew）

Bα5躍fopho7αεn∫05pom　Roze＆Comu

［発生植物］シオン類

［文献］宇田川ら，上250，1977

cε7co5ρ07ααsfεr’s　Naito（斑点症状）

［発生植物］ヤマシロギク

［文献］Katsuki，20，1965

翫5’01α4’μ溺schnα擁αn鐸配Allesch．（黒星症状）

［発生植物］シラヤマギク

［文献］白井，251，1917
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さび菌（Rust）

（1）（】01θo胆o■加ηα5陀耀η2（DieIel）H。＆P．Syd．

［発生植物］シロヨメナ，ハマコンギク，ノコンギク，

エゾノコンギク，オオヤマシロギク，ヤマシロギク，エ

ゾゴマナ，ゴマナ，サワシロギク，シラヤマギク，アキ

ハギク

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアカマ

ツに形成（葉さび病）。

［文献］伊藤，211，19381Hiratsuka　et　a1．，204，1992

（2）Co1εo卿oπμ溺μη’一α31e7むOrishimo

［発生植物］サワシロギク，シラヤマギク

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアカマ

ツ等に形成（葉さび病）。

［文献］Hiratsuka　et　a1．，234，19921小林ら，524，1992

（3）Phαた・P5・灘α舵雁s’αθHirats．f

［発生植物］ヤマシロギク

［文献］伊藤，147，19381Hiratsuka　et　al．，319，1992

（4）　Pμ（】oinごα　cα万（ゴs一α5’θ7∫nα　Harada　［／望εα4’μ醒　α51ε7μ溺

Schw．］

［発生植物］ノコンギク，ゴマナ，シラヤマギク

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はビロー

ドスゲに形成。

［文献］白井，5，1917；Hiratsuka　et　a1．，621，1992

（5）Pμoo∫n∫α　on’o’一〇1θ7αoε’Pers．＆　Desm．［P．α5’er’3

Duby］

［発生植物］タテヤマギク，ウラギク

［文献］白井，509，1917；Hiratsuka　et　al．，871，1992

（6）Pμco’n’α1ごno星y7’4’一cα7∫α5E．Fisch，

［発生植物］シラヤマギク

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はホソバ

ヒカゲスゲに形成。

［文献］Hiratsuka　et　a1。，674，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eり～sψhe　dcho7αoεα耀’ηDC．var．o’cho7αoεα耀η2［E。

o’cho7αceα7躍ηDC．sens，Salmon，Eσoho7αcεα耀規（DC．）

M6rat］

［発生植物］ホウキギク，ウラギク

［文献］Amano，468，19861野村，222，1997

（2）0’ゴ珈sp．

［発生植物］ゴマナ

［文献］Amano，466，1986

（3〉助hαε70孟hεcαル50α　（Fr．）Blumer　em．U．Braun　［S，

ノレ’頓nεα（SchltdL）Sawada］

［発生植物］ノコンギク，コンギク，ヤマシロギク，シ

ラヤマギク，ホウキギク

［文献］Amano，465－468，1986；野村，23，1997

（4）助hαε70孟hεcαhμ吻μ1’（DC．）Burrm

［発生植物］ノコンギク，コンギク，ヤマシロギク，シ

ラヤマギク，ホウキギク

［備考］上記種は複合種であり，要検討。

［文献］野村，43，1997

（5）Uno’n㍑1ααs1ε7’5Sawada

［発生植物］ノコンギク

［文献］澤田，108，1951；Amano，465，1986；大谷・伊藤，

253，1988；野村，68，1997

オケラ類オ微cヶ104ε5spp．

オケラ　オ．ノ卿oη10αKoidz。

マルバオケラ　オ．ov磁Thunb。

さび菌（Rust）

Pμoo’n’ααo溺07iθns’5H．＆P．Syd。［。4εα4勉溺α’君αoり71∫ゴ’3

Diete1］

［発生植物］オケラ，マルバオケラ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はヒカゲ

スゲ等に形成。

［文献］白井，5，1917；Hiratsuka　et　a1．，616，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

ル‘’07卿hαθ耀α1n’（Wallr．）Salmon

［発生植物］オケラ

［文献］Amano，468，1986

センダングサ類　B’4εns　spp。

コバノセンダングサ　B．わ顔nnα的L。

センダングサ8．わ舵7澱’α（Lour．）MerrilletSherf£

アメリカセンダングサ

ホソバノセンダングサ

コシロノセンダングサ

シロバナセンダングサ

Sherf£

コセンダングサ

シロノセンダングサ

エゾノタウコギ　β．

（Turcz．）Kitam、

タウコギB．翻ψα7癬αL．

8，」命on405αL．

β。ρα厘πom　Willd、

β。ρ∫105‘z　L，

、8．μ105αvar．加no7　（Blume）

8，ρ’105αvaLρ’10Sα

　　β，μ10sαvar，7α4’α’αSch，一Bip。

　　rα4’αrα　ThuilL　vaL　P∫nηα1ψ4α

Cε700卿o耀sp．（葉枯症状）

［発生植物］シロバナセンダングサ

［文献］佐藤，1990

褐斑（かっぱん）病菌

Cεκ05po7αδ’4en’∫5ThaΦ

［発生植物］センダングサ

［文献］Togashi＆Katsuki，19521山本・前田，47，19601

Katsuki，20，1965；岸，1218，1998

Rhizoctonia菌

（1）Rh彪oαo躍αル溺なα∫α　（Nakata　ex　Hara）Gunne11＆

Webster

（2）Rh∫zoαon∫αso1αn’KUhn　AG－1

［発生植物］アメリカセンダングサ

［文献］神尾ら，2000

さび菌（Rust）

U70〃2アoθsわ’4εnず’co1αArthur

［発生植物］コシロノセンダングサ
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［文献］Hiratsuka　et　al．，1009，1992

助加cε10〃2αわ’4εn～’3Bitanc．＆Jenkins（そうか症状）

［発生植物］センダングサ類

［文献］小林ら，544，1992

［文献］Amano，471，1986

（2）助hαθ70’hεoαル3ω　（Fr。）Blumer　em．U．Braun　［＆

ノレ1㎏’nεα　（SchltdL）Sawada］

［発生植物］エゾノキツネアザミ

［文献］Amano，471，1986；野村23，1997

うどんこ菌（Powderymildew）

助hααo’hθoα　ル50α　（Fr．）Blumer　em。U．Braun　［＆

ノレ1㎏∫nεα　（SchltdL）Sawada，＆καn’h”（Cast．）Junell］

［発生植物］コバノセンダングサ，センダングサ，ホソ

バノセンダングサ，アメリカセンダングサ，コシロノセ

ンダングサ，シロバナセンダングサ，コセンダングサ，

シロノセンダングサ，エゾノタウコギ，タウコギ

［文献］Amano，469，470，19861大谷・伊藤，174，19881野

村23，1997

ツルハグマ類B1μ耀αspp。
サケバコウゾリナ　β，1αc’n’α～α（Roxb．）DC．

Psεμ400εrω3ρ07αわ1μ耀召αε（Thnm．）Deighton［Cεκoερ07α

わ1μ用εαεThUm．］（斑点症状）

［発生植物］サケバコウゾリナ

［文献］Katsuki，21，19651小林ら，543，596，1992

アメリカギク類β0110n∫αspp．

アメリカギク　8αsle70’4ε5（L．）L．Her．

うどんこ菌（Powderymildew）

Eα5ψhεdごho7αoεα〆徽一type

［発生植物］アメリカギク

［文献］Amano，471，1986；野村，223，1997

アレチアザミ類Brεθαspp．

エゾノキツネアザミ　β．5ε’05α（Bieb．）Kitam．

濯加go’mgoρogoη’5（Pers．）Gray（白さび症状）

［発生植物］エゾノキツネアザミ

［文献］伊藤，147，1936a；宇田川ら，上249，1977

円斑（まるはん）病菌

5θP’07如ごか5πNiess1

［発生植物］エゾノキツネアザミ

［文献］澤田，57，1958

さび菌（Rust）

Pπご伽吻μn・⑫7傭（Strauss）R6h1．

［発生植物］エゾノキツネアザミ

［文献］Hiratsuka　et　al．，893，1992

うどんこ菌（Powderymildcw）

（1）Eアァ5ψhθαg躍1εg如θDC．

［発生植物］エゾノキツネアザミ

コウモリソウ類Cαo読αspp。

カニコウモリ　Cα4εnosリノ10∫4ε3（Fr。etSav．）Matsum．

コモチミミコウモリ　C側7蜘1α’αDC．var。加め漉m
Koidz．

ミミコウモリ　（二傭r’o㍑1α！αvaL肋厩5chα”cα（Maxim．）

Matsum．

カラフトミミコウモリ　C　側7’oμ1α‘αvar．ooho！θ朋5i5

Maxim．ex　Komar．

モミジガサ　C4eψh’n’〃b1∫αSieb．etZucc．

ウスゲタマブキ　Cルげamの磁Sieb．etZucc．

タマブキ　Cρψm砂b1’αvar，加め旋濯（Maxim．）Kitam．

コウモリソウ　（二hαs～α！αvar，ル吻7α4）1’α（Naxim．）

Ohwi

ヨブスマソウ　Chαs’α1αvar．07’εη～α」∫5（Kitam．〉Obwi

イヌドウナ　C　hα5！α’αvar．’研磁αε（Fr，etSav，）Kitam．

オオカニコウモリ　C　n∫えo脚n’α襯Matsum．

ツクシコウモリソウ　C　nψpon∫cαMiq．

タイミンガサ　Cρε々グb勧Makino

テバコモミジガサ　C1餉破oθn5∫3Makino

ヤマタイミンガサ　Cアα1αゐθ∫Matsum．et　Koidz．

P1θ03po雌oαoα磁εTogashi＆Onuma（葉枯症状）

［発生植物］カニコウモリ

［文献］小林ら，520，1992

さび菌（Rust）

（1）Co1ε卿・7∫襯nε・・α・α1∫αεSah・［C・α・α1’αεHirats．£］

［発生植物］コウモリソウ，ヨブスマソウ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はチョウ

センゴヨウ，ハイマツ等に形成（葉さび病）。

［文献］伊藤，213，1938；Hiratsuka　et　al．，224，19921小林

ら，524，1992

（2）C・1ε・卿・枷即卿ゆ・7μ川Kaneko［C‘αcα1’αεHirats．

£］

［発生植物］カニコウモリ，ミミコウモリ，モミジガサ，

オオカニコウモリ，ヤマタイミンガサ

［文献］伊藤，213，1938；Hiratsuka　et　al．，228，19921小林

ら，524，1992

（3）Pμoσ加αoα7’o’3－5’4θ705’i6’αεDleteL

［発生植物］カニコウモリ，ミミコウモリ，ヨブスマソ

ウ，ツクシコウモリソウ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はタガネ

ソウに形成。

［文献］Hiratsuka　et　a1．，650，1992

（4）Pμcσn’α‘n’o’．01ααoε∫Pers．ex　Desm．［P　cαoα」’αε

Kusano］

［発生植物］ヨブスマソウ，タイミンガサ，ヤマタイミ

ンガサ

一104一



日本野生植物寄生・共生菌類目録

［文献］白井，513，1917；Hiratsuka　et　al．，871，1992

（5）P雁∫η’α91・耀7磁Grev．

［発生植物］ミミコウモリ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，876，1992

（6）P欝ご’η∫αpoヶgoη’一w砂7∫oh〃T．Miyake　ex　Kawai＆

Otani

［発生植物］コウモリソウ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はウラジ

ロタデ等に形成。

［文献］Hiratsuka　et　al．，752，1992

（7）U70川アoεs　cαoα1fαε（DC，）Unger

［発生植物］カニコウモリ，コモチミミコウモリ，ミミ

コウモリ

［文献］Hiratsukaetal．，1010，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eり～3ψhθoμ溺川ins’αnαU，Braun　［El　gα1εop5i4なauct、

non　DC．sens．］

［発生植物］モミジガサ，テバコモミジガサ

［文献］Amano，471，472，1986；大谷・伊藤，185，19881野

村，217，1997

（2）α4’㈱sp．

［発生植物］カニコウモリ，イヌドウナ，タイミンガサ

［文献］Amano，471，1986

（3〉助hααo’hεoαル50α　（Fr．）Blumer　em．U．Braun　［＆

ル1頓nεα　（SchltdL）Sawada］

［発生植物］ミミコウモリ，カラフトミミコウモリ，ウ

スゲタマブキ，タマブキ，コウモリソウ，ヨブスマソウ，

オオカニコウモリ，ツクシコウモリソウ

［文献］澤国，101，19511Amano，471，19861大谷・伊藤，

173，19881野村，23，43，1997

（4）助hαε7・’hε6αsp．

［発生植物］ウスゲタマブキ

［文献］野村，43，1997

イ1蝕go惚gopogon’5（Pers。）Gray（白さび症状）

［発生植物］ヤブタバコ

［文献］伊藤，147，1936al宇田川ら，上249，1977

さび菌（Rust）

C・1ε岬・枷脚岬ε5”S孕cc・

［発生植物］ヤブタバコ，コヤブタバコ，ガンクビソウ

［文献］伊藤，214，19381Hiratsuka　et　a1．，208，19921小林

ら，524，1992

助加oε10〃2αアosh面襯濯Togashi＆Katsuki（そうか症状）

［発生植物］コヤブタバコ

［文献］小林ら，544，1992

淡黄円斑病菌

αα405poガ㍑規04ψε3πSawada

［発生植物］ヤブタバコ

［文献］澤田，94，1958

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）助hααoごhεoα漁soα　（Fr．）Blumer　em．U．Braun　［＆

ル1’g’nεα　（SchltdL）Sawada］

［発生植物］ヤブタバコ，コヤブタバコ，ガンクビソウ，

サジガンクビソウ，ホソバガンクビソウ，ノッポロガン

クビソウ，ミヤマヤブタバコ

［文献］澤田，101，19511Amano，474，19861大谷・伊藤，

173，1988；野村，24，1997

（2）助hαε701hεoαh麗溺μ1’（DC．）Burril1

［発生植物］ノッポロガンクビソウ

［文献］野村，43，1997

（3）5戸hαθ70’hεoαsp．

［発生植物］ホソバガンクビソウ，オオガンクビソウ

［文献］Amano，474，1986

ヒレアザミ類Cα74醐SSPP。

ヒレアザミ　Cc廓解εL．

さび菌（Rust）

P麗co加めoα10∫吻PαεDC．var．oε雇αμ7εαe（DC．）Cummins

［発生植物］ヒレァザミ

［文献］Hiratsuka　et　al。，868，1992

ヤブタバコ類　C叩ε5∫膿SPP．

ヤブタバコ　（二α扉o‘αno’4ε5L．

コヤブタバコ　C6e朋襯規L．

ガンクビソウ　C4’vα7f6α吻醒Sieb．etZucc．

サジガンクビソウ　C．glo∬op妙〃μ〃～Maxim．

ホソバガンクビソウ　（二んo∫4川〃2’ごMakino

オオガンクビソウ　C脚c706εphα1麗〃2Fr．et　Sav．

ノッポロガンクビソウ　C〃3α醜εiTatew．etKitam．

ミヤマヤブタバコ　C∫ア∫5’εMaxim．

トキンソウ類Cεnゆθ吻spp．

トキンソウ　C川’n枷α（L．）A．Br，etAschers，

濯加go磁gopogon’5（Pers。）Gray（白さび症状）

［発生植物］トキンソウ

［文献］伊藤，147，1936a；宇田川ら，上249，1977

キク類Chぴ5傭he川嫌spp．

コハマギク　Cα701∫o麗〃2L．subsp。脚ε肋wα耀醒Kitam。

アワコガネギク　（二加7εα1θ（Makino）Makino

シマカンギク（アブラギク）　C’刀4’o麗〃2L．

ノジギク　（ニノαponε〃3εNakai

リュウノウギク　C用α丸’no∫Matsum．et　Nakai

ワカサハマギク　C脚え’no’var．照肋躍εη5ε
（Shimotomai）Kitam．

アカムシヨケギク　（二〃2α疋30hα1∫’Aschers，

サツマノギク　C．o朋α伽川Hemsl．

イソギク　Cραoψoμ加Nakai

ニジガハマギク　C．5ゐ伽oro配誠Makino
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シオギク　C3h加og伽Kitam．

キノクニシオギク　C　sh∫wog伽var．々n盈麗niεn3召

Shimotomai　et　Kitam．

エゾノヨモギギク　C　v扉1αgα7ε（L．）Bemh．var．加7εα1

（Fisch）Makino　ex　Makino

ナカガワノギク　C　yo5h∫澱gα～加規Makino　ex　Kitam．

黒斑（こくはん）病菌

S劔o吻o榔αn’h召〃3ε11αSacc。

［発生植物］コハマギク

［文献］澤田，57，1958

さび病菌　Rust

（1）Ph認op50mα舵ηπ5’αθHirats．£　［U7ε40α班麗η2nα1∫5

Diete1］

［発生植物］アワコガネギク，シマカンギク，ノジギク，

リュウノウギク，ワカサハマギク，サツマノギク，イソ

ギク，シオギク，キノクニシオギク，ナカガワノギク

［文献］白井，681，19171伊藤，147，1938；Hiratsuka　et　a1．，

319，1992
（2）Pμodn∫α匁nαcα1DC．var．畝nα6εだ

［発生植物］アワコガネギク，シマカンギク，

ウギク，ニジガハマギク，シオギク

［文献］Hiratsuka　et　al、，896，1992

リュウノ

白さび病菌　Rust

Pεκc∫nぬゐ07ぬnαHenn．

［発生植物］コハマギク，シマカンギク，ノジギク，リ

ュウノウギク，ワカサハマギク，イソギク，シオギク，

キノクニシオギク

［文献］Harada，1983al　Hiratsukaθ’α」，，880，1992

うどんこ病菌　Powderymildew

（1〉Eり智ψhε01ごho7αoεα躍’πDC．vaL　o’oho7αoεα耀’η　［E

‘’oho雌6εα耀’n　DC．sens．Salmon，E　oioho7α06α耀’η（DC．）

M6rat］

［発生植物］アワコガネギク，シマカンギク，リュウノ

ウギク，アカムシヨケギク，エゾノヨモギギク

［文献］Amano，479，480，524，19861大谷・伊藤，189，

1988；野村，180，223，1997

（2）　0‘4敵醒α5陀γ∫5rρμπ∫cαPeck

［発生植物］ノジギク

［文献］丹田，1997b

アザミ類α順κ吻SPP．

ダキバヒメアザミ　Cα溺p1εxヴb伽吻（Nakai）Kitam．

オオノアザミ（アオモリアザミ）一Cαo〃207εn3εNakai

タテヤマアザミ　（二加加nμ〃2Koidz，var．o’酬昭（Kitam．）

Kitam．

マニサンアザミ　C厩ch麗n5εNakai　var．耀n’s磁εη3ε

Kitam．

ヒメアザミ　c勧θ7gεπMiq。

ヒッツキアザミ　Coonge3∫な5枷㍑〃2Kitam．

モリアザミ（ヤブアザミ）　C．4ψ5αcoゆごs（Maxim．）

Matsum．

ホソエノアザミ　Cゆ5μ規（Maxim．）Matsum．

マルバヒレアザミ　Cg照顕擁吻（Maxim．）Nakai

エゾヤマアザミ　Chε加朋溺Koidz．

タチアザミ　C∫n襯4α∫麗〃3Makino

ミネアザミ　（二∫n襯4α膨醒var．吻’601α（Nakai）Ohwi

ノアザミ　Cノαpo雇o㍑現DC．

ミヤマコアザミ　Cノαpon∫側耀var．’加た’θn5θNakai

カガノアザミ　C肋gα吻on’伽躍nNakai

チシマアザミ　C．肱雁5chα’∫cμ襯Ledeb．

ヤナギアザミ　C1∫n8α76（Thunb，）Sch．一Bip．

ナガエノアザミ　C　loηgεヲε4襯oμ1α‘μ溺Kitam．

ハマアザミ　C、潮α71”〃2μ襯Makino

ハクサンアザミ　C灘醜溺μ7αθNakai

アズマヤマアザミ　（二〃7’‘705p’oα！μ耀Nakai

オニアザミ　C，nψponεn5e（Nakai）Koidz．

ナンブアザミ　Cnψpoκ’o吻2（Maxim．〉Makino

タイアザミ（トネアザミ）　C　nψpon∫6μ溺var，

∫noo塑～襯（Maxim．）Kitam．

シコクアザミ　C　nlpρo漉o躍〃2var．5h∫んo㍑α灘溺（Kitam．）

Kitam．

ヨシノアザミ　C　nψpoη’o醐var．アoshlno∫（Nakai）

Kitam．

エゾノサワアザミ　（二ρeα’n8ぬ碑Gray

タカアザミ　Cρεη4ぬ〃2Fisch．

フジアザミ　Cp即μm躍〃2（Maxim．）Matsum．

マアザミ　（キセルアザミ）　C5∫ebo’疏Miq．

ヤマアザミ　（二甲’oα’〃川（Maxim．）Matsum．

ツクシアザミ　Cs励勉溺（Maxim．）Makino

ノハラアザミ　C．！αnα肋εMatsum．

エゾアザミ　Cw砂■∫oh’iMaxim．

ヤクシマアザミ　Cア誼麗sh伽εn5εεMasam．

サワアザミ　C粥zoεπ3θ（Maxim．）Makino

溺加go！mgopogon’s（Pers，）Gray（白さび症状）

［発生植物］モリアザミ

［文献］伊藤，147，1936a；宇田川ら，上249，1977

アーバスキュラー菌根菌（Arbuscular　Myco皿hiza）

オ7麗η2一智pe

［発生植物］ノアザミ

［文献］小島ら，2000

円斑（まるはん）病菌

3吻0吻0雁’Niessl
［発生植物］モリアザミ

［文献〕澤田，57，1958

円星（まるほし）病菌

Phツ〃05∫’ααo∫魏’Desm．

［発生植物］ノアザミ

［文献］澤田，39，1958

さび菌（Rust）

（1）Co1ε05por如拠c傭εりαpo躍αDietel
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日本野生植物寄生・共生菌類目録

［発生植物］ミヤマコアザミ

［文献］伊藤，215，1938

（2）Pμ06’n如　oα10”7αpαε　DC，var．oεn1磁78αε　（DC．）

Cummins［P　cか躍Lasch］

［発生植物］タテヤマアザミ，マニサンアザミ，ヒメア

ザミ，マルバヒレアザミ，ノアザミ，チシマアザミ，ナ

ガエノアザミ，ヤナギアザミ，ハマアザミ，ナンブアザ

ミ，タイアザミ，ヨシノアザミ，タカアザミ，フジアザ

ミ，マアザミ，ヤマアザミ，ツクシアザミ，ヤクシマア

ザミ

［文献］白井，519，19171澤田，52，1952bl　Hiratsuka　et　a1．，

868，1992
（3〉Pμ06∫n’α4’ooαe　Magnus5εn5μ1α～o

［発生植物］ノアザミ，ヤマアザミ

［文献］白井，523，1917

（4〉P麗・6∫n1α醜一αε9雌・副’sJorst．

［発生植物］ヒメアザミ，ヒッツキアザミ，ノアザミ，

チシマアザミ，ヨシノアザミ，エゾノサワアザミ，フジ

アザミ，マアザミ，ヤマアザミ，ノハラアザミ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，881，1992

（5〉P祝c6加∫αη’3h’4αnαHenn．

［発生植物］マニサンアザミ，ヒメアザミ，ホソエノア

ザミ，マルバヒレアザミ，エゾヤマアザミ，ノアザミ，

チシマアザミ，ハマアザミ，アズマヤマアザミ，ナンブ

アザミ，タイアザミ，ヤマアザミ，ツクシアザミ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，890，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eり～5ψhθo記ho7αceα耀耀DC．var，o記ho雌oεα耀溺　［E

c∫oho7α〇四n捌DC．sens，Salmon，E　o’cho耀08αrμ溺（DC．）

M6rat］

［発生植物］ダキバヒメアザミ，ノアザミ，チシマアザ

ミ，ナガエノアザミ，アズマヤマアザミ，オニアザミ，

ナンブアザミ，タイアザミ，シコクアザミ，ヨシノアザ

ミ，ヤマアザミ，ノハラアザミ，サワアザミ

［文献］Amano，482－485，1986；大谷・伊藤，189，1988；野

村，180，223，1997

（2）Eり柳hεco襯用襯ls（Walk。）Fr．

［発生植物］マルバヒレアザミ

［文献］Amano，483，1986

（3）E弓ノ5ψhε溺のノo所U．Braun　var．ゾαpo加ωU．Braun＆Y，

Nomura［Eα9μ∫1eg’αθauct．non　DC．in　Homma，Eρ競

auct．non　DC．in　Homma］

［発生植物］ダキバヒメアザミ，ヒメアザミ，ホソエノ

アザミ，マルバヒレアザミ，ミネアザミ，チシマアザミ，

アズマヤマアザミ，ナンブアザミ，タイアザミ，ヤマア

ザミ，ノハラアザミ

［文献］Amano，483－485，1986；大谷・伊藤，203，19881野

村，168，1997

（4）助吻hεsp．

［発生植物］サワアザミ

［文献］Amano，485，1986

（5〉0’4吻sp．

［発生植物］ヒメアザミ，オニアザミ

［文献］Amano，482，484，1986

（6）助hαθ〆o’hεωルsoα　（Fr．〉Blumer　em．U．Braun　［51

ノ腕」轡nεα　（Schltdl．）Sawada］

［発生植物］ホソエノアザミ，マルバヒレアザミ，エゾ

ヤマアザミ，タチアザミ，カガノアザミ，チシマアザミ，

ハクサンアザミ，オニアザミ，ナンブアザミ，タイアザ

ミ，タカアザミ，ヤマアザミ，ノハラアザミ，エゾアザ

ミ，サワアザミ

［文献］Amano，483－485，19861大谷・伊藤，173，1988；野

村24，1997
（7〉助hα㈲hε・αsp．

［発生植物］ハクサンアザミ

［文献］野村，43，1997

イズハハコ類　ConアzαSPP．

キクバイズハハコ　Cαε副ρ漉αAit．

P5ε麗400εκ05ρ07α　oonアzαε　Sawada　ex　Goh　＆　Hsieh

［Cε700功om　oonッ2αεSawada］（斑点症状）

［発生植物］キクバイズハハコ

［文献］Katsuki，21，1965

アゼトウナ類　C7ゆ励α3伽〃～spp。

アゼトウナ　Cえθ∫5跳ε伽μ〃2（Maxim．）Nakai

ホソバワダン　C1αnoθ01α加’n（Hou宝t．）Nakai

ハマナレン　C．1αηoεo’α’μ溺£ρlnnα’1’o勧溺（Maxim．）

Nakai

ワダン　Cρ1α卯hツ伽溺Kitam．

さび菌（Rust）

Pμco加’ααゆ’4∫5一∫n’θgmεHirats，f

［発生植物］アゼトウナ，ホソバワダン，ハマナレン，

ワダン

［文献］Hiratsuka　et　al．，874，1992

クサヤツデ類　D螂ραnα融μs　spp．

クサヤツデnρα肋α螂Miq．

さび菌（Rust）

。4εo励瑚2α加s1如eαεDiete1

［発生植物］クサヤツデ

［文献］Hiratsuka　et　al．，1037，1992

タカサブロウ類Ec1ψ1αspp．

タカサブロウ　瓦ρ70s’艇α（L．）L．

Rhizoctonia菌

（1）Rh’z・α・n’αル喫伽（NakataexHara）Gunnel1＆

Webster

［発生植物］タカサブロウ

［文献］神尾ら，2000

（2）　Rh’20αon∫α　50’αn’K豊hn　［砺poohnμ3　3α3α斥”　Shirai］
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（紋枯症状）

［発生植物］タカサブロウ

［文献］白井，293，1917

501θ70伽“2h頭70ph’1㍑“～Sacc．（菌核症状）

［発生植物］タカサブロウ

［文献］神尾ら，2000

円星（まるほし）病菌

（1）Cεκ03ρ076〃αvかgα㍑7εαε（Th廿m。）Allesch．［C　oα澱

（Sacc。）　Sacc．］

［発生植物］ヒメムカシヨモギ

［文献］白井，125，1917；澤田，91，1958

（2）Sε穿07’αα∫gε70ηだ3Berk，＆Curtis

［発生植物］ヒメジョオン

［文献］澤田，58，19581酒井ら，2000

ウスベニニガナ類EM∫伽spp．

ウスベニニガナ　E　so刀6妨b1’α（L．）DC．

さび菌（Rust）

En4・吻1伽力朋・5αn㈱（H。＆P．Syd．）Hirats，f＆

Kanek・［オω伽溺か加・5αnμ溺Syd。］

［発生植物］ウスベニニガナ

［備考］精子・冬胞子世代

［文献］白井，13，1917；Hiratsukaeta1．，1019，19921小林

ら，524，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）α4珈耀ε雁1’αε一50nohヴbJ∫αεSawada

［発生植物］ウスベニニガナ

［文献］大谷・伊藤，266，1988

（2）助hααo’hεoα、ル5cα　（Fr．）Blumer　em．U．Braun　［Sl

ノ漉9∫n6α　（SchltdL）Sawada］

［発生植物］ウスベニニガナ

［文献］Amano，491，1986；野村，24，1997

ムカシヨモギ類　E7igε～oηspp。

エゾムカシヨモギE．αo廊L．

ムカシヨモギEα07i5var．肋確sohα”o媚（DC．）Herder

ヒメジョオン　Eαn朋μ5（L．）Pers．

アレチノギク　E．加襯舵n廊L．

ヒメムカシヨモギE．o伽α虎n5isL．

ハルジョオンEρhぬ4εψh’c螂L．

ヤナギバヒメジョオン　E7α〃70s㍑5B．S．P，

オオアレチノギク　E躍耀’7en3’5（Retz，）Walker

アーバスキュラー菌根菌（Arbuscular　Mycorrhiza）

・47μ〃2一取pe

［発生植物］ヒメジョオン

［文献］小島ら，2000

べと菌（Downymildew）

Bα5娩opho7αεnlo5po7αRoze＆Comu

［発生植物］ムカシヨモギ，ヒメジョオン，ヒメムカシ

ヨモギ

［文献］伊藤，154，1936a；宇田川ら，上250，1977

円白斑病菌

1～αη躍1α7’αeπ9θ70n∫∫s一αn卿’Sawada

［発生植物］ヒメジョオン

［文献］澤田，86，1958

Rhfzoc‘onfα50」碗KUhn　AG－1（菌核症状）

［発生植物］ハルジョオン

［文献］神尾ら，2000

さび菌（R』ust）

U7e40επgαon”5（H．＆P，Syd．）Hirats．£

［発生植物］アレチノギク

［文献］Hiratsuka　et　al。，1099，i992

うどんこ菌（Powdeτymildew）

（1）助hαe70’hεωル50α　（Fr．）Blumer　em．U。Braun　［Sl

副9ε7・伽一〇αnσ4εn5’5（L6v．）JuneU，S吻1’9’脚

（Schltdl．）Sawada］

［発生植物］エゾムカシヨモギ，ヒメジョオン，アレチ

ノギク，ヒメムカシヨモギ，ハルジオン，オオアレチノ

ギク

［文献］澤田，102，19511Amano，492，1986；大谷・伊藤，

173，19881野村，25，1997

（2）助hαθ7・！h6cαsp．

［発生植物］ヒメジョオン，アレチノギク，ハルジョオ

ン，ヤナギバヒメジョオン，オオアレチノギク

［文献］野村，43，1997

ヒヨドリバナ類勘Pαfo吻溺SPP。

サケバヒヨドリ　Eoh∫neπ5εL．var．磁g㍑s謝祝〃2Hara

ヨツノ｛ヒヨドリ　E．　oh’πεn5θ　var，　sαchα1加εn3θ　（Fr，

Schm．）Kitam．

ヒヨドリバナ　瓦oh∫nen3e　vaL5枷p1∫O」ゲb伽〃2（Makino）

Kitam．

ホシナシヒヨドリバナ　E　oh’解n5εvar．3吻p1’切b伽〃2f

ε91αn4㍑1・勲（Honda）Hara

ミツバヒヨドリバナ　E　ch’nεn5εvar．3枷p1’切b伽溺f

～吻α7伽〃2Makino

サワヒヨドリ　E．伽4妙研麗規DC．

ホシナシサワヒヨドリ　E1’n41琶yα朋摺var．εg1αn4扉10躍溺

Ki重am．

ヤマヒヨドリ　E．vα7fαδ漉Makino

斑点病菌

P5ε㍑400εκo甲07α　αgα碗o∫4θ3　（Ellis　＆　Everh．）　Guo

［Cεκo解07‘zαgααずo’4θ5Ellis＆Everh．］

［発生植物］ヒヨドリバナ

［文献］山本・前田，43，19601Katsuki，20，1965
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日本野生植物寄生・共生菌類目録

さび菌（Rust）

（1）C・1ε05po吻脚脚～・7祀irats．£

［発生植物］ヨツバヒヨドリ，ヒヨドリバナ，ミツバヒ

ヨドリバナ，サワヒヨドリ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はゴヨウ

マツ類に形成（葉さび病）。

［文献］伊藤，216，1938；Hiratsuka　et　al．，216，19921小林

ら，524，1992

（2）PhαんOP5・mαπε加5’αθHirats．£

［発生植物］ヒヨドリバナ，ヤマヒヨドリ，E
力朋05αn麗溺var．卿5漉脚吻μ規

［文献］Hiratsuka　et　al．，320，1992

S‘1ε70だμη270体〃　Sacc．　［ノかpoohπμs　cθπぴ鍬9μs　（L6v．）

Tul，］（白絹症状）

［発生植物］ミツバヒヨドリバナ

［文献］白井，291，1917

うどんこ菌（Powderymildew）

（1〉Eワsψhθ610homoεα耀溺DC．var，o’oho7αごεα耀加　［E

σoho旧cθα耀溺DC．sens．Salmon，E　o’6ho雌oεα耀規（DC。）

M6rat］

［発生植物］ヨツバヒョドリ，ヒヨドリバナ

［文献］Amano，493，19861野村，181，1997

（2）助sψhε・’・h・7α・εαr材規一type

［発生植物］ホシナシヒヨドリバナ，ホシナシサワヒヨ
ドリ

［文献］野村，224，1997

（3〉Oi4珈sp．

〔発生植物］サケバヒョドリ，ヨツバヒヨドリ，ホシナ

シヒヨドリバナ，サワヒヨドリ，ホシナシサワヒョドリ

［文献］Amano，493，1986

（4〉助hαε70！hε6αル5cα　（Fr．〉Blumer　em．U．Braun　［51

ノ配な’nεα　（SchltdL）Sawada］

［発生植物］ヒヨドリバナ，サワヒョドリ

［文献］Amano，493，19861大谷・伊藤，173，19881野村，

25，1997

ハハコグサ類　σ襯phα伽規SPP．

ハハコグサ　GφnεD．Don
アキノハハコグサ　（王妙po1εμoμ1n　DC．

チチコグサ　Gノαpoη10躍Thunb．

チチコグサモドキ　（王解π3ylvαn∫o㍑〃2Willd。

オ1加go傭gopogon’s（pers．〉Gray（白さび症状）

［発生植物］ハハコグサ，チチコグサ

［文献］伊藤，147，1936al宇田川ら，上249，1977

アーバスキュラー菌根菌（ArbuscularMycoπhiza）

／重7麗〃2－type

［発生植物］ハハコグサ

［文献］小島ら，2000

斑点病菌

（1）Cεroo卿07αg澱p加1’∫Harkn．（灰斑病菌）

［発生植物］アキノハハコグサ

［文献］澤田，109，1958

（2）Phαεo醜7’o卿5gηαphα1’αoθαβ（Cooke）Morgan－Jones

［C㈹sp・7αgnα吻”αc召αεC・・ke］

［発生植物］ハハコグサ

［文献］山本・前田，58，1960；Katsuki，22，1965；小林ら，

595，1992

ミヤマヨメナ類　（か脚α5緋spp．

ミヤマヨメナ　（7．3αvα1’ε7’（Mak．）Kitam．

さび菌（R．ust）

Pμo‘’η’αonlc’一〇1e■αoε’Pers．＆Desm。

［発生植物］ミヤマヨメナ

［文献］Hiratsuka　et　al．，871，1992

キクイモモドキ類Hε1∫op廊spp．

キクイモモドキ　π．hε1’αn‘ho∫虎3var，50αかα（Duna1）

Fisch，

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）助hαε～・～hεoα勲9加8α（Schltdl．）P・llacci

［発生植物］キクイモモドキ

［文献］Amano，498，1986

（2）助hααo’hεoαh㍑加繭（DC．）Burrill

［発生植物］キクイモモドキ

［文献］野村，43，1997

［備考］上記2種は複合種であり，要検討。

キツネアザミ類旋溺瞬畝αspp，

キツネアザミ　Eか7磁（Bunge）Bunge

べと病菌Downymildew
B7ε雁α3αμs5μ7εαεSawada

［発生植物］キツネアザミ

［文献］伊藤，238，1936a；小林ら，62，1992

さび病菌　Rust

・4εo’4彪溺5側55麗7θαε一姫痂5Dietel

［発生植物］キツネアザミ

［文献］白井，25，1917；Hiratsuka　et　a1．，1072，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

Eり75ψhε　c‘cho7αceα削m　DC．var．　αc直07αcεα剛規　［E。

o∫cho耀oεα耀η3DC．sens．Salmon，E　o’cho耀oeα耀川（DC．）

M6rat］

［発生植物］キツネアザミ

［文献］Amano，498，1986；野村，181，1997
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ハマベノギク類飽’ε70p叩pμsspp，

アレノノギク　丑h∫3ρ’ぬ5（Thunb．）Less．

ハマベノギク（スナジノギク）　π伽μぬ5var．
α7εnα吻5（Kitam．）Kitam．

濯加go！7αgopogon∫3（Pers．）Gray（白さび症状）

［発生植物］カセンソゥ

［文献］白井，39，1917；伊藤，147，

249，1977

1936al宇田川ら，上

さび菌（Rust）

（1）Phα吻s・雌απε履s∫αεHirats．£

［発生植物］アレノノギク

［文献］Hiratsuka　et　al．，320，1992

（2）　Thεκop507αα51α躍〃2Tranzschel

［発生植物］アレノノギク，ハマベノギク

［文献］Hiratsuka　et　a1．，138，1992

（3）U7e40he∫ε7・P卿’Hem．

［発生植物］アレノノギク

［文献］Hiratsuka　et　a1．，1104，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）　助hαε70’heごαル1∫9∫neα　（Schltdl．）　Pollacci

［発生植物］アレノノギク

［文献］Amano，499，1986

（2〉助hααo’hθoαh麗溺㍑1∫（DC．）Burri11

［発生植物］アレノノギク

［文献］野村，43，1997

［備考］上記2種は複合種であり，要検討。

ミヤマコウゾリナ類H∫e7αc∫麗溺spp．

コウリンタンポポ　H．砿雌n磁o㍑〃2L．

ミヤマコウゾリナ　Eノαpon’oμ’nFr．etSav．

ヤナギタンポポ　H．蘇励躍徽溺L．

さび菌（R．ust）

Pμc伽’αh齢頗’（R6hl．）Martius　var．h∫αα6ガ

［発生植物］ミヤマコウゾリナ，ヤナギタンポポ

［文献］Hiratsuka　et　al。，878，1992

うどんこ菌（Powderymildew〉

Eり吻heαcho7αceα耀珊一type

［発生植物］コウリンタンポポ

［文献］野村，224，1997

さび菌（Rust）

Coleo3poπ麗〃2’nμ1αεFisch．

［発生植物］カセンソウ

［文献］白井，153，1917

うどんこ菌（Powderymildew〉

Eり～5ψhε　6’ごho7αcεα耀溺　DC．　var．　σoho7αoeα耀耀　［E，

αoho耀oεα耀’n　DC，sens．Salmon，E　oioho雌cεα耀溺（DC．）

M6rat］

［発生植物］ヨウシュウオグルマ，カセンソウ

［文献］白井，223，19171Amano，503，504，19861大谷・

伊藤，189，1988；野村，181，1997

ニガナ類　伽廊spp．

オオヂシバリ　1ぬわ’漉A．Gmy

ニガナ　五4εn～α’α（Thunb．）Nakai

タカネニガナ　五4εn嬬αvar．α似oo1α（Takeda）Ohwi

ハイニガナ　正4εn磁αvar．s∫010π旋7α（Kitam，）Nemoto

ハマニガナ　々εpεηs（L．）A。Gray

ヂシバリ（イワニガナ）　B’010n垂mA．Gray

べと病菌Downymildew

B7ε加α加c70spo7αSawada

［発生植物］ニガナ，ヂシバリ

［文献］伊藤，240，1936a；宇田川ら，上251，1977；小林ら，

62，1992

五εP∫03po7α　　7μわε11α　　（Pers．：Fr．）

」ρoψhア70gεn扉5（Tode）　Sacc。］

［発生植物］ニガナ

［文献］白井，401，1917

Rabenh．［Oph’・わo’麗3

p70～o脚oεs’αc耽αε．4θわ’1’s　Sawada（浮腫症状）

［発生植物］ヂシバリ

［文献］伊藤，196，19641宇田川ら，上329，1977

スイラン類　Holole’oηspp。

スイラン　H、扉α配ε7’（Fr．etSav．）Kitam．

さび菌（Rust）

Pμoc’n∫αh∫ε7αo”（R6h1．）Martius　var．h’e7αoπ

［発生植物］スイラン

［文献］Hiratsuka　et　a1，，879，1992

オグルマ類1加1αSPP．

ヨウシュウオグルマ　正わ癬αn’oαvar。oh惚n5’5（Rupr．）

Regel

カセンソウ　正5α1’o’nαvar。α5’α∫∫oαKitam．

さび病菌　Rust

（1）！毎o励㍑規’ααμoαε一4εわ∫113H。＆P。Syd。

［発生植物］オオヂシバリ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，1052，1992

（2）Pμoo加’α1αo加oαε一4εわ∫1∫5Dietel

［発生植物］オオヂシバリ，ニガナ，タカネニガナ，ハ

イニガナ，ヂシバリ

［文献］Hiratsuka　et　a1。，882，1992

（3）Pμoo’吻1α伽cαe－7ゆen”s　Miyabe＆Miyake　ex　H，＆

P、Syd。

［発生植物］ハマニガナ

［文献］Hiratsuka　et　al．，885，1992
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日本野生植物寄生・共生菌類目録

Septoria菌（葉枯症状）

（1）距ρ∫071α厩7’4’s－4εη謝αεSawada（暗紋病菌）

［発生植物］ニガナ

1文献］澤田，61，1958

（2）S曜o繊1α伽αco1αEllis＆Martin

［発生植物］ヂシバリ

［文献］白井，613，1917

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eり～sψhθσ6ho7αoεα耀溜DC．var．o’‘ho7αcεα耀規　［E

αoho耀ceα耀’n　DC．sens．Salmon，丑σoho耀oθα耀溺（DC．）

M6rat］

1発生植物］オオヂシバリ，ニガナ，ヂシバリ

［文献］Amano，504，19861野村，181，1997

（2）　0’4’μ〃2’αofμcαε一4εゐガ∫5Sawada

［発生植物］ヂシバリ

［文献］大谷・伊藤，267，1988

（3）助hαθ～o∫hθoαル50α　（Fr．）Blumer　em．U．Braun　［＆

卿1’g’n8α　（Schltd1．）Sawada］

［発生植物］ニガナ，ヂシバリ

［文献］Amano，504，1986；大谷・伊藤，173，1988

（4〉助hαε7・～hε・αsp．

［発生植物］ヂシバリ

［文献］野村，43，1997

［発生植物］ユウガギク，ヨメナ

［文献］Amano，504，1986；大谷・伊藤，189，1988；野村，

180，1997
（2）助hαθ70’hθcαノレ5cα　（Fr．）Blumer　em．U．Braun　［＆

μ磐’nεα（Schltd1．）Sawada］

［発生植物］ユウガギク，ヨメナ

［文献］澤田，101，1951；Amano，504，豆9861大谷・伊藤，

174，1988；野村，25，1997

アキノノゲシ類　加c惚αspp．

アキノノゲシ　五．’n4icαL．var．1αo∫n’α1α（Kuntze）Hara

ホソバアキノノゲシ　L．’n4∫‘αvar．1αo’n∫αfα£∫nゴ’vご5α

（Makino）H徽
アイノアキノノゲシ　L．’n4’cαvar．’α6禰α的f’n’ε朋ε読α

Makino

ヤマニガナ　L．耀44eαnαMaxim．var．θ1α1α（Hemsl．）

Kitam．

エゾムラサキニガナ　L．3’ゐ加oα（L．〉Benth．

ムラサキニガナ　L．50707∫αMique1

ミヤマアキノノゲシ　乙．∫7iαngμ1α’αMaxim．

濯加go1雁gopogon’5（Pers．）Gray（白さび症状）

［発生植物］アキノノゲシ

［文献］白井，39，1917

ヨメナ類　梅1枷e廊spp．

オオユウガギク　κ．∫nc’sα（Fisch．）DC．

オオバヨメナ　κ雁卯e1’αnα（Hara）KiIam．

ユウガギク　κρ’nnα唖ぬ（Maxim．）Kitam，

ヨメナκンo耀肥Kitam、

Rh’zo61on’αノ初加gα～α（Nakata　ex　Hara）Gumell＆Webster

（菌核症状）

［発生植物］ヨメナ

［文献］神尾ら，2000

さび菌（Rust）

（1〉σ01εo甲07如η2αs’ε7μ溺（Dietel）H．＆P．Syd．

［発生植物］ユウガギク，ヨメナ

［文献］伊藤，212，19381Hiratsuka　et　al．，205，1992

（2）Pho柳50mα舵雁5’αεHirats．£

［発生植物］オオユウガギク

［文献］Hiratsuka　et　al．，320，1992

（3）　Pμoc’n’αoα7∫α3一αs～ε7’nαHarada

［発生植物］ユウガギク

［文献］Hiratsuka　et　al．，621，1992

（4）Pμωn’αon∫ご∫一〇1ααoε’Pers．＆Desm．

［発生植物］オオバヨメナ

［文献］Hiratsuka　et　al，，871，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eりlsψhεo∫oho7αcεα7μ規DC．var，o’oho耀oεα耀耀　l　E

c’cho7αoεα耀彫DC．sens．Salmon，E　o’6ho7αoεα耀用（DC．〉

M6τat］

べと菌（Downymildew）
β7θ雁αε11ψ∫∫oαSawada

［発生植物］アキノノゲシ，ヤマニガナ

［文献］伊藤，239，1936a

角斑（かくはん）病菌

αα405po7吻溺1αα㍑6αεSawada

［発生植物］アキノノゲシ，ヤマニガナ

［文献］澤田，95，1958

褐斑（かっぱん）病菌
（1）　Ce700甲07α1ααμoαθP．Henn。

［発生植物］アキノノゲシ，ヤマニガナ，ムラサキニガ

ナ

［文献］白井，119，19171山本・前田，62，1960；Katsuki，

23，1965

（2）Cεκ岬・副・π9’ss’耀α（Cug．）Sacc，

［発生植物］アキノノゲシ

［文献］山本・前田，63，1960

Rh’zocloη’αso1αn∫K曲n　AG－1（菌核症状）

［発生植物］アキノノゲシ

［文献］神尾ら，2000

さび菌（Rust）

Pμoo’n’αη2伽53εn3’3Th“m．［P．1αα顔oo1αMiura　ex　H。＆

P。Syd．］

［発生植物］アキノノゲシ，ホソバアキノノゲシ，ヤマ

ニガナ，ムラサキニガナ
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［文献］白井，539，19171Hiratsuka　et　al．，888，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

助hαε701hθoαル3cα　（Fr．）Blumer　em．U．Braun　［＆

∫泌g加eα（Schltd1．）Sawada］

［発生植物］アキノノゲシ，ホソバアキノノゲシ，アイ

ノアキノノゲシ，ヤマニガナ，エゾムラサキニガナ，ム

ラサキニガナ，ミヤマアキノノゲシ

［文献］白井，627，19171澤田，102，19511Amano，505，

506，19861大谷・伊藤，173，1988；野村，25，1997

ヤブタビラコ類加p5α欄spp．

コオニタビラコ　L．αpogono∫4εs　Maxim．

ヤブタビラコ　ゐ．加雁1’5（Thunb．）Makino

菌核病菌　Scierotinia　rot

S‘1ε70”n如5ご1θ70だ07躍規（Lib。）　de　Bary

［発生植物］コオニタビラコ

［文献］菅野・大久保，1999

こぶ病菌

Pア010加アoθ5’noのノθ’P．Hem。

［発生植物］ヤブタビラコ（花梗）

［文献］原，93，19361伊藤，196，1964

さび菌（Rust）

Pμo‘加αvα吻捌’5Grev．var．1αP3αnαε（Fuckel）Cummins

［発生植物］ヤブタビラコ

［文献］Hiratsuka　eta1．，898，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）助hαε7・～hθ・⑳1’91neα（Schltd1．）P・11acci

［発生植物］ヤブタビラコ

［文献］Amano，507，1986

（2〉助hαε剛hεcαsp．

［発生植物］ヤブタビラコ

［文献］野村，43，1997

センボンヤリ類Le伽剃αspp．

センボンヤリ　L．磁硯4吻（L．）Nakai

葉枯（はがれ）病菌

Sθμoガαger加7’co1αSawada

［発生植物］センボンヤリ

［文献］澤田，59，1958

うどんこ菌（Powdewmildew）

助hααo’hεoα　ルscα　（Fr．）Blumer　em。U。Braun　［S，

ノレ1∫g∫nεα（SchltdL）Sawada］

［発生植物］センボンヤリ

［文献］Amano，507，19861大谷・伊藤，173，1988；野村，

26，1997

メタカラコウ類乙’g吻吻spp．

マルバダケブキ　L，4εn嬬o（A。Gray）Hara

オタカラコウ　L．弄56hε7∫（Ledeb．）Turcz．

トウゲブキ　L．ho4950n”Hook．

メタカ’ラコウ　L．s’εηoo甲毒α1α　（Maxim．〉Matsum．＆

Koidz．

さび菌（Rust）

（1）　！裏εσ’4∫㍑溺n’左丸θn3εHenn．＆Shirai

［発生植物］メタカラコウ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，1059，1992

（2）Co1ε05po吻規sαμ55㍑7εαθTh廿m．［C1’gμ1α吻εHirats．

f］

［発生植物］マルバダケブキ，オタカラコウ，トウゲブ

キ，メタカラコウ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はハイマ

ツに形成（葉さび病）。

［文献］伊藤，217，1938；Hiratsuka　et　al．，241，1992；小林

ら，524，1992

（3）Pκodn∫α910醒ε7α㍑Grev．

［発生植物］トウゲブキ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，876，1992

（4）U7・脚ツcε5ve灘’Schr6t．

［発生植物］マルバダケブキ，トウゲブキ，メタカラコ

ウ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はバイケ

イソウ等に形成。

［文献］Hiratsuka　et　a1．，939，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）E’ア3ψh8cμ溺履n5’αnαU．Braun［E　gα1εop5ご4’5auc重．

non　DC．sens．］

［発生植物］オタカラコウ，メタカラコウ

［文献］Amano，508，509，1986；大谷・伊藤，185，1988；野

村，217，1997

（2）助珈hεc’ch・胤εα～μ溺一type

［発生植物］オタカラコウ

［文献］野村，224，1997

（3）Oi4吻sp．

［発生植物］マルバダケブキ，トウゲブキ

［文献］Amano，508，1986

（4）助hαε70’hε6αル50α　（Fr．）Blumer　em．U．Braun　［S

ル1∫g’nθα（SchltdL）Sawada］

［発生植物］オタカラコウ

［文献］大谷・伊藤，174，1988

シカギク（カミツレ）類砿α1r加7iαspp．

カミツレM．chα規o雁11αL．

さび菌（Rust）

P麗oαn∫αon’o’一〇’ε7αcε’Pers．＆Desm．

［発生植物］カミツレ

［文献］Hira重suka　et　a1．，872，1992
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日本野生植物寄生・共生菌類目録

うどんこ菌（Powderymildew）

Eり～sψhθ　of6homoeα耀η2　DC。　var．　αchoハαoθα耀耀　［E

αoho耀oθα耀襯DC．sens．Salmon，E　o∫oho耀06α躍醒（DC．）

M6rat］

［発生植物］カミツレ

［文献］大谷・伊藤，189，19881野村，181，1997

var．g磐αn’εμ5（Fr．Schm．）Hort．ex　Nichols．

べと菌（Downymildew）

P1α5η30Pαmρε如3漉4’5SJto＆Tokun．

［発生植物］アキタブキ

［文献］伊藤，167，1936a

オオモミジガサ類盈漉αo読αspp．

オオモミジガサ　M．m面ηεα襯（Yatabe）Kitam．

うどんこ菌（Powderymildew）

Eり7吻hε吻αッ07πBlumer

［発生植物］オオモミジガサ

［文献］Amano，510，1986

コウヤボウキ類Pε吻αSPP．

ナガバノコウヤボウキ　R　g1始ヂε3‘εη5Schultz－Bip．

クルマバハグマ　P7轡伽1α（Miq．）Makino

カシワバハグマ　P．70加5！α（Maxim。）Beauv．

コウヤボウキ　P50α〃4εn5（Thunb．）Schultz－Bip．

オヤリハグマ　、P．17∫10加（Makino）Makino

さび菌（Rust）

（1）　∠4θo’4’μ吻〃2αc7001’n’ご左Henn．＆Shirai

［発生植物］クルマバハグマ，カシワバハグマ

［文献］白井，17，19171Hiratsuka　et　al．，1055，1992

（2）P㍑oo’n1α5θヴoεn廊Hirats．f＆S。Sato

［発生植物］ナガバノコウヤボウキ，コウヤボウキ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はヒメカ

ンスゲに形成。

［文献］Hiratsuka　et　al．，690，1992

（3）U7ε40ρeめノαθ（Miura　ex　S．Ito．＆Muray．）S，Kaneko

［Co1ε05po枷η2ρεめ7αεMiura］

［発生植物］ナガバノコウヤボウキ，クルマバハグマ

［文献］伊藤，218，19381Hiratsuka　et　a1。，1129，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）α4∫徽sp．

［発生植物］オヤリハグマ

［文献］Amano，511，1986

（2）助hαero孟hεoαル50α　（Fr，）Blumer　em．U．Braun　［S，

血1’g’nεα　（Schltd1．）Sawada］

［発生植物］クルマバハグマ，カシワバハグマ，オヤリ

ハグマ

［文献］Amano，511，1986；大谷・伊藤，174，1988；野村，

26，1997

（3）助hαε7・fhε・αsp．

［発生植物］コウヤボウキ

［文献］Amano，511，1986

コウゾリナ類P’6溜spp．

カンチコウゾリナ　P．h∫eアσc∫o‘46L．var．αゆ∫砿Koidz．

コウゾリナP　h’ε70c∫o’4ε5vaL91αわ7θ3cεη5（Rege1）

Ohwi

べと菌（Downymildew）
β7ε”παρ’α’4∫51to＆Tokun．

［発生植物］コウゾリナ

［文献］伊藤，241，1936al宇田川ら，上251，1977

灰色円斑（はいいろまるはん）病菌

Sε穿oπαρ’07磁3Sawada

［発生植物］コウゾリナ

［文献］澤田，65，1958

褐斑（かっぱん〉病菌

1～α溺㍑1αγ’αμα観s　Fant．＆Roum．

［発生植物］コウゾリナ

［文献］澤田，88，1958

黒腫菌（Leafsmut）

Enり710〃2αμα’4∫5RostL

［発生植物］コウゾリナ

［文献］伊藤，101，1936bl柿鳥，39，1982

No4μ10甲加ε7’α401∫010∫4εs　Auersw．apud　Rabenh，（枯茎

上）

［発生植物］コウゾリナ

［文献］Otani＆Mikawa，

小林ら，230，1992

1971；宇田川ら，上695，1977；

さび菌（Rust）

Pμのn’αh卿αo”（R6hl。）Martius　var．h’ε㍑”

［発生植物］カンチコウゾリナ，コウゾリナ

［文献］Hiratsuka　et　al。，879，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

Eり～5ψhε　o∫oho7αoeα耀η2　DC．　var．　σoho7αoεα耀溺　［E，

o’cho7αoεα耀η2DC．sens．Salmon，Eσcho7αoεα耀所（DC．）

M6rat］

［発生植物］コウゾリナ

［文献］澤田，98，1951；Amano，512，19861大谷・伊藤，

189，19881野村，181，1997

フキ類Pε鯉螂SPP。
アキタブキ（オオブキ）　Rノαpoη∫c麗（Sieb．etZucc．）

フクオウソウ類P7εnαn’カεsspp．

フクオウソウ　ραceゆb磁（Maxim．）Matsum．
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フクオウニガナRαoε7の伽fηψpoπ’oα（Fr．etSav。）

Matsum，et　Koidz．

オオニガナ　P．fαnα肋θ（Fr．et　Sav．）Koidz．

さび病菌　Rust

Pμのn’α07わ’oぬPeck＆Clinton［Rρ脚傭傭一rα・ε溺・5αε

P．＆H．Syd．］

［発生植物］フクオウソウ，フクオウニガナ，オオニガ

ナ

［文献］白井，557，19171Hiratsuka　et　a1．，892，1992；Harada，

1994

タカオヒゴタイ　Sl3∫襯α’o’4εsNakai

ナンブトウヒレン＆鍬g枷脚∫Honda
セイタカトウヒレン　S，’α澱肋εFr．etSav．

ヤハズヒゴタイ　＆∫吻1εm　Maxim．

ヤマヒゴタイ　S，かψ’erα£吻の07（Takeda〉Ohwi

タカネヒゴタイ　＆’7ψ’ε灘£〃励07（Takeda）Ohwi

キクアザミ　S，μ5躍7iε〃5∫3Maxim．

ユキバトウヒレン　S　アαnαg’3αwαθTakeda　var。川veα

（Koi（lz．）Ohwi

エゾトウヒレン　＆アεzoεn5’sFranch．

トサトウヒレンSlア05h∫nαgαεKitam。

うどんこ菌（Powderymildew）

助hααo’heω　ル50α　（Fr。）Blumer　em．U．Braun　［Sl

ノ泌g加θα（SchltdL）Sawada］

［発生植物］フクオウソウ，オオニガナ

［文献］Amano，512，513，1986；大谷・伊藤，174，1988；野

村，27，1997

シュウブンソウ類Rh卿oho5躍7〃2㍑所spp，

シュウブンソウ　R．vεπfo’1α伽規Reinw。

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）助hαθ70’heoα声3ω　（Fr．）Blumer　em．U．Braun　［＆

ノレ1頓nεα　（Schltdl．）Sawada］

［発生植物］シュウブンソウ

［文献］Amano，514，19861野村，27，1997

（2）助hαe7・’hε・αsp．

［発生植物］シュウブンソウ

［文献］野村，44，1997

トウヒレン類翻㍑5s㍑7εαspp．

カラフトアザミ　S　αごμ加nα雄Turcz．ex．DC．var．

sαohα1’nεn5’5（Fr．Schm．）Herder

イワテヒゴタイ　＆扉αo妙oεphα’αFranch．

ミヤマキタアザミ　＆丑砿chα’fKoidz．

ホクチアザミ　Sg7αo’1’sMaxim．

ヒナヒゴタイ　5t1αpon’oαDC．

ミヤコアザミ　S溺砿枷o”c躍Herd．

シラネアザミ　（ニッコウトウヒレン）　S，n’κoεη5’5Fr．

et　Sav．var．∫nvo1麗om∫αKitam．

オオダイトウヒレン　＆吻pon’cαMiq．

ホクリクトウヒレン　Sl　nψpoπ’oα　var．ho肋70たμεn5∫5

（Kitam．）Ohwi

ツクシトウヒレンSnψpon∫oαvar．た∫μsh∫α襯Ohiw

トガヒゴタイ　S　nψponioαvar．耀μ7α刑α的躍（Kitam．）

Ohwi

センダイトウヒレン　S，吻poη’oαvar．5θn4α∫oα

（Franch．）Ohwi

ヒメヒゴタイ　sρμ10h召11αFisch．

ナガバキタアザミ　S7’e4e7∫Herdervar．粥zoθn3∫3Maxim。

ヤノ、ズ’トウヒレン　　＆5αg’‘1αFrεmch．

キリシマヒゴタイ　Sl50αpo3αFL　et　Sav．

黒穂菌（Smut）

Thθoαphor‘z’rαご」πCooke

［発生植物］カラフトアザミ，エゾトウヒレン

［文献］伊藤，85，1936bl柿罵，57，1982

さび菌（Rust）

（1）・4εo’4’卿！5側s5麗7εαθ一ψnなDieteI

［発生植物］ヒナヒゴタイ

［文献］白井，25，19171Hiratsukaet　al，，1072，1992

（2）Co1θ卿・吻耀圃㍑n・㍑1α傭Kaneko［C5α鰯μ7εαεH．

＆P．Syd．］

［発生植物］ホクチアザミ，ヒナヒゴタイ，ミヤコアザ

ミ，ツクシトウヒレン，センダイトウヒレン，ヒメヒゴ

タイ，キリシマヒゴタイ，ナンブトウヒレン，セイタカ

トウヒレン，ヤハズヒゴタイ，キクアザミ，トサトウヒ

レン

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアカマ

ツ等に形成（葉さび病）。

［文献］伊藤，220，1938；Hiratsuka　et　al．，230，1992；小林

ら，524，1992

（3）Co1εospo吻’n　s側5s躍7εαθTh貢m．

［発生植物］ミヤマキタアザミ，シラネアザミ，ナガバ

キタアザミ，ヤハズトウヒレン，タカネヒゴタイ，ユキ

バトウヒレン

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はハイマ

ツに形成（葉さび病）。

［文献］伊藤，220，19381Hiratsuka　et　al．，241，19921小林

ら，524，1992

（4）Pμごαn’αon’c∫．01ε7αoe’Pers．ex　Desm．

［発生植物］シラネアザミ，ツクシトウヒレン，セイタ

カトウヒレン，ヤマヒゴタイ
［文献］Hiτatsuka　et　a1．，872，1992

（5）　Pμoo’π’αohsαwαεπ3’s　Kakish．

［発生植物］ヤハズヒゴタイ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はヒメア

オスゲに形成。

［文献］Hiratsuka　et　al、，681，1992

（6）U7ε4000ηψ05吻削溺Dietel

［発生植物］ヒメヒゴタイ

［文献］白井，683，1917

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）E町ysψhε加卿競Y．Nomura
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日本野生植物寄生・共生菌類目録

［発生植物］オオダイトウヒレン，セイタカトウヒレン

［文献］野村，176，1997

（2）E’ア5ψhθo記ho7αceα耀川DC，var。αcho耀oεα耀吻　［E，

o’oho雌oεα剛切DC．sens．Salmon，且αoho7αoεα耀溺（DC．）

M6rat］

［発生植物］シラネアザミ，タカオヒゴタイ

［文献］Amano，515，19861大谷・伊藤，189，1988

（3）助珈hε・’oh・7αc召α7μ醒一type

［発生植物］シラネアザミ

［文献］野村，225，1997

（4〉切吻hεsp，

［発生植物］センダイトウヒレン

［文献］Amano，515，1986

（5）0∫4伽sp．

［発生植物］イワテヒゴタイ，オオダイトウヒレン，ホ

クリクトウヒレン，トガヒゴタイ

［文献］Amam，515，1986

フタナミソウ類300陀onθrαspp．

フタナミソウ　＆陀伽nθn5ど5TatewakietKitamura

黒穂菌（Smut）

Ug∫∫’αgo5007zoηε7αε（Alb，＆Schwein．）Schr6t．

［発生植物］フタナミソウ

［文献］柿罵，90，1982

キオン類　3εnεo∫o　spp．

ハンゴンソウ　＆cαnnα6グb11μsLess．

ヒトツノミハンゴンソウ　＆6αnnαわヴわ1如5var．吻陀g7びb1加5

（Koidz．）Kitam．

キオン　Snε〃207εn5fsL．

サワギク　S．n∫丸oθns’3Miq。

サワオグルマ　s，p’θ70’”Miq．

エゾオグルマ　＆ρ5ε認o一α7n∫oαLess．

ノボロギク　S。v曜gα廊L。

（2）　Co1εoψ07如〃2飯ss’1α9’nis　（Pers．）　L6v．［Cl　sθnθo’o漉5

Fr．＆Kichx］

［発生植物］サワオグルマ，エゾオグルマ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアカマ

ツに形成（葉さび病）。

［文献］伊藤，222，1938；Hiratsuka　et　al．，244，1992；Harada，

1994

（3〉　Pμoo’n∫αsεηεo∫on’s　Lib．

［発生植物］ハンゴンソウ，ヒトツバハンゴンソウ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，894，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）E’ア5ψhεσoho7αoεα耀用DC．var．doho順oθα川規　［E

ご10ho耀oθα耀配DC．sens．Salmon，Eαごho槻oθα耀規（DC、）

M6rat］

［発生植物］ハンゴンソウ，ノボロギク

［文献］白井，223，19171澤田，98，19511Amano，517，

19861野村，181，1997

（2）助hαε701hεoαルsoα　（Fr．）Blumer　em．U．Braun　［S，

ノ泌g’neα（Schltdl．）Sawada，＆xα班h〃（Cast．）June11］

［発生植物］ハンゴンソウ，キオン，サワギク，サワオ

グルマ，ノボロギク

［文献］Amano，517－520，19861大谷・伊藤，173，19881野

村，27，1997

（3）助hαθ701hθoαhμ襯麗1’（DC．）Bu皿i11

［発生植物］サワオグルマ，ノボロギク

［備考］複合種であり，要検討。

〔文献］野村，44，1997

タムラソウ類Sε7rα紐αspp．

タムラソウ　＆oo70n研αssp．∫n5μ1α7’5（1Uin）Kitam．

さび菌（Rust）

Pμco∫n∫α∫fno’07”oo1αMagnus

［発生植物］タムラソウ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，897，1992

41伽go醐gopogon’s（Pers．）Gray（白さび症状）

［発生植物］サワオグルマ

［文献］伊藤，147，1936a；宇田川ら，上249，1977

半身萎凋（はんしんいちょう

Vセπfσ〃∫μ刑dαh1’αεKllebahn

［発生植物］ノボロギク

［文献］萩原ら，1989

病菌　Verticillium　wilt

うどんこ菌（Powderymildew）

Eり，5ψhε　αcho■αoeα耀η1　DC．　var．　cごcho7αcεα7μ川　［E，

c’oho7αcεα耀溺DC．sens．Salmon，E　c’chomceα耀規（DC．）

M6rat］

［発生植物］タムラソウ

［文献］白井，223，1917；澤田，98，1951；Amano，520，

19861大谷・伊藤，189，1988；野村，181，1997

さび菌（Rust）

（1）C・1θ・脚吻肌nε・cα・α11αεSaho［C5εne・∫・n’5Hirats．

£］

［発生植物］ハンゴンソウ，キオン，ノボロギク

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はチョウ

センゴヨウ，ハイマツ等に形成（葉さび病）。

［文献］白井，157，1917；伊藤，222，19381Hiratsuka　et　al．，

225，1992；小林ら，524，1992

メナモミ類S∫θgθ3わε面αspp。

コメナモミ　S，g1αわ7ε5cεη3（Makino）Makino

メナモミ　S，oπεn’α1’3L。

Makino

subsp．ρめescε〃5（Makino）

斑点病菌
（1）Cε7・岬・7α5’ε9εs加・え’αεKatsuki

［発生植物］メナモミ

ll5
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（2）P5εμ400εκ03ρ07αsμg枷o’oαηα　（Katsuki）Guo＆Liu

［Cε7・・脚榔π9枷・1・απαKatsuki］

［発生植物］コメナモミ

［文献］山本・前田，74，75，19601Katsuki，23，1965

さび菌（Rust）

∠1εo’4彪規5’ε9ε3わεoた∫αεH。＆P、Syd。

［発生植物］メナモミ

［文献］白井，27，19171Hiratsuka　et　a1．，1074，1992

うどんこ菌（Powdelymildew）

助hααo孟hεごα　漁3ω　　（Fr．）Blumer　em．U．Braun　［51

ル1’g’nεα（SchltdL）Sawada］

［発生植物］コメナモミ，メナモミ

［文献］澤田，102，19511Amano，520，19861大谷・伊藤，

174，1988；野村，27，1997

アキノキリンソウ類So11ぬgospp．

セイタカアワダチソウ　51α傭5枷αL．

オオアワダチソウ　S5ε70伽αAit．

アキノキリンソウ　Slvご7g卿7eαLsubsp．α3’α1’oαKitam，

オオアキノキリンソウ　＆v’rgα麗7θαvar．g禦n’εαNakai

ミヤマアキノキリンソウ　S，vかgα曜εα　var．1ε’oo曜ρα

（Benth．）Miq。

ハチジョウアキノキリンソウ　S，吻g側7εαvar．

ρ7α407εn5Nakai

さび菌（Rust）

（1）Co1ε05ρ071μ溺501∫4αg’n’s　Th貢m。ex　H．＆P，Syd．

［発生植物］セイタカアワダチソウ

［文献］小林ら，524，1992

（2）P麗co’n’αεx陀〃5∫oo1αPlowr．

［発生植物］セイタカアワダチソウ，アキノキリンソウ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はオオカ

ワズスゲに形成。

［文献］Hiratsuka　et　al．，660，1992

（3）P㍑co’n∫αvかgαε一側7εα¢（DC．）Lib，

［発生植物］アキノキリンソウ，ミヤマアキノキリンソ

ウ

［文献］白井，571，19171Hiratsuka　et　a1．，899，1992

（4）U70’ηッoε5耀励θo海αθArhtur＆Holway

［発生植物］アキノキリンソウ，ハチジョウアキノキリ

ンソウ

［文献］Hiratsuka　et　al．，1011，1992

（5）U70川ッごε3　30η遡ε喰砺　HyL，Jorst。＆　Nann£　［U

5・”4α9∫n∫sNiessl］

［発生植物］アキノキリンソウ，ミヤマアキノキリンソ

ウ

［文献］白井，711，19171Hiratsuka　et　al．，1012，1992

多角斑病菌

Ceκo甲07θ〃αvかg側7θαε（Th荘m．）Allesch．

［発生植物］アキノキリンソウ

［文献］澤田，93，1958

斑点細菌（はんてんさいきん）病菌

P5ε祝40用onα55ア7’ngαe　Van　Hal11902

［発生植物］セイタカアワダチソウ

［文献］佐藤ら，19991西山ら，2001

オ1加go伽gopogo廊（Pers。）Gray（白さび症状）

［発生植物］アキノキリンソウ

［文献］伊藤，147，1936a；宇田川ら，上249，1977

べと菌（Downymildew）

B姻4∫opho雌εn～05po～αRoze＆Comu

［発生植物］アキノキリンソウ類

［文献］宇田川ら，上250，1977

Chαε！oηπμ川cμn∫ご㍑107μη2Fuckel

［発生植物］アキノキリンソウ

［備考］根から分離

［文献］大谷，36，1995

褐斑病菌（仮称）

S（ψ∫07∫αsp。

［発生植物］セイタカアワダチソウ

［文献］今泉ら，1999

LεP’05P加ε吻401∫01㍑〃2（Pers．）Ces．＆De　Not。（枯茎上）

［発生植物］ミヤマアキノキリンソウ

［文献］宇田川ら，上690，1977

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）E’ア5ψhθdoho7αoεα7麗溺DC．vaτ．01cho君αoεα耀川　［E．

ごcho耀oeα耀溜DC．sens．Salmon，丑σ6ho7αcεα耀用（DC。）

M6rat］

［発生植物］セイタカアワダチソウ，オオアワダチソウ，

アキノキリンソウ，オオアキノキリンソウ

［文献］澤田，99，1951；Amano，521，522，19861野村，181，

225，1997
（2）α4鰍sp．

［発生植物］ミヤマアキノキリンソウ

［文献］Amano，522，1986

（3）助hαε70～hεoαhμ’ημ1∫（DC．）Bu皿ill

［発生植物］セイタカアワダチソウ，アキノキリンソウ

［備考］複合種であり，要検討。

［文献］野村，44，1997

ノゲシ類　30nohμ5spp．

オニノゲシ　S，卿ε7（L．）Hm

ハチジョウナ　Slわ7αo妙o1∫3DC．

ノゲシ（ハルノノゲシ）　＆01ε耀oε硲L．

べと病菌Downymildew
β肥加α50noh’co’α（SchltdL）Sawada

［発生植物］ハチジョウナ，ノゲシ

［文献］伊藤，242，1936al宇田川ら，上251

62ラ1992

，19771小林ら，
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日本野生植物寄生・共生菌類目録

角斑（かくはん）病菌

Sθグ07’α30ηoh’nαTh廿m．

［発生植物］ノゲシ

［文献］白井，617，19171澤田，67，1958

さび菌（Rust）

。4εα4∫μ溺oαoα1’αθDieteI

［発生植物］ヤブレガサ

［文献］白井，7，1917

黒円斑病菌

ル石αα05po7∫μ加30ηごh’Sawada

［発生植物］ノゲシ

［備考］オ1∫ε～襯r’α属への転属およびイ．50ηoh’Davisとの

異同の検討が必要。

［文献］澤田，101，1958

うどんこ菌（Powderymildew〉

助hαε70‘hθoα血5cα　（FL）Blumer　em．U。Braun　［Sl

ノレ1頓η印（Schltdl．）Sawada］

［発生植物］ヤブレガサ

［文献］Amano，524，1986；大谷・伊藤，174，1988；野村，

28，1997

さび病菌　Rust

（1）C・1e岬・吻吻5・濯oh∫L6v。

［発生植物］オニノゲシ，ハチジョウナ，ノゲシ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はマツ類

に形成。

［文献］白井，159，1917

（2）〃i卯g’αρsεμ40畢hα副α（Mont．）Jorst．

［発生植物］オニノゲシ，ハヂジョウナ，ノゲシ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，479，1992

（3）Pμcc’n’αcn’o’一〇1θ7αoε’Pers．ex　Desm．

［発生植物］ハチジョウナ

［文献］Hiratsukaαa1．，872，1992

（4）P㍑06’吻1醒07α1∫5Rostr、［P，ノμno’Winter］

［発生植物］オニノゲシ，ハチジョウナ，ノゲシ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はイヌイ

などに形成。

［文献］白井，535，19171Hiratsuka　e重al。，700，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eり響ψhε‘’cho7αoεα耀η2DC．var．αoho雌oeα襯2［E．

o’oho7αoθα耀溺DC．sens．Salmon，E　o∫ohomoθα耀溺（DC．）

M6rat］

［発生植物］オニノゲシ，ハチジョウナ，ノゲシ

［文献］白井，223，1917；Amano，522，523，1986；野村，

182，1997
（2）　0’4加溺cり75fα”加卸獅L6v．

［発生植物］オニノゲシ，ノゲシ

［文献］澤田，127，19511大谷・伊藤，266，1988

（3）0観吻250nohf一α7vεn5∫5Sawada

［発生植物］ハチジョウナ

［文献］大谷・伊藤，267，1988

（4）α伽加sp．

［発生植物］ノゲシ

［文献］野村，247，1997

（5）助hααo’hεoαル50α　（Fr．）Blumer　em．U．Braun　［Sl

プ漉glnθα　（SchltdL）Sawada］

［発生植物］ノゲシ

［文献］Amano，523，1986；大谷・伊藤，173，19881野村，

28，247，1997

ヤブレガサ類　みπε’1ε5’S　SPP．

ヤブレガサ　Slρα肋磁（Thunb，）Maxim．

ヤマボクチ類砂灘媚spp．

ハバヤマボクチ＆εxoθ勧5（Makino〉Kitam．

ヤマボクチS，ρα勧α’op’nnα雌ぬ3（Makino）Kitam．var．

ln4’V∫躍5Kitam。

オオヤマボクチ　＆ρ襯gεns（FL　et　Sav．）Kitam．

さび菌（Rust）

（1）P麗・・’吻伽惚H，＆P．Syd．

［発生植物］ハバヤマボクチ，ヤマボクチ，オオヤマボ

クチ

［文献］Hiratsuka　et　al．，887，1992

（2）　Urε403ynμ7’Azbukina

［発生植物］オオヤマボクチ

［文献］Himtsuka　et　al．，ll41，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

助hααo‘hεoα　ル50α　（Fr．）Blumer　em．U．Braun　［＆

ノレ1∫g’nεα（Schltd1．）Sawada］

［発生植物］ハバヤマボクチ

［文献］大谷・伊藤，174，1988；野村，28，1997

タンポポ類　距燃αoμ醒spp．

シロバナタンポポ　Tα1わ’4μ〃2Dahlst．

エゾタンポポ　Thon40en5eNakai
アカミタンポポ　T1αεvむ伽溺（Willd．）DC．

ヒロハタンポポ　T　longε一αppεn4’cμ1α躍川Nakai

セイヨウタンポポ　T40∫ηα’εWeber

タンポポ　Tρ1α｛yoαψ扉耀Dahlst．

シコタンタンポポ　T3h∫えo孟研εηsεKitam，

ウスギタンポポ（ナンブシロタンポポ）　T　sh∫襯nεn38

Koidz．

ファイトプラズマ　Phytoplasma

チャービル萎黄病MLO

［発生植物］タンポポ

［文献］塩見，1996

暗灰斑病菌

Rα〃躍1απα1∫nε01αPeck

［発生植物］セイヨウタンポポ，ウスギタンポポ

［文献］澤田，88，1958
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べと菌（Downymildew）
B7εηπα’‘z7砒αo’Ito＆Tokun。

［発生植物］エゾタンポポ，セイヨウタンポポ，タンポ

ポ

［文献］伊藤，242，1936al宇田川ら，上251，1977

斑点病菌

Cε7003po7αoon5’ηπ1’s　Syd。

［発生植物］ヤンバルヒゴタイ

［文献］山本・前田，51，1960；Katsuki，21，1965

p70，0剛cε5卯chッ4ε舵μs　T陥m．（浮腫症状）

［発生植物］タンポポ（葉）

［文献］伊藤，195，19641宇田川ら，上329，1977

さび菌（Rust）

（1）P麗ごo∫吻h蜘αo”（R6hl．）Ma質ius　vaL　h∫ε7αoむ

［発生植物］セイヨウタンポポ，タンポポ，シコタンタ

ンポポ

［文献］Hiratsuka　et　al．，879，1992

（2）　Pμcc吻’α3’1vαがoαSchr6t。

［発生植物］タンポポ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はヤブス

ゲ等に形成。

［文献］白井，563，1917

Septoria菌（葉枯症状）

（1）　3ゆ107’αわ7”αnn∫oαTrott．［S，’α7砿αo’Ellis　non　Hol16sシ

hom．illeg．］

［発生植物］タンポポ

［文献］白井，619，1917

（2）Sゆ1o吻επゴ’吻εTh茸m．

［発生植物］タンポポ

［備考］疑問種

［文献］白井，613，1917

白絹（しらきぬ）病菌　Southem　blight

301eアo’∫㍑〃2ro塗πSacc。

［発生植物］セイヨウタンポポ

［文献］前川ら，2000

ハマグルマ類　脆4θ肋spp．

キダチハマグルマ　｝Vわ卯o薦（L．）DC．ex　Wight

クマノギク　玖oh’nεn3∫3（Osbeck）Menr。

ハマグルマ　曜ρ705醐1α（Hook．et　Am．）Hemsl，

オオハマグルマ　7V70わμ3’α（Makino）Kitam，

さび菌（Rust）

U70溺yoe3wε4ε1’αεHenn。

［発生植物］キダチハマグルマ，クマノギク，ハマグル

マ

［文献］Hiratsuka　et　al．，1013，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

0∫ゴ’μ川sp．

［発生植物］オオハマグルマ

［文献］Amano，528，1986

オナモミ類漁n‘h珈spp．

オオオナモミ　X　o側αぬn5θMil1．

イガオナモミ　X∫’α1’oμ規Moretii，

トゲオナモミ　X　sp加o躍〃2L．

オナモミ　X5鰍規α吻規L．

さび菌（Rust）

Pμoαn如澱鷹hがSchwein．

［発生植物］オオオナモミ，オナモミ

［文献］Hiratsuka　et　al．，900，1992

301ε70”㍑溺　70齢∫∫　Sacc．　［物poohημ3　0εn17旗9μ3　（L6v。）

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eり7sψhεαoho7αoθα耀η2DC．

［発生植物］タンポポ

［文献］白井，223，1917

（2）勘hαεro∫hθoαルs‘α　（Fr。）Blumer　em．U。Braun　［S，

α喀θ70n’∫5－oαnα4εn3∫s（L6v．）Junell，＆μ顧εα

（SchltdL）Sawada］

［発生植物］シロバナタンポポ，エゾタンポポ，アカミ

タンポポ，ヒロハタンポポ，セイヨウタンポポ，タンポ

ポ

［文献］Amano，524，525，19861宇田川ら，上448，19771

大谷・伊藤，174，19881野村，28，1997

ショウジョウハグマ類　陀70η∫αspp．

ヤンバルヒゴタイ（ムラサキムカシヨモギ）　V
o加θ7εα（L．）　Less．

Tul．］（白絹症状）

［発生植物］オナモミ

［文献］白井，291，1917

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eσsψhθαoho7αoεα耀’ηDC．var．o’oho7αoθαn槻　［E

σohomoεα耀溺DC．sens．Salmon，E　o∫ohorαoεα耀溺（DC．）

M6rat］

［発生植物］オオオナモミ，イガオナモミ，オナモミ

［文献］白井，221，1917；Amano，528，529，19861大谷・

伊藤，189，19881野村，182，225，1997

（2）α4嫌sp。

［発生植物］トゲオナモミ

［文献］Amano，529，1986

（3）助hαε70孟hθoαル50α　（Fr．）Blumer　em．U．Bram　［＆

ル1な’nεα　（Schltdl．）Sawada，S㍑α漉hガ（Cast）Junell］

［発生植物］オオオナモミ，イガオナモミ，オナモミ

［文献］澤田，102，19511Amano，529，19861野村，29，

1997
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日本野生植物寄生・共生菌類目録

雲紋（うんもん）病菌
Sβρ∫07∫ακαn～h’∫Desm．

［発生植物］オナモミ

［文献］澤田，69，1958

オニタビラコ類　yb㈱g’αspp．

ヤクシソウ　X4θn1ご6μ1α’α（Houtt．〉Kitam．

ハナヤクシソウ　X4επ”cμ1α’α£ρinnα’ψαπ漁（Makino）

Kitam．

オニタビラコ　X戸pon’oα（L．〉DC．

ヒルガオ科　CONVOLVULACEAE合弁花類

ヒルガオ類　Cα加1εgiαSPP。

ヒルガオ　Cノ卿on∫6αChois．

オオヒルガオ　Cノ叩on’σαf溺砂07Makino

ハマヒルガオ　C5014αnθ11α（L．）Roem．etSchult．

褐色円斑（かっしょくまるはん）病菌

Sθμ07’αooηvo’vμ1’Desm．var，5014αnθ11αθBrun．

［発生植物］ハマヒルガオ

［文献］澤田，67，1958

べと病菌Downymildew
B7e，η∫αovα～αSawada

［発生植物］オニタビラコ，オニタビラコ類

［文献］伊藤，238，1936al宇田川ら，上251，19771小林ら，

62，1992

浮腫（ふしゅ）病菌

P701o溺ア085加oμyε’P。Henn．

［発生植物］オニタビラコ（茎，葉，花梗）

［文献］澤田，175，1952al伊藤，196，1964；宇田川ら，上

328，1977

さび病菌　Rust

（1）Pμodn’αo照μ読5ゴαpon’cαεDietel

［発生植物］オニタビラコ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，875，1992

（2）P麗ごdn’α」αc薦oαε一4εn1∫‘μ1観αεDiete1

［発生植物］ヤクシソウ

［文献］Hiratsuka　et　al．，884，1992

Septoria菌（葉枯症状）

（1）Sεグo吻αφゴ’5Vester伊．

［発生植物］オニタビラコ

［文献］今泉ら，1999

（2）Sゆ107∫α67ゆ蔵sブαpon∫cαεSawada（円斑病菌）

［発生植物］オニタビラコ

［文献］澤田，58，1958

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eり，sψhεo∫oho雌oεα7躍ηDC．var．σoho耀oeα耀’π　［E，

αoho7α‘εα耀醒DC．sens．Salmon，E　o’oho耀oεα躍耀（DC．）

M6rat］

［発生植物］オニタビラコ

［文献］Amano，529，1986；野村，182，1997

（2）α伽醒sp。

［発生植物］ハナヤクシソウ

［文献］Amano，529，1986

（3）助hααo’hε‘αル5ごα　（Fr，）Blumer　em，U．Braun　［＆

ル1轡nεα　（SchkdL）Sawada］

1発生植物］ヤクシソウ，オニタビラコ

［文献］Amano，529，19861大谷・伊藤，173，1988；野村

29，1997

黒穂菌（Smut）

丁陀ωpho耀5ε謝ni5－ooπvolvμ1’（Desm．）S．Ito

［発生植物］ヒルガオ

［文献］伊藤，86，1936b；柿鳥，57，1982

さび菌（Rust）

Pμooin’αごo’7volvμ1’Castagne

［発生植物］ヒルガオ，オオヒルガオ，ハマヒルガオ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，837，1992

VA菌根菌（Vesicular－ArbuscularMycon’hiza）

α・溺μ5sp．（σ．c1α欄？）

［発生植物］ヒルガオ

［文献］Ueda　et　al．，1992

アオイゴケ類P’chon4m　SPP．

アオイゴケ　1）．肥Pεn5Forst．

斑点病菌

Cε7co5po7α4’ohon47α（ヲKatsuki

［発生植物］アオイゴケ

［文献］山本・前田，55，1960；Katsuki，24，1965

サツマイモ類ψo脚εαspp．

ソコベニハマヒルガオ正4en1’oμ伽αChois，

ノアサガ’オ1’n4’oα（Bu㎜．）Meπ。

グンバイヒルガオ　正ρε5－oαP声αε（L．）Sweet

角斑（かくはん）病菌（斑点病菌）

P5εμ400ε700sρ07α　～肋o紹n5’5　（Cooke）　Deighton

Ecεκ05ρor餌枷07θn3’5cooke，c加1α如θzimm．］

［発生植物］ノァサガオ

［文献］Katsuki，25，19651岸，1220，1998

さび菌（Rust）

（1）En吻hア〃㈱καε励αch”（Hennings）Stevens＆

Mendiola［オεσ伽耀肋αn加oh”Henn．］

［発生植物］ノアサガオ，グンバイヒルガオ

［文献］白井，15，1917；Hiratsukaetal，，1021，19921小林

ら，524，1992

（2）P麗cc∫n∫αc・nvo’v認‘Castagne
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［発生植物］ソコベニハマヒルガオ

［文献］Hiratsuka　et　al．，837，1992

ハナイカリ類伽1εn’αspp．

ハナイカリ　π．oo7n∫o麗1α’α（L．）Comaz

イワウメ科　DIAPENSIACEAE　合弁花類

イワウチワ類5hoπ’αSPP．

イワカガミ　S，so1ぬne〃o’ゴε5（Sieb．et　Zucc．）Maklno

イワウチワ　S．襯卯om（Maxim．）Maxim．

さび菌（Rust）

Pμcc’niαsoh’20ご040加s　Pat．

［発生植物］イワカガミ，イワウチワ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，832，1992

マツムシソウ科　DIPSACACEAE　合弁花類

さび菌（Rust）

Pμco’π’αhα1εniαθArthur＆Holway

［発生植物］ハナイカリ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，835，1992

アサザ類　遅吻pho’4ε5SPP．

アサザ　亙ρε1醸α（Gmel．）Kuntze

さび菌（Rust）

Pμoo∫niα5σψ’DC．

［発生植物］アサザ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はホタル

イ，サンカクイに形成。

［文献］Hiratsuka　et　a1．，687，1992

ナベナ類　Dψsαごμ5spp，

オニナベナ　D．ル〃o朋溺L

褐斑（かっぱん）病菌

Ce7005po7αε10ng伽Peck

［発生植物］オニナベナ

［文献］山本・前田，56，1960；Katsuki，29，1965

うどんこ菌（Powderymildew）

Eリノsψhε肋α副αe　Duby

［発生植物］ナベナ類

［文献］大谷・伊藤，269，1988

センブリ類S惚ヂ吻spp．

アケボノソウ　S，わ枷αo㍑1α～α（Sieb，et　Zucc．）Hook．et

Thoms．

チシマセンブリ　Sl’ε！7即ε’α1αPall．

さび菌（Rust）

Pμoo’n’αhα1εnfα8Arthur＆Holway

［発生植物］アケボノソウ，チシマセンブリ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，835，1992

マツムシソウ類50αわ’05αspp．

マツムシソウ　S．ノαpon’oαMiq．

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eσsψhεえn姻∫αεDuby［E，ω規灘鳩（Wallr．）Fr．］

［発生植物］マツムシソウ，マツムシソウ類

［文献］Amano，454，1986；大谷・伊藤，269，1988

（2）勿吻hερ・ケ9・n∫一type

［発生植物］マツムシソウ

［文献］野村，228，1997

ツルリンドウ類　丁7ψ紛05Pε朋μ川SPP。

ツルリンドウ　Tノαpon∫oμ〃2（Sieb．et　Zucc．）Maxim．

さび菌　（Rust）

伽40徽瞬74吻仰・n∫cαθ（Hirats．£）Hirats．f

［Pμo・枷5伽脚7α瞬r4’αεS，lto］

［発生植物］ツルリンドウ

［文献］伊藤，103，19381Hiratsuka　et　al．，1091，1992

距ρ～07∫αc雌瞬r4∫αεSyd．（葉枯症状）

［発生植物］ツルリンドウ

［備考］疑問種

［文献］白井，611，1917

リンドウ科GENTIANACEAE合弁花類

イワイチョウ類勘副αSPP．

イワイチョウEo7競α一gα〃’（Menz．）Makino

さび菌（Rust）

Co1ε05po7’μ〃2ノ～zμπαθH。＆P，Syd。

［発生植物］イワイチョウ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はハイマ

ツに形成（さび病）。

［文献］Hiratsuka　et　al，，219，1992；小林ら，524，1992

シソ科LABIATAE合弁花類

カワミドリ類オgα5’αohεspp，

カワミドリ　オ．耀go5α（Fisch．et　Mey．）0．Ktze．

キタカワミドリ　オ．耀go5αvar．伽po1ε曜α（Kudo）Hara

角斑（かくはん）病菌

Rα加μ如ガαα9α51αchε3Sawada

［発生植物］カワミドリ
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［文献］澤田，86，1958

さび菌（Rust）

オεo’4’μ〃210phαηごh’Henn、

［発生植物］カワミドリ

［文献］白井，17，1917

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eり贋ψhθ9α1θOP5翅5DC．

［発生植物］カワミドリ，キタカワミドリ

［文献］Amano，400，1986

（2）助珈hερ・ケ9・n’一type

［発生植物］カワミドリ

［文献］野村，226，1997

キランソウ類イ瞬gαspp，

カイジンドウ　イ．c’1’α’αBungevar．v∫1105’07A．Gray

キラン！ソウ　オ．4θoμ〃2加nsThunb．

ジュウニヒトエオ．nψponens’5Makino

ツルジュウニヒトエオ．7ゆ∫襯sL。

ニシキゴロモイ．照zoen5’8Maxim。

うどんこ菌（Powdeτymildew）

（1〉　司phααo’hεcα召」5ho1彪∫αεZhao

［発生植物］ジュウニヒトエ，ツルジュウニヒトエ

［文献］Amano，541，19861大谷・伊藤，169，1988；野村，

16，1997

（2）助hαθ7・ずhε・ψ1’9加eα（Schltd1．）Pollacci

［発生植物］カイジンドウ，キランソウ，ニシキゴロモ

［文献］Amano，400，1986

（3〉助hαε70’hεoαhμη観1’（DC．）Burri11

［発生植物］カイジンドウ，キランソウ，ニシキゴロモ

［備考］複合種であり，要検討。

［文献］野村，45，1997

ジヤコウソウ類　Chε10ηOP謝SPP。

タニジャコウソウ　C’ongψεs　Makino

ジャコウソウ　c溺05ch磁Miq．

Chαθ’o〃πμη霊oαガη～h’αcμ〃2S6rgel

［発生植物］ジャコウソウ類

［文献］大谷，29，1995

うどんこ菌（Powderymildew）

E’ワsψhε9α1εOP5溜s　DC．

［発生植物］タニジャコウソウ，ジャコウソウ

［文献］Amano，401，1986；大谷・伊藤，186，19881野村，

216，1997

ヒロハヤマトウバナ　C　g照c∫1¢var，1α1グb1∫即2（Hara）

Ohwi。

ヤマトウバナ　C　gmc∫18var．灘1‘’c砿1θ（Maxim．）Ohwi．

ミヤマトウバナ　C　g7αo∫1εvar．sαoohα1inen3θ　（F．

Schmidt〉Ohwi．

ミヤマクルマバナ　C〃2αorαn！h脚（Maki血o）Hara

イヌトウバナ　（二溺’07α漉hμ川（Regel）Hara

さび菌（Rust）

（1）。4εo’4∫謝2’wα’εnsθDiete1

［発生植物］クルマバナ

［文献］白井，15，19171Hiratsuka　et　a1．，1050，1992

（2）　P麗oo’n’α〃昭η！hαθPers．

［発生植物］クルマバナ，ミヤマトウバナ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，843，1992

（3）U7ε40加α1εn3’3Dietel

［発生植物］クルマバナ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，1111，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1〉Eり～sψhεo’ohomoεα7躍ηDC．

［発生植物］ヤマトウバナ

［文献］Amano，402，1986

（2）Eα珈hεco用耀鷹（Wallr．）FL

［発生植物］クルマバナ，トウバナ，ミヤマクルマバナ

［文献］Amano，401，402，1986

（3）助吻hθρ・かgon’一type

［発生植物］トウバナ，ミヤマトウバナ

［文献］野村，226，1997

（4）助sψhεsp．

［発生植物］ミヤマトウバナ

［文献］Amano，402，1986

（5）5吻87・’hθcα勲9’nεα（Schltd1．）Pollacci

［発生植物］クルマバナ，トウバナ，ヒロハヤマトウバ

ナ，ミヤマトウバナ，イヌトウバナ

［文献］Amano，401，402，1986

（6）助hαθ70～hεoαh麗解麗1’（DC．）Buπill

［発生植物］クルマバナ，トウバナ，ヤマトウバナ，ミ

ヤマクルマバナ，イヌトウバナ

［備考］複合種であり，要検討。

［文献］野村，45，1997

ナギナタコウジュ類EJ5holz’αspp．

ナギナタコウジュ　Eo∫1∫α1α（Thunb．）Hyl．

フトボナギナタコウジュ　E　nψpoη’oαOhwi

さび菌（Rust）

Co1εospoガ㍑溺」ρ1εcケαn孟h’Barclay

［発生植物］ナギナタコウジュ

［文献］伊藤，201，1938；Hiratsuka　et　al．，238，1992

トウバナ類　C1∫nopo4緬spp。

クルマバナ　C，oh’肥n3εvar．ρα卿耀o耀規（Kudo）Hara

トウバナ　C　g7αo”ε（Benth．）O．Ktze．

うどんこ菌（Powderymildew）

Eり吻hεhoη槻αεU．Braun［E　oo脚2襯’s（WallL）Fr．］

［発生植物］ナギナタコウジュ，フトボナギナタコウジ
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ユ

［文献］Amano，402，1986；大谷・伊藤，197，19881野村，

214，1997

チシマオドリコソウ類σα1εop5’5spp．

チシマオドリコソウ　（王岬4αBoem．

べと菌（Downymildew）

Pθ70no5po7‘z1‘z〃漉A。Braun

［文献］伊藤，212，1936a

［発生植物］チシマオドリコソウ

うどんこ菌（Powderymildew）

E町y5ψhθ9α1θOP3泌5DC．

［発生植物］チシマオドリコソウ

［文献］Amano，403，1986；大谷・伊藤，186，1988；野村，

216，1997

カキドオシ類　σ’εcho溺αspp．

カキドオシ　（王hε4ε7αごθαL．subsp，g7伽4’s（A．Gray）

Hara

さび菌（Rust）

Pμoo’n’α9’εoho加α∫’5DC．ex　Poir

［発生植物］カキドオシ

［文献］Hiratsuka　et　al．，842，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eり～5ψhεnゆααεSawada［E，c’oho7αoeα耀’ηDC。］

［発生植物］カキドオシ

［備考］子のう果に関する記述が無く疑問種

［文献］澤田，100，19511Amano，404，1986；大谷・伊藤，

186，1988
（2）助吻hε6’・h・〆α・θα7麗溺一type

［発生植物］カキドオシ

［文献］野村，226，1997

（3）助hα870孟heoψ1ゆεα（Schltd1．）Pollacci

［発生植物］カキドオシ

［文献］Amano，404，1986

（4）助hαε7・孟hεcαsp．

［発生植物］カキドオシ

［文献］野村，45，1997

オドリコソウ類加雁襯SPP．
オドリコソウ五．α1加〃～var．加rわ鰍〃2（Sieb．etZucc．）

Fr．et　Sav．

マネキグサ　乙．α〃め∫g観醒（Makino）Ohwi

ホトケノザ乙。α〃ψ1εx∫o側1εL．

ヒメオドリコソウL．pμ甲μ7ε扉加L。

べと菌（Downymildew）

Pαonospo7α1α履’A，Braun

［発生植物］オドリコソウ，ホトケノザ

［文献ユ伊藤，212，1936a

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eり～5ψhe　gα1εop5翅s　DC．

［発生植物］オドリコソウ，ホトケノザ，ヒメオドリコ

ソウ

［文献］白井，223，19171澤田，99，1951；Amano，404，

1986；大谷・伊藤，186，19881野村，216，1997

（2）助吻hθP・ケ9・〃’一type

［発生植物］ホトケノザ，ヒメオドリコソウ

［文献］野村，226，1997

（3）助吻hεsp

［発生植物］マネキグサ

［文献］Amano，405，1986

メハジキ類琵on徽s　spp．

キセワタ　L．脚o照n‘加sMaxim．

メハジキ　L．sめ屠o雄L．

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eり73ψhε9α1eOP5’4’5DC．

［発生植物］キセワタ

［文献］澤田，99，19511Amano，4G6，1986；野村，216，

1997

（2）α4’μ’η1εo擁7’一5∫わか1αSawada

［発生植物］メハジキ

［文献］大谷・伊藤，267，1988

テンニンソウ類加麗oo50ゆ’耀耀spp．

テンニンソウ　五．ノαpon∫o醐（Miq．）Kjtam．etMurata

ミカエリソウ　L．5’θ〃ψ枷〃2（Miq。）Kitam，et　Murata　var．

’osαεn5ε（Makino〉Kitam．et　Murata

シモバシラ類κ儒舵αspp．

シモバシラ　1q卯on∫cαMiq．

さび菌（Rust）

C・1ε岬・吻即1ε伽n’h’Barclay［Cρε7∫1’αεP。Syd．］

［発生植物］シモバシラ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアカマ

ツに形成（葉さび病）。

［文献］伊藤，202，19381Hiratsuka　et　a1．，238，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）E’アsψhεgα」εops∫漉5DC，

［発生植物］テンニンソウ

［文献］Amano，406，1986

（2）E’γ吻hερ・ケ9・n∫一type

［発生植物］テンニンソウ

［文献］野村，226，1997

（3）α伽溺sp．

［発生植物］ミカエリソウ

［文献］Amano，406，1986
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（4）助hαe7・！hθ・αsp．

［発生植物］テンニンソウ

［文献］野村，46，1997

イヌコウジュ類Mo51αSPP．
ヒメジソ　M．ゴ’αn’hε耀（Hamilt．）Maxim．

ヤマジソ　M．ノαpon’oα（Benth．）Maxim．

イヌコウジュ　M．ρ姻01μ1α‘α（Gmel。）Nakai

シロネ類五ダcop麗s　spp．

シロネ　ゐ．1㍑c∫4μsTurcz．

ヒメシロネ　L．〃2ααc左’α耀5（Maxim．）Makino

エゾシロネ　五．μn卯07婿Michx．var．ρ俳v醒o耀5（Maxim．）

Kitag．

さび菌（Rust）

（1）Co1εo卿・吻溺ケc・P’H．＆P．Syd．

［発生植物］シロネ

［文献］白井，155，19171伊藤，201，1938

（2）Pμco’n∫ααngμ5’伽Peck

［発生植物］シロネ，ヒメシロネ，エゾシロネ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はアブラ

ガヤ等に形成。

［文献］Hiratsuka　et　al．，614，1992

うどんこ菌（Powderymildew〉

（1〉Eりz5ψhεわ’ooθ11α’αEhrenb．

［発生植物］シロネ類

［文献］大谷・伊藤，269，1988

（2〉Eり，3ψhe　gα1εop5観5DC．

［発生植物］シロネ

［文献］Amano，407，1986；野村，216，1997

ラショウモンカズラ類M6ehαn’αspp．

ラショウモンカズラ　M．顔’吻b伽（Miq．）Maklno

さび菌（Rust）

Pμ06加め91ε6ho’nα1’3DC．ex　Poiτ

［発生植物］ラショウモンカズラ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，842，1992

さび菌（Rust）

Co1θ05poriμ溺ρ1εα7α〃hl　Barclay［Cρεπ〃αe　P．Syd」

［発生植物］ヒメジソ，ヤマジソ，イヌコウジュ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアカマ

ツに形成（葉さび病）。

［文献］白井，155，19171伊藤，202，19381Hiratsuka　et　a1，，

238，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

Eζソ5ψhθsp．

［発生植物］ヒメジソ

［文献］Amano，409，1986

イヌハツカ類Nゆ磁SPP．
ミソガワソウ　N．5μ加855’1’5Maxim．

エゾミソガワソウ　亙5め5ε53’1’svar．ンε50θπ3’5Fr．etSav．

さび菌（Rust）

Pμoc厩α50h彪onθpααθTranzschel　ex　Ganecsin

［発生植物］ミソガワソウ，エゾミソガワソウ

［文献］Hlratsuka　et　ai．，846，1992

うどんこ菌（Powderymildew〉

（1）助hαθ701hε・α、ル1馨加eα（Schltdl．）P・llacci

［発生植物］ミソガワソウ

［文献］Amano，409，1986

（2）．助hαε70’hεoαh研襯1’（DC．）Burrill

［発生植物］ミソガワソウ

［文献］野村，46，1997

［備考］上記2種は複合種であり，要検討。

うどんこ菌（Powderymildew）

0’4’μ〃2sp．

［発生植物］ラショウモンカズラ

［文献］Amano，407，1986

ヤグルマハッカ（モナルダ）類Monα7ぬspp．

タイマツバナ　M．4’砂灘L．

うどんこ病菌　Powderymildew

Eワ5ゆhe　玩oce伽∫α　Ehrenb．var。ンηoηα縦αe　（Nagy）U．

Braun

［発生植物］タイマツバナ

［文献］丹田，1997a

スズコウジュ類Pε7’〃漁SPP，

スズコウジュ　P7聞ρ’αn3Maxim．

斑点病菌

P5εμ400εκo躍o耀ρθ7’11μ1‘zθ　（Togashi＆　Katsuki）　Liu　＆

Guo［Cεκo甲omρθ7’11μ」αθTogashi＆Ka重suki］

［発生植物］スズコゥジュ

［備考］Katsukiは本菌をC，た’7∫5h伽αθη5∫5Naitoとした。

［文献］山本・前田，68，19601Katsuki，36，1965

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）E’y吻hερoか9・n’一type

［発生植物］スズコウジュ

［文献］野村，226，1997

（2）助sψhεsp．

［発生植物］スズコウジュ

［文献］Amano，410，1986
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ヤマハッカ類P1εo’7αn∫加5spp．

セキヤノアキチョウジP励3μ3（Maxim。）Honda

ヤマハッカ　R’4ε羅5（Thunb．）VahlexBenth。

オオバヤマハッカ　R’ψεxμ3vaL吻α070phッ11α（Maxim，）

Hara

ヒキオコシRノαpoη蜘5（Bu皿1．f）Koidz．

カメバヒキオコシ　P㎞耀加（Okuyama）Ohwi

タイリンヤマハッカ　Rκα〃2ε肋var．εκc麟ψε馴3

（Nakai）Ohwi

ハクサンカメバヒキオコシP．㎞耀加var．h謡麗5αnεn5f5

0hwi

アキチョウジ　P　long∫fめ麗sMiq．

ヒロハアキチョゥジ　R　long伽加5var。‘o躍517αo∫μ5

（Maxim，）Kudo

サンインヒキオコシ　P．5h’えoたfαnμ5Makino　var，

ooα4θn’α1∫50hwi

クロバナヒキオコシP，孟7’ohooα㌍μ3Maxim．

イヌヤマハッカ　P．μ〃7δ705μs（Maxim。）Makino

さび菌（Rusφ

（1）。4εσ4躍卿ρ1eoか‘zn’h∫Barclay

［発生植物］ヤマハッカ，ヒキオコシ

［文献］白井，23，19171Hiratsuka　et　al、，1064，1992

（2）　Co1εo躍07彪規ρ1εαヂαn∫h∫Barclay

［発生植物］セキヤノアキチョウジ，ヤマハッカ，オオ

バヤマハッカ，ヒキオコシ，カメバヒキオコシ，アキチ

ョウジ，ヒロハアキチョウジ，クロバナヒキオコシ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアカマ

ツに形成（葉さび病）。

［文献］伊藤，201，1938；Hiratsuka　et　a1．，238，1992

（6）助hαε7・’hε・ψ1姶∫nεα（Schltd1。）Pollacci

［発生植物］ヤマハッカ

［文献］Amano，411，1986

ウツボグサ類Pr襯ε〃αSPP．

ウツボグサ　君vμ匁απsvar。1”αo∫nαNakai

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）E’ア3ψhε9召1εOP5f4’5DC．

［発生植物］ウツボグサ

［文献］Amano，411，1986

（2）助吻hεc∫・h・7αcεα7μ川一type

［発生植物］ウツボグサ

［文献］白井，223，1917；野村，226，1997

アキギリ類Sα1v’αspp．

アキギリ　S，g1α加ε50εnsMakino

アキノタムラソウ　Sノαpoη’cαThunb。

キバナアキギリ　＆nψpon’oαMiq．

さび菌（Rust）

（1）P麗co加αηψpo躍cαDieta1

［発生植物］キバナアキギリ

［文献］Hiratsuka　et　al．，845，1992

（2）U7ε4・5α1吻ε一・h’nεn5∫5Hiτats．f［C・1e・5P・吻川

5α1v’αθDiete1］

［発生植物］アキノタムラソウ

［文献］伊藤，203，1938；Hiratsuka　et　a1、，1136，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1〉Eり～3ψhεgα1εop5’ゴ’s　DC。

［発生植物］ヤマハッカ，ヒキオコシ，カメバヒキオコ

シ，タイリンヤマハッカ，ハクサンカメバヒキオコシ，

サンインヒキオコシ，クロバナヒキオコシ

［文献］Amano，411，19861大谷・伊藤，186，1988；野村，

216，1997
（2）　E月ソ5ψhε　hμαア1nεn5’s　Zheng　＆　Chen　［E　gα1θop5i4む

auct，non　DC．sens．Sawada］

［発生植物］セキヤノアキチョウジ，ヤマハッカ，カメ

バヒキオコシ，ハクサンカメバヒキオコシ，クロバナヒ

キオコシ，イヌヤマハッカ

［文献］澤田，99，19511大谷・伊藤，201，1988；野村，201，

1997

（3〉切吻hθρ1ε㈹n～h’Shin＆La

［発生植物］オオバヤマハッカ，ヤマハッカ，カメバヒ

キオコシ

［文献］丹田，1997a

（4）助吻hερ・か9・n∫一type

［発生植物］タイリンヤマハッカ，サンインヒキオコシ

［文献］野村，226，1997

（5）α伽規sp，

［発生植物］セキヤノアキチョウジ，アキチョウジ

［文献］Amano，411，1986

うどんこ菌（Powderymildew）

0’ゴ’躍〃2sp。

［発生植物］アキギリ

［文献］Amano，412，1986

タツナミソウ類S傭ε〃α吻spp．

オカタツナミソウ　Sわ7αch”ρ∫oαNakai　etHara

ヒメナミキ＆4εpen4εn3Maxim．

タツナミソウ　Sl∫n4’cαL．

シソバタツナミソウ　S1αe’θv’01αoeαKoidz．

エゾタツナミ　S，ρεえ’nεn5∫s　Maxim．var．㍑∬μ〆’εn5∫5

Hand，一Mazz．

ナミキソウS．s17’g’〃05αHems1．

エゾナミキソウ　＆sf7馨’〃05αvar．yεzo8π廊　（Kudo）

Kitam．

さび菌（Rust）

。4εo∫ゴ’卿250雄召〃α7∫αε一加4’oαεDieta1

［発生植物］タツナミソウ，シソバタツナミソウ

［文献］白井，25，19171Hiratsuka　et　a1．，1073，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eσ吻hθoo脚2癬5（Wallr。）Fr．
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［発生植物］エゾタツナミ，ナミキソウ，エゾナミキソ

ウ

［文献］Amano，414，1986

（2）Eり，sψhεhoη2醒αεU．Braun

［発生植物］ヒメナミキ，エゾタツナミ，ナミキソウ，

エゾナミキソウ

［文献］Amano，414，1986；大谷・伊藤，197，1988；野村，

215，1997
（3）助吻hεP・ケ9・n’一type

［発生植物］タツナミソウ

［文献］野村，227，1997

（4）助吻hεsp．

［発生植物］タツナミソウ

［文献］Amano，414，1986

（5）α伽溺sp．

［発生植物］オカタツナミソウ

［文献］Amano，414，1986

瓦01副nαoono8n’7’‘αPenzig＆Sacc．（腐朽根から分離）

［発生植物］タツナミソウ

［文献］宇田川ら，下1138，1977

イヌゴマ類S’αohツ5SPP．

ケナシイヌゴマ　＆∫叩on’oαMiq．

イヌゴマ　S，ノ卯on∫oαvar．’n∫ε7〃3ε4’α（Kudo）Ohwi

エゾイヌゴマSl∫αpon’oαvaLv’〃05α（Kudo）Ohwi

角斑（かくはん）病菌

Pεごた∫α5’αohツ4∫3Sawada

［発生植物］イヌゴマ

［備考］Pε6伽属はP耀4ε01α属に改名された。

［文献］澤田，49，1958

さび菌（Rust）

P麗60’n∫αα耀n4’nε11αε．αηo醒α1αεDietel

［発生植物］イヌゴマ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はトダシ

バに形成。

［文献］Hiratsuka　et　al．，514，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

Eり，3ψhε9α1θOP5赫s　DC．

［発生植物］ケナシイヌゴマ，イヌゴマ，エゾイヌゴマ

［文献］澤田，99，19511Amano，415，1986；大谷・伊藤，

186，19881野村，216，1997

カタバミ科　OXALIDACEAE　合弁花類

カタバミ類0κα1’5spp．

コミヤマカタバミ　0．αoαosε11αL．

フシネハナカタバミ　（λαπioμ1磁Savigny

カタバミ　0．oo7躍oμ1躍αL，

ウスアカカタバミ　O　co7n’o麗1αfαfα∫70p曜ρ耀εαVan

Houtte

アカカタバミ　Ooo7nfo麗1α’αf耀ケヴb1’αHara

ムラサキカタバミ　O　coワ励osαDC．

エゾタチカタバミ　0／bn‘αnαBunge

ミヤマカタバミ　Og7朔’h’∫Edgew．etHook。fi1．

オオヤマカタバミ　O　oわ！7iαngμ1α‘αMaxim．

アーバスキュラー菌根菌（Arbuscular　Mycon・hiza）

オ耀用一type

［発生植物］カタバミ

［文献］小島ら，2000

黒穂菌（Smut）

U蛎1αgo　oxα1’4’5Ellis＆Tracy

［発生植物］カタバミ

［文献］伊藤，49，1936b；柿篇，90，1982

Rh’zoo’o廊sp．（二核性リゾクトニア）

［発生植物］カタバミ

［文献］微生物目録，240，1998

さび病菌　Rust

（1）ル石θZα溺p50耀∫’oαno（Hirats．£）Duπieu

［発生植物］コミヤマカタバミ，ミヤマカタバミ，オオ

ヤマカタバミ

［文献］伊藤，77，1938；Hiratsuka　et　al．，287，1992

（2）P鋸cσn∫αoxα1泌5Dietel＆Ellis

［発生植物］ムラサキカタバミ

［文献］Hiratsuka　et　al．，791，1992；岸，1208，1998

（3）Pμoo’n’召30㎎h∫Schwein。［オεo泌μ醒o蝦1嬢3Th茸m．］

［発生植物］カタバミ，アカカタバミ，エゾタチカタバ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はトウモ

ロコシに形成。

［文献］原田，1984；Himtsuka　et　al。，589，1992；小林ら，

528，1992；岸，1209，1998；

うどんこ菌（Powderymildew）

餓c703ρhαε耀7麗5sε1〃Clint．［α4加n　oκα1’ゴ∫5McAlpine］

［発生植物］カタバミ，ウスアカカタバミ，アカカタバ

ミ，エゾタチカタバミ

［文献］澤田，123，19511Amano，292，293，19861大谷・

伊藤，209，1988；野村，161，1997

ハエドクソウ科　PHRYMACEAE合弁花類

ハエドクソウ類Ph’卿αspp．

ハエドクソウ　P，’εp’03～αohッαL．var．α5’召”cαHara

べと菌（Do㎜ymildew）
P1α5耀OPαrαρhリノ’ηαεIto＆Hara

［発生植物］ハエドクソウ

［文献］小林ら，511，1992
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Ceroo甲o耀ρh伊溜αθNaito（斑点症状）

［発生植物］ハエドクソウ

［文献］Katsuki，50，1965

Cε700甲07ε〃αεx1’∫5Davis（斑点症状）

［発生植物］ハエドクソウ

［文献］小林ら，482，1992

ギシバに形成（さび病）。

［文献］白井，23，1917

（2）P麗oo’n如加scαn’h’Miura

［発生植物］オオバコ，エゾオオバコ，トウオオバコ，

イソオオバコ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はチガヤ，

ススキ等に形成。

［文献］Hiratsuka　et　a1．，557，1992

オオバコ科　PLANTAGINACEAE合弁花類

オオバコ類P1α伽90SPP．

オオバコ　P．αs’副oαL．

エゾオオバコ　P．oα雁50加’foαCham．

ヘラオオバコ　P．1αnoεo勧αL．

トウオオバコ　P．ノαρonioαFr、et　Sav．

イソオオバコ　P．’ogα5h”Miyabe　et　Tatew。

ファイトプラズマ　Phytoplasma

（1）アカクローバてんぐ巣病MLO

（2）チャービル萎黄病MLO

［発生植物］オオバコ

［文献］塩見，1996

べと菌（Do㎜ymildew）
Pθ70no5】ワorαα11αFuckel

［発生植物］オオバコ，エゾォォバコ

［文献］伊藤，217，1936a

助hαcε’o耀αμα班αg∫n’s　Jenkins＆Bitanc。

［発生植物］オオバコ

［文献］小林ら，544，1992

（そうか症状）

うどんこ病菌　Powdery　mildew

Eり，5ψhε　50躍∫ぬ　June11　［E，　σoho7αごeα耀η2　DC．　var．

ρ1αn’αg’n’s（Link）Braun

［発生植物］オオバコ，エゾオオバコ，ヘラオオバコ，

トウオオバコ

［文献］白井，221，223，19171澤田，101，19511Amano，

441－443，1986；大谷・伊藤190，19881野村，187，1997

雪腐（ゆきぐされ）病菌

501ε70だn∫αη’vα1’31．Saito

［発生植物］ヘラオオバコ

［文献］Saito，1997

Snow　mold

イソマツ科　PLUMBAGINACEAE合弁花類

勿ず岬・7α励ε11α（Pers．：Fr．）

ρoψhアro9ε確㍑5（Tode）　Sacc．］

［発生植物］オォバコ

［文献］白井，401，1917

Rabenh．［ρρh’・6・1μ5

円星（まるほし）病菌

（1）Cε7・・5P・7αρ1α脚9∫傭Sacc．

［発生植物］オオバコ

［文献］澤田，110，19581山本・前田，69，1960

（2）Phツ’1・s1’ααρ1αn’α9∫ne11αSacc．

［発生植物］オオバコ

［文献］白井，449，1917；澤田，42，1958

（3）Rα用㍑1α万α7hαわ40卿07α　（Berk．＆Broome）Nannf　in

Lundell＆Nam£［R、μ曜αg’庸Ellis＆Martin］

［発生植物］オオバコ

［文献］澤田，88，1958

Rh∫zoo加’αル顔g磁（Nakata　ex　Hara）Gunnell＆Webster

（菌核症状）

［発生植物］オオバコ

［文献］神尾ら，2000

さび病菌　Rust

（1）P麗cc∫n’αのノno40漉’5Lacroix　ex　Desm．

［発生植物］オオバコ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はギョウ

ハマカンザシ類オ肋θ吻spp．

チシマハマカンザシ　オ．v曜gα7∫s　Willd．var．α7c”cαCham．

et　Schlecht．

さび菌（Rust）

U70溺アcεsαηηε7∫αe　L6v．＆Kickx

［発生植物］チシマハマカンザシ

［文献］Hiratsuka　et　a1。，1000，1992

イソマツ類L枷on∫㈱spp。

ハマサジ　五。’ε’mgo朋〃2（Thunb，）Bull。

さび菌（Rust）

U70η2ツcε51枷o躍’（DC．）L6v．

［発生植物］ハマサジ

［文献］Hiτatsuka　et　al．，1001，1992

ハナシノブ科　POLEMONIACEAE　合弁花類

ハナシノブ類Po1ε脚η珈spp。

カラフトハナシノブ　Pαo躍解07醐Willd．var．’硯卯o耀加

（Rege1）Ohwi

ミヤマハナシノブ　Pαo吻10耀〃2var．nψpon’oμ〃2

（Kitam．）Ohwi
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エゾノハナシノブPγεzoεn56（MiyabeetKudo）Kitam。

さび菌（Rust）

Pπ60’n’αρ01θ朔o漉’Dietel＆Holway

［発生植物］カラフトハナシノブ，

エゾノハナシノブ

［文献］Hiratsuka　et　al．，839，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eり～5ψhθご’oho〆αoeα耀加DC，

［発生植物］エゾノハナシノブ

［文献］Amano，385，1986

（2〉0’4伽sp、

［発生植物］ミヤマハナシノブ

［文献］Amano，384，1986

（3）勘hαθ701heoαρ01翻onπJunnell

［発生植物］ハナシノブ類

［文献］大谷・伊藤，268，1988

ミヤマハナシノブ，

［発生植物〕オカトラノオ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はチガヤ，

ススキ類に形成。

［文献］Hiratsuka　et　al．，557，1992

Septoria菌（葉枯症状）

（1）S曜071α　り～5枷αohiαε　（Lib．）Westend．（赤褐円斑病

菌）

［発生植物］オカトラノオ，クサレダマ

［文献］白井，615，1917；澤田，62，1958

（2）S曜07’α澱〃2加α惚Hem．（褐色円星病菌）

［発生植物1ノジトラノオ，オカトラノオ，ヌマトラノ

オ

［文献］白井，615，19171澤田，63，1958

うどんこ菌（Powderymildew）

Eリノ5ψhεσoho耀oεα耀溺DC．

［発生植物］クサレダマ

［文献］Amano，371，1986

サクラソウ科PRIMULACEAE合弁花類

オカトラノオ類　身s肋αch∫αspp．

ノジトラノオゐ．加り7s1αchア5Bunge

オカトラノオ　L．c姓h～o’48s　Duby

ヌマトラノオL．ノbπ襯θ∫Maxim．

コナスビ　乙．ノ卿oη’cαThunb。

ハラボ’ッス　乙．〃7卿7’”αnαLam．

クサレダマ五．兇忽α7’5L．var．ぬvμ7fcα（Ledeb．）R．

Knu重h

ツマトリソウ類7鹿脚傭spp．
ツマトリソウ　Te諺roραeαL．

黒穂菌（Leafand　stem　smut）

U70の～s～’討舵厩α1’s（Berk。＆Broome）Lindeb．［Tμ加κ’n’α

加εn’α1’5Berk。＆Broome］

［発生植物］ツマトリソウ

［文献］伊藤，124，1936bl柿罵，65，1982；小林ら，588，

1992

Phア’10s～’o’α加吻αoh’αθAllesch．（斑紋症状）

［発生植物］オカトラノオ

［文献］白井，447，1917

さび菌（Rust）

（1）D’α召伽加珈αch’αεブαpon’‘αε　（S．Kaneko＆Hirats。

£）S．Kaneko＆Hirats．£

［発生植物］コナスビ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，1025，1992

（2）P配‘厩α6α7’3弾漉αεHarada　［。4ε6’4∫π溺　かs枷αch’αε一

ノαpon記αεDiete1］

［発生植物］コナスビ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はビロー

ドスゲに形成。

［文献］白井，17，19171Hiratsuka　et　al．，629，1992

（3）P㍑oc枷α4∫αε1∫απαP．Syd．ex　DieteI

［発生植物］オカトラノオ，ヌマトラノオ

［文献］Hiratsukaet　a1．，833，1992

（4）P麗oo’吻1吻05αεMagnus

［発生植物］ハラボッス，クサレダマ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はスゲ類

に形成。

［文献］自井，539，19171Hiratsuka　et　al。，672，1992

（5）Pπoo’n’α加soαn！h∫Miura

さび菌（Rust）

P㍑cρ加∫α㎞泥1’oαTranzschel

［発生植物］ツマトリソウ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はトマリ

スゲに形成。

［文献］Hiratsuka　et　a1．，669，1992

イチヤクソウ科PYROLACEAE合弁花類

ウメガサソウ類Ch∫脚ph吻spp．
オオウメガサソウ　C嬬2わε〃α！α（L．）Barton

さび菌（Rust）

Pμco加’α517祝溺pッ〆01αe　Diete豆ex　Arthur

［発生植物］オオウメガサソウ

［文献］伊藤，101，1938；Hiratsuka　et　al．，126，1992

ギンリョウソウ類Mono170pα5吻〃2spp，

ギンリョゥソウ　M．h麗溺∫1ε（D．Don）Hara

菌根菌　Mycorrhlza

E1αpho〃2γσθ59mnμ1α1麗5Fr．（ツチダンゴ）
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［発生植物］ギンリョウソウ

［文献］大谷・伊藤，155，1988

イチヤクソウ類　丑y701αspp．

コバノイチヤクソウ　P．ロ似nαH．Andr，

ベニバナイチヤクソウ　P．’noα7nα’αFisch．

イチヤクソウ　P．ノαpon’oαKlenze

ヒトツバイチヤクソウ　Pノ叩oπ’oαf躍加phッ〃α
（Maxim．）Ohwi

マルバノイチヤクソウ　P　nゆh70phア1」α（H．Andr．〉H．

Andr．

カラフトイチヤクソウ（エゾイチヤクソウ）　P．
漁μ7∫εαnαH，Andr．

ジンヨウイチヤクソウ　P　rθnヴb伽Maxim。

コイチヤクソウ　P．5εo襯磁L。

ヤマイチヤクソウ　Pseo朔伽var，v麗lgα7’5Herd。

さび菌（Rust）

（1）Ch’y50〃騨αpかo’α’αWinter［Cρか01αθRostr。，C

7α幡・h漉Lagerh．］

［発生植物］コバノイチヤクソウ，イチヤクソウ，マル

バノイチヤクソウ，ジンヨウイチヤクソウ，コイチヤク

ソウ

［文献］伊藤，166，167，19381Hiratsuka　et　al。，194，19921

小林ら，524，584，1992

（2〉Pμoo加’αs～耀用ρッ70’αεDietel　ex　Arthur

［発生植物］コバノイチヤクソウ，ベニバナイチヤクソ

ウ，イチヤクソウ，ヒトツバイチヤクソウ，マルバノイ

チヤクソウ，カラフトイチヤクソウ，ジンヨウイチヤク

ソウ，ヤマイチヤクソウ

［文献］伊藤，101，19381Hiratsuka　et　al．，126，1992

アカネ科　RUBIACEAE合弁花類

クルマバソウ類廊pθ耀1αspp，

クルマバソウ　溢．040rα’o　L．

べと菌（Downymildew）
Pε70no5pom　oαJo～hεcαDe　Bary

［発生植物］クルマバソウ

［文献］伊藤，188，1936a

黒穂菌（Leafand　stem　smut）

Mε1αn・惚π珈εnゴ・9θnμ卿（Unger）deBary

［発生植物］クルマバソウ

［文献］伊藤，108，1936bl柿罵，44，1982

［文献］伊藤，70，1938；Hiratsuka　et　a1．，140，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

E’フ5ψhερoケgo痂DC．

［発生植物］クルマバソウ

［文献］白井，227，1917

ヤエムグラ類σα伽醒SPP。

エゾキヌタソウ　σ．加7εα1εL．var。㎞臨50hα”cμ切Maxim，

ヒメヨツバムグラ　G　grαo’1επs（A。Gray）Makino

クルマムグラ　αノαpon’oμ〃2Makino，prO　P、

オオバノヨツバムグラ　σ．㎞槻ε6加’io扉〃2Steller　ex

Roem．et　Schult．var．αo躍ヴb伽規Hara

キクムグラ　σ鰍μ灘g醐αOhwi

キヌタソウ　G．死’澱’αNakaietHara

ミヤマムグラ　σρα雌40測〃2Maxim．

ヤマムグラ　Gρogonα纏hμ〃2Fr，etSav．

オオバノヤエムグラ　σρsθ躍o・α5p7ε伽溺Makino

ヤエムグラ　G　sp麗枷〃2L．var、εohlno5躍朋on（Wallr。）

Hayek

トゲナシヤエムグラ　σ5p卿μ〃2vaL5p副徽2

ヨツバムグラ　G∫耀o妙5pe7川μ〃2A、Gray

オククルマムグラ　σ’7卯071／b朋εKomar，

キバナカワラマツバ　σ．vε7脚L．var．α5’副cμ規Nakai

カワラマツバ　σ．ve耀〃2var．α5’α漉μ”」f　n’舷oεn5ε

（Nakai）Ohwi

べと病菌Downymildew
（1）Pαono甲omαpα吻ε5（De　Bary）Gaum，

［発生植物］ヤエムグラ，オオバノヤエムグラ，トゲナ

シヤエムグラ

［文献］伊藤，189，1936a；岩田，1940

（2）Pαono5po耀わ07εα1’s　Gaum．

［発生植物］エゾキヌタソウ

［文献］伊藤，190，1936a

（3）Pε70no5poハα9α11∫一vθ7’Gaum．

［発生植物］カワラマツバ

［文献］伊藤，192，1936a

（4）　Pεrono5po君αh’7α孟sμ㎞εS．Ito＆Tokun．

［発生植物］キクムグラ

［文献］伊藤，190，1936a

（5）　Pαono5po耀ho〃霊〃観召S．Ito＆Tokun，

［発生植物］クルマムグラ

［文献］伊藤，191，1936a

（6）　Pαono5pom5α肋〃20’o’S．Ito＆Tokun，

［発生植物］オオバノヤエムグラ

［文献］伊藤，190，1936a

さび菌（Rust）

（1）Pμooln即躍n・’伽Link

［発生植物］クルマバソウ

［文献］Hiratsuka　et　al．，854，1992

（2）丁厩・P3・7α9勲1α（Schr6t，）H，＆P。Syd．

［発生植物］クルマバソウ

Cε7coερo彦∫4’μ解gα〃’（Ellis＆Holway）Deighton（斑点症

状）

［発生植物］オオバノヨツバムグラ

［文献］小林ら，590，1992
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さび菌（Rust）

（1）　P躍co’n’α’sh∫zμoh∫εη5∫5Hirats．f

［発生植物］キヌタソウ

［文献］Hiratsuka　et　al，，853，1992

（2）P麗o・∫n’α卿o孟磁Link

［発生植物］キクムグラ，ヤエムグラ，ヨツバムグラ，

カワラマツバ，キバナカワラマツバ
［文献］白井，559，19171Hiratsuka　et　a1．，854，1992

（3）U70η2ツo醐9α1∫∫Dietel

［発生植物］ヤエムグラ

［文献］Hiratsuka　et　ai．，1004，1992

（4）丑εえopso7αg麗吻如（Sc㎞’6t．）H．＆P。Syd．

［発生植物］ミヤマムグラ，ヤマムグラ，ヨツバムグラ，

オククルマムグラ，キバナカワラマツバ

［文献］伊藤，70，19381Hiratsuka　et　a1，，140，1992

（5）丁撚oP5・7αn伽・n∫・αHirats．£

［発生植物］オオバノヤエムグラ

［文献］Hiratsuka　et　al．，145，1992

S《ρ’07∫αgα1’一加7εα館Hem．（葉枯症状〉

［発生植物］キヌタソウ

［備考］疑問種

［文献］白井，613，1917

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eσ5ψhεgα1’∫Blumer

［発生植物］ヤエムグラ，キバナカワラマツバ

［文献］Amano，381，382，1986

（2）Eり～5ψhe　gα1距Blumer　var．舵ゴ1’αnα（Speer）Bτaun

［発生植物］ヤエムグラ類

［文献］大谷・伊藤，269，1988

（3）助吻hε・’ch・7α・εα～μ耀一智pe

［発生植物］ヒメヨツバムグラ，キクムグラ，ヤエムグ

ラ，ヨツバムグラ，カワラマツバ

［文献］白井，223，1917；Amano，381，382，19861野村，

219，1997

ヘクソカズラ類Pαe4副αspp．

ヘクソカズラ（ヤイトバナ）　P50αn4εn5（Lour．）Me皿．

var，η観かεご（L6v．）　Hara

ハマサオトメカズラ　R5cαn4εn3var，〃2α7’∫加α（Koidz．）

Hara

角斑病菌

P3εμ400αoo5po躍ραε4ε7∫αε　Sawada　ex　Goh　＆　Hsieh

［Cεκo躍omραε4επαεTai］

［発生植物］ヘクソカズラ

［文献］山本・前田，67，19601Katsuki，56，1965

さび菌（Rust）

（1）Coleo3ρoπ麗溺ραe4ε71αεDietel　ex　Hirats．£

［発生植物］ヘクソカズラ，ハマサオトメカズラ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はゴヨウ

マツ類に形成（葉さび病）。

［文献］伊藤，205，19381Hiratsuka　et　a1．，226，1992；小林

ら，524，1992

（2）En40phア11脚ραe4ε吻θ（Dietel）Stevens＆Mendiola

［／短o泌麗溺ραε4er∫αεDiete1］

［発生植物］ヘクソカズラ

［文献］白井，21，1917；Hiratsukaeta1。，1022，19921小林

ら，524，1992

（3）Pμoσn’αzのzs’αεDietel

［発生植物］ヘクソカズラ，ハマサオトメカズラ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はノシバ

類に形成（さび病）。

［文献］Hiratsukaeta1．，597，1992；小林ら，528，1992

（4〉　U～ε40Pαε467ぬεP．Syd．

［発生植物］ヘクソカズラ

［文献］Hiratsuka　et　al．，1127，1992

助hαoε10”2α餌e4ε7’αεKurosawa＆Katsuki（そうか症

状）

［発生植物］ヘクソカズラ

［文献］小林ら，544，1992

フタバムグラ類Hεみof’5spp。

フタバムグラ　亙4励5αWilld．

うどんこ菌（Powderymildew）

Eり，5ψhεo’oho7αoεα耀’ηDC．

［発生植物］フタバムグラ

［文献］Amano，382，1986

うどんこ菌（Powderymildew）

餓6703ρhαε7αα1n’（Wallr．）Salmon

［発生植物］ヘクソカズラ

［文献］Amano，382，1986

イナモリソウ類P5e躍o野x∫5spp．

シロバナイナモリソウ　R　he∫ε70phア〃α（Miq．）Maxim．

サツマイナモリ類ρρh∫077h伽spp，

オオイナモリ　0．1叩on’確B1μ膨£αo㍑～施伽

さび菌（Rust）

Urε400ph∫077h’zαεPetch

［発生植物］オオイナモリ

［文献］Hiratsuka　et　al．，1126，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

Eζソ3ψhεo∫oho7αoθα7μ〃2一卿e

［発生植物］シロバナイナモリソウ

［文献］Amano，382，19861野村，219，1997

アカネ類磁伽spp．
アカネR．co雇ヴb1∫αL．［R．α肱ηeNakai］
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クルマバアカネ　R．co7吻b磁var。ρ7α’εn5’s　Maxim．

アカネムグラ　R．ノε30εη3∫3（Miq．）Miyabe　et　Miyake

五甲’o’hッ■∫脚励’αεHenn．（すす点症状）

［発生植物］アカネ

［文献］小林ら，376，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

助hαε70！h80αル50α（FL）Blumer　em．U。Braun［＆h㍑規麗1∫

（DC．）Buπill　var．ル1∫g’nθαSalmon］

［発生植物］コゴメグサ

［文献］白井，627，1917

さび菌（Rust）

（1）／霊ε6溜襯2耀わめεDietel

［発生植物］アカネ

［文献］Hiratsuka　et　al．，1070，1992

（2）　P麗oc加’α耀わぬεイαf‘z7foαθH．＆P．Syd．

［発生植物］アカネムグラ

［文献］Harada，1983al　Hiratsuka　et　al．，856，1992

（3）丁鳳・ps・7α励∫αεKom．

［発生植物］アカネ，クルマバアカネ

［文献］伊藤，71，1938；Hiratsuka　et　al．，147，19921小林ら，

529，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

E7γ珈hθo’oho㍑εα7珊2－type

［発生植物］アカネ

［文献］Amano，382，19861野村，219，1997

裏黒点（うらこくてん）病菌

Phαα4加朋肥pαn伽η2（Alb．＆Sohw，）Rehn。

［発生植物］アカネ

［文献］澤田，149，1952a

ゴマノハグサ科　SCROPHULARIACEAE合弁花類

アブノメ類Dopα’7伽spp．

アブノメ　n∫卿cε㍑溺（Roxb．）Buch．一Ham．

Rhfzoo’on1αoαzαεRyker＆Gooch（菌核症状）

［発生植物］アブノメ

［文献］神尾ら，2000

Sole70枷醒hγ470ph伽粥Sacc．（菌核症状）

［発生植物］アブノメ

［文献］神尾ら，2000

ウルツプソウ類加go”5SPP．

ウルツプソウ　五．91側oαGaertn．

さび菌（R．ust）

Pμoσn∫α　gy“2ηαn‘かαε　Tranzschel　subsp，

Savile

［発生植物］ウルップソウ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，848，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

助hαε70まhεoαh躍鰍1’（DC．）Burrill

［発生植物］ウルップソウ

［備考］上記種は複合種であり，要検討。

［文献］野村，44，1997

cα“軍5‘hα～cεn3∫5

サギゴケ類Mαzμs　spp．

サギゴケ（ムラサキサギゴケ）　M．〃2’gμe1’∫Makino

シロバナサギゴケ　虹．紺卯ε1’∫£α’δ卯07∬Makino

トキワハゼ　M．ρμ〃7’1雄（Burm．£）van　Steenis

さび菌（Rust）

（1）、4ε‘雌伽2po5が4∫μη2Dietel

［発生植物］サギゴケ

［文献］白井，23，1917

（2）Pμcαn’ααε5”vα」∫5Dietel［。4eof4如η2／bα∫伽醒Diete1］

［発生植物］サギゴケ，トキワハゼ

［文献］白井，13，19171Hiratsuka　et　al．，508，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）助吻hθ・i・h・鷹θ47μ溺一type

［発生植物］シロバナサギゴケ

［文献］Amano，428，19861野村，226，1997

（2）5吻εr・‘hε・⑳1顧εα（Schltdl．）P・llacci

［発生植物］サギゴケ

［文献］Amano，428，1986；野村，44，1997

コゴメグサ類　伽ph7α3∫αspp．

コゴメグサ　E．”灘〃2αεTakeda

エゾコゴメグサ　E，脚x珈ow∫oz”We賃st，var．アεzoθn3’3

Hara

べと菌（Downymildew）
P’αs’ηopα7α4ε〃5α（Rabh．）Schr6t．

［発生植物］エゾコゴメグサ

［文献］伊藤，160，1936a

ママコナ類Mε1α仰ッ7μ“～spp．

ウバママコナM．1砿麗’nMiq。var．1α測“！

ミヤマママコナ　M．1αx麗’nvar．π∫肋oεn3θBeauv。

ママコナ　砿．70s釧〃2Maximvaτ．ノσpoπ’oμ溺FLetSav．

さび菌（Rust）

Co1εo卿07劾η2　飯33’」α9’n’s　（Pers，）　L6v．　［（二　　川θ」α溺Pツπ

（Rebent．）　Karst．］

［発生植物］ウバママコナ，ミヤマママコナ，ママコナ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアカマ

一130一



日本野生植物寄生・共生菌類目録

ツに形成（葉さび病）。

［文献］伊藤，204，1938；Hiratsuka　et　al．，243，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）　ερhααo’hθoα力1喀’nεα（Schltd1。）　Pollacci

［発生植物］ミヤマママコナ

［文献］Amano，428，1986

（2）助hαθ70～hεoαh麗所㍑1∫（DC。）BurrilI

［発生植物］ミヤマママコナ

［文献］野村，45，1997

［備考］上記2種は複合種であり，要検討。

ミゾホオズキ類M枷ぬs　spp．

ミゾホオズキ　M．nゆα1εns’5Benth．var．ノαpon∫oαMiq．ex

Maxim．

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）E弓ノ5ψhεわ耀nnθopμno’躍αU．Braun［亙ρoヶgoη’auct．

non　DC．sens．Homma］

［発生植物］ミゾホオズキ

［文献］宇田川ら，上447，1977；野村，189，1997

（2〉Eσ5ψhθω〃2耀廊（Wal1L）FL

［発生植物］ミゾホオズキ

［文献］Amano，429，1986

［発生植物］ミヤマシオガマ，ヨツバシオガマ，キバナ

シオガマ，シオガマギク，ネムロシオガマ，エゾシオガ

マ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はチョウ

センゴヨウ，ハイマツ等に形成（発しんさび病）。

［文献］伊藤，159，19381Hiratsuka　et　a1．，255，1992

（3）　Pμoo’n∫αc1’η～oηπ1》eck

［発生植物］シオガマギク

［文献］Hiratsuka　et　a1．，847，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）E’ア5ψhερoヶgon∫DC．

［発生植物］シオガマギク

［文献］白井，225，1917

（2）助hαε7・～hε・ψ1馨∫nεα（Schltdl、）Pollacci

［発生植物］シオガマギク

［文献］Amano，430，1986

（3）助hαε70’heωhμ刑μ1’（DC。〉Burrm

［発生植物］ヨツバシオガマ

［文献］野村，45，1997

［備考］上記の種はいずれも複合種であり，要検討。

コシオガマ類　Phlhε∫705ρε朋μ配spp．

コシオガマ　丑ノαpon∫cμ〃2（Thunb．〉Kani重z

シオガマギク類Pε4加1α廊spp。

ミヤマシオガマ　R叩040σh’1αMaxim．

ヨツバシオガマ　R　o加加550n’3Stev．var．ノ叩on∫cα

（Miq．）Maxim。

キバナシオガマ　P．oε4ε7’Vahl

シオガマギク　P7εsμ卿磁L．

トモエシオガマ　P，～θ躍p∫n磁var．oαεΨ’∫05αKoidz。

ネムロシオガマ　P。30h∫3’05～θg’αVved

エゾシオガマ　Rγεzoεn5’sMaxim。

うどんこ菌（Powdery　mildew）

（1）助hαε7・∫he・αμ馨’nごα（Schltdl．：Fr．）P・11acci　var。

5めか’oαBraun

［発生植物］コシオガマ

［文献］澤田，102，19511Amano，431，1986；大谷・伊藤，

170，19881野村19，1997

（2）、助hααo1hεoαル5ごα　（Fr。）Blumer　em，U．Braun　［S，

ρh’heか03ρα禰P。Henn．＆Shir．］

［発生植物］コシオガマ

［文献］Amano，431，1986

Lβμ03phαεγ’αog’Jv∫εη5’5（Berk．＆Bτ．〉Ces．＆De　Not．

（枯茎上）

［発生植物］ヨツバシオガマ

［文献］宇田川ら，上694，1977

ゴマノハグサ類　So70phμ1α吻spp．

ゴマノハグサ　＆盈εrgε7’α澱Miq．

ヒナノウスツボSl伽p1∫6α～o－sθ77α’α（Miq。）Makino

オオヒナノウスツボ　S，肋え躍εn5’s　Franch．

P1εo卿07αh∫4α㎞nαOtani＆Mikawa（枯茎上）

［発生植物］ヨツバシオガマ

［文献］Otani＆Mikawa，1971

小林ら，520，1gg2

1宇田川ら，上703，lg771

さび菌（Rust）

（1）C70παπ1嫌伽cc∫伽溺（Alb，＆Schwein．）Winter

［発生植物］トモエシオガマ

［備考］夏・冬胞子世代。精子・さび胞子世代はアカマツ

等に形成（葉さび病）。

［文献］Hiratsuka　et　al．，252，1992

（2）　C70nα搾顔“2　7め∫oo1α　J．C．Fisch。　［（二　肋η砿schα廊c麗“2

Jσrst．］

伽’・卿o順励ε1」α（Pers．：Fr．）Rabenh．

ρoろρ々y7098n㍑5（Tode）　Sacc．］

［発生植物］ゴマノハグサ

［文献］白井，401，1917

Phッ」’os’∫cfαsc70ph躍αア’ηeαSacc．（斑点症状）

［発生植物］ゴマノハグサ類

［文献］白井，449，1917

さび菌（Rust）

P扉oc∫n’α’ηα㍑碗αHirats．£

［発生植物］オオヒナノウスツボ

［Ophloわ・1μs
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［文献］Hiratsuka　et　al．，849，1992 ［文献］伊藤，215，1936a

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）助吻hερ・ケ9・n’一type

［発生植物］ヒナノウスツボ

［文献］野村，226，1997

（2）助吻hesp．

［発生植物］ヒナノウスツボ

［文献］Amano，432，1986

さび菌（Rust）

（1）　P扉‘σn’αvε70n∫oαεSchr6t．

［発生植物］ヤマクワガタ，ヒメクワガタ

［文献］Hiratsuka　et　al．，850，1992

（2）Pμoc’n’αvθ70n∫6α耀7ηDC．

［発生植物］ヤマトラノオ

［文献］Hiratsuka　et　al．，851，1992

ハナウリクサ類　Zo7εn’αspp．

ハナウリクサ　Tノ加7n’ε7∫Linden

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）助sψhθsp．

（2）勘hααo！hεごαル5cα　（Fr．）Blumer　em。U．Bram　［8

勲9’nεα（Schltdl．）Pollacci，＆川ε1α腰ッ7汀unell］

［発生植物］ハナウリクサ

［文献］Amano，432，1986

ウリクサ類　殉n4e〃∫αspp。

スズメノトウガラシ　Vα槻gα1傭（Bu㎜．£）Yamazaki

var．vεめθnαψ1’α（Colms．）Yamazaki

アゼトウガラシ　Vαng祝s曜b1’αBenth．

ウリクサ　Vc耀5‘αoθαBenth．

うどんこ菌（Powderymildew）

Eリノ3ψhe　o∫cho7αcεα耀規DC．

［発生植物］スズメノトウガラシ，アゼトウガラシ，ウ

リクサ

［文献］Amano，433，1986

クワガタソウ類　玖ε70n’cαspp．

タチイヌノフグリ　Vα7vεns∫5L．

クワガタソウ　V　oα肥Wall．ex　Benth．var．〃2’卯e1’α澱

（Nakai）Ohwi

イヌノフグリ　V41め胴αTenore　var．1∫1αo∫欄（Hara）

Yamazaki

ヤマクワガタ　V1αpo肥n3’3Mak．

エゾルリトラノオV左’μs∫α欄Furumi　var．1nり7め6

（Nakai　et　Honda）Yamazaki

ヒメクワガタ　V　nψpon∫cαMar．

ムシクサ　Vρε7εg7’nαL．

オオイヌノフグリ　vρε～s’oαPoir．

ヤマトラノオ　Vro∫襯ぬNakaivar．5μわ競ε7gm
Yamazaki

ヒメトラノオ　Vro～襯4αvar．ρεf∫o’α～αNakai

ルリトラノオ　V躍わ3ε55∫1’5（Miq．）Carr．

べと菌（Downymildew）

Pθ70nospomα97ε5か∫3Gaum。

［発生植物］タチイヌノフグリ

So70sphαεm　vεron∫oαε（Schr6t．）Schr6t．（地上部のこぶ症

状）

［文献］伊藤，8，1936al宇田川ら，上212，1977

［発生植物〕タチイヌノフグリ，イヌノフグリ

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）E’γ吻hθ・∫oho耀εα7聯type

［発生植物］タチイヌノフグリ，オオイヌノフグリ

［文献］Amano，435，19861野村，226，1997

（2）α4畑sp。

［発生植物］クワガタソウ

［文献］Amano，435，1986

（3）助hα87・～hεcαμ喀∫n召α（Schkdl．IFr．）Pollacci　var．

5’わか’oαBraun

［発生植物］エゾルリトラノオ

［文献］大谷・伊藤，170，1988

（4）勘hααo！hθoαル50α　（Fr．）Blumer　em．U．Braun　［＆

ノ泌g’nεα（Schltd1．）PoIlacci，＆ρh！hθか03pαηπP。Henn．＆

Shir，］

［発生植物］タチイヌノフグリ，ムシクサ，オオイヌノ

フグリ，ヒメトラノオ，ルリトラノオ

［文献］白井，627，1917；Amano，435，1986；野村，45，

1997

（5）勘hαε70‘he6α規αo麗1α7∫5（Wallr．：Fr．）Cooke

［発生植物］ムシクサ，オオイヌノフグリ

［文献］Amano，436，1986

クガイソウ類　瓦θron∫oα51耀溺spp．

クガイソウ　V3め’7∫oμ吻（L。）Pemel1

べと菌（Downymildew）

Pε70no5pomρぬ謝sGaum．

［発生植物］クガイソウ

〔文献］伊藤，216，1936a

さび菌（Rust）

（1）オε614伽vεヂ・n’・αε一3’伽ωεH．＆P．Syd。

［発生植物］クガイソウ

［文献］Hiratsuka　et　al．，1076，1992

（2）Pμoc’n∫αvε70n’oα耀’n　DC．

［発生植物］クガイソウ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，851，1992
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うどんこ菌（Powderymildew〉

助hαθ7αhε・α拗9∫ηεα（Schltdl．IFL）P・llacciv訂．s’わか∫・α

Braun

［発生植物］クガイソウ

［文献］Amano，437，19861大谷・伊藤，170，19881野村，

19，1997

ナス科　SOLANACEAE合弁花類

タバコ類N’ω加nαSPP．

シュッコンタバコ　亙．α」α如LinketOtto

うどんこ菌（Powderymildew）

Eり75ψhεo’cho7αoεαn槻DC．

［発生植物］シュッコンタバコ。他に亙10ngψom　Cav．，

1〉．朋づ’oα痂5S．Wats．および亙Vlvεs∫7∫s　Speg．＆Comes

で報告有り。

［文献］Amano，421，1986

イガホオズキ類　Ph脚1’α5㈱加SPP。

イガホオズキ　P。戸pon’6撚（Fr。etSav。）Honda

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eσ5ψhθo’ごho雌cεα耀η2DC，var．c’oho耀cεα耀解　［E

o∫oho雌oθα耀η1DC。sens。Salmon，E．o’cho槻cεα耀η2（DC．）

M6rat］

［発生植物］イガホオズキ

［文献］Amano，422，19861野村，184，1997

（2〉014伽sp．

［発生植物］イガホオズキ

［文献］野村，248，1997

ホオズキ類Phッsα1’s　spp．

センナリホオズキ　P，αng㍑1伽L．

うどんこ菌（Powderymildew）

E月ソ5ψhεご記ho7αoεα耀η2一髄》e

［発生植物］センナリホオズキ

［文献］Amano，422，19861野村，227，1997

ハシリドコロ類Soopo1’αSPP．

ハシリドコロ　S，ノαponfoαMaxim．

さび菌（Rust）

。4εc∫4彪隅pα5che7∫Bubak

［発生植物］ハシリドコロ

［文献］白井，21，19171Hiratsuka　et　al．，1061，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

Eり25ψhε　o∫oho7αoεα耀吻　DC．　var．　o’ohomoεα耀η2　［E．

o’oho7αcθα耀’ηDC．sens．Salmon，E　o∫oho旧‘θα耀’η（DC．）

M6rat］

［発生植物］ハシリドコロ

［文献］Amano，423，1986；野村，185，1997

ナス類So’α襯醒spp．

アメリカイヌホオズキ　＆α脚7’o碗脚Mill．

メジロホオズキ　Sl6醒o耀吻LOUL

ワルナスビ　S。cα701∫nεn5εL．

ヒヨドリジョウゴ8か7α1μ刑Thunb．

イヌホオズキ　＆η’g瑠醒L．

テリミノイヌホオズキ　＆ρho’伽ooα考躍〃2Nakamura　et

Odashima

ハリナスビ　55’5アηめ壇b1敵規Lam。

ニシキハリナスビ8xαn∫hooα脚溺Schrad．etVend1．

アーバスキュラー菌根菌（Arbuscular　Mycon・hiza）

イ47π〃軍一汐pe

［発生植物］アメリカイヌホオズキ

［文献］小島ら，2000

Cε700Ψomわ’4εnr’s　Tharp（斑点症状）

［発生植物］メジロホオズキ

［文献］Togashi＆Katsuki，1952

Phッ’oph！ho7α’ψ51αn5（Mont．）De　Bary（疫病症状）

［発生植物］メジロホオズキ，ヒヨドリジョウゴ

［文献］白井，459，19171伊藤，130，1936a

So1ε70∫如規　70静∬　Sacc。　［砺ρoohπμs　oeηかφ｛g麗s　（Lev．）

Tu1．］（白絹症状）

［発生植物］イヌホオズキ

［文献］白井，293，1917

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）Eり管ψhεo’oho7α6εα耀1ηDC．var．σoho7αoεα耀η2［E

αoho7αoθα耀η2DC。sens。Salmon，Eσoho7αcεα耀η2（DC．）

M6rat］

［発生植物］イヌホオズキ

［文献］Amano，424，19861野村，184，1997

（2）助sψhερ・ケ9・n’一智pe

［発生植物］テリミノイヌホオズキ

［文献］野村，228，1997

（3）加vε’〃祝1α如副oα（L6v．）Amaud

［発生植物］301α肱〃2in！θg壇b伽脚Poir．

［文献］Amano，423，1986

（4）α4珈sp．

［発生植物］ワルナスビ，イヌホオズキ，テリミノイヌ

ホオズキ。他にもS。αc漉傭画灘現　Jacq．で報告有り

（Amano，423，1986）。

［文献］Amano，424，19861Tanda，1994；野村，248，1997

裏すす病菌

P5eμ400εκoερomαかo一醒α7g’nα1’s（Atk．）Deighton

［Cεκo躍07αα’ro配α79’nα1’3Atk．，C∫05εn5’5Henn．］
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［発生植物］メジロホオズキ，イヌホオズキ

［文献］白井，123，1917；山本・前田，46，1960；Katsuki，

60，19651小林ら，543，Ig92

カノコソウ類　殉1ε吻π召spp．

カノコソウ　vノ磁ア’θごBriq．

ツルカノコソウ　Vガαco’4’s5’〃2a　Maxim．

ハダカホオズキ類　ルわooαp5鰍溺spp．

ハダカホオズキ　丁側o〃7α1μ〃2（Fr．et　Sav．）Makino

うどんこ菌（Powderymildew）

切sゆhεc∫chorαc¢α配鰍ype

［発生植物］ハダカホオズキ

［文献］Amano，424，19861野村，228，1997

オミナエシ科　VALERIANACEAE　合弁花類

オミナエシ類Pαか枷αspp。

マルバキンレイカ　P　gめ60躍Maxim．

キンレイカ　P　17∫10肱　（Miq．）Miq．var．ρα」襯如

（Maxim．）Hara

オトコエシRv∫’105α（Thunb．〉Juss．

さび菌（Rust）

（1）Pμcc’加α　hε〃2θ700α〃’4∫5　ThUm．　［14εo∫4如η2ραか’雇αε

Henn．］

［発生植物］マルバキンレイカ，キンレイカ，オトコエ

シ

［備考］精子・さび胞子世代。夏・冬胞子世代はヒメカン

ゾウなどキスゲ類に形成（さび病）。

［文献］白井，21，19171Hiratsukaeta1．，710，19921小林ら，

527，1992
（2）　P麗oo∫n’α醒ε1αηOP1αごa　H．＆P．Syd．

［発生植物］マルバキンレイカ，キンレイカ

［文献］Hiratsuka　et　a1．，859，1992

（3）Pμ・・’吻ρα吻’αεHe皿．

［発生植物］オトコエシ

［文献］Hiratsuka　et　al．，860，1992

（4〉　P麗co’π’α渉oたμδ麗oh”S．Ito

［発生植物］マルバキンレイカ

［文献］Hiratsuka　et　al．，861，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

E’γ珈hεo∫ごho7αoεα耀規一type

［発生植物］オトコエシ

［文献］Amano，451，1986；野村，222，1997

さび菌（Rust）

U70履yoθ5vα1α1αnαε（DC．）Fucke1

［発生植物］ツルカノコソウ

［文献］Hiratsuka　et　a1。，1005，1992

うどんこ菌（Powderymildew）

（1）E」ワ5ψhεo’‘ho7αoθα耀吻DC．［E　vα1ε7ぬnαε］

［発生植物］ツルカノコソウ，カノコソウ

［文献］白井，223，1917；Amano，451，1986；野村，222，

1997

（2）Eり75ψhερoヶgo加DC．

［発生植物］カノコソウ

［文献］白井，225，1917

クマツヅラ科VERBENACEAE合弁花類

クマツヅラ類　腐e7わε欄spp．

クマツヅラ　Vqがo吻傭L．

ビジョザクラ　V妙わ7’ぬVoss［Vho惚n3’3Vilm．］

S・1ε7・’珈7・醐Sacc．［伽・・hπμ5・εn∫醜9μ5（Lev．）

Tu1．］（白絹症状）

［発生植物］クマツヅラ

［文献］白井，293，1917

うどんこ菌（Powderymildew〉

（1）Eσsψhθo∫oho順oεα7襯2DC．

［発生植物］クマツヅラ

［文献］白井，221，1917

（2）0妨μ川vεめεnαe　Th廿m。＆Bo1L

［発生植物］クマツヅラ

［文献］Amano，399，1986

（3）5ρhαε7・’heoα勲9’nεα（Schltdl．）Pollacci［＆

vε吻nαεSavu1．＆NegminSavu1．］

［発生植物］ビジョザクラ

［文献］Amano，399，1986

（4）勘hααo！hεoαh朔躍1’（DC．）Burrill

［発生植物］ビジョザクラ

［文献］野村，44，1997

［備考］上記2種は複合種であり，要検討。

一134一





皿．参考文献

1）　Amano（Hirata），K．（1986）：Hostτange　and　geographical　distribution　of　the　powdery　mildew　fhngL741p．，Japan

　　Scientinc　Society　Press，Tokyo，

2）浅野義人ら（1998）：ベントグラスの近縁野生種ヤマヌカボに共生するエンドファイトの探
　　索と利用の試み．芝草研究，27，6－12

3）畔上耕児・上原勝江（1993）：沖縄県のオオタニワタリおよび熊本県のアカメガシワに発生
　　した新細菌病．日植病報，59，720

4）微生物遺伝資源配布目録第3版（1998）二453p．，農業生物資源研究所，農林水産省
5）Denchev，C，M，，M．Kakishima　and　Y．Harada（2000）：Species　of　U70βy5だ5（Ustilaginomycetes〉onオnε1ηoπεin　Japan．

　　ハ4ンooso∫εnoθ，41，449－454

6）榎本　敬ら（1998〉：エンドファイトに感染しているイネ科植物の分類群について，雑草研
　　究，43（別），76

7）　Fukuda，T．and　S．Nakamura（1985）10n　the　host　range　of　Uωηリノcε5ε壇h70ni∫．7ンαn5．溺アω乙Soc，ノψαn，26，487－492

8）福田達男・柿罵　眞（1999）：Pμcc∫n’α属さび病菌による病害2種．日植病報，65，411

9）福原美恵子（2001）：ヨシ類から分離された飾g703ρom属菌3種．目菌報，42，17－22

10）後藤和夫ら（1953〉：稲白葉枯病の稲および雑草による越冬（予報〉．農業及び園芸，28，207
11）後藤和夫ら（1954）：マコモのいもち病．日植病報，18，160
12）Goto，M．and　T．Makino（1977〉：Emendation　ofPsεμ40耀oηα50∫ss’oo1α，the　causal　organism　ofbacterial　leafspot　of

　　Cαアmだαノ叩on∫oα　（Thunb．）　Gagn．and　designation　of　the　neotype　strain．14nη．PhツfoPα’h．Soα巧ワn．，43，40－45

13）萩原　廣ら（1987）：陥7！’o’11’襯ぬh伽εによる畑地雑草シロザの萎ちょう症状について．関東

　　東山病虫研報，34，95
14〉萩原　廣ら（1989）：畑地雑草ノボロギクに対する陥漉o’1伽〃2磁h伽ε菌群間の病原性差異，

　　関東東山病虫研報，36，26
15）原　撮祐（1936）：目本害菌学，358p．，養賢堂，東京
16）　Harada，Y．（1978）：Fo皿graminicolous　smut　fhngi　new　to　Japan，7搬ns」ηッooムSoo．ノ＠αn，19，193－196

17）Harada，Y．（1980）：Materials　fbr　the　rust　flora　ofJapan－1．7搬n5．〃2アω乳Soα」ゆαn，21，181

18）Harada，Y．（1983a）：Mater五als　fbr　the㎜st　nora　ofJapan　IIL7》伽3，濯ッω乙Soα」ゆαn，24，127－B3

19）Harada，Y，（1983b）：Materials　fbr　the　smut　Hora　ofJapan　I．7ンαn5，η2ッoo乙Soαノゆαn，24，299－306

20）　Harada，Y（1984）：The　new　species　ofPμ06’n’αand　Uyo醐oε5（Uredinales）　ffom　Japan，距αn乱η3アoo乙30αノゆαn，25，

　　333－227

21）原田幸雄（1984）：　トウモロコシさび病菌の中間寄主カタバミ類に対する接種試験，北日本
　　病虫研報，35，41－42
22）Harada，Y．（1992）：／W脚わッα50’ッoo1αcausing　orange　stem　spot　on　E1εoohα7’3た砂ogμ照’，肋n．Phッ’〇四’h，30α血μn，58，

　　766－768
23）Harada，Y．（1994）l　Materials　fbr　the　mst　flora　ofJapan　III．ル加050’θnoε，35，295－299

24〉原田幸雄・藤田美夏（1998）：エゾアジサイ新梢さび病（新称）およびエンレイソウ春さび
　　病（新称）にっいて．目植病報，64，611
25）　Hashioka，Y．（1973）：Notes　on　Pyricularia　II．Four　species　and　one　variety　parasitic　to　Cyperaceae，Gramineae　and

　　Co㎜elinaceae．T7αns．規アω孟30α伽n，14，256－265

26）Hiratsuka，N．etal．（1992）ITherustnoraofJapan，1205p，，筑波出版会，つくぱ

27）廣江　勇（1935）：β7αohアspo7’雄2属菌による植物の疾病（IV）禾本科ならびに渉草科植物の

　　葉枯病（新称）について（1）。日植病報，5，121
28）　Homma，Y．（1937）：Erysiphaceae　of　Japan。■Fαcμムオg孔πo肋躍40伽p．砺∫v，，38，186－401

29）池上八郎（1979）：最近におけるアブラナ科野菜根こぶ病の研究動向．植物防疫，32，53－61

30）今泉英理夏ら（1996）：カナムグラ褐斑病一病状，病原性および分生子の発芽生理．日植病
　　報，62，608

31）今泉英理夏ら（1999）：数種雑種病害の病原性と病原菌の所属．日植病報，65，656
32）稲垣公治ら（1999）：マコモ褐色菌核病の発生様相．関西病虫研報，41，11－16．

33）伊藤誠哉（1936a）：大日本菌類誌．第1巻藻菌類，340p。，養賢堂，東京
34）伊藤誠哉（1936b）；大日本菌類誌，第2巻担子菌類，第1号黒穂菌目，148p．，養賢堂，東京
35）伊藤誠哉（1938）：大日本菌類誌．第2巻担子菌類，第2号錺菌目～層生鏡菌科，249p．，

　　養賢堂，東京
36）伊藤誠哉（1955）：目本菌類誌，第2巻担子菌類，第4号キクラゲ目・シロキクラゲ目・

一B5一



　　アカキクラゲ目・ヒダナシタケ目（サルノコシカケ目），450p．，養賢堂，東京，
37）伊藤誠哉（1964）：日本菌類誌．第3巻子嚢菌類．第1号酵母菌目・クリプトコックス目・
　　外子嚢菌目，239p．，養賢堂，東京

38）岩間俊太ら（1998）＝フクジュソウさび病菌の異種寄生性．日植病報，64，612
39）岩田吉人（1939）：キカラスウリの露菌病菌。日植病報，8，336－338

40）岩田吉人（1940）：ヤエムグラ露菌病菌の植物体侵入と表皮細胞の反応について．日植病報，
　　10，203－213

41）柿鳥　眞（1982）：日本産黒穂菌類の分類学的研究．筑波大学農林学研究第1号
42）Kakishina，M、et　al。（1999）：、P㍑o伽’αo副o’一α4θno6αμ1’，a　new　rust　fhngus　on　Cα燃，and　its　anamorph，加o’伽溺

　　α劾oo側左．めω56∫εnoε，40，503－507

43）神尾章子ら（2000）：水田雑草からのイネ7種菌核病菌の分離（Personalcommunication含む）．
　　日植病報，66，96

44）菅野博英・大久保博人（1999）：ツルムラサキ，コオニタビラコ，ホワイトレースフラワー，
　　ブルーレースフラワーおよびスベリヒユの菌核病（新称）。北目本病虫研報，50，115－119
45）笠井恵理ら（1998）：アオカモジグサにおけるがまの穂病の発生．日植病報，64，632
46）1くato，H．et　aL（2000）l　Pathogenicity，Mating　Ability　and　DNA　Restriction　Fragment　Length　Polymorphisms　of

　　琢7’oμ1α吻Populations　Isolated　ffom　Gmmineae，Bambusideae　and　Zingiberaceae　Plants、」σεn．P1α扉P躍hoム，66，30－47

47）加藤正弘ら（1998）：微生物除草剤（漁n～ho脚nα50α即ε3～7’5pv。ρoαε）によるスズメノカタビラの防

　　除に関する研究．芝草研究大会誌，27，108
48）Katsuki，S，（1965）：Cerc・sp・rae・f」apan．勲π5．吻・・正S・・如αn伽7曲3μe，N・．1，100P．

49）　Katsuki，S．and　T。Kobayashi（1985）：Cercosporae　of　Japan　and　allied　genera（Supplement5〉．7地ns．泌ッoo正Soα

　　」σpαn，23，41－49。

50）Katumoto，K．and　Y。Harada（1979）l　Plant　parasitic　fhngi　fヒom　Bonin　islands（II）。Ascomycotina　and　Deuteromycotina．

　　T7αn乱η2アooムSoo．JiαPαn，20ラ411－428

51）Katumoto，K（1980）l　Notes　on　some　plant－inhabiting　Ascomycotina　ffom　westem　Japan（1），7拍ηs．岬oo乙Soα」ゆ磁，

　　21，7－16
52）Katumoto，K（1983）：Notes　on　some　plant－inhabiting　Ascomycotina　fをom　westem　Japan（3）。蹄αns．〃2ッco乙Soα』αpαn，

　　24，259－269

53）Katumoto，K。（1984〉：Notes　on　some　plant－inhabiting　Ascomycotina　f｝om　wcstem　Japan（4）．7地n3．卿ごo乙30α力pαn，

　　25，167－172

54）Katumoto，K．（1986）：Notes　on　some　plant－inhabiting　Ascomycotina　fヤom　westem　Japan（5）．7ンαn3。朋アω∠SoαJiαμn，

　　27，1－10
55）Katumoto，K．and　Y，Harada（1987）；Plant－parasitic　ascomycetes　f士om　northem　Japan（1）．7地n5．η2アoo武Soα」ψαn，

　　28，27－42

56）岸　國平編（1998）1目本植物病害大事典，1276p．，全国農村教育協会，東京，

57）小林亨夫ら編（1992）：植物病原菌類図説，688p．，全国農村教育協会

58）古賀博則ら（1999）1わが国におけるチューイングフェスクおよびヤマカモジグサがまの穂
　　病の発生．草地試研報，57，27－34
59）　Koga，H．ααゐ（1999）：Occun！ence　of　black　choke　in　E7αg705だ3ノセ77μg’nεα　（Thunb．）　P．Beauv．and　Pεππ’5αμ溺

　　α10pε6μ70’dθ5　（L）　Spreng．caused　byゆhε1∫s　sp．in　Japan．8μ1正R五4R，jKh’丸αwα。4g孔Co1乙，6，45－52

60）小島知子ら（2000）：アーバスキュラー菌根菌の野草への感染とその形態．目本草地学会誌，
　　46（別），184－185

61）前川和正ら（2000）：Sc妙o～∫醐70麓i∫1こよる西洋タンポポ，ペパーミントの白絹病（新称）．

　　日植病報，66，302
62）宮部克宏ら（1999）：スズメノカタビラから分離されたCo〃αof7’c加規g7α加n∫oo1αの病原性および

　　宿主範囲．日植病報，65，398

63）宮川久義（2000）：イネ苗立枯細菌病菌のため池水からの検出と水際雑草での越冬．
　　日植病報，66，214－222
64）Murakoshi，T．et　al．（1998）：Arbuscular　mycoπhizal　fhngi　on　a⑫cent　semi－natural　grasslands　with　different　vegetation　in

　　Japan。ルひoo30’encε，39，455－462

65）中国覚五郎・河村栄吉（1939）二稲の菌核病に関する研究（第1報）稲に発生する菌核病の
　　種類および病菌の性質．農業改良資料第B9，農林省農務局
66）生井恒雄ら（1996）：ワイルドライス（アメリカマコモ）に発生したいもち病．目植病報，62，
　　247－253

67）成田武四ら（1956）1イモチ病菌，P’7’oぬ7’αo’γzαθCav．の寄主範囲に関する調査研究，第1報．

一136一



　　北海道農試報告，7，8－33
68）Narumi，T．，T、F両ita，T．Sano　and　Y．Harada（2001）：Sσ1ε70枷∫α師11π，sp．nov．，causing　a　new　sclerotinia　disease　on

　　距∫」1’4〃2in　Japan．ノ吻oosαθηoe，42，181－186

69）西　和文・佐藤　剛（1994）：CαJonεc’吻070∫α’α7∫α8によるツルマメの自然発病．関東東山病虫

　　研報，41，47

70）西原夏樹（1962）：牧草の病害（H）～グラス類，千葉県農業試験場資料第2号
71）西原夏樹（1963）1牧草の病害（皿）．千葉県農業試験場資料第3号
72）西原夏樹（1965a）：E11∫s’ε磁oα必α～αによるスズメノヒエのにせ炭疽病．日菌報，5，75－78

73）西原夏樹（1965b）；1勃ε’∫5属菌によるイネ科植物の堅穂病（仮称〉．飼料作物第5研究室

　　成績，p，15，農林省畜産試験場
74）西原夏樹（1991）：日本産イネ科牧草のヘルミントスポリウム病。草地試研究資料第2号
75〉西門義一（1926）；病菌害虫彙報，15，1

76）西門義一（1928）：目本産禾本科植物の「ヘルミントスポリウム」病に関する研究．大原
　　農業研究所特別報告第4号，大原奨農会
77〉西川恒彦・宇井格生（1976）：北海道産野生ラン科植物から分離されるRh伽o1oπ’α属菌類．
　　日菌報，17，77－84
78）　Nishino，T．et　aL（1995）：漁n∫ho加onαs　oαηψε5師s　pv．ρoαεas　the　causal　agent　of　wilt　symptoms　on　amual　bluegτass　in

　　Japan．14n灘，Phツ∫oPα言h．Soc，31αPαη，61，555－561

79）西山幸司ら（2001）：作物の細菌病～病徴診断と病原の同定（2001追補，CD－ROM版），日本
　　植物防疫協会，東京
80）野村幸彦ら（1977）：ウドンコ病菌の新寄主植物（W）農学集報，22，300－303

81）野村幸彦（1997）：日本産ウドンコ菌科の分類学的研究．281p．，養賢堂，東京
82）大畑貫一（1974）：シコクビエいもち病。四国植防研究，9，61－63
83）Okada，M．and　K．Katumoto（2000）；A　new　species　ofP1αg∫os’o規αph躍g珈！∫oo1α（Ascomycota－Dlaporthales）with　a

　　Pho加op5’s　anamorph　isolated　ffom　Ph7αg雁～ε51eaves　in　Japan．ルか‘osdεηcε，41，615－622，

84）Okane，L　and　M。Kakishima（1992）：P㍑oo’吻n砂01加ε姻5，a　new　caricicolous　mst，and　lts　anamorph，イεo∫‘方襯

　　e1αεα9漉覗励¢11磁e。丁襯s，卿co正Soc，」卿η，33，497－503

85）岡根　泉（2001）：植物内生菌の分類と生態に関する研究．日菌報，42，149－161
86）奥　尚（1998〉：アズマガヤより分離されたうどんこ病菌8」㍑肥吻g7α雇鷹（Eワ5ψ舵g旧雁麗∫s）の

　　寄主範囲と分化型．日植病報，64，133－136
87）Ono，Y．＆M．Z．Azbukina（1997）：Heteroecious　life　cycle　oftwo理aminicolous　P材o伽’α（Uredinales）．ルひωsc’εnoθ，38，

　　281－286
88）Ono，Y．，K　Ishiyama　and　M．Kakishima（2001a）：Taxonomic　identity　ofcahcicolous　Pμσ6fn∫αhost－altemating　on

　　Pαα5’陀5in　Japan，ル〔ソoo50’εnσε，42，101－106，

89）Ono，Y．，M．Kakishima　and　K．Ishiyama（2001b）：オεo’‘加溺伽ρo所s　the　aecial　anamorph　ofP麗o伽∫αα1わゆorα，sp。nov．

　　（Uredinales）吻ω5c∫ence，42，149・153．

90）Otani，Y．and　T．Mikawa（1971）：Some釦ngi　ofPleosporaceae　collectd　in　mountainous　regions　ofHokkaido．編θ吻．徽加．

　　80」，ル活麗5，Tbκソo，4，71－85

91）大谷吉雄・伊藤誠哉（1988）：日本菌類誌第3巻子のう菌類，第2号ホネタケ目・ユーロチ
　　ウム目・ハチノスカビ目・ミクロアスクス目・オフィオストマキン目・ツチダンゴキン
　　目・ウドンコキン目，310p．，養賢堂，東京
92）大谷吉雄（1995）：日本菌類誌第3巻子のう菌類，第3号ソルダリア目・ディアポルテ目，
　　310p．，養賢堂，東京
93）Saito，L（1997）：So1θ70”n’αn∫vα1∫s　sp．nov．，the　pathogen　ofsnow　mold　ofherbaceous　dicots　in　northem　Japan．

　　ルゆcosc‘eηce，38，227－236

94）酒井朋子ら（2000）：数種Sゆ∫07’α属菌の分生子発芽，菌叢生育および薬剤感受性．目植病報，
　　66，272

95）佐藤豊三（1990）：小笠原諸島の亜熱帯農業環境における菌類遺伝資源の収集および特性
　　解明．微探収報，2，1－19

96）佐藤豊三（1995）；小笠原諸島におけるさび病菌の重複寄生菌の調査・収集．微探収報，7，

　　1－12
97）佐藤陽子・松田　泉（1998）：イネ科雑草からのイネ苗立枯細菌病菌の分離．北陸病虫研報，
　　46，49－52

98）佐藤　守ら（1999）：P3θ配4備oηαs曜71ηgαεによるセイタカアワダチソウ斑点細菌病（新称）。

　　目植病報，65，360

一137一



99）佐藤　徹ら（1983〉：ミヤコグサから分離されたP妙qρh∫ho7αsp．について，日植病報，49，126

100〉澤田兼吉（1951）：東北菌類調査報告（1）粉病菌科。林試研報，50，97－140

101）澤田兼吉（1952a）：東北菌類調査報告（H）子のう菌類および原菌類．林試研報，53，135－194

102）澤田兼吉（1952b）：東北菌類調査報告（皿）銃菌類．林試研報，57，7－85

103）澤田兼吉（1958）1東北菌類調査報告（W）不完全菌類．林試研報，58，35－140

104）島貫忠幸ら（2000）：イネ科植物からのネオティフォディウム・エンドファイト探索，
　　草地飼料作研究成果最新情報，15，37－38．

105）塩見敏樹（1996）：北海道に発生する植物病原MLOの探索と収集．微探収報，8，1－8
106）白井光太郎編（1917）：訂正増補日本菌類目録第2版，733p。，東京出版社
107）鈴木穂積（1991）：水田雑草クログワイの病原菌による防除．北陸農試報，33，83－105

108）田上義也・水上武幸（1962）：稲白葉枯病に関する総説．病害虫発生予察報告第10号，
　　農林省植物防疫課
109）滝元清透（1939）：ビンボウカズラの斑点性細菌病．日植病報，9，41－43

110）田中秀平（1996）：アブラナ科根こぶ病研究の最近の進歩．植物防疫，50，281－284

111）田中　孝ら（1994）：水田周辺の雑草からのイネ苗立枯細菌病菌の分離．目植病報，60，
　　640－643

112）丹田誠之助ら（1977a）：うどんこ病菌の新寄主植物（III）．東農大集報，22，15－30

113）丹田誠之助（1977b）：目本列島所産の麦角（第1報）ヨシ属Ph雌g別”θ3の麦角病菌に関する
　　検討．東農大集報，22，193－201

114）丹田誠之助（1977c）：日本列島所産の麦角（第2報）ウラハグサH欲oηθohloα用αorαMAKNoの
　　麦角菌C1αv煙ρ3〃2∫ご70cゆ肋1α（Wallr．）Tul．東農大集報，22，204－205

115）丹田誠之助（1977d）1日本列島所産の麦角（第3報）スズメノテッポウの麦角病菌，東農
　　大集報，22，293－296

116）丹田誠之助（1978a）＝日本列島所産の麦角（第6報）カニツリグサに発生するC1αv∫cβρ5
　　ρゆ配〆εαTul．vaLα1ρρεoμ7’Tandaの1生理系統．東農大集報，23，207－213

117〉丹田誠之助（1978b）1日本列島所産の麦角（第7報）3種のヌカボ属（イgro3’な）植物よりえた
　　麦角病菌．東農大集報，23，215－218

118）丹田誠之助（1979a）：日本列島所産の麦指（第8報）ノガリヤス属植物（CαZα〃2αg705”5spp．）の

　　麦角病菌，東農大集報，24，67－75

119）丹田誠之助（1979b）；日本列島所産の麦角（第9報）クサヨシ属植物（P加1αr’5spp．）より得た
　　C伽＠ρ5pμ脚7εdul．の2変種とその生理系統．東農大集報，24，79－93

120）丹田誠之助（1979c）：日本列島所産の麦角（第12報）ハマニンニク（Eか灘5〃20〃’5Trin．）麦角病
　　菌ααv∫oゆ51∫‘那α10sKawataniの宿主範囲．東農大集報，24，281－289

121）丹田誠之助・川谷豊彦（1980）：日本列島所産の麦角（第11報）ヒエガエリの麦角病菌．
　　目菌報，21，97－101

122）Tanda，S．（1985）：Mycological　studies　on　the　ergot　in　Japan（XXI）．A　new　species　ofααv’oψ5parasitic　on

　　肋η伽ε〃αh’枷（Thunb．）C。Tanaka．■α9鹿S砿％ゆoN・9ソ・加姶α㎞，30，95－99

123）　Tanda，S．and　Y．Nomura（1986）二〇ne　newlyτecorded　and　two　new　species　of　Erysiphaceae　ffom　Japan．Trα器潮アo砿

　　Soo，」ψαn，27，17－27

124）Tanda，S．and　Y．Harada（1989）；Mycological　studies　on　the　ergot　in　Japan（XXII）．A　new¢rgot　parasitic　on奮αohne

　　910わ03α．7》㈱．脚ooム30α力μn，30，105－109

125）丹田誠之助（1991a）：日本列島所産の麦角（第23報）ススキ属（盈馳αn∫hμ5）植物に発生した

　　麦角病菌の諸特徴と分類学的所属の再検討．東農大集報，35，213－223
126）Tanda，S．（1991b）；Mycological　studies　on　the　ergot　in　Japan（XXIV）．A　new　vahety　ofααvfoゆs加070増o雌on

　　Eoω∫1ρρ麗soo’μ煙玖7地η5，耀アoo乙300，力脚η，32，495－500

127）Tanda，S。（1991c）：Mycological　studies　on　the　ergot　in　Japan（XXV）．Detemination　oftaxonomic　position　ofergot

　　on助04ゆogoηs’わか蜘s、Zα9鷹Soロb＠oNo9ソo加馨ぬ，36，28－35
128）Tanda，S、（1991d）：Mycologlcal　studies　on　the　ergot　in　Japan（XXVI）．A　new　ergot，ααv’卿5わαh吻chloαθparasitic

　　onBoずhr‘ochJoαPα押那orσ訊α97∫c，Sc’，ToゆoNo9ソoDα∫9ぬ，36，3642

129）Tanda，S．（1991e）l　Mycological　studies　on　the　ergot　in　Japan（XXVII）．An　undescribed　species　ofααv∫oゆ50n

　　D屠吻’α訊α9漉So乙7b＠oNo9ソo加む伽，36，182－188
130）Tanda，S、（1992a）：Mycological　stUdies　on　the　ergot　in　Japan（XXVIII）．An　ergot　new　to　Japan，ααv’oゆs　vか雌5

　　Pa「asitic　onの1誌規θn躍3．万αη3，〃2アoo正Soo。」4pαn，33，343－348

131）Tanda，S。（1992b）：Mycological　studies　on　the　ergot　in　Japan（XXIX）．Two　ergot釦ngi　parasitic　on　Pα3pぬη2grasses．

　　■α9鷹So義7bゆoNo9γoD囎α㎞，36，292－312

一138一



132）　Tanda，S．（1994）l　New　records　of　powdery　mildew　fhngi　of　the　genera　Po403phαε耀，Eり～5ψhe，Phッ11αo伽’αandα4加溺

　　on　some　economic　plants　and　their　allies　in　Japan。ノ1αg7∫o．Sc’．Toゆ01晒ogソo　Dα’g磁〃，38，303－314

133）丹田誠之助（1996）；数種の落葉樹木で新たに観察された砺o’nμ1α，砺c’n繭θ〃α，M’o廊p加εm，

　　Phア〃αo！’n’α4属のうどんこ病菌．東農大集報，41，109－120

134）丹田誠之助（1997a）：3種の草本植物に発生したEワ5ψhε属うどんこ病菌の分類学的所属．
　　東農大集報，41，202－210

135）丹田誠之助（1997b）：わが国の観賞植物で新たに観察されたうどんこ病とその病原菌．
　　東農大集報，42，173483
136）　Tanda（2000）：Two　new　species　of　Erysiphaceae黛om　Japan。ルひcosσεncε，41，155－160

137）　Terashita，T．（1980）：Fungi　inhabiting　wild　orchids　in　Japan（1），Probable　symbiont　of　Cεphα」αn’hααsμ加ρhア〃α．

　　肋ns。〃2ツco1，Soo，』α脚η，21，127－130

138）　Terashita，T．（1982）l　Fungi　inhabiting　wild　orchids　in　Japan（II）。1solation　of　symb藍onts　fヤom助加解hεs　s’ηεn5∫5var，

　　α規oεnα，Z7αn5，卿ωムSoo，力Pαn，23，319－328

139）Tenli，M．andY．Harada（1974）：An　ovaricolous　smut　ofreeds行om　Japan，地ovos5’α4α朋伽1’3Savulescu．7地π5．

　　剛ooよSoc，』αPαη，15，215－217

140）　Togashi，K，and　S．Katsuki（1952）：New　omoteworthy　Cercosporae　f｝om　Japan．Bo乙ル西αg　To左yo，65，18－26

141）徳永芳雄（1938）1日本産麦角菌の研究（第1報）．日植病報，4，113－114
142）Tsuda，M．and　A．Ueyama（1981）l　Occurrence　ofβψ01姻30ッπ040n’i5and　its　ascigerous　state　ln　Japan．Trαn3．η7アooム

　　300，力脚n，22，293－299，

143）Tsuda，M．and　A．Ueyama（1982）l　Dμospo7’脚アαη2αぬ朋醒，apathpgen　of（加ε耀5spp．めoo’αxon，14，145－148．

144）津田盛也（1992a）：真菌の分離と分類・同定（23）～いわゆるイネ科植物寄生性
　　Hε1雁n∫hoΨ07’μ切属菌とC脚躍1α7∫α属菌．1．Hε伽’n’ho甲07珈溺属菌とその近縁菌．防菌防徽，20，

　　265－273

145）津田盛也（1992b）：真菌の分離と分類・同定（26〉～いわゆるイネ科植物寄生性
　　πε1加n1hoερo吻獅属菌とC”㍑1α7’α属菌，2．」07εch51e7α属菌と翫5θ70h’1扉加属菌．防菌防徽，20，325－333

146）津田盛也（1992c）：真菌の分離と分類・同定（31）～いわゆるイネ科植物寄生性
　　με1〃2’n∫ho躍07’μ〃～属菌とCμ押μ1α7∫α属菌．3．βψ01α7’5属菌とC㍑理麗1α7’α属菌。防菌防徽，20，437－448

147）津田盛也（2000）：いわゆるイネ科植物寄生性Hθ1〃伽’ho卿07’麗〃2属菌の分類学的研究．日菌報，

　　41，105－118

148）　Tsukamoto，H、et　aL（1999a）：Survey　and　evaluation　of　U朔αgo17∫chopho7αas　bioherbicidal　agent　fbr　Eoh加oohloα

　　species．オηn．Phツ10卿h．Soo．力μn，65，537－542、

149）　Tsukamoto，H．et　al．（1999b）：Biological　control　ofrice　leafblast　with　Eκsε70h11μ溺加onooαα3，a　pathogen　of

　　Ech’noohloαspecies．∠fηn．」PhアfoPα’h，Soo，』αPαn，65，543－548．

150）Tsukamoto，H，et　a1．（1999c〉：Mode　of　inf6ction　ofEch’noohloαo町吻oo1αby　Eκ5αoh’1吻2用onooε7αs．オnn．Phッ～opα∫h．

　　Soo．」吻αn，65，553－556。

151）月星隆雄ら（1997）：バミューダグラス，パラグラスなど13種の暖地型イネ科牧野草に発
　　生したミイラ穂病（新称）．日植病報，63，496
152）月星隆雄（1999）：沖縄県での暖地型イネ科植物ミイラ穂病菌の探索・収集．微探収報，11，
　　1－6

153），月星隆雄ら（2000）：18種の暖地型イネ科植物に寄生するゆhε1∫3戸pon’oα（ミイラ穂病菌）と

　　そのエピファイトとしての特性．日植病報，66，96
154）宇田川俊一ら（1977）：菌類図鑑，上下，1321p．，講談社サイエンティフィック，東京
155）　Ueda，T．et　aL（1992）；Vesicular－arbuscular　mycorrhizal　fhngi（Glomales〉　in　Japan，1，Isolation　and　identification　of

　　vesicular－arbuscular　mycorrhizal　fhngi　ffom　acklic　loam　of　volcanic　ash　in　the　Tsu㎞ba　area，7ン・αn5，η7アoo1，Soc，Jiαpαn，33，

　　63－76
156）Uetake，Y．et　al．（1992）：Pene碇ation　andpeloton恥mation　bybinucleateRh∫zoαon∫αAG－C　on　symbiotic　ge㎜ination

　　of5戸加n孟hεs伽ε顔3seeds。RεμTollo7∫めooよ血5乙，28，307－316

157）Ueyama，A．and　Tsuda，M．（1977）：Leafspot　disease　fhngus　of　Ch漁510hloααg耀’oα，a　new　host　plant　of　Coch1∫oわ01鰐

　　顔yα加αnμ5［imperfbct　state：Hε1厩n～ho5ρo万μ溺oり～zαε］．7地ns．規アoo正30c．ノψαn，18，245－250

158）上山昭則ら（1978）：いわゆるヘルミントスポリウム病菌群の学名．植物防疫，32，361－368
159）　Vanky，K。and　Y．Harada（1989）：Two　genera　and　eight　specles　of　Ustilaginales，new　to　Japan．7γαn3．η2アoo正Soo，」ゆαn，

　　30，445－461

160）山本和太郎・前田巳之助（1960）：日本におけるCθ～oo卿om属の種類．兵庫農大研報農業生
　　物編，4，41－91

161）山中　達・西原夏樹（1976）：ヌカキビとウイヒ。ングラブグラスのいもち病，日植病報，42，

B9一



　　74
162）山中　達（1982）：目本においてイネ科植物に寄生する琢7∫oμZα7∫αspp。の病原学的考察。日植
　　病報，48，245－248

163）柳田直樹ら（1999）：滋賀県彦根市周辺のカモジグサ属植物ネオティフォディウム・エン
　　ドファイトの分布，日植病報，65，684

164）吉村彰治ら（1959）：北陸地方における稲白葉枯病菌の主要越冬雑草の分布と発病状況、
　　日植病報，24，6

165）吉永虎馬（1905）：土佐国産寄生菌類4．植雑，19，28－37

166）善林　薫ら（1996）：ヤマヌカボ，ヌカボおよびオオスズメノカタビラに見出された
　　オc7emo廠海エンドファイトについて，日植病報，62，281

一140一



宅 翻 一



IV 索引

1 菌類学名索引

zlεo’4’μη2

　　　　　　　　　A

α伽opho鷹。vε耽∫11磁θ

α’ηS1’αεαε

わo’hπos】ρε疋ηπ

　　　　98

．101，　107

oαoα1’αθ

54ラ55

oα74’αn47αε

o副ophツ〃∫一

　　　　117

　　　　　87

　　　　　54

　　　　　71

　　　　　47

　　　　　54

　　　　　55

　　　　　63

　　　　121

　　　　　80

　　　　110

　　　　　94

　　　　121

　　　　　11

　　　　113

　　　　　63

　　　　112

　　　　　72

　　　　133

　　　　　99

　　　　124

　　　　　76

　　　　130

　　　　　69

　　　　130

　　　　　10

　109，114

　　　　　124

　　　　　116

　　　　　55

　　　　　132

　　　　　98

　　　　　49

　　　　　38

　　　　　52

　　　　　53

59，　60，　61

　　　　　52

　　　　　78

オη試h7αoo’4εα　ごα伊oph＝ソ11εαε　。

o’7‘αεαε

4∫3PO7’＿，

ゆ枷ε4π

θ7’か’ch’∫

1吻osα．

η2’C70507α

0わOVO’4εα

PμOSαθ＿

　　　　　　　　5μδ’η01μSσ

　　　　　　　　Vα7’αわ∫1’5，．。

ル伽7加ツcε3
オ耀〃2－type（菌根菌）

’ψε9μεπ5

’Wαfεn5ε　＿

㎞5碗o∫

ρεo窺απμ5

廊oooh卿駕ynoμ吻ε。
オ5∫επnαPε〃fon’αε

　　　　　V’oJαe　＿，＿，＿，．

12

12

12

12

13

13

13

85

・45’α訂0’πε〃α　αη9ε〃α7ε＿

26，36，39，42，75，83，84，91，

106，108，109，125，133

　　　　　　　　　　　　　　75

　　　　　　　　　　　　　　94

　　　　　　　　　　　　　　95

92

1α01μ0α8”4εわ∫1∫S

1αPOπεαε．

10ph襯h’，

リオsfoh’”

“2αC7001’n∫4’∫

n頃α7σ’　．＿。＿，．．

n’κ丸επ3ε　＿，＿

ραεon’αε．

μ50h顔、

βαs’4∫opho7α　εn∫03po7ロ

βψ01α7∫Sα麗5∫7α1∫εn5’5

　　　　　わ’00107＿．．＿，．＿。

ρθ7αcαψαε

∫，1εoかαn∫h∫

ρ0ケ90π’一〇μspf4αが

ρ05∫∫4f躍π＿＿＿．＿＿

ρ㍑ε〆o∫αε＿＿＿＿．＿

耀わ1αε＿＿＿．＿．＿，．．

5αなμ溺εη5ε　＿．．．．．．．．．

B
102，　108，　116

吻號ε∫

卸αVεηε〃’

3ε’α7’αε

5peo旋7

　　　　　　　　’‘0αnα

β1麗〃軍ε”α97αη2’n’S．．．．

　　　　　sp・

81αS’ospO7α

5α麗55μ7εαε一4n’5

50㍑∫ε〃α7∫αε一’n4’oαε

3’ε9θ3わεo丸如ε

か’gonoだ4∫3＿．

Vε70η’0αε一5∫わか’Cαε．

V’η（〕θ10兀’0∫

sp・

Boのノガ3

8アε履α

イε9εガ如ρεn雇Sα’

。4」加go

　　　　　わ1’”＿，＿，

αohy7α死孟h’5，

97α〃吻∫5£sp。α970P塑

grロ吻加’3fsp。わro〃π

o’ηθ陀α

　　43

　　30

　　30

　　44

　　42

　　28

35，39

　　49

ε〃ψ！’oα

21，22，23，24，26，27，

31，34，35，42，44

　　　　　　　　　　30

　　　　　　　　　　24

　　　　　　　　　　86

97α醒加’00’α．

〃π0705PO7α。

OVα如

ρ’Cガ4’S

5αμ5S麗7εαε

50κoh’oo1α

fα7ω‘αo’

β撤ho14ε吻吻n卿∫’

111

21

110

119

113

109

116

118

oαn4’4α

η20〃μ9加’S C

10，18，21，31，32，36，

40，42，63，81，83

POπμZα0αε

舵190PO90海3

∠11‘ε7nα7’α　 α1∫ε7nαずα＿

　　　　　　　SPP・…・・……

！｛η孟ho3ずo規ε1Zαh∫noαnα

104，105，106，109，

110，111，115，116

38

58

47

12

12

Cαε0η2αノ㌃η2α7’αε＿。，＿

Cα10πε0孟7fα070～α’α7’αθ

ノ歪n’h7αoo∫4θα　Z》礁わαμ〃2∫∫

0α7’ofs．

Cεrα陀110PS’S　4りノOP’θ7’4’5＿＿＿

σε7召’0わα5∫4彪’ηoorn’9ε7麗規＿＿

　　　　　　　　　01γzαθ一3副vαe．

Cε7605po7ααoたソ7αn’h’5＿＿，＿＿

　　　　　　α4εno5∫ε“軍n7αε＿＿，．．

　　　　　　α100αsfαε＿，．．．＿。＿。．．

73

．67

　6

50シ　51，　52

　　　　　45

　　　　　53

　　　　　100

　　　　　10

141一



Ceκospo躍吻’吻ε

　　　　　　αP∫0’4ε5　＿

　　　　　　α7’5αε’ηαε

　　　　　　α5∫θ7’3．．．，．．．

α〃ψh吻脚εαε

α3”1わθ5

δe伽o航。．

わ’4ε観s

伽oh卿α
oαnαvα1∫αε＿．．．

oαnε36ξ～n5

0副ophツ11’＿＿

0∫SS∫ブ吻on10αθ

o∫傭11’nα．．

00潮η2ε1∫n’ω1α．

ωn5加’1な

吻αzθo’4ε3、

4’απ‘h’＿．

4’chon47αε　．

4∫5POπ＿＿

　　　　52

　　　　65

　　　　65

　　　　11

　　　102

　　　　87

　　　　98

103，133

　　　　53

　　　　66

　　　　70

　　　　54

　　　　97

　　　　62

　　　　19

　　　118

　　　100

　　　　56

　　　119

　　　　47

　　　　56

　　　　58

　　　　63

　　　120

　　　　62

　　　　74

　　　　37

　　　109

　　　　47

　　　　91

　　　111

　　　111

　　　　48

　　　　49

　　　　50

CeκospO雌脚9α」1∫＿，＿，

　　　　　　　　　9耀〃伽’3

　　　　　　　　　雁曜αε＿。

　　　　　　　　　ρα7此」’5．＿

Cε70’e伽川α5απ

Chαe’o“2あ∫“2

Ch’y300ε1’59ソηos≠ε耀溺αだ5．．

4リノ溺απαε

ぬわ∫α

εh’κo溺oη1αηα．

elong磁＿＿．，

即ho痂αθ。．．．．

ノzαge〃αr’5

ルS枷α0μ1αns

9ηαphα1”＿＿

ho5’αε＿．＿。＿

’αnα肋e

　oαア加ごh如oμη2

　0㍑nloμ10耀耀

　η2ε9α100α胆μ溺

　　128

21，29

　　98

　　48

　　53

Ch榔o〃2ア甑μ70’徽

αnかαo磁α兀’oo1α

　　　　　　1εvε’〃εαπα＿

　　　　　　η20鷹α9ηε’

　　　　　　ρμ1ごh7α

　　　　　　砂めeπ’αnα＿

αα405PO吻規0α膨S”

　　　　　　　声鋤oαε

　　　　　　　　1αo飯oαθ＿

　　　　　　　　SPP・

ααv’卿5α脚雁ε顔5＿

　　　　　　わoごh7∫oσhloα

　　　　　　∫〃2Pε7伽ε

　　　　　　臨o耀1’5

　　　　　　癬0705pom。

　　　　　　n’97∫oαn5，＿＿

伽肋5リア1∫s一雁1’αcεαε．

ααsゼα05po7伽溺プZα9ε〃α薦規

hッゴ7000リノ」ε5

1ααμcαε＿

10ng’SS枷α

η2α’απ∫hεηπ．

加yα舵’

規麗5αεoo1α

παηoon’4ε5．．

ραchy4ε7〃2α＿

ρhリンη観ε．

ρz‘τη如9加’5　．．

ρ0ケgonα0εα

ρ0ケgonα”一襯加OW’OZ∫’

ρμ10hθ7”〃2αε　．＿＿，＿＿＿，

5砿耀7’＿＿．＿

　　　　94

　　　　20

　　　126

　　　126

　　　　75

　　　　48

　　　　62

　　　　86

　　　115

　　　　82

　　　　96

　　　　72

　　　　69

　　　103

　　　　98

　　　　19

　　　126

　　　　75

108，116

　　　　53

〃1’oアooεphα’α　＿＿．．＿＿＿、．曾．．

加C70spO7αvar．肋Wα嫌”．

ραn∫00’Jeα7μ規

Pα5μ1’

P麗胆配7εα・

ρ即麗脚vaLα970ρ卿。．

ρμ脚脚vaLα10Pθ0癖。．

ρμηワ麗～θαvar．ρhα1αガ4’5

v’7擁5＿＿＿＿＿．．．．．．．＿＿，．

sp・

Co6h1’oわ01祝50ツ澱040鷹∫s

s∫ε9θ5伽幻りαe

孟hα1’oケ’oo1α＿．

v’01σε＿，＿．．＿

』ソ05h加α9α’αnα．

zonα’α＿．＿．＿＿

sp・

πμ5α㍑o’

Sα∫’V麗5＿

α5！εnの多

α5∫∫1加5

わ1ε磁θ．．．

oαψ召5ガ

ηπアαわ¢α〃躍5，

noぬ105麗5

σoJε05PO枷規αnθ〃20肥ゴαpon’0αε。

Cεκ05po7ε〃αoア欄noh’

　　　　　　　　釧漉5

4∫05ω7εαε

　　　　　　　　ρ0ケgon’＿。．．

　　　　　　　　v’79α膨αε＿

Cε7005PO7’4如η20α〃ψ∫一S’1ガ

α7∫5≠0100h∫αε

o枷切レ9伽規

傭就ブ吻oη’o’

01e醒α’観s

c1θ脚鋤5一α吻b1’αε

εμ卿∫o所一＿＿

ル麗吻θ＿。＿＿．．

　　　　　　　　65

　　　　　　　121

　　　　　　　116

　　　　　　　　97

　　　　　　　　61

　　　　　　　128

　　　　　　　　17

　　　　　　　　17

　　　　　　　　18

　　　　　　　　18

　　　　　　　　17

　　　　　　　　18

　　　　　　　105

　　　　　　　　31

　　　　　　　111

　　　　　　　　58

　　　　　　　　12

　　　　　　　　26

　　　　　　　　23

　　　　　　　　32

　　　　　　　　34

　24，31，39，40

　　　　　　　　22

　　　　　27，43

　　　　　　　　17

　　　　　33，36

　　　　　　　　38

　　20，　24，　25

　　　　　　　　29

20ラ　41，　42，　44

　　　　　　　　39

　　　　　　　　37

　　　　　23，31

　28，30，34，39

　　　　　　　　30

　25，34，45，75

　　　　　　　　28

　23，24，32，37

　　　　　　　　79

　　　　　　　　53

　　　　103，111

　　　　　　　　87

　　　　　50，51

　　　　　　　105

　　　　　78，80

　　　　　　　106

　　　　　　　　80

　　　　　　　　80

　　　　　　　109

　　　　　　　120

一142



Co’ε05po吻〃～ho吻灘〃2＿．＿＿＿＿

　　　　　　　　’n麗1αε　＿＿＿＿＿＿．．

　　　　　　　　ケω炉．．

　　　　　　　　nε00αCα1’αε．．＿

　　　　　　　　Pαε4（～1ゴαε

　　　　　　　　Pαnノ’spO耀溺

　　　　　　　　ρε4麗nc㍑1α膨〃2＿＿．，

　　　　　　　　ρ加かα諺εガs＿．＿。＿．

　　　　　　　　ρ1εoかαnlh∫．．．．

　　　　　　　　ρμ’5απ〃αε

　　　　　　　　3αμ55μr召αε　　壁甲甲　．　．．

　　　　　　　　501’4α9’n’5　＿＿、

　　　　　　　　50ηch’＿，＿，．．．＿　．

　　　　　　　　伽55’1α9’n∫S　＿＿，＿＿

σ01ε70α　　7hアnchos’αε，，＿＿＿＿＿＿

　　　　　Mノα145’ε’niαε

Co11αoか’6h㍑“2　αo㍑～α～εぜ“2．＿，＿．．

　　　　　　　　　cαμ4αf配η2．＿，＿＿．

　　　　　　　　　ρ10α躍n1＿＿＿＿

　　　　　　　　　g10ε05pOガ0’4ε5

　　　　　　　　　97α〃2in’001α＿＿

　　　　　　　　　V∫0’αε一5α”Vαε　＿

C70nαπ彪〃2／Zααゴ4μη2＿＿＿＿＿＿，

　　　　　　　7∫わ’CO1α

CりP10S’∫0’ε〃α　肥アη0μぴ’αε、．＿

Cμ岬μ1α7’α　～oη1α1o＿，

qソ伽4700岬on5α9伽7’αθ

Cン1加4～05Por’㍑〃2V∫0∫αε一麗nヴμ9α‘～

　　　　　　　　　　　　　　　　D

z）α71μoα　’n’θr5θ溺’nα～α　．＿，＿，＿，．

Dεn4切ワh∫ε11αsp。

五）εn4αph’o雌　αvεπαε一sαπvαε

　　　　　　　　nαn㍑漉　．。．．．．．．．．．．．．．、．．

　　　　　　　　ρen∫o’〃α勧η2

D’αohαεαθ1ε9αn3

D功溺05phαε吻謝α∫05po7α＿＿

Z）’ε’ε1fα　　り～5’η1αoh’αεrゾαponごcαε

五）oαssαπ5∫α4’5だohα

五）0αS5’αnα　α”5“2αガS＿＿，＿．＿．＿

Z）o’h’4θ11α　　oo切μθn5＿。＿＿＿＿＿

　　　　　　　’05εn5∫5

1二）7θoh31ε君α　わ〆’zαε　．

　　　　　　　oα1enα7’α＿。。．

　　　　　　　9’9α班εα　＿＿＿．＿＿

99，100，

　　　104，

99

110

123

115

129

104

114

103

　121，122，123，124

　　　　　　　　　　　81

　　　　　　　112，114

　　　　　　　　　　116

　　　　　　　　　　117

　　　　99，115，130

　　　　　　　　　　　69

　　　　　　　　　　　86

　　　　　　　　　　　77

　　　　　　　　33，38

　　　　　　　　　　　32

　　　　　　　　　　　46

27，28，33，37，42，43

　　　　　　　　　　　70

　　　　　　　72，　131

　　　　　　　　　　131

　　　　　　　　　　　75

　　　　　16，　21，　27

　　　　　　　　　　　10

　　　　　　　　　　　69

　　57

　　17

　　23

　　36

　　72

6，　16

　　36

　　127

　　10

　　10

　　67

　　20

　　24

　　23

　　31

　　21

　　16

Eπリン10溺αdαCリノ”4’5＿，＿．

　　　　　弄oα廊ε

　　　　　加070spO耀耀

　　　　　ρ’07’4∫S

　　　　　ρoか5PO7㍑〃2．、．

　　　　　1hα1∫‘翻’

助hε1∫s仰o鷹α＿，．

　　　　　sp・

助’ohJo6　りψh’πα

　　　　　　　sp・

Dμ05PO7彪η2　アα〃2α4απμ’π．

　　　　　　　　　　　　　　　　E

E1αpho吻脚θ5gr伽μ1α～㍑3（菌根菌）

En40phツ〃㍑川ノb襯05αn麗形

　　　　　　　　肋θ7nわ‘zoh却．＿．＿．．＿。＿

　　　　　　　　ραε4e万αε

Enリノ10醒αα10Pε6麗万＿，．＿＿＿＿＿＿．。＿＿

　　　　　oh那03P1εnπ

127

108

119

129

21

87

28

81

81

113

101

82

　　　　　　　　　　　　　　　25，27，28，30，32，34，36，38，39

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　44

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23，　40，　41

珈oooωso耀snε脚～ospo耀5＿＿＿一＿＿，＿、＿＿＿．、．＿＿．．．＿17

1功’oooo麗〃2p扉ηワμ君α50ξ～ns　＿＿．．＿＿＿＿．＿＿，＿＿＿＿．．　45）　66

　　　　　　か’”o∫　＿＿＿＿。．＿．＿，＿，＿＿．＿り．．．＿＿＿．．．．．．．＿．．．．29

助’hε1εりphαε＿＿．＿＿＿＿＿＿』．＿＿．．＿＿＿．一＿＿．．．曾．＿＿52

助吻hεαo’∫no3繊脚1’5＿＿＿＿．＿＿＿．．、、．、．＿、、．．．．．．．，61，62

　　　　　α4εnopho70θ＿＿．＿＿．＿＿＿＿．＿、．．．．．．．．．．．＿．＿．＿99

　　　　　αgμ∫1εg∫αε　，＿．』＿，．＿＿＿＿＿．．．．，．＿，＿，＿．，．．、81，　104

　　　　　α卿1εgiαεvar、α9μi1ε9’αε。．＿＿＿．．＿．．．＿．．．．78，79

　　　　　αgμ’1εg∫αεva！’一■αημπoμ1’　＿＿　78賢79，80，81，　83

　　　　　α7αδ∫4’s　．．．＿，．．＿．＿，．．＿，．．＿一．．＿，＿．＿壁＿，＿，．．．．．．．．＿．59

　　　　　αr1ε〃π5∫αe　　＿，＿＿，＿，＿，＿，．＿＿，＿，＿＿，＿，＿＿　　102

　　　　　わe’α8　＿，＿甲一甲．．甲．．甲＿＿．甲．一P．．．P．甲．P甲甲甲＿，一．一一一．一一．．．．¶甲．．甲．．．．　58

　　　　　わ∫ocσ11α’α　　＿．＿，．＿＿＿．．＿，＿．．．＿．＿，＿，．＿．，．　123

　　　　　わ’ocθ11α’αvar．n¢onα〆4αε　　．．．．．＿．＿．、．．．＿．．．．＿，　　123

　　　　　わ7αμn距．．．．．．．．．．．＿＿，．．＿．＿．＿。．．．．．．．＿．．．．．．．．。．．．．＿．．＿．　114

　　　　　わ7襯nεoρ襯αα1α＿一。＿＿＿＿＿＿一。＿＿＿＿＿、、＿，131

　　　　　0ε105iαε　＿，．＿．．＿＿＿＿，．＿，＿．．．＿＿，＿，＿，．＿，＿＿。．　53

　　　　　0h’07αn’h’　＿，＿，＿．．＿＿＿＿＿，＿，＿＿，＿，＿，＿，＿＿　　58

　　　　　c’cho7αcεα7μ溺　　＿，＿，＿．＿．　54，55，59，60，63，74，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　78，118ラ121，127ヲ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　129，132，133，134

　　　　　0∫ohorα6eαrμ刑var．o’ohorαoεα耀〃2　．．＿．。．．．．．．．、　100，

　　　　　　　　　　　　　　　103，106，107，109，110，111，II3ラ

　　　　　　　　　　　　　　　ll5，116，117，118，119，133

　　　　　0∫chorαcεα耀耀var。1α1’5po7α＿＿＿＿＿．＿＿＿101

　　　　　dcho7ααヲα7μ〃3一取pe　　，，．＿＿＿＿59，64，72，94，96，

　　　　　　　　　　　　　　　99，100，104，109，110，112，115，

　　　　　　　　　　　　　　　122，124，129，130，132，133，134

　　　　　00〃2η2μn’5　　＿＿．．。．　54，62，64，66，72，73，80，87，

　　　　　　　　　　　　　　　　96，97，101，107，121，124，131

　　　　　0耀狗α耀醒＿．．．．、．．．＿＿＿＿＿＿。．＿．＿＿．＿59，61

　　　　　0μη冨ηπn5ごαnα　＿．．甲．．．．．．＿．．＿．＿，．．，．．．．．．．．．．．．．．　105，　112

　　　　　gα1εops∫ゴ’s　＿＿＿曾＿＿＿＿＿　121，122，　123，124，　125

　　　　　9α1f’＿＿＿＿＿，＿＿＿＿＿＿甲＿＿＿＿＿＿，＿＿＿129

　　　　　9鋤var．漉41’αnα＿，＿＿＿＿＿．＿，＿＿＿＿＿＿129

　　　　　9θ7αn’∫．＿＿＿＿、。＿＿＿＿一＿＿。＿＿＿＿．＿＿，＿＿＿64

　　　　　91ン伽ε3．．．．．＿．、＿．＿．◆、．、．．＿＿＿．．．＿．．＿＿＿＿＿＿＿67

　　　　　9⑩ne5var。9ケo加¢5＿，＿，＿，．＿．、＿，，．．．．．．65，66

　　　　　9かo加ε5vaL’ε5Pε4εzα，＿＿一＿＿＿＿，＿＿＿＿＿68

　　　　　herαo’ε’　．．．＿．＿．．＿。＿．＿＿．．＿＿，89，　90，　91，　92，　93

　　　　　ho溺〃2‘zε　．＿．．＿，．．．．．．＿＿．．．．＿＿．．．．．＿＿。＿。．．　121，　125

　　　　　ho77’4μ1α＿，＿甲＿一＿騨＿．．＿．．．．、．＿．．．＿，．．＿．．．．．＿＿9．．　55

　　　　　hμαア∫nεn5’5＿＿＿一．＿．＿＿＿＿＿，＿＿＿＿＿＿＿，，＿　　124

　　　　　肋α㍑1’αε　＿．＿．＿．＿．＿＿．．．．．．．＿酢．．．．＿．＿．．＿。＿．．．．＿　　120

　　　　　えア麗〃26hoセπ＿，＿＿，＿，＿，＿，＿，＿，＿，＿＿，．．＿，．　87，　88

　　　　　　1αpoπθαθ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿，＿，＿＿＿＿．＿，＿＿．＿＿　94

143



Eび珈hε1yfh7∫

’ηα01εαアαθ

規の70所

醒αツ07”var。∫αPOη’ω．

πεPααe

o’αn”

ραεon’αε

ρ’1θαε

ρ’5’

ρ1εoか卿h∫

ρ0ケ90加＿＿．

ρoケgoη’一type

ρμ5’〃α＿＿

7αnμnα41’．

5ε4’

71

73

113

107

122

94

72

95

sor漉4α

’舵5∫∫

　　　　　　　　　　　　　65，68，69，70

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　124

54，60，77，95，100，128，131シ134

　59，61，63，64，65，66，73，77，

　78，79，80，81，83，87，88，89，

　90，91，92，93，95，97，120，121，

　　122，123，124，125，132，133

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　87

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　79

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　59

μ1η！α7’αε　．．．

V’0∫αε一μηヴμ9αε

wαnεガ

sp・

E兀5εroh’1μη2 〃距670Pμ5＿

η20noOε7α5

sp・

Fα770Mノ∫α　　　5ε“謬1nμ4α．。。．＿＿．．

E鰐5∫αル㎞3h’αnα

　　　　　　nα㎞n∫5h’えi’．＿＿．＿。

　　　　　　～hμεη3ε“ガ＿，＿，．

F初5α7’躍〃2　　αVε麗αCεμn7

　　　　　　　　0’4’0’4ε5　＿

　　　　　　　　sp・

Fμ5’（ゴα4’μη2　　3ごhnαわ1∫αnμ〃2

αoεocε7005pom50rgh’

σ’o耀5sp．（菌根菌）

Gμignα7伽耽ho3αn’h∫5

F

G

126

86

84

70

73

59，73，84，95，100，107，

115，121，122，123シ125，132

　　　　　　　　　　　　　　　　　　34

　　　　　　　　　　　　　　　　　　27

　　　　　　　　　　　　　　　　　　37

　　　96

　　　13

13，38

　　　13

　　　74

　　　75

　　　38

　　102

Hαゴ～017∫oh麗溺1∫nεα7ε．＿＿＿，．．

恥Plolhεo如溺00μ’ゴ’5

旋1〃禰’ho5po吻〃2α耀nゴ’n’5。

Hε陀705poπμ耀　　4’απ～h∫

砺α10P307αα0μ’eα’α

　　　　　　　　αsp∫4’0勘5

　　　　　　　　ゴψ’αzπ

　　　　　　　　hαた04α！θn3’5

H

　　　　　　44

22ラ36，　119

　　　　　　62

ρ0ケPO4”，

29

81

22

56

　4

　9

　9

　9

4，7，　8，9，　10

鳶αrfop5’5αめ0703ε”α

5∫ε11α7’αε．

καわα”θ〃α

κθ∫551ε7’ε〃α

κo吻卿α

sp・

K

56，57
　　　57

　oμ1規ψ4α，

00’η〃2ε1∫nαε。

LεPガOP（～1だ5ノαpon10α

L

43

45

19

L曜05phαε禰α耀n4∫nαoεα

　　　　　　　　　　401’01μη2　＿，．．

　　　　　　　　　　09’1V’εns’5

　　　　　　　　　　’α’Wαπεns’S．．

LεP’03phαε剛1’nαか⑳1’∫．．

LεPごospO7α耀わε〃α＿．．＿＿＿

」乙εP’OS’70〃観　　ρεnπ’Sε1∫＿＿

　　　　　　　　　　ρ0〃肋’αε＿＿

　6

40

　　　　116

89シ　131

　　　　21

　　　　68

五ep’OSか0〃2ε〃α

Lep1o孟hア吻脚

ρh7α9〃π”s

耀わ如ε

58，71，91，95，110，126，131

　　　　　　　　　　　　　　　　　　39

　　　　　　　　　　　　　　　　　　35

Lξμo～700hf1αce7α5だo耀溺，

　　　　　　　　　　7αn麗noμ1’。＿

LεVε’〃麗1α　　∫αμ7∫Cα

40

130

56

81

133

惚c70pho〃昭 00η2加ε1∫nαθ．

ρ0ケ90’観’∫

　　50noh’＿

M

144

ル名αOFO5PO7i麗η2

　　　　　　　　　　　Sアηψ10Cαψ’

伽gnαpor∫hεsα1v加”，，＿＿＿

ル毎9η躍5’ε〃α　ρ0’εnだ”αε

ハ4iα55α7’nα

届θ1α〃ψ50rα

OP〃5川en’，

　αpooツn’

ohε1’40nπ一ρ∫εro1π

θμpho7δ’αε　＿＿＿，

ε㍑pho7わ’αε一4躍10∫3

h塑ε吻o耀溺

1’0α襯．

　　　　　　　　　　えμsαπo’

　　　　　　　　　　1加’

　　　　　　　　　　〃2α9ημ5’αηα＿

　　　　　　　　　　oκh’4∫5一即e加5＿，，＿

　　　　　　　　　　yθZOεns’3＿．＿＿■＿

漉1α即507θ11αo岬ophア1」αoεα7μ〃～，

Mε1αno40∫h’3　αz7’o’5＿＿＿＿＿，．＿，＿，

伽1αnO卿ch伽ψεnn5ア1vαnloμ〃2

漉1αno惚n加nεπ409επ嫌一

　　　　　　　　　　　106h’α’αη麗〃2

ハ4ε1α5〃2’α　　50010P召η4r∫∫

ル行070わ0’り濯〃2V’01α0εμ規

盈6705phαθ7αα1n∫＿

　　　　　　　　　　α51m9α1’＿＿＿＿

　　　　　　　　　　6δκ用1ε7∫　＿．＿．＿，＿，＿．

　　　　　　　　　　4励3α

　　　　　　　　19

　　　　　　　　48

　　　　　　　117

　　　　　　　　11

　　　　　　　　45

　　　　　　　　85

　　　　　　　　37

　　　　　　　　97

　　　　　　　　73

　　　　　　　　62

　　　　　　　　62

　　　　　　　　64

　　　　　　　125

　　　　　　　　64

　　　　　　　　70

　　　　　　　　73

　　　　　　　　51

　　　　　　　　73

　　　　　56，57

　　　　　　　　13

　　　　　　　　75

　　　　　　　128

　　　　　　　　99

　　　　　　　　　4

　　　　　56，57

67，　103，　129

　　　　　　　　65

　　　　　　　　70

　65，　66，　68



ル五〇705phαε■αn‘5sε1’1

　　　　　　　孟ψ1”var．吻b1”

磁1ε5’nα卿1εn’枷o’5∫＿，＿＿，＿．

　　　　わ1ε‘hη∫oo1α＿＿．＿＿．．＿。

125

67

　4

　4

5，6

Ooh70P507αα枷ε

oα町ρα∫o耀加＿

oh’㎞goεη5な 5
7
5
5

O

　　伽’5θnεη5∫5．

　　丸7ロ麗ηh’αe

αs’επ5－P卿‘θ’

79，83

0妨μ翅

oon’og7αη2規∫ooZα

4’yOP∫e7’4該s．．

ε疋露h70so7α。．

εx∫9襯．

ルμ11珈α．＿

か吻05απα．

伽伽osα＿．．

’10αnα　＿．．．．．．

∫εzoθn5’5＿一

㎞朋θ∫αnα＿，．

而070spOm。

’煎舵ns∫S．，．．，

雁アαわσ．．．．．

4，5，6，8

　　　　5

040n’OSO吻ε

ρ’ε7’4’001α．．．

5め1εv’s＿．．．．

∫oわ惚9α’一

VO9εS∫α0α

9
5
6
8
4

4，8

5，7

　6

　6

　8

　4

　4

6

cσ伽〃加〃2

e脚’伽ε一so刀ご紡b伽ε

1ααμoαε一4θわ’1’5

’εo灘7’一5∫わか’c∫

50nohf一αrvθn3∫5

vεめenαε．＿＿，．．

53

73

106

117

108

111

122

117

134

　　　　sp。＿＿。。＿　　54，59，60，63，66，67，70，73，78，82，

　　　　　　　　　　84，87，88，89，90，93，94，96，97，98，

　　　　　　　　　　99，100，101，103，105，107，109，112，

　　　　　　　　　　113，115，116，117，118，！19シ122，123，

　　　　　　　　　　124，125，127，132，133

0ψ’4励～v∫ご∫αε．＿，．＿，．．＿．．＿．．，．．．．．＿．．．．＿．＿，＿，＿，＿，＿。＿＿．70

（加h∫040孟h’s　　α耀n4∫nε11α8　　＿＿．．＿．＿，＿。．＿．．．．．り．＿，＿，＿，＿　　22

　　　　　　ρα5躍∫一『『．『曾曾．．．．．．．．．曾曾『．．．．．．一．．．．．．．．．．．．．．．．＿一一一甲．．．．．38

Ov吻吻力10磁e

ル行アα9’α　αηαphα1’4’5， 101

117

28

29

98

hαツαoh’nθn5’3．

50hwα置z’αnα

s！ε1」α7’αε＿．．．＿

∫OVα7αε

65

75

70

57

75

　　　　ρ5εμ405phαε吻

ル活0θ5Z’0η2ア0ε5　わμ〃α’μ5

赫ono9即hε11α柳α’∫5＿．

吻ooΨhαε7ε〃αα伽ophoアαe

　　　　　　　　o耀εn的

　　　　　　　　41αn∫h’＿．．＿．．

　　　　　　　　1α9μnθn5’3．。．

　　　　　　　　リノohn’oo1α

　　　　　　　　5hoη2αε

めcovε〃05∫ε〃α4ε’gh’o庸

　　　　　　　　卿ア祝91ηεα＿

　　　　　　　　んoεP舵’

吻7fo501θ70枷如δ07εα1∫5＿＿．

68，70

　　56
50

56

80

20

102

36

41

Pα脚hαθ03phαε吻

Pαπs－type（菌根菌）

Pα704’θ’1αhε伽副＿，

Pε面α伽oh卿3＿。．＿，．

Pε70π05po7ααc妨7ゴ試5

“210ho∫’∫

P
36，40

39

α97ε5’r’5

α97枷o廠ε，

α瓦5加εα耀溺．

α1’α＿．．＿，＿。

α脚肋ε5一＿

αrε澱7’αe＿．．

N
巌n瞬勧’0溺アCε5脚79αn∫’．

ハ碩P∫01α4’μ〃2　α7μn4加αoε㍑溺．

八セ’η躍OS！01ηααπε雁S’αε、．．

52

40

102

29

66，67

　　125

　　54
　　132

わ07ε詔3

ハたoりpho4髭4〃2 卯h’纏〃2。

sp・

ハセOVO53’α

1W9705PO7α0りZZαe＿，

　　　　　　sαcchα1ゼ

4αnめ’α1’5

20，22シ23，24，26，

29，31ラ35ラ41，44

　　　　　　　　40

17，40

　　40

17，40

　　17

δo’h7’03Pε脚＿，．＿．＿，

δμ1わooα卿＿，＿，＿，＿，．．

oαJo∫hθoα＿．＿．＿，＿＿。．．．

oα7伽η吻ε5．1αdπ妨αθ

0ε703∫∫∫一9’αn4μ10S’。，，＿

ohε1’40κ距

‘hσ50sp1εn距

　　　　　　3phαθ7’cα．．

N’ηめツα　5σ’卿∫001α

co邸読5一赫α耀伽ε．

6祝oめα1’、、＿、＿，＿＿，＿

4θn’α7’αε．＿，．＿。．．．．＿，．．．．

4εn’α吻ε一溺α070phア〃αθ．

4e躍o伽＿．＿。．．．＿．．＿，＿。．

4耀δαε＿．．＿＿＿。．．．．．．．＿＿

9α〃’一vθπ。、。＿＿＿，＿，＿。．．．

h’ε〃2α1’5　＿＿。＿，＿，＿．＿。．．

h’呂α孟5麗肋ε　．．，．．．．．．．．．

83

56

126

128

57

128

54

73

128

60

56

72

87

73

56

60

60

八石04μ10sphα（371α　401∫010’4e5

　　　　　　　　加noon’0α

　　　　　　　　吻pon吻

100，U3

　　　102

　　　86
ho加η2αε

65，66

　　60
　　128

　　81

　　128

128

一145一



Pε70πospo雁hア10耀ωn∫5

　　　　　　κoohぬθ
’α加∫．

1α∫h卿一ρα1μ謝5

72

58

122

67

68

67

57

58

61

61

132

60

81

128

85

69

57

57

102

55

58

69

69

96

82

48

44

130

109

66

19

45

Phア〃αoho7αoツno40nπ5

10∫o耀η2

“2αnsh麗πoα．

η2θ4’α．＿＿．．

η2’nor　。．．

πα3‘μ7ρだ’一〃～on1αn’

nα5’μπ’∫一ρα1㍑51か’3

Pα1麗5か”5＿

Pα7α5∫”oα

7απμηcμ1∫＿

Sα肋n20’0’

Sαng麗’SOめαε

5ξμ麗溺，

5’θ11α万αε一α9㍑α∫’cαε

5陀〃αガαe一μ1’9’no5αθ

5μ塘7εα。＿．

か’gonoだ4∫3．．＿＿，＿＿

Vα7∫αわ∫〃3．．．＿＿＿＿＿，

V∫C∫αθ　。、

V’6’αε一3αだVαε＿＿．＿。

V’0’αε＿，＿＿，＿＿＿，。。

　　　　　　アαη2α4αnα

Pe3如10だOP5’50耀εn孟α

Pε㍑4000（フh1∫oわ01配5α㎞∫∫

Phαo∫4’μ〃2　7εPαn4麗～η

Phαθo磁7∫o卿sgnαphα1∫αcεαe，．．．＿＿＿．、＿＿＿，＿＿＿＿．

　　　　　　　　n∫9”cαη5＿＿■＿＿．＿＿＿＿＿＿＿，＿＿＿＿＿＿

Phαθ07αη1μ1ακα　4’05007εαθ　．＿．．．．＿．．．＿＿。＿．＿。＿．＿＿，＿，．．

Phαεo叩hαε”α　　εμ3∫o川α　　．．噸＿．＿甲＿＿＿。。＿＿＿＿＿＿＿。，＿＿

　　　　　　　加舵1∫o’4θ5＿＿＿．＿＿＿＿＿＿．．．＿．＿20，25

　　　　　　　　hθ脚か’oho’4ε5＿，＿＿。＿．＿＿25，29，37

　　　　　　　∫ε‘nofooJα＿．＿＿一＿＿＿＿＿＿＿．＿＿＿＿＿＿　 45

　　　　　　　　1αo㍍ご05α　＿，＿＿，＿，＿．＿．＿．＿．り．，＿．．＿，＿，．．　25

　　　　　　　　1α潤5θn’αnα　＿．＿＿＿，＿，＿，、．．．．．，．．．．．．．．＿。＿．．　29

　　　　　　　　か・μ’o’　＿＿．◆．．．噸．＿＿，＿＿．．．．＿，＿．＿，＿，＿。＿一　23

　　　　　　　　vα9απ5＿，＿，．、．＿、＿．＿＿＿＿＿．＿20，31，40

Phα柳50rααπε枷5’αε『＿＿102，103，106，109，110，111

　　　　　’noo即’飽＿，＿＿＿＿、．．＿．、＿＿．．＿＿．＿＿33，35

　　　　　’∫oαnα．＿，＿，＿＿＿＿■＿，。＿■＿■＿り，．．．り．．．．．．＿＿．＿。　88

67，69

　　19

38，43

　　85

　　85

4’η287’αε．

97α1η’n∫5．

42

27

　　　　　　加ψε～α’κ01α

　　　　　　’shαε雁

　　　　　　1εP’o’hεcα　　＿

　　　　　　0ηΨ07α”……

　　　　　　ρα3Pα1’001α＿

　　　　　　ρ0αθ”””・・…””・

　　　　　　ρogo副hε7’＿

　　　　　　ρ㍑no’配〃霧・……

　　　　　　3ε∫α7∫αε001α＿

Phア〃05が伽ohεnopo4’∫一α’δ’

　　　　　o蹴3π

Pαohツ7h’z∫

‘εご！α＿．。　，．

Pho〃20P5∫5　sp，

Ph7α9雇伽規ゆ轍醒＿甲＿＿
　　　　　　Z》7εVψε4∫0ε〃α伽燗

〃0αnμη7　．．．．

ραP∫11α膨溺

ρ0ガε雇’〃αθ

耀わ∫ブαpon∫（ゴ

アα〃2α4αnμ〃2＿

85

85

83，85

」Phツ〃α6ho7α　　α970Pツア’

85

85

29

25

24，27，29，33，39

　　　　　　　33

　　　　　　　36

　　　　　　　35

　　　　　hoμπμyη’αε＿　　＿

　　　　　hμη！μ1∫nα＿．＿，．．．．

　　　　　加伽αch∫αε一一＿

　　　　　耀ゆ1εx’ゴ’5

　　　　　nα5∫㍑7だ∫　＿＿＿，＿

　　　　　ρ1α’21α9’nε11α＿，

　　　　　7εツnoμ17∫αθ＿＿＿

　　　　　5070ph麗’αガnεα

　　　　　卯h加α

Phy5α105po7α脚01卿ε＿＿

　　　　　　規1μ7απα　．

Phツ504α川α脚o配1α泥．、＿＿

　　　　　　溺ア7iophツ〃麗溺

PhアsOPε〃α　α溺Pε10ps’4’s　＿，

Phツ’oph’ho7αoααo耀規一，一＿

　　　　　　oアPεπ＿＿＿＿

∫ψ5！α〃5＿＿

η躍4’0α9∫雇S＿

　　　　　　　’5αohnθ5　．＿，

P1α9’05∫oη3α　　ρh7α9〃π～’oo1α。

Phツず0卿s吻αsp。

P1αco5phαεr∫α

　　　　　　ρ0リノα50κ加＿

P’α5溺04∫opho7αわ灘5∫6αε一

P1α5〃20Pα7α　αψ’nα，＿，＿＿

　　　　　　αμ5‘7α1’S＿，．．

　　　　　　o’〃πo亟｛9αε＿

　　　　　　4εn5α　．＿。＿．。

α〃2η20ph”αε＿

ακh7αxon’5。． 35，37

33

33

41

42

37

43

58

106

86

55

127

98

61

126

75

131

52

73

85

10

65

96

59

16

B3
68

63

33

40

75

60，61

　　82

　　62

　　80

ε1αごOS’ε〃2α”S

hα7αε　、．＿

規砂ακεαηα＿

nα㎞no∫　＿＿．

130

94

87

95

73

n’Vεα　
＿。＿

064μoen3＿

ραα5露’4’5

ρhζソ川αε　＿

89，90，91，92，93

　　　　　　　53

　　　　　　　113

ρ’1εαε，

ρ麗3’11α，

　　　　　　Pヌ9吻αεα・

P1θ05PO7α　0α0α1’αε＿．．

h’4α㎞nα，

125

94

63

sp・

78，79
　　104

　　131

58

146一



P70ガ0〃2γCεS’no躍アε’一，＿＿＿

　　　　　　　　　’αα麗cαε一4ε6’1∫3

　　　　　　　　’nααospO耀5

　　　　　　　　ραohツ4ε7η2μ5

P3εμ400ε7005pO7α　ααino5！ε醒用αε

　　　　　　　　　　　　　　α9ε繊o’4ε5＿＿。

　　　　　　　　　　　　　　αかo一脚79’nα1∫s

　　　　　　　　　　　　　　加肋ηπnαε＿

　　　　　　　　　　　　　　み1躍ηεαε

　　　　　　　　　　　　　　わoεh〃2επαε＿．

　　　　　　　　　　　　　　oh’07αn∫h∫

　　　　　　　　　　　　　　con50σα’α

　　　　　　　　　　　　　　oon蹄α7’α＿，＿＿

　　　　　　　　　　　　　　00πアZαε

　　　　　　　　　　　　　　oツ1’n47α孟α

　　　　　　　　　　　　　勲o照ε

　　　　　　　　　　　　　　hかα‘sμ㎞ηα＿，＿

　　　　　　　　　　　　　　ho㍑伽ア廠ε＿＿

　　　　　　　　　　　　　　h麗“1㍑1’＿＿＿，＿．．

　　　　　　　　　　　　　　nア〃ψhαεαoεα

　　　　　　　　　　　　　　oθno～hε7αθ

　　　　　　　　　　　　　　Pαε4ε7ごαε

　　　　　　　　　　　　　　ρε”〃μ’αε，＿＿＿

　　　　　　　　　　　　　　ρε雌∫cα揮α8．＿＿

　　　　　　　　　　　　　　po11’αθ．．．

　　　　　　　　　　　　　　po麗zoZz吻

　　　　　　　　　　　　　　ρ7⑫5α

　　　　　　　　　　　　　　ρ∫θr’漉5

　　　　　　　　　　　　　　ρツ770siαε＿．＿＿

　　　　　　　　　　　　　　S扉9’〃20’0αnα

　　　　　　　　　　　　　　’吻07εnsfs

　　　　　　　　　　　　　　め’

P5e麗400ε7005po7ε〃αsp。

PSθμ40醒onα50∫55’001α

　　　　　　　　　　91‘z4’01’pv．91α4∫01’

　　　　　　　　　　5ア”ngαθ

P3ε㍑40Pε70no3PO7α0伽ns’5

　　　　　　　　　　　　　　　hμ規麗1’＿，．＿，．．．

　　　　　　　　　　　　　　　配π10αε＿＿＿，．．

P5εμ40Pεz’zα　7ゆθn4αvar，’hα1’oか’

Pμoo∫n’ααoα05αε

　　　　　　　αohnα’hεガ＿3’わか’o’

αo惚αθ一αgro臓ツr∫．

α4εnopho耀

112，119
　　　　110

　92，93
　　　　118

　　　　　61

　　　　108

　　　　133

　　　　　53

　　　　104

　　　　　93

　　　　　58

　　　　　97

　　　　　19

　　　　107

　　　　　19

　　　　　71

　　　　　19

　　　　　86

　　　　　55

　　　　　71

　　　　　72

　　　　129

　　　　123

　　　　　77

　　　　　19

　　　　　94

　　　　　62

　　　　　　5

　　　　　　8

　　　　116

　　　　119

　　　　　19

　　　　　41

　　　　　96

　　　　　　4

　　　　116

　　61，62

α（～c’4π＿1εμoαη孟hεη軍∫＿．．

αε謂v読s＿＿，＿＿，＿＿。

α970Pツ7’一〇’1珈3＿．＿一

α970P頭ω1α

α加51’αεα召

α’n51’卿ε一αcε肋1∫αε．

α1わ’5PO7α．．＿＿＿．＿＿＿

α肋．．．

　　　55

　　　95

　　　82

74，77
　　　44

　　　78

　　　99

　　　13

35，

　29，

　29，

α加∫nα＿＿＿＿＿，．＿＿．

αnθη30nε5－m44εαnαε

αngε1’oαε、．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 89，

130

41

82

101

101

13

46

96

79

90

147

Pμoc加’ααng♂’o’oo1α

　　　　　　　απ9μ5！α～α＿＿＿＿，＿＿＿＿＿＿＿，＿，

　　　　　　　α0醒or’εn5’5．＿＿＿．．＿＿＿．＿。＿＿，

　　　　　　　α紹nα7’αθ．。

　　　　　　　α79εn～α～α…＿＿甲．P＿＿＿甲

　　　　　　　α舵〃1∫3’αε一舵’s舵αnαε＿＿＿．＿，．．

　　　　　　　α〆1h7砿o死∫5＿o’1’α7’s＿、＿，＿．＿，＿

　　　　　　　α耀π4’nε11αε一αηo規α1αε

　　　　　　　α耀n4’n’5－40nα0’S

　　　　　　　α5απnα

　　　　　　　α5Pα7α9’一1ぬゴ’

　　　　　　　α5Pε7θ11αεヅαpon∫oαθ

　　　　　　　備’励ε～’ng珈α＿．，＿＿＿＿．＿、＿

　　　　　　　δα’0α1θns∫5

　　　　　　　δεnκε∫．1．1．．．．．1．1．．．．．．．．．，1＿．．＿．曾．II．．1．．

　　　　　　　6εnoゆα〃2επ5∫S

　　　　　　　δ醜oπαθ．＿．＿。．＿．＿，＿＿＿，＿，＿，．

　　　　　　　伽ch塑04”var．伽chアρ04’∫＿一

　　　　　　　伽oh塑04”var．ρoαe一ηε溺07α1∫．

　　　　　　　わ肥vκμ伽’5＿．．＿＿．＿．．

　　　　　　　加1わooα3如η∫

　　　　　　　わπP1θ卿

　　　　　　　0α0αO

　　　　　　　oα10’かαμθvaLcεn’α麗7εαε

　　　　　　　oα々hαε

　　　　　　　oα1’h’oo1α

　　　　　　　cα1嬬3n躍α

　　　　　　　cαηψαπμ1αε

　　　　　　　oαnα1’‘μ嬬α

oα漉∫一α4επoc側1’

oα7’o∫3＿

oα7’d3一α部e7’nα

o碗o’5一わゆh副oα刑ραθ

cα7’o’5．わoo’だ磁α＿。＿，＿

oα7’c’5．わ耀nnθαθ＿，＿、＿

cα7’015一ακαeα耀n

Oα7’0’S－oon’Cαε

oαr’c’3曜4α’5εnen3’3　．．．．＿

o副o’3－4枷叩hole郷．．．

c副c’5乖伽ε

cαπc’5ヅ管1’c加αε

cα7∫c∫5－gめわαε＿＿＿＿＿，

oα」ぜo’5－hε’ε〆01εP’s

o副o’5ブゆon∫oαε

oα襯3一んoμ吻α肥n5∫5．．

oα7∫c∫3－1αncε01躍αε＿．．．

cα7’o’s一η2α0700θphα1αε

0ακof5一用αX枷0瞬OZ∫1．．

oα7∫o∫5一加o〃’oμ1αε

0α7∫C’3戸η20n’αnαθ

　　　　　　　　92

　　　　18，　123

　　　　13，　103

　55，　56，　57

　　　　　　　　53

　　　　　　　　102

　　　　　　　　21

　　　　22，　125

　　　　　　　　22

　　　　　　　　53

　　　　　　　　46

　　　　　　　　22

　　　　　　　　88

　　　　　89，90

　　　　　　　　59

　　　　　　　　76

　　　　　76，93

　　　　　　　　23

　　　　　31，41

　　　　　　　　　13

　　　　　　　　93

　　　　　　　　90

　　　　　　　　32

　　　105，107

　　　　　　　　79

　　　　　　　　79

76，89，90，92

　　　　　　　　99

　　　　　　　　　16

　　　　13，　100

　　　　　13，95

13，103，111
　　　　　　　　13

　　　　　　　　13

　　　　　　　　　13

　　　　　13，71

　　　　　　　　　13

　　　　　　　　　13

　　　　　　　　　B

　　　　13，　127

　　　　　　　　　13

　　　　　　　　　13

　　　　　　　　　14

　　　　　　　　　14

　　　　　　　　　14

　　　　　　　　　14

　　　　14，　102

oαπo∫5＿o㎞shかfεn3∫5

0副o’3一ρα⑳鋤5

cα7’c’5一μ05αe＿＿，＿．

o副o’s一ρoo∫11の襯5

0α禰3－7h∫zopo伽．．

　　　14

14，95

　　　14

　　　14

　　　14

　　　14

　　　14

　　　14



Pμ00’n’α0αアκ∫3－3α40εn3試5．．＿，

　　　　　cα7’o’5＿5h’〃2∫ぬen5’5

　　　　　0α7’C’5－S’4ε70S’fo∫αε

　　　　　　0α7’0’5－5∫な0え∫αnα．＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14，　104

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14

cαガ（ゴ5－501∫4αg’n’5　．．　　　　　　　　　　　　　　　　　14

0α7’o∫5一訂ψα～αε　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14，　102

0α顧5一伽nわε79ガ　　　　　　　　　14
6αガσ5イ7’oho5り71’5　．．　　　　　　　　　　　　　　　　　14

ご副5喪伽θ＿＿．＿＿，　　　　　　　127
‘εnoh7∫var．oεnchπ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25

伽ε70phア11’　　　　　　　89，91，93
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　87

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　71

0fか・’nα＿，＿，＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　47

0’inlonπ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 131

0n∫6’一〇1θ7αce’　　　　　　　　　　100，102，103，104シ109，

　　　　　　　　　　　　　　　111，112，114，117

0n’4ガoo’α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90

congε5如．　　　　　　　　　　　76

00πvolv㍑1”119σ070nα’αvar．αveηαε＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　23

0070nα1‘z　var．ooアonα～α　　　　　　　20，24，25，29，31，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　32，34ラ40，42，44

0070n伽var．吻9ε’03　　　　　　　　25
0070nα’αvar．h’〃昭1en5’5　　　　　20，24，25，35，40

60rレα7εn5‘5　＿．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　93

07ε卿’5一厩ε9耀．．．＿。＿。＿　　　　　　107

07θ卿’5ブαpon加ε．．．．．＿．．　　　　　　119

c朋ワ如n4ガvar．1協麗7’απs　　　　　　　　　　　　　　　　　　44

cμnθα’α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　63

c㍑κ読gon∫5　　　　　　　　　　10

P㍑co加如ノ2ηめ7∫5り71’4’5

c御505Plenガ

ofoμ’αε＿，＿．．

oかcαω

伽oo’ぬ

伽吻ε5

吻》Sαnεns’5，

ルs句ワorα＿＿

91εcho脚1’＆

910η7ε7α幻

9かoε7∫αθ。

122，

105，

97α吻’n∫3subsp．97α〃πn’co1α　＿＿．＿，

g7α溺ごn’5subsp．grα〃証n∫5　＿．．．20，23，24，26，31，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　32，33，　34，35，44

gyηInαn47αεsubsp。cα〃2schα∫6en5’s　＿，＿，＿，＿　　130

hα左丸04εn3’5。＿，．。．＿．．．．．．＿．．．．．＿＿＿＿，＿。．＿，＿。＿＿　　46

hα左04α’eη5’5

hα1εn’αε　＿＿，．

hα’07αgi4試5＿＿

hα5h’o肋’

hθη軍ε700α〃∫4’5．

hεrα01θ∫

17

37

17

92

95

123

112

31

29

hεμohε7αεvar．〃2fnoア．

hめ卿耀ns∫3．＿。＿，，＿

h’εアαo”var．h’ε7αo”　．

hか05αえ’εn3’5

hoη2η7αε　＿。．．＿，．＿，＿，．．

ho7∫αnα

hμ1’enガ

hアα珈α

’ψ。αε9㍑α107如1∫3

∫7∫6n5’3り．．．．．．．＿＿＿＿。＿，

∫5h’z麗oh’εn3’5　＿。＿，＿，．

’wα陀アの”εn5’5＿＿，＿＿

ノ09α5h枷佛s∫s＿＿＿，一

肋7ε1’cα

㎞wα㎞ηπεn5∫3

　　　　　14

　　　　　120

　　　　　64

　　　　　11

47，48，　134

　　　　　91

88

0アno40nだS

oアPε7’＿＿

0塑αぜ一ρ∫105’

cγPεr’イα9αクわr〃π5

dα’5θπen5’5　．＿＿。。＿

4’απ’h’ブヒτpoπ’σi　．．＿

4∫α77henαε　＿＿

4’ε！θ1’απα

4∫00αε＿，．＿，＿　．　．

　　　126

　　　16

　　　　16

　　　　16

　　　36

　　　56

　　　26

　　　127

　　　107

14，　102

　　　20

　　　26

　　　　17

29，34
　　　　71

　　　　54

　　　　36

　　　　80

14，　116

　　　　74

　　　　96

　　　　49

　　　　31

幻鯉α襯

盈ア〃∫ng’αε一わ7θV荻）1fα8＿＿＿，．．

1αc∫κoαε一4εわ’1∫5

zαo’μσσε＿48ππoμ」α煮α｛3．＿．＿。＿

1ααμ0αε一rεPεnだS．．．．＿＿＿．＿＿

1α1παπαe　＿＿，＿。　．

1εP朗7’＿＿＿＿＿，

1εV’5var．ραn10’一鋤9卸∫nα1’S

1’わαno”4’5

1∫9㍑5がoo1α

　　　　14，46

110，113，118

　　　　　　　25

　　　　　　　14

　　　　　　106

　　　　63，77

　　　　　　　14

　　　　　　107

　　　　　　　14

　　　　　　129

　　　　　　　76

　　　　　　　92

　　　14，　127

　　　　　　　15

4fo加evar。〃3’α0μno1α

4’05007θαε　＿＿＿．．．．

ゴfp1αohn’co1α　＿＿一．＿．

ε1θoohα万4’5＿，＿，．＿，＿，

ε卿var・1・ng’5P・塀

εP’10わ〃

qワ’η2（～4”＿＿

6弓ノ漉ヂOP％S

εxhα麗甜α　．．．

εX！θn5foO1α　＿，＿，＿．

ル90Pツガ001α

ノセ79麗5son∫

アセ77躍9加εα

漁5惚αε

1加osαθ

”nθα7ヴわ7規’5

”nOSア7’4∫一ごα7’α3

1’∫’07α1∫5　＿．．，．．

10phα云h召ガ

1μzμ1αε

　　　22

　　　18

　　　110

　　　119

　　　110

　　　97

　　　34

27，43

　　　92

89，91

15，　127

　　　　15

15，

45，

ケng掘

醒αgnπ5’αnα

η2¢ノ＠η孟hε〃2∫．◆。

η2α窺απα　＿，＿

〃昭n45h㍑7ioα

40，

48，

103

117

35

46

15

81

49

131

15

一148一



Pμoo’吻耀」側0卿oα

　　　　　　　醒εη’hαe

　　　　　　　〃～ε’αnαπhεo”

　　　　　　　顔α0307α

瞬αoψo耀，

雁n麗55εn5試5．

ηπ50α躍孟h’．．．．．

加加耀θ＿＿．

吻励e卿α
加リノ4為8’

　　　　　　　　　　　　　134

　　　　　　　　　　　　　121

　　　　　　　46，　47，　49

　　　　　　　　　　　　　　15

　　　　　　　32，　33，　39

　　　　　　　　　　　　　111

33，36，39シ　126，　127

　　　　　　　　　　　　　117

　　　　　　　　　　　　　　89

　　　　　　　　　　　　　　玉5

用’ア05h’αnα　　　　　　　　　　　　　　　　　　23，27，43，90

η20轟vεns∫3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15

η軍01’π’αθ　．．．。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37

η201ゼo㎞εn5’3　　　　　　　　　　　　　　　　　40，　41，　80

ηα肋n’5h∫幻’∫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23，　26，　43

ηαnわ麗αη召　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　89，　90，　91

π’9701’nε副3　　　　　　　　　　15

吻poη’cα　　　　　　　　　　　124
n直5h∫4α確α＿．，．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　107

η”∫4π1α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　76，　89

陀o湾e間s　　　　　　　　　　　　　　　15
0αh麗eη5∫5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27

0δ50麗rα　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　46

0hsαwαεη5’5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15，　114

0肋’αη2αεη5∫5　　　　　　　　　　　　　　　　　　41，　80

0え麗4αかα∫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　49

0η’wαεns‘5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　76

0ph’opogoπ’5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　48

0アわ記㍑1α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　114

07nαずα＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　77

0∫αη’αnα　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　77

0xα1f4’5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　125

ραn’o’一〃20n伽’　　　　　　　　　　43

ρα脚1加　　　　　　　　　　　 38

ραか’雌’αθ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　134

ρh卿05Pε7耀ε　　　　　　　　　39
ρhαε05po70　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15，　94

ph’」’愛ρ訪θn3ε3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16

ρh7αg〃π”5　　　　　　　　　　　　　　　　　　41，　76，　77

ρ’1εα‘05pom　　　　　　　　　15，101
ρ’〃2P’nε〃αε．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　92，　93

ρogonα’hε7f＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　42

po1ε〃20nガ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　127

ρo〃’n’αε＿．　　　　　　　35，63，97

ρo〃’n吻一9襯4吻8財5　　　　　　　　30
ρo〃’漉oo1α．．．．．＿．　　　　　　　　　35

ρoかgon’一α溺ph’わ”var。ooηvolvμ1’＿，，＿＿＿　64，　76

ρoかgon∫一α〃ψh’わ”var．poケgon’一α規ph’わ”＿。64，　76

ρ01ヌgon∫一αη2ph’わ∫’var．ρ01アgon∫一6αεsp’fo5”＿＿　76

ρoケgon∫一αη2ph’わ露var．poケgoη’一5αohα〃nεη5fs＿76

poケgon∫一α〃ψh’わガvar。poケgon’一5’εわ014海，．．64，　76

ρoケgon’一α溺ツh’わμvar。∫ovαr∫αθ．＿。＿　　　　　　　　　　76

ρoりlgoη勘e頭ch∫’．。。＿＿。＿＿，＿＿＿＿＿76，105

ρo励ア709εn惚　　　　　　　　　　59
ρ彫9㍑’1’svar．P惚9㍑’1’s　　　　　51

P麗60加’αP吻93hε珈’αnα

Pμ1‘hε’1α

図vε716惚

ρ躍αα∫召

ρμηo⑫朋’5

ρμ㌍賀κα………一・……一

ρμ5’〃α

烈9η2αθαvar・酬9〃軍αεα

mng珍吻α
肥coπ4惚

rhツη6ho砂o呂αε

耀わ如ε一’躍α7’oαθ

　　　　　15

　15，96
　　　　　71

128，129
　　　　104

　　　　　43

　　　　　23

　　　　　25

　　　　　25

吻εs。

20，21，24，25，29，37，44，80，82

5α扉o躍1με．

5ακ砂α9αε一η2’07召η！hαε

50hε40ππα74’

5ch’zooo40n’5

5ch’zonゆ6’αε

30’ψ’

50吻∫一’8脚徽n’

5c～e吻¢

sεヴoεn5掴

5θnεo’o躍3

　　　　　　　18

　　　　　　130

　　　　　　　33

　　　　　　　92

　　　　　　　88

35，　37，　44

　　　　　　120

　　　　　　123

　　18，　120

　　　　　　　18

　　　　　　　18

15，1B

S曜傭r’0ηα”5var．ノαpon惚

5ε55’1∫5．

5εS5∫1∫5var．5ε55∫1∫5．

sh’ちo孟5μεn5’s

ε∫ゐか’oα

5∫κoた如照．

3’1vφω

s∫ng吻7’5

57η’1α0∫S－5’εδoJ4”

so7gh’

3Pα‘hア6朋αε＿＿

吻αε一s∫わ耽αε

5か蜘襯3var．謝〃b7川’5

孟召9αηεsμ9ε　。

’α帥α海α澱

’αηα0εだvar．’απα6εが

’hα1’αθ．．．．．．＿

　　　　115

76，82
　　　　48

40，48
　　　　76

　　　　76

　　　　15

15，　118

　　　　79

　　　　49

　　　　125

　　　　　11

　　　　44

20，23，24，29，32

’hθ5∫∫＿4（～oεご7アeη1∫5

磁7ε11αεoo1α

’∫nα0躍ωZα

’09α5h’αηα

’o々㍑わ翻oh’∫

’of‘07∫εn5’S

’oツohかε陀5’3。．

’7αわμ∫”var。αわε’．

か011∫∫

μ規わ∫1’o’

μsホα”5＿．．＿，＿．＿．。．＿＿，

yα吻励svar．吻5αnαε

vε厩加α

veア召か’＿，．．．．．．．．．＿＿＿．．＿．

Vα0π’0αε．．＿＿、＿，．．．＿＿

　　　　　15

　　　　　26

102，106
　　　　　11

　　　　　86

　　　　　88

　　　　115

　　　　　82

　　　　134

　　　　　88

　　　　　16

　　　　　41

　　　　　86

　　　　　59

149一

79，81，82，83

　　　　　　　　112

　　　　　　　　　15

　　　　　　　　49

　　　　　　　　132



P㍑OC∫η∫αVε70η’0α7㍑η2

　　　　veκ810010ア

　　　　Vε5∫ご扉105α

　　　　V’01αε＿。．＿．。．

　　　　　　　　　　132

　　　　　　　　32｝44

　　　　　　　　　　　79

　　　　　　　　　　　96

　　　　　　　　　　　96

　　　　　　　　　　116

　　　　　　　　　　　86

　　　　　　　101，118

　　　　　　　　　　　15

　　　　　　　　　　　15

　　　　　　　　45，129

　　　　　　　　　　　15

　　　　　　　　　　　83

　　　　　　　　　　　94

　　　　　　　　　　　71

　　　　　　　　　　　88

　　　　　　　　　　　71

　　　　　　　　　　　85

　　　　　　　　127，128

　　　　　　　　　　　87

　　　　　　　　　　　87

　　　　　　　　　　　29

23，26，28，30，34，42，45

　　　　　　　　　　　17

　　　　　　　　　　　45

　　16，21，28，30，37，38

　　　　　　　　　6，60

Rhツnoho5po万㍑〃冨sp。

V’01αε一91αδε〃αε

VかgOε一α麗7εαθ＿。

wα145陀’η∫αε

xαπ∫h∫’＿＿．

ア0ん09μ7αε

ア0ん0’8n5’5

ZOツ5’αε＿

sp・

Pμ06加’α5翻麗〃軍α97加20n’αε，

　　　　　　わoεh“2ε万αε．

　　　　　　o’70αεαε　＿。。

oo70ho70P5’4f3

εP’10わ距

　　　　　　ρ0ごε厩∫’1αθ”

　　　　　　〃701αε
P麗σC∫，2’031ε1θ0‘α7幻●αηα

　　　　　　溺αn45h㍑7’（u

Pンガα4α7fα97f5εα　＿＿＿＿＿

Pア78πopho7α　か露’d－7（ψεnだ3

Soh’zonε〃α膨Zαnogm規醒α

S

29

30’77h∫α　　5θ！α7∫αε

13

43

501ε70ph孟ho7α脚ασ705po7α＿

　　　　　h’99’n5”　＿

　　　　　sp・
Plソ1h’躍η2　4εわαびαπμ耀

3C1θ705pO7αgアα〃πn’001α

　　　　　醒∫30αnごh’

S61eアoがη∫αn∫vα1∫s＿＿＿．。

　　　　　501ε70”0耀’π

　　　　　か荻）1’0耀n2＿

　　　　　’7∫〃π

So1θ70枷加hツゴ70ph’1僻2

　　　　　ア0旋∬＿＿＿＿

Z’Zαn∫αε00’α

、20，21，22，25，26，27，29，

30，31，32，34，36，38，39，

40，41，42

　　　　　　　　　　　42

　　　　　　　　　　　36

　　　　　　　　101，126

　　　　　　　　78，　112

Sqワ’07∫ααgガ川o吻αε一ε麗pα’07∫αε＿◆．

　　　　わ7露αnn∫oα

　　　　ごεη‘ε11αθ、．

　　　　oε7α3ガ’

　　　　ohθ1140η”

　　　　o’老5距

　　　　00ηVOIVμ1∫var，5014αnε”αε

　　　　07α瞬74’αe

　　　　αεP’4∫5＿，

07qワf4∫3プαpon記αe＿。＿

o那磁hθ耀〃α

θη4’V’αθ＿、＿＿。＿．．．＿．．

ε7’9ε70nだ5＿＿＿．＿＿＿

戸α9αガαε＿＿＿＿，＿＿＿

9α1’一わ0泥α1∫S

9θ∫＿＿＿甲

9ε7わε万ooJα

hツ47000り，1ε5－w∫クb励’一

批ε7’4’5”4εη∫α！αε＿＿，＿

1α0’麗C’001α．＿＿＿＿，＿

1∫ηθ〃’αnα＿．＿＿．＿＿＿，

り℃0αon’＿＿＿＿■＿＿＿，

麺灘oh’αθ＿＿＿，＿＿

　　　　　　　　　　68

　　　　　　　　　　49

　　16，27，28，43，45，

　　72，77，108，130

11，　16，　19，　58，66，68，

95，109，118，133，134

　　　　　　　　　　83

　　　　　　　　　118

　　　　　　　　　　90

　　　　　　　　　　56

　　　　　　　　　　72

　　　　　　104，106

　　　　　　　　　119

　　　　　　　　　120

　　　　　　　　　119

Rα“軍μ1απα　αc7∫3

R

α9α釦ohθ5．＿一

α1わ0一〃2α0μ1αn5．．

み∫5’0ア孟αε．

ε7∫ge70nがS一αnη躍

9ε’＿

hα7α∫

1’ηε01α＿

ρ’6パ4∫S

ρ0〃’n彪ε

7hαわ403po耀
アμ6εμα．．．，

　　　　　⑳一η2ασμ1αηS，，

　　　　　7麗加∫0’S－0ガ5Pα．．

Rh’zoo‘on’αル雁9磁．＿，＿．

0びZαθ騨一”一◆◆一………

0り彪αε一3αだVα◆◆＿，

7ゆεns（菌根菌）

301απ’＿，．＿，＿．

81

120

76

76

108

84

74

117

1B
35

126

77

76

77

　6，　16，　17，27，28，30，36，

38，39，43，76，93，102，103，

107，111，126

　　16，27，43，71，76，　130

16，17，18，19，27，28，65，76

　　　　　　　50，　51，　52

16）17，18，19，25，27｝28，30，

33，36，38，43，45，50，52，53，

76，103，107，108，111

　　　　　　　　　　　　28

ηα〃2わ麗αnα

0わ50㍑rα　＿

ρh1アα卿o∫4ε3

ρ’oπ4’5

pOかgOη07麗規＿

ρ0’ε漉∫〃‘Zε一〇εnπ97‘znαε

ρo卿∫111αε

50noh加α　．．，

3陀〃α7∫αε。

’7髭’c∫　＿

Vε7α≠07∫

V’01αe＿

V’01αε＿se“π1㍑ηα7∫4’S

καnごh”

21，29

Rh∫zoo’oπ’αzεαε

　　　　　sp・
sp．（菌根菌）

57，　77，　125

50，　51，　52

119

106

118

108

85

129

84

112

91

111

111

12

78

127

127

99

74

113

77

85

85

117

57

49

96

96

119

150



Sεp～o”α　sp9　．＿一＿P◆＿＿＿一＿＿．＿＿＿＿，＿。＿．．＿＿＿＿＿『＿　　116

Sε孟oε’γ3ψhε70㎏θ73’αε．、．＿一＿＿＿＿＿＿．＿＿＿＿＿一一88

3α05phαε吻解c∫ω＿，＿一．＿＿＿＿一＿＿，＿＿＿．＿＿＿。一43

So7伽εαグ卿一Pεr5’cαε，＿＿＿＿．＿＿、＿＿．＿＿＿．＿，一＿＿＿82

So705phαε7α　　　　vε70n’oαθ　　。ρ＿＿、＿』＿，＿．、．甲＿，＿．＿＿、＿，　132

So705por’μη2　αδ7α醒ov’αn麗〃2　＿▼＿＿＿＿，＿＿，＿＿＿＿＿、甲＿　　43

　　　　　　α耀nゴ’羅θ〃‘zε　　．＿．＿，＿，＿．＿，＿，＿，＿，＿＿，＿，．　22

　　　　　　／1α9ε〃碗〃2◆．◆＿＿＿＿．＿＿．＿．＿＿＿＿＿＿一，一33

　　　　　　／br〃20sαnμη2　．一＿＿＿＿＿＿＿，＿＿＿＿＿＿＿、＿38

　　　　　　κ麗｝レαπ0αnμ〃2　＿＿，＿＿．＿，＿＿＿＿＿＿＿，＿．．．　11

　　　　　　ραspα”イhμnわε7g露　＿。＿＿＿＿＿＿＿．＿＿＿＿＿　　38

助hαcε’o〃観δ’4ε廊＿，＿，＿＿＿＿＿．＿．＿。．＿＿＿＿＿＿104

　　　　　　えμ70zαwαη麗〃！　＿＿，＿＿．＿＿。＿＿＿，．＿，＿＿＿，　65

　　　　　　ραε4ε吻ε＿＿＿一一＿＿＿＿＿一＿。＿＿＿＿＿129

　　　　　　吻惚9∫n∫s＿＿＿，＿＿＿＿＿一＿。．＿．＿＿＿＿126

　　　　　　アosh”α雌μ規　＿＿＿，＿＿＿＿＿＿．．。＿＿＿＿＿＿　　105

助hαce’o’hεごα　　hツ470P’Pεπs　　＿＿＿＿＿＿＿。＿＿＿＿＿＿＿　　75

　　　　　　　ρα即α耀〃L＿、＿＿噸．一甲一＿一＿＿甲＿＿＿39

助hαε7ε〃ops’5　　／31μ〃2　。。．＿＿の＿　　16，27，32，33，36，44，63

助hαε70～hθoα　α1P’nα£御αc705porα　＿＿＿＿◆．＿＿＿＿甲．＿＿　　88

　　　　　　αphαn’5var．叩hα廊＿＿．＿＿．＿83，84ラ85

　　　　　　αphαn∫3var．hッα1加α　＿＿＿＿。．＿＿＿＿＿＿．　85

　　　　　　α5だ1δ’oo’α　　＿，．＿，．．．＿，＿＿＿＿。＿＿＿，＿．＿＿。．　87

　　　　　　δαZ3α“πnαε．．◆＿＿壁．．．＿，．＿，＿『．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．　54

　　　　　　0αr4αη2’nε5、．．＿．．．．．．＿＿．＿，＿＿＿，＿，＿，＿，＿．　60

　　　　　　0μoμ7わ鉱αθ　＿，．．．．＿＿．＿。＿．＿。＿，＿．＿，　61，　62

　　　　　　4’01’ρ’e7αε　＿＿＿，，＿＿＿＿．＿＿甲甲＿＿＿＿＿＿，　97

　　　　　　εZ5ho1孟ziαe　＿，．＿．＿＿＿＿＿．＿．．．．．．．．＿．，．．＿．　121

　　　　　　φ10厩＿＿＿＿．．．＿＿＿＿＿＿，＿＿＿＿＿＿．り72

　　　　　　即ho7伽ε＿一．＿＿＿＿＿一＿，＿＿＿＿．＿＿．＿63

　　　　　　即hor伽ε一hθ’∫osoOP’αε＿＿＿＿＿＿，＿＿＿63

　　　　　　　即ho7伽ε一h’吻ε＿．＿＿＿＿．＿＿．『＿＿＿＿62

　　　　　　ノセア耀g’ne‘z　var。α1わ卯07αe　＿＿＿＿，＿＿．＿＿　　86

　　　　　　漁77μ9’ηεαvar．勘7μ9∫nεα．＿＿＿．．、．、、83，86

　　　　　　ア～1ψεn4躍αε＿＿．．＿＿＿＿＿＿，．．，＿＿，、．．＿．”、＿84

　　　　　　ル9礁◆．＿『＿＿．＿＿＿．＿＿＿．＿、＿り＿◆．◆◆◆．．◆9』▼．64

　　　　　　μ∫9’neα＿＿，55，64，69，73，74，84，85，87，

　　　　　　　　　　　　　88，94，96，97，98，109，110，

　　　　　　　　　　　　　112，　121，　122，　123，　124，　130，

　　　　　　　　　　　　　131，134

　　　　　　飼∫9吻αvar。5めか’oα＿＿＿＿。。131，132，133

　　　　　　ルsoα、＿．．．100，101，103，104，105，107，108，

　　　　　　　　　　　　109，111，112，113，114，115，116，

　　　　　　　　　　　　117，II8，119，130，131，132

　　　　　　　h麗規麗」’＿，＿55，60，64，69，71，73，84，88，94，

　　　　　　　　　　　　97，98，　101，　103，　105，　109，　110，

　　　　　　　　　　　　115，116，121，123，130，131，134

　　　　　　　溺αc麗1α7’s　　＿。．＿．　55，64，74，83，84，87，132

　　　　　　　ρhαsε01’＿＿，＿、＿＿＿＿＿，＿＿＿＿一＿＿，＿70

　　　　　　　ρ01醐on”＿＿＿．◆◆．甲＿＿＿＿＿。＿＿＿＿一127

　　　　　　　P5θ麗4ψ30α

躍α75α・

sp・

助orisO吻〃2 4θS∫耀εη5

1θP魏7∫＿＿．

πε9’εαμη軍

S孟αgono3po7αoか7α’α．，．

S～ε溺phア1’扉〃3　SPP．

Sりz5αη麗5ρα〃θ5cεn5

£ソnohア1π躍〃2　　α祝7ε麗溺

4εoψ’（～π5．

μ9εn5

1αε！μη2＿．．

42

32

42

16

58

58

ρ0’ε班’μαε

　　　　　　　　　　　　　T

Tαph吻αoo7nκ一〇e酬

　　　　h’～αなμ㎞ε　＿，＿＿．．＿，＿．

　　　　ve3陀797（～η’∫＿，＿。＿＿＿＿

TθびαPloα　α7’甜α’α

Thεoαpho7α　　α陀ηゼ〃2α　，＿．＿、＿、＿

　　　　　　5θηπn’5－oonvOIVμ1’

　　　　　　’7召’1π　＿＿＿．．＿．＿．．

　　　　　　V’0’α召一αn10｛～nαε

丁乃ε左OPε07αα3陀7μ〃軍　，，，＿。＿＿＿

　　　　　伽chアわo砂415

　　　　　9㍑1如’α＿，＿＿＿，＿＿

　　　　　n伽on’0α
　　　　　7㍑わ’αε＿．．■．．．＿，．＿，．

T『〃α’α　　α10Pεcμ7’

　　　　bα7c1αアαnα＿＿＿＿．、。．

　　　　耀ε凄α’

　　　　01’吻

88，96

　　65

　　72

　　47
85

　　　　3ε‘αr’αε　＿＿。．．＿．．＿．．

T”αεospo君α　　θ9躍5α’

恥nz50hθ1∫α加oα

　　　　　　ρ耀厩一5P’no3αθ

万ε溺ε〃α0α㍑1’001α＿。．．＿．．．．．．．，．

　　5
8，　10

　　6
　　97

　　17

　119
　114
　　70

　110
　　55

　　128，129

　　　　　129

　　　　　130

　　　　　21

21，27，28，39

　　　　　39

　　　　　23

　　　　　43

　　　　　　6
　79，　81，　82

　　　　　79

T7’αngμ如7∫α　η2αngεηo醒　．．．．．

T7ψhrα9〃πμη軍　　麗’〃2α7’αεvar．μ’〃2α7’αε

乃phぬ’n‘佛伽＿，＿＿一＿．＿＿。．＿

こ加C’ημ1αα5’e7’S．

U7ε4’πOPS∫5

助hαεη‘1’nα　　70h4θαε

u

102

37

84

20

71

98

60，62，63，66，72，84，98，105，107，

108，111，112，113，114，122，123

　　　　　　　　　　　　　　　48

α4∫αn’h∫　．＿．．．．．．．．

α吻痂。．．＿＿＿

4α’5εnen5’5＿，＿，

ノz∫o加α＿，＿＿＿。．．

hかosαえ’θn5∫5　．＿

’η’ε7〃2ε4’α　．

肋耀ε∫αηα

た0切α9α’α舵ns’5

055荻》r〃π5

ρ～ε7’4’S

　　　　　　5㈱h∫0卿7燃
U陀4肋OP5’S　WOO45∫αε．．．．．．．．．．．

しケε40α100α5’αε

　　　αψθ5∫万5．．＿．＿，＿＿，＿，。．

103

　7

　9

　9

　8

　8

　9

　5

　9

　6

　5

10

10

10

96

一151一



砕ε40α7醜nε鰐ε

わ70η2ψα貿岬o膨

ωガごS一’no’5αε

ω即OS’1α耀醒。

ωn’097α遡耀3

　9

24

15

114

徽瞬ア伽εヅ吻oπ’oαε

7

のP！097α〃槻e5

4θ棚04”一ρ㍑10hε1〃

‘加nε〃αε．．り．＿。．。

ゆ’αz”

e7’ge70班‘5

ge襯”一ηゆα1εnse

h飽rO四吻．

h∫rα融㍑㎞’

hツα1’ηα

か’0’η0陀η5ε．

’5h’肋7’θηsε．

加α’εη5な＿．

lyoθn5な

㎞鴻oη2εη5ε．

ゆ07’εαe＿。．

120

　7

66

47

　9

108

64

110

　7

15

72

50

121

96

　7

1’n伽εαeヅ吻oπ吻ε

躍α㎞n∫5h∫左露

nαη肋’θη5な

παv’oo彪＿．

OP々∫077hfzαε

ραε4ε7’αε

ρ傭oゆ1’cα！’

ρ醒yαε

ρoり～9吻εco’α

ρ0卯04”一Sμpe廊’α1’5

5α9α加εη5∫5

5α’v1αe－ch’nεπ3∫5，

3襯2かεco如

　94

　　6

　22

　　6
　　85

129

129

　43
113

　　74

4，7

　　6

Sツnμ万

陀n躍5

ケ10pho惚
v’μoπαε

　　　　　アα灘4αnα』＿

U70のノ5～’5α970Pツ万

　　　　　　　αnε〃20nε5

　　　　　　　ω70’no4θ5

　　　　　　　01加’on’αε

　　　　　　　4’05007θαε

　　　　　　ノαpoη吻

　　　　　　　溺ε1ごcαε

　　　　　　ρα7雌5＿＿

124

96

117

　7

98

　8

ρ5εμ40碗ε〃20nθ5．

7αnμno麗1’

7049α写’αε

3c’〃αε．．＿．．

50705PO7’0’4ε5

1鹿雇α1’5．＿＿．．

’7’〃∫’

v∫01αe

　　　　　　　　7

34，　35，　41

　　　78，79

　　　　　　　80

　　　46，49

　　　　　　　20

　　　　　　　79

　　　　　　　35

　　　　　　　48

　　　　　　　79

　　　　　　　81

　　　　　　　88

　　　　　　　49

　　　　　　　82

　　　　　　127

　　　　　　　49

　　　　　　　96

152

U70’ηアoε5 α〃’一〃20ηαηごh’

α〃20ε〃μ5，。．．。．

傭hツ〃’4’s

α卯ε励oμ1磁5vaτ．αz㍑短’oo’α

α卯θ励cぬ躍5var．ゴ’5Pε君3㍑5

α朋α∫αε＿．．．＿．．．．．＿，＿＿『．．．．．．．．

加召嫌1ε吻耀3＿，．＿，．＿。＿．．＿＿

わ’4εn”oo1α

oαoα伽ε

oαア∫6試5．わ耀朋εαε．

ω溺那ε伽αε

00ア0πα’μ5

C搬5S’Vεπα

4αのノ1雌svar。ρ0舵

4αoリノJoαθn”

4’αn’h’

ぬ耀5
θ7v’．＿＿＿一＿。＿．．．．．．．＿。

εζソ’h70ηガ

θ塑ho痂αθ＿．＿。＿．．．．＿

ε躍phorδ’αε一〇〇7n’α41α”

9α1’1

ge7αnだ

hαZ51ε4距

hα7αεα“㍑s

hε4ン5α1ゼーoわsoμπ＿＿，．．

hε’η2ε71’αημs

∫nαε9吻1’μ5

ノαpon蜘5

ノμnα

肋枷on’α朋5

肋wα肋海’

㎞η’go雁εηs’5

’卿ε4εzαεツ00麗励εn∫’5var．”0αnμ5

1ε5Pθ〆εzαε一P700躍用伽’な

var，1e5Pθ4εZαε一ρアOCμ〃2加n’∫5

1枷on蕗

伽eα7∫s

ケ00αon∫

川eκμ7’α1’s

雁no7

　　　46

　　　101

　　　68

　　　70

　　　65

　　　126

　　　68

　　　103

　　　105

　　　15

　　　19

　　　45

　　　56

21，81

　　　26

　　　56

　　　46

　　　70

46，47
　　　62

　　　68

　　　129

　　　64

　　　34

　　　18

　　　67

63，70

　　　57

　　　46

　　　45

　　　49

　　　63

　　　17

　　　67

’η劾7αε

規oεh吻9∫αε

規扉εh1εnわε79’αε

07ゴθn’口1’S

ρααoα㌍αε

ρめ90η’一αV’Cぬ7fαθ

ρμno翅μ5

7hアηohosporαε

耀あε盈’αε

n捌’α5

5側耀ガ＿＿＿，＿，

so耽ρ枷副伽∫

5αα万αε一”α1’oαε

50〃㈱ψ1∫泥

　　　68

　　126

　　　38

　　　78

　　　63

　　　69

　　　47

　　　57

　　　37

　　　67

　　　99

　　　77

　　　65

　　　18

　　116

　　　77

　　　86

　　　11

30，43

　　　116



U70溺ツcε5 sopho7αε吻vεscεn∫’s。

5！7∫α1配S

’εnμ∫oμだ3

　　　　　　1hε肋0卿4∫σ01α＿＿

　　　　　　か’9με∫耀S

　　　　　　Vα1ε7∫αnαθ　．＿＿＿，＿．＿。＿，＿，＿。

　　　　　　Vε7α孟7’．．＿，．．

　　　　　　V’ofαε卿わαθvar，070わ∫＿＿．＿

　　　　　　V∫0∫αε漁伽var．V∫0’αe適わαε

　　　　　　｝ツe4ε」∫αε．＿．＿＿。＿，＿，＿，＿．＿。．

　　　　　アα左㍑5hf〃κ～ns’5．一＿．＿＿＿＿＿＿＿，

　　　　　y躍Sε’9α’α舵n5’S　＿＿．＿＿＿、＿＿

U蜘0甥’S　Wα145’θ∫n’αθ

Uy伽9’no漉αα耀n4’nε〃αε

U頭1‘zgO　ω7（～∫1ε〃1αθ

　　　　αspα7α9’一ρツ9η2αθ’　＿，＿＿＿＿＿＿，

　　　　αVenαθ
　　　　Z）∫5’0∫α7μη2　＿，＿，＿＿。＿，＿。＿。＿，＿

　　　　0α1α溺α9705が4’5＿＿＿，＿，＿＿．＿

　　　　00〃1η1e1’nαε＿，＿．＿，＿＿。＿，＿　．．

　　　　om加επ

　　　　θoh∫nα～α　．＿，＿　＿，．＿＿，．．

　　　　gmn漉s
　　　　h’〃2α1‘～ns∫s　．．．．．．．．．

　　　　ho74‘～i＿＿＿．．．．＿＿．＿』＿，＿，＿＿．＿．

　　　　hツpoむ陀s

　　　　’50hαε溺’一αn～hξ～pho70’4ε5

　　　　㎞εhπθαnα　＿，＿＿＿＿＿＿，＿，＿，＿

　　　　たμ3απo’

　　　　nθPα1επ5’s

　　　　o7nflho9α1’＿，＿，＿，＿，．＿．＿

　　　　OXα1’ゴ’5

　　　　50”αη7∫nθα　．．．．．．＿

　　　　3CO泥0πe7αe

　　　　5θ伊eπS
　　　　5hか‘ガαηα

　　　　膨朋opho7α＿＿，＿＿＿＿＿，＿，＿

　　　　5ぴ∫の7用’S

　　　　s：ソn～hε7’5醒αε　　，＿．．＿＿＿＿＿＿，＿＿

　　69

68，70

　　44

　　　　　　69

　　　　　　64

　　　　　134

　　50，　112

　　　67，70

　　　67，70

　　　　　118

　　　　　　62

　　　　　　67

　　　　　　86

　　　　　　22

　　　　　　19

　　　　　46

　　　21，22

　　　　　　75

　　　　　　25

　　　　　　19

　　　　　　43

　　　　　　39

　　　40，52

　　　　　　75

　　　　　　22

　　　　　　40

　　　　　　33

　　　　　　77

　　　22，36

　　　　　　75

　　　　　　47

　　　　　125

　　　　　　36

　　　　　115

　　　　　　29

　　　　　　22

　　　　　　30

20，25，32，41

　　　　　　27

ぬη～ho〃！onα3　0り～zαεpv．oηレ2α召

蜘η040ごhμ3　　cα7わoπα，ゼμ5

　　　　　　　〃2∫no7　．＿．＿．．

距〃’α　ε30μ1επ‘α

Y

17，20，21，28，32シ33，

39，40，45，52，75

　　　　　　　　　85

　　　　　　　　　86

　　　　　　　　　　　　　その他

アカクローバてんぐ巣病MLO。．

チャービル萎黄病MLO．．＿＿，．．

エンドファイト

45

アーバスキュラー菌根菌

VA菌根菌＿。＿，＿，

糸状菌（菌根菌）

内生菌

63，77，　126

　63，77，　117，　126

20，22，23，24，26，

29，31，35，41，44

22，26，36，39，42，

75，83，84，91，106，

108，　109，　125，　133

　　　　　　　　119

　　　　　　　　50

　　　　　　　　58

’7∫ohopho7α

κ’7∫0㍑10Sα

Vα’〃αn∫i∫＿．．

V∫no5α．＿．＿．

28

75

49

74

V
V召ア”o’11’μ“24αh1’αε

Vひ’肋”1αμηめε〃咋7α7μ〃2

Vb1μだηα　oonoen’7’cα

58，115

　89，91

　　125

W
恥露θα　　o∫7‘’πα孟α． 17，　28，　41

X
ぬn∫ho脚πα5cα即8s∫π3

oα〃2Pεs孟π3pv。ρoαε

4
41

一153



2．寄主植物学名索引（科・属名）

A
オoα卯hα．．．．．＿＿

ACANTHACEAE
／10h’〃εα

オoh加＿＿＿＿＿．＿．

オohア7傭hε3、．＿＿．．．

zloon∫々4n7＿＿。＿。＿

イc’αθα＿＿，＿＿，＿

ノ証Cだno5～εη2n7α　＿＿。

／f4enoOα麗Joη

／f4θnopho7α　＿＿＿．．

ノ望4eπ03∫εη3η2α　＿．＿

ノ霊4∫αn∫μ〃軍＿，＿＿＿．

／1ε90PO4∫μη3＿■＿，，＿

ノ4εsohツno規εnε　＿＿，＿

イ49α5ずαohε

・49πη20n’α

∠49705”5　＿＿＿＿，＿＿

！｛∫n51’αθα　＿，＿＿．＿，．．

AIZOACEAE　＿，＿，

1ガμ9α　＿＿＿＿＿＿＿■

！霊’ε’7∫5　＿，＿．＿＿．．．

∠霊”Sη2α　．．＿．．

ALISMATACEAE
∠1〃∫㍑〃2　。．、＿＿．．＿．、．．．。．

オ100α3’α　．

オ10Pθ0μアμ3　＿＿＿．．，

オゆ’禰，

オ々ε7nαn孟力e7α　．．＿＿．

イ4η！伽α

AMARANTHACEAE
ノ望“2α7αη！hμs　＿．．　＿＿

AMARYLLIDACEAE．
／1η2わ705’α＿，＿，．＿　．．＿

イ4〃漉05’9η2α　＿＿

イ規ph’oα弓ワαεα　一＿＿，＿＿

イnαphα1∫5＿

・4n470Pogon，

！歪nε∫1eη7α＿

／望nε’”onε　＿

14ngε1∫oα　．．

ノ望n’ho万αn’h㍑規

∠1η’h7’5cκ5

オρ∫05　r＿＿

APOCYNACEAE
オρ00ツnμ〃2

オ9躍1ε9∫α、＿＿＿，＿．

オ7αδ’5　＿，．＿＿＿＿，．．

ARACEAE　＿，＿

！虻rαchn∫04ε3＿＿

ARALIACEAE
zl7εnα7’α　＿＿，＿．

62

97

100

54

52

78

78

61

100

98

100

　7

89

65

120

83

20

100

52

121

46

10

10

46

10

20

52

53

46

52

53

10

101

50

65

101

21

18

78

89

21

89

65

97

97

79

59

10

　5

53

55

オ7’5αεn7α．

イπ5’0100h’α　．

ARISTOLOCHIACEAE
オ7〃7ε7∫α　

．＿．

ノ望7躍’6α＿＿，．

オ77henα’hε7μη2．

∠17∫εηπ5∫α＿．．

オ7’h7砒on＿．．

zレ㍑no㍑5　　．．．．．

∠17κn4’πε〃α　．

∠17μn40＿，＿，。．

。45α耀川

ASCLEPIADACEAE
オ501（ψぬ5＿＿＿＿，＿＿＿

！i5Pαrα9㍑S

！15Pε7ε〃α＿＿＿，＿＿＿＿

濯517ε7μ1α＿

ASPLENIACEAE．．
14sp1εn彪〃2

。4S’ε7

∠15”1わε．．．．．．．

・45かα9α1ε‘3

オ’hツ吻溺＿

Zかα0リン104ε3，

痴ゆ1ε寛

∠IVθnα　＿，＿

　　　　　　　B

BALSAMINACEAE
Bα7わα7εα＿。＿。＿。＿＿。．

Bεo㎞αnn’α＿．＿。＿＿．

BERBERIDACEAE．．
β’4επ5＿．＿，＿．．＿＿。＿，

BLECHNACEAE＿，＿
B1εohπμ溺＿．＿＿＿。＿。．．

β1μ加εα

80θhη2θガα

801わ030hoθn配3　＿，．．

Bo1オon’α　　．．．　．．＿．．．．．

BORAGn灯ACEAE
βo’hガoohloα．＿，＿。＿，

80！h7∫05Pθ7η2麗η2　＿，

B7αoh∫αがα

β7αohγρo伽椛

B7α53∫oα　＿＿。。．

B7εeα　＿，＿．．．

βπzα

870’πμ5

Bμ9105SO’4ε5

βμ1わ05リノ1∫5　＿

β㍑P1εμ7㍑η2

154一

10

53

53

126

101

21

101

21

83

22

22

53

97

97

46

22

128

　4

　4

102

87

65

　8

103

58

22

53

59

23

54

103

　4

　4

104

93

11

104

54

23

54

23

23

59

104

24

24

54

11

90

　　　　　　　C
Cαoα1∫α

αZ1α〃奴9703だ3　＿＿，＿＿、．．．．

Cα1αη～hε　＿，　．

cα〃α

（コα々hα　＿，＿，＿，＿　．　＿，＿＿

Cαケ5陀9’α

cα〃ψαη麗1α＿＿，＿■＿＿＿＿

CAMPANULACEAE＿．
Cα溺Pαn麗〃20召α＿＿＿，＿＿＿

CαnαVα1∫α

cαnnα　，．．．＿　．

CANNABIDACEAE
CANNACEAE．＿＿＿．．．．．

CAPRIFOLIACEAE
CαP3ε11α　，．．＿＿、．．、．＿．＿．．．．．

cα74αηπηθ　＿＿，＿＿．．＿＿．

cαアゴ’αn47α　．．＿＿＿＿．．＿．．．

Cα74∫00～∫nκη2　．＿＿．．．．．．，．．．

Cα74麗麗3　＿，．．．．＿＿，＿＿，＿．

Cα7εκ　＿．＿，．＿．，＿、＿，＿，＿、

cαηワε5彪〃2

CARYOPHYLLACEAE
cα55∫α　＿，＿，＿，＿，＿甲＿，＿，．．

Cαμ10ρhツ〃麗川　　＿＿P＿＿＿

Cαア7α”α　＿＿＿＿▼，

Cε’os’α

Cεπ6h7μs　＿＿．＿，＿，＿，＿，＿

cεn1θ〃α　
＿＿，＿，＿，＿，＿，＿

Cθn’ψε4α＿＿＿＿甲＿＿＿＿＿

Cθphα」αn‘hε7α　＿＿P甲＿＿＿

Cε7α5だμn¢

Chα“2αθ1ε＿，＿，．＿，．．＿．．．

Chε’1αnlhε5　＿、＿，．＿．．　．．

Chε1∫40n∫μ〃軍＿，＿，＿，＿．．

Chε10no』ρ5’5　一……・”””””

CHENOPODIACEAE　．．
Chθnopo4’麗”2　……”’”””

Ch’たμ5’ohloα

Ch∫溺αph’1α　，＿＿＿，＿＿＿

CHLORANTHACEAE
Ch’07αn’hμ3　．＿．．＿．．．．．．

Chlo7’5＿，＿、．＿，＿．＿＿，．．

Chζソ5αnlhε〃2κη軍

Ch胚opogon
Chσ305P1εn吻
c’cμ‘α　、．．．

Cf〃πo施9α　＿＿＿▼曾，＿，＿

αnηα，

ακα召α

Cか3珈濯

C’ε’5！ogenε3．＿9＿．＿．＿＿

104

24

50

11

79

119

99

98

99

66

11

55

11

100

6G

60

87

46
105

11

105

55

66

54

96

53

25

90
105

50

55

90

　7

72

121

58

58

25

127

58

58

25

105

25

87

90

79

25

71

106

26



αθ規α∫5＿．．

α’nopo4珈溺

α’n∫o加α＿

Cn∫4加溜＿，＿，＿＿，＿，＿．．

Co40ηOP5な＿．．．．．．．．．．．．．

Coε10910ssμ用　　．．．．．．．．．．．．．．．

Coε10μεμ耀溺＿＿＿，＿、

CO加’5＿＿＿＿＿。．＿．．．、．．．

Co溺η昭1加α＿．．．．．、．．＿，．＿

COMMELINACEAE　．．
COMPOSITAE
Con’097α溺耀＿＿＿，一＿

Con∫03ε1’nμη2　＿＿＿＿．．

CONVOLVULACEAE．．
Coηyzα＿．＿＿＿．＿＿＿＿．

CO舜s一＿＿＿＿，＿＿一＿り．

Coκho70psls

CORNACEAE＿，＿＿，＿，

Co7nμ3

Coワ4α1’s．．．＿，＿，＿，＿，＿．．

CRASSULACEAE　＿，．．

C泥〃2α5～耀

αθP雌α3伽耀＿＿＿．．

CRUCIFERAE
Cりψ5’nμ5

αεn漉5

Cμcμわα～麗5

CUCURBITACEAE
ακμ1喀o

Cン励OPO90〃

qソnαnchμ規＿＿＿．，＿．＿．

Cソno91055μ〃2

CYPERACEAE
qゆθ摺5＿＿＿＿，，＿＿＿

q卿oωcα溺

qソπo〃伽溺＿＿＿，＿＿

qノ‘0μα’s

80

121

46

90

99

50

90

　7

19

18

100

　7

90

119

107

80

88

58

59

73

59

50

107

59

　7

　5

56

61

10

26

97

54

11

16

26

　5

　9

　　　　　　　D

加の710c吻珈2　　　　　　26

1）εnns‘αε4だα4
DENNSTAEDTIACEAE　　　　　　4
五）｛ψα7∫α＿＿＿＿．．，．．．．．＿．．．9

Z）θ50hα加p3’α　　　　　　　　　　　　　26

1二）εs〃204iμ“z　．．　　　　　　　　　　　　66

D∫αnε〃α　＿＿．　　　　　　　　　　　47

五）’αnずhμs　．．．＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　56

DIAPENSIACEAE　　　　　　　　120
D’α77hεnα　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26

D∫α甲αnαn’h㍑s　．．．．＿　　　　　　　　　　　　107

五）’ohoη47α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　119

D∫01卯ε7α　　　　　　　97
五）馨〃‘z7’α　＿．＿＿，＿＿　　　　　　　　　26

1：万η2ε擁α　 ．＿．．．　　　　　　　　　　　27
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